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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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どれだけ願っても想おもいだけでは辿たどり着つけないなら。

…──この罪深い誓せい約やくで、全すべてを屈くつ服ぷくさせる。

たとえ背徳の絆きずなでも──未来を共に生きるために。








プロローグ　互いの全てを捧げて










１






　…──乙女おとめの放つ甘い声が生まれ、淫みだらな匂においに満ちている空間がある。

　それは刃バ更サラ達を危機から救い出した長谷はせ川がわ千ち里さと──アフレイアが作り出したもの。

　薄うす闇やみに満ちた室内の中央に、東とう城じよう家の地下寝しん室しつにある特注サイズの巨きよ大だいベッドの複製だけを置いた虚きよ数すう次元空間だ。

　そこは──東城刃更と五人の乙女達が誓約を交わすための場所だった。

　──澪みおの処女を奪うばい、主従誓約を果たした上で彼女の『火』属性の力についても得た後。

　快楽で完全に意識がとろけた状態の澪を端はしの方で休ませている巨大ベッドの上では、一時間ほど前から刃更と次の少女の交わりが始まっていた。

『火』属性の澪に続いて刃更が誓約に臨のぞんだのは、『木』属性を担になう幼いサキュバス。

　成なる瀬せ万ま理り亜あだ。

　ベッドの中央──仰あお向むけになっている刃更の腰こしの上には、オーバーニーソックス以外の衣服を全て脱ぬいで裸はだかになった万理亜が乗っており、

「ああっ、はぁん♥　ふぅっ、ぁ……はぁ、あぁっ……ふぁああぁん♥」

　快楽に陶とう酔すいした嬌きよう声せいを上げ、淫らにくねらせた腰を上下させる事に夢中になっている。

　小学生のような幼い肢し体たいが、刃更の腰の上で淫らな女のダンスを舞まっていた。

　そんな万理亜を仰向けで見上げている刃更は、彼女の控ひかえめな胸を下から両手で覆おおうように揉もみながら、己おのれの剛ごう直ちよくで彼女をいやらしく串くし刺ざしにしている。

　万理亜の下の口から膣ちつ奥おくにまで己のモノを吞のみ込まれている刃更は、幼いサキュバスが腰を振ふる度たびに、まるで生き物のような彼女の膣ちつ粘ねん膜まくに絡からみ付くようにして吸い付かれ、

「くっ…………ぁ…………」

　湧わき上がる快楽に、否応なしに射精感を高めた。

　──普ふ通つうなら、万理亜のような幼い少女が刃更の剛直を体内へ迎むかえ入れる事はできない。

　未成熟な躰からだの入り口はまだ可愛かわいらしい程ほどに狭せまく窮きゆう屈くつで、無理に押し入れるような真似まねをすれば大切な場所が裂さけてしまいかねないからだ。

　だが──成瀬万理亜は人間ではない。淫いん魔まサキュバスである。

　よってどれだけ幼かろうと、その躰からだは男を受け入れられるようにできている。

　窮屈ながらも伸しん縮しゆく性に富んだ万理亜のそこは、刃更のモノをしっかりと咥くわえ込んでいた。

　万理亜が腰を振る度に淫らな水音が生まれ、二人の結合部からは混ざり合った男と女の分ぶん泌ぴつ液が泡あわ立だちながら溢あふれていて、刃更の内うち股ももをいやらしく濡ぬらしている。

　──その淫らなメレンゲは、薄うすいピンクを宿していた。

　それは成瀬万理亜の処女が、東城刃更によって奪われた何よりの証。

　とはいえ幼くても立派なサキュバスは、澪の時よりも微び量りようの出血で済んでいた。

　そんな万理亜の首には、刃更が彼女を抱だき始めた時に出現したものが今も浮うかんでいる。

　──主従契けい約やくの呪のろいの痣あざだ。

　誓約を結ぶ前段階として、長谷川が刃更と万理亜の間で発動させたものである。

　契約の術式の際に使用された力は、当然サキュバスのもの。

　よって呪いが発動している今の万理亜は催さい淫いん状態に陥おちいっている。

　そして──それは誓約が果たされるまで解消される事はない。

　しかもサキュバスは、他の種族よりも大きな快楽を得る事ができる。

　だから万理亜が腰を振る動きに合わせて、

「っ…………あぁあぁああっ！」

　刃更も下から己の剛直で猛もう烈れつに突つき上げながら、胸の膨ふくらみの中央でツンと立ち上がっている可愛らしい薄うす紅べに色いろの乳首を、左右同時にギュッと乱暴に摘つまんでやると、

「やぁっ♥　あぁん……ふぅっ、あぁあっ♥　はぁっ、んっ────っあぁあああぁっ♥」

　途と端たんに万理亜は悦よろこびの声を漏もらしながら、膨れ上あがった快楽を極まらせた。

　長い髪かみを振り乱みだしながら、幼い躰が仰け反るようにビクンと硬こう直ちよくする。

　すると次の瞬しゆん間かん──万理亜のそこが、刃更のモノを喰くい締しめるように一気に収縮して、

「くっ…………ぁ────っ！」

　絶頂を得たサキュバスの複雑な膣内運動は、凄すさまじい快楽を抱いている者へともたらす。

　だから刃更もたまらず、万理亜の中へと己の精を盛大に解き放った。

　すると──二人の結合部から、ゴバッと濃こい白はく濁だく液が溢れ出た。

　既すでに刃更と万理亜は互いに数度の絶頂を得ており、万理亜の中はもはや刃更のモノと大量の精液とで完全に満たされていて、それらが今の射精で逆流してきたのだ。

　それでも構う事なく万理亜の奥へと新たな精液をたっぷりと送り込みながら、刃更は下半身の力が根こそぎ抜ぬけ落ちるような絶頂感を得る。

　──だが、万理亜達全員と誓約を結ばなくてはならない今の刃更に限界はない。

　だからどれだけ精を放っても、刃更のそこは逞たくましく膨れ上がったままだった。

　すると──程なく激しい絶頂から下りてきた万理亜は、

「あっ……あぁ……ん、はぁ……ふぅ……っ、んぅ……ふふっ♥」

　快楽を極めた女だけが見せる、陶酔しきった表情になりながら甘い吐と息いきを漏らした。

　その艶つやめいた顔と幼い外見のアンバランスさに、

「っ…………」

　東城刃更はより強い興奮を得る。

　この少女をもっと滅め茶ちや苦く茶ちやにして──完全に自分のものにしてやりたいと。

　──そんな万理亜を、先程からずっと背後から腕うでを回して抱だき締めていた少女がいた。

　万理亜の次に刃更と誓約を結ぶ、『水』属性を担う少女。

　野の中なか胡桃くるみだ。今まで万理亜から一方的に淫らな事をされてきた胡桃は、幼いサキュバスが絶頂の余よ韻いんに浸ひたっている姿を見て、

「すごい……やっぱり万理亜でも、こんな風になっちゃうんだね……」

　淫らな興奮に瞳ひとみを潤うるませながら言うと、

「…………それ、は……あ、あぁ……っ♥」

　万理亜は激しい羞しゆう恥ちと、被ひ虐ぎやく的な悦びに身を震ふるわせながら濡れた吐息を漏らす。

　──しかし、それでもまだ万理亜の首からは呪いの痣が消える事はなかった。

　それは必然的に、主従誓約がまだ果たされていない事を意味している。

　だが──刃更はこれまで、何人もの少女と女性を己へと屈服させてきた。

　それも、それぞれに合ったやり方でだ。だから、

「………………」

　東城刃更は今度もそれを果たす。

　たとえ──相手が淫魔であるサキュバスであろうとも。







　…──刃更と誓約を結ぶために、長谷川によって主従の儀ぎ式しきを発動される前。

　成瀬万理亜は、刃更から自分の生い立ちについて聞かされた。

　自分の父親が──先代魔ま王おうウィルベルトであると。

　しかし、真実を聞かされた万理亜に大きな驚おどろきはなかった。

　むしろ納得がいったくらいだ。まだ未熟だった自分が、なぜ澪の護衛などという最重要任務を任されたのか──その理由がようやく腑ふに落ちた気がした。

　それに、砧きぬた公園でバルフレアが召しよう喚かんしていたレギオンが澪を襲おそおうとした時──万理亜の放った拳けん撃げきの衝しよう撃げき波はは、真紅の波動を伴ともなっていた。

　あの輝かがやきは、やはり重力波だったのだろう。

　よって自分と澪は、腹はら違ちがいとはいえ姉妹で──本当に、成瀬澪と成瀬万理亜だったのだ。

　そう思ったら、喜びと一いつ緒しよに何だか少しだけ照てれ臭くさくて。

　──けれど、そんな風に感じられている事に至上の幸せを思った。

　だから澪が意識を取り戻もどしたら、万理亜から伝える事にさせて貰もらって──そして長谷川に主従契けい約やく魔ま法ほうを展開して貰い、幸せと催淫の両方を得ながら刃更と結ばれた。

　しかし──互いに何度となく快楽を極まらせているが、まだ誓せい約やくには至れていない。

　澪は、自身の数回の絶頂と、刃更の一度の射精によって誓約を結べているのにだ。

　恐おそらくそれは──刃更に対する屈くつ服ぷく度の差によるものなのだろう。

　──成瀬万理亜は、東城刃更にならば自分の全てを捧げて良いと思っている。

　その気持ちは、澪達にも負けてはいない。

　しかし刃更に対して配下として屈服できているかといえば、まだそれは足りていない。

　以前から主従契約を結んで刃更に何度となく屈服してきた澪・柚ゆ希き・ゼストの三人や、万理亜やルキア、シェーラらの洗礼を受けて刃更に快楽を刻まれてきた胡桃と違ちがい、万理亜はいつも刃更達をけしかける側だった。

　サキュバスのため、刃更と交わる事で得られている快楽は相当なものなのだが、同時に淫魔であるが故に、催淫の効果や得られる快楽については許容できてしまっている。

　──ただ抱かれるだけでは、刃更との誓約には至れないかもしれない。

　いや、むしろそれが当然だ。もしそんな簡単に至る事ができるのなら、もっと多くの主従誓約の前例が生まれていた事だろう。

　しかし──かといって良い解決の手段も思いつかなかった。

　これまで刃更に、澪達を屈服させる時のアドバイスは何度となくしてきたが、どのようにすれば自分が刃更に屈服できるかなど考えた事がなかった。

　……どうすれば……っ。

　既に刃更に抱かれ始めて一時間。何度となく絶頂し、彼の精も大量に注がれている。

　刃更にずっと挿そう入にゆうされている事もあり、この状態も当たり前になってきつつあった。

　このままいたずらに回数を重ねれば、精神的な耐たい性せいが生まれてきかねない。

　そうなれば、より刃更に屈服できなくなってしまうだろう。

　──それに、こうしている時間にも限りがある。

　万理亜の後にはまだ胡桃に柚希、ゼストも控えているからだ。

　かといって後回しにして貰う事もできなかった。そんな真似をしたら、『火』[image: →]『木』[image: →]『水』[image: →]『金』[image: →]『土』の順に刃更へ五行の属性力を与あたえられなくなってしまう。

　だが──焦あせれば焦るほど意識は集中できなくなり、屈服からは遠ざかる。

　そんな情けない己に、万理亜が徐じよ々じよに苛いら立だちを得ていると、

「…────胡桃」

　ふと刃更が、こちらの背後にいる少女を呼んだ。

「っ────…！」

　万理亜は思わず息を詰つめた。とっさに得た感情は恐きよう怖ふだ。

　──刃更は時に、どこまでも冷れい酷こくに状じよう況きようを判断する。

　よって残る胡桃達との誓約を優先し、万理亜との誓約と五行の属性力を諦あきらめる選せん択たくをしてもおかしくはない。だから、

「ま、待っ───…」

　見捨てられたくない一心で、万理亜が制止の声を上げようとした時だった。

「魔ま界かいへ行った時……ルキアさんの部屋であの人に俺達の絆きずなを証明するために、俺が万理亜にしてみせた事を覚えているか？」

　そう告げた刃更に、

「…………う、うん。覚えているけど」

　その現場の様子をこっそりと窺うかがっていた胡桃は、自分も後で刃更にされた時の事を思い出したのか、僅わずかに羞恥の表情を見せながら言った。そんな彼女に、

「あの時、見せた相手はルキアさんだった……だが彼女は、万理亜にとっては絶対の存在に近いお姉さんだ。彼女に見られても、万理亜はそれを当然のものとして受け入れる」

　と刃更。

「でも胡桃……お前に対しては、万理亜はいつも攻せめる立場だ。だから、これから俺が万理亜にする事をしっかりと見て、どうなっているかをこいつに教えてやってくれ。そうすれば──…」

　という言葉に、

「そっか……うん、解わかった。任せて」

　胡桃は艶つやっぽい微び笑しようを浮かべると──背後から万理亜の躰からだを前へと押おし倒たおしてきた。

「あっ──…♥」

　騎き乗じよう位の状態から刃更の胸へと倒れ掛かかると、挿入されていた刃更のモノの角度が変わり、生じた快感に万理亜はビクンと腰こしを震わせる。

　すると刃更に挿入された状態で、万理亜は彼の躰に覆おおい被かぶさる形になった。

　そして──胡桃がこちらの背後から斜ななめ前へと移動してきた時にはもう、自分がこれから何をされるか万理亜は理解していて、

「…───万理亜、これでお前を俺に屈服させる」

　そう宣言した刃更の瞳は絶対の意志を宿していた。

　そんな力強い瞳に至近距きよ離りで見み詰つめられ、

「っ…………はい」

　万理亜はゴクリと喉のどを鳴らすと、刃更と胡桃の二人に己おのれの全てを見られながら、

「お願いします……どうか私を躾しつけて、骨の髄ずいまで刃更さんのものにして下さい」

　そう懇こん願がんした瞬間──まるで何かが破は裂れつしたかのような音と共に、万理亜の尻しりに灼やけるような感覚が走った。

　刃更の両の平手が、万理亜の尻を強きよう烈れつに打ち鳴らしたのだ。

　──痛みが来たら、すぐに悲鳴を上げるつもりだった。

　だが──悲鳴を上げるより先に、痛みを遥はるかに上回る感覚が一気に来る。

　それは胸を揉もまれるよりも遥かに凄まじい快感で、

「っ──────あぁあああぁぁあぁっ♥」

　だから万理亜は、刃更に抱だかれ始めてから最も大きな嬌きよう声せいを上げた。

　──その理由は、かつて得た事のないような激しい絶頂だ。

　ぶたれた痛みを得ているのは、あくまで尻の表面だけ……そして刃更の平手の衝しよう撃げきは、正確に万理亜の一番奥に届いていて、

　……す、凄すごい……何でこんなに……っ。

　ルキアの執しつ務む室で尻を打たれた際の快感も相当なものだった。

　だが、あの時とはまるで比べものにならない。

　想像を絶するあまりの快楽に、とっさに混乱を得た万理亜は、

　……あ……。

　次の瞬間、自分が一体どんな状態だったかを思い出す。

　気持ち良くて当然だ──今の自分は、刃更の剛直が挿入されたままなのだから。

　──それ以上の理由など、ある筈はずがなかった。

　だから尻に平手を受けて躰の奥が震えると、その衝撃に万理亜の子宮が反応した。

　すると膣ちつ粘ねん膜まくが連動して複雑な動きを行ない、刃更のモノをしゃぶるように蠢うごめいて、

「っ、…………あっ、はあぁっ♥　やっ、ぁああああぁあぁ……っ♥」

　より刃更のモノの形と硬かたさを強く感じた万理亜は、一気に絶頂を連ならせた。

　──だが、それで終わらない。

　こちらの躰の奥の震えが収まる前に、刃更は二発目の平手を振ふり下ろしてきて、

「っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♥」

　再び激しく絶頂した万理亜に対し──刃更はさらなる攻めを見せた。

　──尻を叩たたきながら、挿入していたモノでもこちらを激しく突つき上げ始めたのだ。

　平手打ちで膣ちつ奥おくが震えて、それだけで絶頂してしまうのに──既すでに快楽を極まらせている粘膜を、男の剛直で激しく擦こすられてしまったらどうなるか。

　その淫みだらな問いに対する答えを──成瀬万理亜は己の身を以もつて思い知る。

　それはサキュバスでも抱かかえきれないような異次元の快楽で、

「はあっ……刃更さっ、あっ♥　やっ……ぁ、んぅっ♥　ふぅ、ああっ……待っ、はぁああっ、やぁああぁぁああああああぁあああぁあぁ──────っ♥」

　悲鳴のような嬌声を上げた万理亜は、しかし逃にげられない。

　胡桃がこちらの肩けん甲こう骨こつ辺りに置いた手でグッと下へ──刃更へと向かって押さえていて、離はなれられないようにしているからだ。そして、

「あ～あ、お尻をぶたれてそんなに悦よろこんじゃって……」

　こちらから逃げ場ばを奪うばっている胡桃が、嗜し虐ぎやく的な興奮に艶っぽい笑えみを浮うかべながら、

「ふふっ……万理亜ってば変態だね」

　わざと蔑さげすむような口調で言ってきた。

　いつもは万理亜が攻めて、快楽に溺おぼれさせていた相手──そんな胡桃の言葉に、

「っ…………あっ、ああ……っ」

　喘あえぎ声を漏もらしていた万理亜は、必死に反論してやろうとした。

　こちらが刃更に屈服できるようにするつもりなのだろうが──ならば胡桃こそ、脇わきを舐なめられただけで達してしまう変態だろう。

　だから言ってやる。




「っ……ぁあああああぁあああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」




　しかし……吐はき出す事ができたのは、成瀬万理亜の真実だけ。

　男に乱暴に抱かれる悦びに満ちた、甘くいやらしい喘ぎ声だけだった。

　尻をぶたれ、同時に激しく己の一番奥を突き上げられる事で悦びを得ながら、最愛の青年へと屈服してゆく幸せ。

　幼い躰のまま大人の女になった万理亜は、ひたすらに淫らな性の奴ど隷れいへと堕おちてゆく。

　それこそ──淫いん魔まという言葉ですら追い付けないような奈な落らくまで。

　──だからもう、理性なんてどこにも残っていなかった。

　いつしか万理亜は、自分からも激しく腰を振り始めていて、

「ふあぁっ……んっ♥　刃更さ……あぁっ、一緒に…………っぁああぁっ♥」

　もうすぐそこまで誓約の瞬しゆん間かんが来ているのが解り、刃更の頰ほおを両手で挟はさむようにしながら懇願すると、

「っ……ああ……、行くぞ……万理亜っ」

　刃更もまた腰の動きを一気に激しいものにしていった。

　そして──後は獣けもののような咆ほう哮こうと共に、刃更がこちらの中へと大量に射精して。

　と同時、今までで一番強い平手が万理亜の尻へと叩き込こまれる。

　だから──その瞬間に合わせて、万理亜も快楽の奔ほん流りゆうを爆ばく発はつさせようとした。

　その時だった。

　……え……？

　成瀬万理亜はふと、慈じ愛あいに満ちた心地良さを得た。

　──それは刃更の射精や、激しい平手打ちでは得られないもの。

　そのまま行けば、それで終わるというのに。

　この極限のタイミングで、刃更はそっとこちらの尻を優しく撫なでてきた。

　そうして自分が何をされたのか理解した万理亜は、

「………………あ」

　呆ぼう然ぜんの声を漏らして──その瞬間だ。

　万理亜の首に浮かんでいた、主従契けい約やくの呪のろいの痣あざが弾はじけるようにして消えたのは。

　──成瀬万理亜に、主従誓せい約やくの最後の一線を越こえさせたもの。

　それは主の厳しい躾けではなく──どこまでも万理亜を慈いつくしむ優しい愛情で、

「あ、ああ……っ」

　突とつ然ぜんの事に理解が追い付かず、刃更と誓約を結べた事を信じられずにいるこちらに、

「万理亜──…」

　刃更はそっとこちらの顎あごを持ち上げて、

「…──これでお前は、永遠に俺のものだ」

　こちらの瞳ひとみを覗のぞき込みながら言った瞬間。

　刃更の剛直から──大量の精液が万理亜の中へと解き放たれるように発射された。





２






　誓約直後の激しい絶頂は、万理亜の意識を飛ばすには充じゆう分ぶんすぎるものだった。

　だから刃更は、万理亜をそっと澪の隣となりへと寝ねかせてやった。

　そうして身を寄せ合うように眠ねむる姉妹を見ていると、

「んっ……ねえ、刃更兄ちゃん」

　そっと刃更へと撓しな垂だれ掛かってきた少女がいる。

　それは次に刃更と誓約を結ぶ乙女おとめ──野中胡桃だ。

　見れば、既に胡桃の誓約のサポートを行う次の少女、柚希もベッドに上がっていて、

「刃更────…」

　と愛おしげにこちらを呼んでくる。

　だから刃更はもう一組の姉妹──こちらに抱かれる事を望んでいる幼おさな馴な染じみの二人へと向き直った。すると胡桃はショーツとオーバーニーソだけ、柚希も既にショーツ一枚の姿になり、彼女らの準備を終えていた。そして、

「あたしは万理亜と同じで、これまで主従契約を結んでなかったでしょ？　だから、より刃更兄ちゃんに屈くつ服ぷくできるようにしたいの……良いかな？」

　胡桃はそう言うと、官能の熱が籠こもった瞳で万理亜の中から抜ぬいたばかりのこちらのモノを見詰めてきた。逞たくましく反り返ったままの刃更の剛直には、挿そう入にゆうと大量射精によって刃更の精液と万理亜の愛液とが混ざり合った性のカクテルが滴したたっている。

　だから──刃更は胡桃の『意図』を理解して、

「俺は構わないけど……大だい丈じよう夫ぶか？」

　胡桃の首には、既に万理亜の時と同じく、長谷川の力で主従契約の呪いの痣が浮かび上がっている。既に催さい淫いんが発動している状態だ。それでも、

「うん……そうしたいの」

　と胡桃は今以上を望んできて──だから、

「解った……お前がそれを望むなら」

　刃更はその願いを許した。そして、こちらがそっと頰に触ふれてやると、

「ありがと……頑がん張ばるね」

　嬉うれしそうに笑った胡桃が、ゆっくりと刃更の股こ間かんへと顔を寄せてきた。刃更はそんな胡桃がやりやすいように、ベッドの宮台に背せ凭もたれながら脚あしを少し広げると、

「んんっ……ちゅっ、はぁ♥　ちゅ、れろっ……はむ、ちゅる……んぅっ♥」

　胡桃は刃更のそこを口に含ふくんで──いやらしく舌を這はわせ始めた。







　野中胡桃は、刃更のモノを舐めしゃぶりながら悦びを得ていた。

　──それは悲願が叶かなった事によるもの。

　長谷川のお陰かげで──ついに刃更と、他ほかの皆みなと同じ条件の主従契約を結べたからだ。

　……やっと、あたしも……っ。

　今まで胡桃は、様々な事情があって刃更と主従契約を交わす事ができなかった。

　無論、シェーラ特製のベビードールの一件の時に、ゼストの力で擬ぎ似じ的な主従契約を刃更と交わして、心の結び付きを強められはした。気に病む必要はないと刃更に言われたし、刃更とゼストと三人で淫らに絶頂を共有できた事で気が晴れた部分もある。

　だけど、それでも澪や柚希、ゼストの三人の事があの後もずっと羨うらやましかったし──心の奥底にある劣れつ等とう感のようなものも完全には消えてはくれなかった。

　だが勇者の一族を抜ける決断をした今、もはや胡桃には何の障害もない。

　──その決断を刃更へ伝えに、彼の生家へ柚希と共に赴おもむいた時。

　可能なら胡桃は、すぐにでも刃更と主従契約を結びたかった。

　だがこちらの世界では満月の日にしか主従契約は行なえない上に、万理亜もいなかった。

　だから、セリスとの対決前の刃更を強化するためには、柚希との主従関係を強めるしかなく──胡桃も参加はしたものの、あくまで補助的な役割しか果たせなくて。

　そうこうしている間に斯し波ばに行動を起こされ、完全に後手に回ってしまっていた。

　──そして、この虚きよ数すう次元空間で眼めを覚ました時。

　長谷川と刃更の関係や、既に二人が主従契けい約やくを交わしていたと聞いた時は本当に驚おどろいたし、先を越された事に複雑な気持ちも少なからずあった。

　それでも感情をぶつけるような事をしなかったのは、ゼストの時の経験があったからだ。

　さらに黄龍の相そう克こくブレスだけでなく、体育祭の時に坂さか崎さきからも助けてくれていたという事は、胡桃にとって長谷川は命の恩人である。感謝しこそすれ、恨うらむのは筋が違ちがうだろう。

　それでも長谷川から主従誓約の話をされた時──また自分は手伝う事くらいしか役に立てないのかと、己おのれの無力さにおかしくなりそうだった。

　……でも。

　元十じゆつ神しんである長谷川なら、満月の日などの制約を無視してサキュバスの特性で主従契約魔法を展開させる事ができると聞かされた瞬間、胡桃は即そく座ざに懇こん願がんした。

　どうか──自分も刃更と主従契約を結び、彼との誓約に挑いどませて欲しいと。

　すると続いて万理亜も頼たのみ込み……そんな胡桃達の願いを長谷川は聞き届けてくれた。

　だから今──野中胡桃は、ずっと抱いだいていた己の夢を叶かなえる事ができている。

　初めて受ける主従契約の呪い……サキュバスの催淫の力に、

　……っ、お姉ねえ達こんな風に感じていたんだ……。

　これまで柚希達が襲おそわれていたのと同じ感覚を得ながら、それでも胡桃は嬉しくてたまらなかった。万理亜やルキアからサキュバスの洗礼を浴びたり、シェーラのベビードールの時などにも催淫状態に陥おちいった事はあった。だが同じ催淫でも、刃更との主従契約が原因だと思ったら、その切ない感覚さえ胡桃にとって格別なものに思えた。

　──これでようやく、自分も皆と同じように刃更に屈服し、そして役に立てる。

　そんな震ふるえるような悦びに、

「ちゅぷ……んちゅ、れろ♥　はぁ……んふ、くちゅ……あぁ……んんっ♥」

　胡桃はひたすら夢中になって刃更にフェラチオをした。

　そして刃更のモノについていた彼の精液と万理亜の愛液を全て舐め取り、喉のどを鳴らしながら吞のみ干した時だった。

「んっ────ちゅっ……あっ……はあぁ…………っ♥」

　催淫で切なくしていた股間の奥に、灼やけるような熱い疼うずきが生まれ始め、胡桃はたまらず刃更のモノから口を離して甘く悶もだえた。

　──サキュバスの愛液は、最強の媚び薬やくの一つ。

　以前、大型リフォーム店から帰ってきた刃更達から、その事実を知らなかったせいで澪とゼストが凄すさまじい乱れ方をしてしまった事を聞かされた。

　だから万理亜へと挿入し、彼女を何度となく絶頂させていた刃更のモノを舐めれば、どうなるかなど言うまでもない。しかも浴よく槽そうの中で、お湯に薄うすまったものを肌はだから吸収した澪達でさえとんでもない状態になってしまったものを、胡桃は直接飲んだのだ。

　勿もち論ろん、全ては胡桃が望んだ事である。

　しかし──その効果は想像を遥はるかに超こえていて、

「やっ……こんな、に……あぁっ……────ぁああぁあああぁあっ♥」

　今度は胡桃が熱くなった女の入り口から大量の愛液を溢あふれさせた。

　瞬またたく間にショーツでは受け止めきれなくなり、布地の上からどんどん染み出して内うち股ももまでを濡ぬらしてゆく。そして──その時には胡桃はもう、

「ぁ……あぁ、ん……はぁ……ぁあ…………♥」

　自分では動けなくなるほど催淫され、甘い喘あえぎ声を漏もらす事しかできなくなっていた。

　だが、これで終わりではない──ここからが本番だ。

　だから、

「ほら、胡桃……刃更が待ってる」

　そう優しく言った柚希に背後から抱だきかかえられると、胡桃は刃更の腰こしの上へ膝ひざ立ちで跨またがらせられた。すると胡桃の股間の真下に、ちょうど刃更の剛ごう直ちよくの先せん端たんがくる。

　互たがいに向かい合う対面座位──それが、胡桃が刃更と結ばれるための体位だった。

　そして、

「刃更……見てあげて」

　強力に催淫されている胡桃に興奮したのか、柚希は官能に潤うるんだ瞳でそう言うと、胡桃のショーツのクロッチ部分へ左の人差し指を差し込んで横へとずらし──胡桃のそこを丸見えにした。すると胡桃の股間は、自身でも気付かない内に刃更のモノを完全に受け入れられる状態になっていて、

「────────」

　それを刃更に至近距きよ離りで見られてしまった胡桃は、

「っ……あぁ……あぁああぁ……っ」

　恥はずかしさのあまり、膝から腰にかけての力が抜けてしまう。

　──だから、ゆっくりと胡桃の腰が下がってゆくのはもはや必然だった。

　そんなこちらに、刃更は彼の剛直の角度を手で調整──いやらしい形をした彼の先端が、胡桃の女の入り口へ完全に照準を合わせてきた。

　そして強きよう烈れつな催淫状態で力が入らない胡桃は、腰を落としてゆくのを止められない。

　だから、ちゅぷっという水音と共に刃更の先端が胡桃のそこへと触れると、胡桃が腰を落とすのに合わせて、女の入り口がゆっくりと押し開かれていった。

　そして、そのまま刃更の先端が胡桃の中へ少し埋うまったところで、

　……あ……。

　野中胡桃は、自分の中にある境界壁へきに刃更の先端が触れたのを感じた。

　──その壁かべの先に刃更のモノが侵しん入にゆうすれば、いよいよ自分は本当に彼のものになる。

　だから──胡桃は肩かた越ごしに背後を振ふり返かえり、

「んっ……お姉ぇ、あたしが先で……ごめんね」

　と潤んだ声で謝ると、

「気にしなくて良い。五行の属性力の順番については、もう全員が納得している事」

　それに、と柚希はこちらへ笑った。

「私は胡桃のお姉ちゃんだから……後で大丈夫」

　そうして優しい表情を見せてくれた姉に、

「っ……うん、ありがと……」

　胡桃はそう頷うなずくと、刃更へと向き直った。

　そして眼の前の彼へ──己の全てを捧ささげる相手に告げる。




「お願い刃更兄ちゃん……奪って」




　そう懇願した胡桃に、

「…………解わかった」

　刃更はそれだけを言うと──こちらの腰を両手でぐっと摑つかんだ。そして、

「胡桃、行くぞ──…」

　胡桃が自身の体重で純潔を失うよりも先に、刃更の意志で胡桃を下ろしていった。

「っ……あぁ…………」

　すると胡桃のそこは、刃更のモノに屈くつしたように彼を受け入れて。

　そして──そのまま一番下まで腰を落として、刃更の腰の上に座った瞬間、

「っ……あぁ………はぁあああぁああぁああああぁあああっ♥」

　野中胡桃は一気に絶頂した。強烈な催淫の力と、刃更に処女を奪われて自分の中に彼のモノを完全に受け入れられた──その悦よろこびとが合わさって、滅め茶ちや苦く茶ちやに達したのだ。

　催淫のせいなのか、それともこれまでの経験のせいか、初めてなのに得られる感覚は痛みではなく悦びだけで、胡桃の瞳ひとみの端はしから悦びの涙なみだが溢れ出る。

　──そして、その後はもう何も考えられなかった。

　激しい絶頂から下りてきた時には、刃更に下から突つき上げられ始めていたからだ。

　刃更のモノが刺さし入れられる度たびに、おかしくなりそうなほど気持ち良くて……胡桃は必死に刃更へしがみつくと、自分からも少しずつ腰こしを上下に振り始めていった。

　そんなこちらに刃更も快感を高めたのか、徐じよ々じよに腰の動きを激しくしてゆくと、刃更のモノが胡桃の中で段々と大きさを増しているように感じられた。

　──だが、それが何のサインか胡桃には解らなかった。

　だから、

「ぅ…………あぁ──…っ！」

　刃更が呻うめくような声を漏らした瞬間、行なわれた大量の射精は胡桃には不意打ちで、

「やっ……あぁっ♥　出てる……刃更兄ちゃんの、あたしの中に出てっ……ぁああぁああぁあああああぁぁぁあぁぁああああ───────ぁっ♥」

　自分の一番奥──子宮へと大量に精を注がれて。

　その悦びに、野中胡桃は嬌きよう声せいを上げながら再び己を盛大に極まらせた。







　東城刃更は、眼の前の胡桃が激しい絶頂に打ち震えたのを見た。

　だが、それでも胡桃の主従契けい約やくの痣あざは消えない。

　──普ふ通つうの呪のろいならば、これで解消できただろう。

　しかし自分達が結ぼうとしているのは究極の誓せい約やくで、この程度ではとても足りない。

　だから──胡桃が初めての膣ちつ内ない射精の感覚に陶とう酔すいしている間に、

「…………柚希。胡桃が俺に屈くつ服ぷくできるように、手伝ってくれ」

　そう呼よび掛かけると、

「もちろん……どうすれば良い？」

　胡桃の背後にいた柚希がこちらに指示を求めてきた。

「《里》の俺の家で、俺と胡桃にされた時の事を覚えているか？」

　刃更はそう言うと、胡桃の背後へ両りよう腕うでを回した。

　そして──彼女の小さな尻しりを鷲わし摑づかみにして、そっと割り開く。

　すると、

「………………解った」

　それだけで柚希は全てを理解して──口元に薄うっすらと嗜虐的な笑えみを浮うかべた。

　一方の胡桃は……凄まじい絶頂の余よ韻いんに、刃更に尻を割られただけでも凄まじい快感を得てしまうのか、まるで刃更達がしようとしている事には気付かずに、

「っあ……はぁっ……やぁ……んっ♥」

　刃更に挿そう入にゆうされたまま、いやらしい動きで腰をくねらせていた。

　──そんな胡桃の背後では。

　柚希が、自分の右手の中指と人差し指を根元まで口に含ふくんでいた。

　そして──ゆっくりと口から抜ぬかれた柚希の指には、たっぷりと唾だ液えきが塗ぬられていて、

「…………胡桃、力を抜いて」

　艶つやめいた笑みを浮かべながら、可愛かわいい妹の耳元へと囁ささやいた。







　柚希に呼ばれた──そう感じた胡桃が、

「ん……はぁ……お姉ぇ……？」

　とろんとした瞳で背後を振り返ると、

「胡桃…………」

　柚希が初めて見るような艶なまめかしい表情をしているのが見えた。

　──だが、今の胡桃にその理由を推し量る事はできない。

　胡桃は今も、刃更のモノで膣奥まで串くし刺ざしにされる甘美な悦びに満たされていて、思考という概がい念ねんを手放していたからだ。だから、

「…………私と同じにしてあげる」

　そう柚希がこちらへ言った瞬間──下から胡桃の体内へと何かが入り込んできた。

　……え……？

　野中胡桃は、自分に何が起きたか解らなかった。

　こちらの女の入り口は、既すでに刃更のモノをいっぱいに咥くわえ込んでおり、他のものが入るような余よ裕ゆうはない。それなのに──胡桃の中に、確かに何かが入ってきていた。

　すると、

「こうすれば見える筈はずだ……」

　そう言った刃更が、ゆっくりと彼の躰からだを後ろへと傾かたむけていった。

　刃更にしがみついていた胡桃は必然的に前へと倒たおれる格好になり──しかし刃更と繫つながっているため、自然と尻がいやらしく上がった体勢になって、

　……あ……。

　そこで──ようやく野中胡桃は、己おのれの状じよう況きように気が付く。

　──胡桃の尻に、柚希の右手が伸のびていた。

　だからそのまま視線を進めていって──そして、その先にある真実を見る。

　柚希の中指と人差し指が、胡桃の後ろの穴へと差し入れられていた。

「え…………これ……」

　まるで現実感のない光景。

　自分の状況を理解できずにいた胡桃に、

「行くぞ胡桃……」

「全部受け入れて……刃更と誓約するために」

　刃更と柚希はどこまでも優しい声でこちらへ言った──その瞬間。




「えっ……やっ──あああああぁぁぁああぁぁぁあああっ♥」




　野中胡桃は、躰を反らして腰を激しく震ふるわせながら盛大に絶頂した。

　二人が同時に抽ちゆう挿そうを開始し──両方の穴を一いつ斉せいに攻せめられたからだ。

　──尻は柚希の弱点である。断じて胡桃の弱点ではない。

　だが──胡桃の躰は、刃更達との淫みだらな行こう為いですっかり開発されていた。現に初めて抱だかれたのに、胡桃は膣穴で激しく感じ、子宮に射精されれば盛大に達する事ができていた。

　だから尻穴への愛あい撫ぶでも、どうしようもなく感じてしまうのはもう必然で──前と同時に攻められた事で、胡桃は絶頂級の快感を二つ同時に得てしまう。

　それだけでも凄すさまじいのに、

「っ……まだ……もっとだ……！」

　刃更はそう叫さけぶように言うと、さらなる攻めを開始した。

　対面座位という体勢は、それを可能にする体位で──激しく腰こしを突き上げながら、こちらの腕うでを摑んで強引に上げさせて、胡桃の弱点である脇わきを舐なめ始めた。

　さらに挿入しても穿はいたままだった胡桃のショーツを強引に引っ張り、こちらの敏びん感かんな場所へグイグイと食い込ませてきて、

「はあぁっ……刃更兄ちゃっ、そっ……あぁっ♥　んっ……はぁ、やぁあっ♥　はぁ、あぁん……んっ、はぁああっ♥　ひぁあんっ……やっ、あぁっ……ふぁぁあぁああああっ♥」

　異次元の快感の嵐あらしに晒さらされた胡桃は、女のシャワーを迸ほとばしらせながら一気に刃更へと屈服していって──あろう事か、その状態がしばらく続いていった。

　…───そして。

「……っ……あぁ……はぁ♥　あん……はぁ……ん♥　ぁあっ………は、あぁ……っ♥」

　刃更と柚希に己の双穴を犯おかされ続けた胡桃は、やがて瞳の焦しよう点てんを完全に失い、二人から与あたえられる快楽に溺おぼれるだけになっていた。

　そんなこちらに、

「っ……ぁ……また出すぞ、胡桃……っ！」

　再び快楽を極まらせた刃更の宣言に、

「────────」

　胡桃は彼の腰の後ろへ両りよう脚あしを回すと──限界まで密着を深めてしがみついた。

　──その反応は、東城刃更に永遠の服従を誓ちかう少女の本能。

　すると次の瞬間──刃更もまた、胡桃を永遠に服従させる男の本能を解き放った。

　熱いマグマのような奔ほん流りゆうに、膣内から子宮までを一気に埋うめ尽つくされて、

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　声も出ない程ほどの絶頂を刻まれた胡桃は、とうとう限界を迎むかえて己の意識を手放した。

　そして──その白い喉のど元もとからは。

[image: ]

　主従契約の呪いの痣は、完全に消え去っている。
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　胡桃との誓約を無事に果たすと、ゼストが室内へと入ってきた。

　次はいよいよ柚希の番──それが終われば残るは最後のゼストだけだ。

　だから胡桃を、先に誓約を果たした二人の傍そばにそっと寝ねかせて、

「柚希……」

　そう刃更が幼おさな馴な染じみの少女へと呼び掛けると、

「…………うん」

　柚希は嬉うれしそうに頷うなずいて、こちらへと身を寄せてくる。

　──その首には、胡桃としている時から浮かんでいた主従契約の呪いの痣があった。

　姉だから後で良いと言いながら──本心では自分の番が待ちきれず、そんな己のはしたなさへの羞しゆう恥ちを、後ろめたさにして呪いを発動させてしまっていたのだろう。

　それは刃更に対する想おもいの強さだ。だから、

「始めるぞ……」

　短い言葉で全てを告げると、

「刃更様……柚希さん、お手伝いさせていただきます」

　ゼストも艶つやっぽい表情で、自らの役割を名乗り出た。

　刃更へ『金』属性を注ぎ込む柚希の力を、『土』属性のゼストが相生するのだ。

　すると、

「…………うん、お願い。いっぱいして」

　柚希は潤うるんだ瞳ひとみでそう言って、こちらに淫らな行為をねだってくる。

　だから──刃更は、四つ目の誓約へと至るための体勢を柚希とゼストに取らせた。

　ゼストを仰あお向むけに寝かせ、その上に柚希を四つん這ばいにして覆おおい被かぶさらせる。

　そして、

「…………柚希、もっと尻を上げるんだ」

　そう静かに命令した刃更に、

「ん……はい、刃更……」

　肩かた越ごしにこちらを振ふり返かえった柚希は、よく見えるようにいやらしく尻を上げた。

　そんな柚希のショーツに手を掛けると、刃更はゆっくりと下へ降ろしてゆく。

　すると尻の割れ目が少しずつ露あらわになり──そして膝ひざ裏まで下ろしたところで、片方ずつ足を抜かせてショーツを脱ぬがせると、

「……………………」

　刃更が何も言わなくても、柚希は自分のすべき事を理解していた。

　四つん這いの体勢で──ゆっくりと脚あしを広げていったのだ。

　そして尻の割れ目と、女の入り口の割れ目──その両方をいやらしく晒した柚希に、

「柚希……前と後ろ、どっちでして欲しいんだ？」

　刃更がそっと尻を撫なでてやりながら問うと、

「っ……それは……」

　こちらの意地の悪い質問に、柚希は小さく息を吞のんで、

「んっ……どちらでも、刃更の好きな方でして」

　腰を揺ゆらめかせながら、そう懇こん願がんしてくる。

　だから。

「………………そうか──解わかった」

　刃更は静かにそう告げると、自分のモノの先せん端たんを柚希のそこへと宛あてがって。

　そして──腰をゆっくりと前へと突つき出すように、己自身を押し入れた。







　刃更のモノが自分の中へと入ってくるのを感じ、

「っ……あぁ……っ♥」

　野中柚希は、思わず恍こう惚こつの声を漏もらした。

　刃更によって純潔を奪うばわれる──この瞬しゆん間かんを柚希はずっと待ち望んでいた。

　そして刃更が選んだのは、他の皆みんなを奪った時と同じ前側だった。

　──だが、それは当然の話である。

　刃更に処女を捧ささげる事──それが誓せい約やくへと至るための絶対条件だからだ。

　それでも敢あえて刃更が訊たずねるような真似まねをしてきたのは、新たな関係へと至るため。

　主従契けい約やくにサキュバスの催さい淫いん特性の力を使用している柚希達が、己の全てを刃更へと捧げ、永遠に絶対の忠誠を誓うのならば──認めなければいけない事があった。

　──それは、東城刃更の絶対的な性せい奴ど隷れいになる事だ。

　幼馴染みから恋こい人びとになり、そして家族へ──そうした関係の変へん遷せんはもう望めない。

　しかし、野中柚希は構わなかった。

　自分達は、長谷川から説明を受けてその覚かく悟ごを決めていた。

　それに──柚希達と刃更の間には、確かな想いが存在している。

　たとえどんなに淫らで罪深い関係になろうと、この想いだけは決して変わる事はない。

　確信する──これはその証明なのだと。

　何よりも刃更が、柚希達を本気で自分のものにする決意をしてくれたのだ。

　そして澪も万理亜も、さらには胡桃も……既に新たな関係へと至っていた。

　よって野中柚希もまた、全身全ぜん霊れいで東城刃更のものになる。

　しかし、

　……あ……。

　そんな柚希の想いとは裏腹に──ふと刃更のモノの侵しん入にゆうが止まった。

　──柚希の女の入り口の少し先に、刃更の剛ごう直ちよくを押し止とどめるものがあったからだ。

　信じられなかった。こんなに刃更の事を想っている自分の中に、まるで彼を拒こばむかのようなものがあるだなんて。

　野中柚希は想う──これはいらないものだと。

　こんなものがあるから、自分は刃更を完全に受け入れられないのだ。

　──だけど、その邪じや魔まなものを柚希はずっと大切にしてきた。

　いつの日か、自分の大好きな人に──刃更に上げられるように。

　そして今、その願いがようやく叶かなおうとしている。

　だから、

「んっ……お願い刃更……私の初めてを貰もらって……」

　左の肩越しに振り返って懇願したこちらに、

「ああ……貰うよ柚希」

　刃更は力強い眼差しをこちらへと向けながら、

「でも初めてだけじゃない……俺は、これからお前をずっと奪い続けてゆくよ」

　その優しくも絶対的な宣言に、

「っ……うん……」

　柚希は震ふるえるような幸せを感じながら頷いて。

　そして──ぷつんと小さな音が鳴ったのを柚希は確かに聞いた。

　──刃更のモノが、どれだけ大きいかを柚希はよく知っている。

　これまでに何度も見てきたし、他の皆と同じく手や口で何度も奉ほう仕ししてきた。

　万理亜がたまに使っているサキュバスの秘薬の効果か、それとも柚希達を屈くつ服ぷくさせる主従契約の副次作用なのか、今では刃更のそこは信じられないほど大きくなっている。

　そうした肉体の変化は柚希達にも起きていて、特に顕けん著ちよなのは胸の大きさだ。再会したばかりの頃ころはとても不可能だった胸での奉仕も、今では柚希も行なえるようになっている。

　そして今──柚希の淫穴もまた、刃更の剛直を完全に受け入れる事ができていて、

「んっ……あっ、はぁあぁ……♥」

　腰から背筋へと震えるような感覚が駆かけ抜ぬけ、柚希は悦よろこびの声を漏らした。

　──後背位のため、視覚的に確かく認にんする事はできない。

　それでも間ま違ちがいなく、柚希のそこは刃更のモノを根元まで吞み込んでいた。

　得られているのは、巨きよ大だいな熱くて硬かたいモノに己おのれのそこをいやらしく広げられている感覚と痛みだけではない──尻しりにも、押し当てられるように密着している温もりがあった。

　それは刃更の腰こしで、だからもう間違いない。

　野中柚希は東城刃更に己の処女を捧げ──そして彼に抱だかれていた。

　──生まれてすぐ、物心がつく前には出会いを果たしていた幼馴染み同士。

　そんな柚希と刃更の、互たがいの一番いやらしい粘ねん膜まくがついに巡めぐり会いを果たしていた。

　すると、

「刃更様、柚希さん……とうとうお二人も結ばれたのですね」

　柚希の下で仰向けになり、温かくて柔やわらかなクッションの役割を果たしてくれているゼストが、慈じ愛あいに満ちた笑顔と共にこちらを祝福し、

「さあ、どうぞその先へ……微び力りよくながら、私もお手伝いをさせていただきます」

　そう言って、柚希と刃更に淫みだらな交わりを促うながしてくる。

　そして──それは、柚希の願いでもあった。だから、

「刃更、お願い……ウチのこと滅め茶ちや苦く茶ちやに抱いて」

　本来の素すの自分で──これまでで最大の屈服を甘えるようにねだった。

　すると、

「解った……お前がそうして欲しいなら」

　刃更は静かな口調でそう言って──奥まで入っていた剛直をゆっくりと抜いていった。

　すると刃更の先端のカリ首に、己の中を引きずり出されるように擦こすられて、

「っ…………あああぁっ♥」

　その甘美な感覚に、柚希は淫らに腰を震わせた。

　最初に入れられた時にあった痛みは、もはや噓うそのように感じなくなっていた。

　あるのはただ──間もなく訪れる、どこまでも淫らな瞬間への期待だけだ。

　そして柚希の女の入り口ぎりぎりの所まで剛直が抜かれると、こちらの腰を摑つかんでいた刃更の手にグッと力が込められた。

　そして、

「…──柚希、行くぞ」

　そう低い声で発せられた声に、

「っ────…」

　柚希がごくりと喉のどを鳴らして頷いた瞬間。

　パンと柚希は思いきり尻をぶたれた。

　──柚希にとって、尻は一番弱い場所である。

　主従契約の呪のろいが発動して催淫状態に陥おちいっている時に刃更に叩たたかれると、最近の柚希はそれだけで簡単に達してしまいそうになる。

　しかし今──柚希は尻をぶたれても快楽を感じる事はなかった。

　それ以上に強烈な感覚を、別の場所に得ていたからだ。

　──柚希の尻をぶったもの。それは刃更の手ではなく腰だった。

　柚希は──凄すさまじい速度で、己の一番奥まで刃更に突き入れられていて。

　その事実を脳が理解した瞬間──柚希の躰からだがその感覚を快楽と認識し、

「っ…………ぁあっ、ぁああぁああぁああぁああぁあっ♥」

　野中柚希は、嬌きよう声せいを上げながら盛大に快楽を極まらせた。

　膣ちつ壁へきから奥の子宮までが一気にギュッと収縮すると、刃更の剛直の硬さと大きさがより強く感じられ──柚希は絶頂の感覚をさらに強いものにして、

「…───あぁっ、はぁあぁあああぁ……っ♥」

　ぶるりと腰を震わせると、そのまま四つん這いだった体勢を崩くずした。

　腕うでに力が入らなくなり、仰向けのゼストの上へと身を預けるように覆い被かぶさってしまう。

　すると、大きなゼストの胸がこちらを柔らかく受け止めて、

「大だい丈じよう夫ぶですよ柚希さん……貴女あなたの躰は私が支えますので」

　彼女はそっとこちらの頭を搔かき抱いだきながら言った。

　柚希が顔を埋うずめているゼストの胸の先端は、既すでに興奮でピンと硬く張はり詰つめており、

「ですから──貴女の全てを刃更様に委ねて下さい」

　そんな彼女の言葉を……しかし柚希は聞く事ができなかった。

　ゼストの上に倒たおれた柚希の尻は、強制的にいやらしく上げたままにされている。

　刃更の剛直に刺さし貫つらぬかれた状態で、さらに激しい抽ちゆう挿そうを受けていたからだ。

「んっ……ああっ……はぁ♥　あぁ、刃更ぁ……んっ、やぁあっ♥　はぁん……やっ、はぁああっ、んんっ♥　ふあぁっ、すご……はぁ、やぁ……んぅ………はぁああぁあっ♥」

　刃更が柚希の奥へと剛直を突き入れる度たびに、彼の腰がぶつかってきて、パンパンとこちらの尻を打つ音が鳴なり響ひびき、それ以上に大きな喘あえぎ声が柚希の口から吐はき出されてゆく。

　──後背位は、最も激しい抽挿が行なえる体位の一つだ。

　さらに刃更も腰を回しやすく、片かた膝ひざになったりする事で、他の体位よりも抽挿の角度に幅はばを持たせられる事が可能で──そうした淫らな真実を、柚希は何度となく絶頂を連ならせながら思い知った。

　そんな柚希と刃更の結合部からは、処女喪そう失しつの微び量りようの出血だけでなく、刃更の抽挿によって膣内から搔き出された淫らな女の蜜みつが洪こう水ずいのように溢あふれていて、下で受け止めているゼストの股こ間かんをいやらしく濡ぬらしていた。

　柚希と刃更は、二人一いつ緒しよに淫らな獣けものになってしまう程ほどの激しい性交を行なっていて、

「くっ……このまま出すぞ……良いなっ！」

　興奮と快楽を高めて、強い口調でこちらへと言い放ってきた刃更に、

「っ……はぁっ♥　出してっ……ウチの中に、刃更のをいっぱい……あぁあああっ♥」

　柚希もまた、己の中へ大量の精を解き放って欲しいと懇願して。

　そして──その瞬間は唐とう突とつに訪れた。

「柚希……っ……ぅあぁっ！」

　こちらを呼びながら、刃更に一番奥まで突つき入れられた瞬間──ドクンと柚希の膣壁が内側から押し広げられるように脈動し、

「やぁっ……あぁっ、ぁああぁあぁああぁぁああぁああぁあぁぁあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　子宮口に大量の精のシャワーを叩き付けられ、野中柚希は激しく己を極まらせた。

　本来は子供を作るための神聖な行こう為いにも拘かかわらず、その感覚には信じられない程の背徳的な甘美さがあって、

「っ……はぁ、ん……ふぅ……はあ……ぁ……っ♥」

　罪深いその快楽に酔よいしれながら、柚希は官能の恍こう惚こつに打ち震える。

　すると、

「……………………」

　ゆっくりと刃更が、柚希の中から彼の剛直を抜いていった。

「ん……あっ……はぁ……ぁ♥」

　ビクンと躰を震わせた柚希は、中出しをされて刻まれた絶頂の余よ韻いんに浸ひたりながら、これで自分は刃更と誓約に至れたのだと思っていた。

　だから。

「柚希──後ろの初めても貰うぞ」

　刃更が発した低い呟つぶやきを、柚希は聞いていなかった。

　そして、

「…………ん……刃更……？」

　尻の割れ目に熱いモノが押し付けられた感覚を得た柚希は、とろんとした眼めで背後を振ふり返かえり──その瞬しゆん間かんを見た。

　それは激しい絶頂にとろけきったかのように全身を弛し緩かんさせていた柚希の尻穴へ、射精後も逞たくましいままでいる刃更のモノがゆっくりと埋まい没ぼつしてゆくところで、

「ぁ……駄だ目め、刃更……そこは……」

　柚希が力の入っていない声で抵てい抗こうの声を漏もらすと、

「大丈夫です、柚希さん……誓せい約やくとは、己の全てを主へと捧ささげるもの。主が望む事に、駄目なものなどありません」

　それに、とゼスト。

「アナルセックスは、本来であれば入念な準備が必要ですが……魔ま界かいから戻もどって以降、私が作った食事には、密ひそかにシェーラ様からいただいていた『秘薬』を混ぜていました」

　よって。

「ですからもう……刃更様と私達は、そちらで交わる事に一切リスクはありません」

　その言葉が真実である事を証明するように、柚希の尻穴はどんどん刃更のモノを吞のみ込んでゆき、

「そん、な……あっ……あぁ…………あぁあああっ♥」

　そして、とうとう根元まで完全に入れられて──柚希は激しい羞しゆう恥ちに頭がおかしくなりそうになりながら、尻の奥で広がった膣とは異なる甘い感覚に身を震わせた。

　──《里》にある刃更の生家で、彼に指を入れられた時とは訳が違ちがう。

　刃更のモノの太さと長さは、指などとは比べものにならないほど柚希の後ろの穴を拡張させ、奥の奥まで侵しん入にゆうしてきていて、

　……噓……本当に刃更のが、全部入ってる……。

　その事実を目の当たりにし、確かな快楽を得てもなお信じられずにいる柚希に、

「…………柚希、手を」

　刃更がそっと手を差さし伸のべてきた。

　それが、優しさによるものではない事を柚希は理解していた。

　刃更は手を繫つなごうとしているのではない。こちらの手首を持とうとしているのだ。

　──後背位で結ばれながら、後ろにいる相手に手首を持たれればどういう体勢になるか。

　それ位は柚希にも想像がつく。

　そして──刃更に応じれば、間違いなく彼と誓約を結べる事も。

　ゼストは言っていた……誓約とは、己の全てを主へと捧げるものであり、主が望む事に応こたえる以外の選せん択たく肢しは有り得ないと。

　それは紛まごう事のない──主従誓約の真理そのものだった。

　だから、

「刃更───…」

　柚希はゆっくりと、己の両手を後ろへと伸ばした。

　すると──刃更の両手に左右の手首がギュッと摑まれて、

「…………恐こわいか？」

　そうこちらへ問い掛かけてきた刃更に、

「大丈夫……だから刃更の好きにして」

　野中柚希は首を横に振って言った。

　肩かた越ごしに艶つやっぽい笑みを刃更へと向けて、




「そうされる事が──ウチの一番の望みやから」




　野中柚希の心からの願いを口にした。

　──そんなこちらに、刃更はもう何も言わなかった。

　代わりに──柚希の強い想おもいに応えるように一気に動き始めてくれて、
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　窄すぼまりの奥の熱い粘ねん膜まくを激しく擦こすられ、柚希はたまらず禁断の快楽を極まらせた。

　後ろへ持っていった両手を摑まれながら腰こしを突き上げられると、背中を反らせた立ち膝ひざのような体勢にされて、より深く、より奥の方へと刃更の剛ごう直ちよくを吞み込んでしまう。

　さらに──その体勢のせいか、後ろの穴を激しく突かれると刃更の腰がぶつかる勢いが強くなり、柚希の尻しりたぶが打ち鳴らされる音も大きくなって、

「やっ……はあぁっ、あぁんっ♥　はあぁ……こんなっ、ああ……刃更ぁぁっ♥　ひぁあんっ……あぁっ、刃更ぁっ……刃更あぁぁああぁあぁっ♥」

　尻を強く犯おかされる背徳感に陶とう酔すいを深めて、柚希は罪深い快楽の奈な落らくへと堕おちていった。

　先ほど中出しをされた刃更の精液が溢れ出していた柚希の秘所からは、新たな快楽によって分ぶん泌ぴつされた愛液が大量に零こぼれ始め、内うち股ももをくすぐるようにして滑すべり落おちてゆく。

　後ろの穴を刃更のモノでいやらしく掘ほられる度に、尻の奥で湧わき上がった灼やけるような快楽がどんどん膨ふくれ上あがってきて──いつしか柚希は、より深い繫がりを求めて両りよう脚あしを開いていった。そして刃更が突くタイミングに合わせて、自分からもいやらしく彼の腰へと尻を擦り寄せると、己おのれのさらに奥へと刃更のモノを誘さそう。

　──既に、柚希の首からは主従契けい約やくの痣あざは消え去っていた。

　尻を犯され始めた段階で、柚希は刃更との誓約へと至っていたのだ。

　しかし──刃更も柚希も交わる事を止めなかった。

　ゼストも何も言わずにそれを見守った。

　刃更が柚希を求めている限り、二人の性交が終わる事など有り得なかった。

　──だから二人で溺おぼれてゆく。

　完全に刃更のモノを受け入れた柚希の尻穴からは、少し前から「ちゅぷ♥　ちゅぷ♥」と淫みだらな水音が生まれ始めていて、誓約を交わした二人の交わりは、終局へと向けてどんどん激しさを増していった。

　そして──後ろの穴で刃更のモノをしゃぶる幸せに溺れていた柚希は、

「ぅ……っく……柚希、行くぞ……っ！」

　快楽を極めようとしている刃更の言葉に、

「っ……あぁ……んっ♥　出してぇ……刃更ぁあっ、はぁ……っ♥」

　柚希は背後の刃更を振り返りながら懇こん願がんした。

　そんなこちらに、

「──────っ！」

　刃更は摑つかんでいたこちらの両手をグッと彼の方へと引っ張って──柚希は、背後から刃更に抱だき竦すくめられた。そして刃更は、左手で柚希の乳ち房ぶさを激しく揉もみしだきながら、右手の中指と薬指を柚希の秘ひ裂れつへと入れてきて、

「んあぁっ────はあぁああぁっ♥」

　さらに二つの快楽を重ねられた柚希が、ビクンと躰からだを震ふるわせた瞬間、

「っ……ぁ………ぁああぁあっ！」

　刃更の叫さけぶような声と共に、柚希の躰の奥へ精液という名の奔ほん流りゆうが解き放たれた。

　下腹全体が満たされるような錯さつ覚かくを得るほどの激しい射精に己の尻穴を熱く犯されて、
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　野中柚希は、澪達がまだ知らない背徳に悦よろこびの涙なみだを流しながら禁断の快楽を極まらせた。





４






　後ろの穴へ大量に射精されながら至った絶頂によって、柚希は意識を飛ばしていた。

　それでも刃更と柚希は、無事に誓約を結ぶ事ができた──それが全てだ。

　だから柚希をそっと寝ねかせてやると、

「…………待たせたな、ゼスト」

　東城刃更は、自分と最後に誓約を交わす彼女へと振り返った。

　そして、

「？　ゼスト……どうした？」

　ハッとなって思わず問い掛けたこちらに、

「っ……も、申し訳ありません……刃更様……はぁ……んぅ♥」

　瞳ひとみを潤うるませたゼストが、甘い声を漏らしながら喘あえぐように言った。

　その喉のど元もとには──主従契約の呪のろいの痣が見た事もない程ほどくっきりと浮うかび上がっていて、

「ゼスト……何でお前、そんな……」

「んっ……はぁ……あぁ……ん♥　っ……刃更様……申し訳、んぅ……はぁあぁあ♥」

　ビクンと躰を震わせながら、ゼストが倒たおれ込んできた。とっさに刃更が受け止めると、褐かつ色しよくの躰は既すでに熱く火ほ照てっていて、ゼストの得ている官能の強さを教えてくる。

　そして激しい催さい淫いん状態に陥おちいっているゼストは、かつてないほど艶っぽさを湛たたえていて、

「っ────大だい丈じよう夫ぶか？」

　刃更は心配しながらも、それと同じくらい激しく興奮した。

　ここまで催淫で乱れた状態のゼストを見るのは初めてだった。

　ゼストが荒あらい呼吸をする度たびに、大きな乳房がいやらしく上下に揺ゆれる。

　そして──そんな胸の中央では、形の良い乳首が刃更に吸われる事を望んでいるかのように、これ以上ないほど淫らに張はり詰つめていた。

　五人と主従誓約を交わすため、刃更はずっと己のモノを硬かたく膨れ上がらせた興奮状態にあるため、今のゼストを見ていると一気に理性が崩くずれそうになる。

　できる事なら、このまま何も考える事なくゼストを滅め茶ちや苦く茶ちやに犯してしまいたい。

　──しかし、自分達は主従誓約を結ばなくてはならないのだ。

　主である刃更に対して、ここまで強い後ろめたさを抱いた状態では、とてもじゃないが他の四人のように新たな関係へと至る事はできないだろう。だから、

「ゼスト……まずはお前を少し楽にしてやる」

　そう告げると、刃更はゼストを己の太ふと股ももの上へと乗せた。

　ゼストの後頭部が眼めの前にくるその体勢は、ほとんど背面座位と言って良いものだ。

　ただ、まだ刃更は己のモノをゼストの中へは入れない。

　代わりに、背後から抱き竦めるようにしてゼストの大きな胸を両手で揉んでやった。

　すると、催淫の呪いでゼストの乳房はとろけそうなほど柔やわらかくなっていて、手の平に吸い付いてくるその感かん触しよくを刃更が楽しむように揉みしだき、同時に人差し指と中指の先で張り詰めている胸の先せん端たんをキュッと挟はさんでやると、

「ああっ♥　やぁん……んっ、はぁあんっ♥　あぁ……はぁ、やっ……ふあぁぁんっ♥」

　こちらの愛あい撫ぶに、ゼストは悦びの声を上げながら腰をくねらせ、驚おどろくほど簡単に絶頂していって──金の布地に黒のレースが施ほどこされたショーツのクロッチ部分の脇わきから、大量の女の蜜みつが溢あふれ出し、ベッドシーツを濡ぬらしてゆく。その艶っぽい表情と反応に、

「っ──────…」

　既に澪達四人を滅茶苦茶に抱き、普ふ段だんよりも理性のタガが外れている刃更は、すぐにでもゼストの中へと己の剛直を突つき入れてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。

　しかし、まだそれをする訳にはいかない。

　──ゼストは、澪達と同じく己の全てを刃更に捧ささげようとしてくれていた筈はずだ。

　そんな彼女が、よりにもよってこのタイミングで、ここまで強きよう烈れつに主従契約の呪いを発動させてしまうという事は尋じん常じようならざる理由がある筈だ。

　刃更のメイドと自身を定義付けしているゼストは、誰だれよりも忠誠心に厚い。

　そんな彼女が、これまで主従契約の呪いを発動させたのは──何かの拍ひよう子しに、自分の存在が刃更にとって足あし手で纏まといや迷めい惑わくだと思い詰めてしまった時だった。

　……どういう事だ？

　刃更に抱かれたくない──という訳ではないだろう。

　自うぬ惚ぼれではない。ゼストは刃更に対して強い愛情を抱いてくれている。

　そして刃更に対して奉ほう仕しをする事に、誰よりも悦びを感じていた。

　──或あるいは主従誓せい約やくに最も近いのは、ゼストではないかと思っていた位だ。

　しかし、彼女は今……こちらに対してかつてない程の後ろめたさを得てしまっている。

　だから──これ程までに思おもい詰めてしまったゼストの心へと寄より添そってゆき、

「そうかゼスト……お前」

　東城刃更は、誰よりも従順なメイドをそっと抱いてやりながら言った。

　思い至ったのは、ゼストの心の奥底にずっと存在していたであろう恐きよう怖ふ。

「まだ処女を失ったら、自分の力がなくなってしまうかもしれないと不安なのか」







　刃更から告げられた言葉に、

「っ……はぁ……すみませ、ん……刃更様……あっ、はぁ…………♥」

　ゼストは敬愛する主に、己の胸を揉まれて達した絶頂に屈くつ服ぷくしながら許しを乞こうた。

　辛かろうじて口にできた謝罪の言葉は、刃更の指し摘てきが真実だからだ。

　──刃更に抱かれるのは、魔ま界かいで再会を果たした時からのゼストの夢だった。

　だが──主従契約を結び、刃更のメイドとして彼の身の回りの世話をさせて貰もらうだけでなく、戦力としても迎むかえ入れて貰える事になった結果、事情が変わってきた。

　──ゼストは今でこそ刃更のメイドだが、以前はゾルギアという高位魔族の配下だった。

　その正体は、ゾルギアの禁呪によって作り出された魔導生命体だ。

　そして──土系魔法で黒曜石を操る事を得意としているゼストは、ゾルギアの配下だった頃ころから、魔導生命体でありながら高位魔族に匹ひつ敵てきする力を有していた。

　その力の源泉は、ゼストが純潔を……処女を保つというもの。

　土や地に関連している、黄道十二宮における『処女宮』──それに由来する制限を課されている事で、ゼストは強力な土系魔法を使用する事ができていた。

　恐おそらくそれは今も変わる事はない。

　──だが長谷川から主従誓約の説明を聞いた時点では、そこまで不安は感じなかった。

　既にゾルギアは死んでいるし、今のゼストの力は生前の彼を遥はるかに上回っている。

　それに今のゼストは、刃更と主従契約を結んでいるのだ。

　だから、これまでよりもさらに刃更の力となり、彼の役に立てるようになる事や、永遠に刃更のものとなれるのだと解わかって嬉うれしかった。

　けれど──澪が主従誓約に成功し、万理亜が成功し、胡桃が成功し、柚希が成功していくにつれ、ゼストの中で次第に不安が頭を擡もたげてきた。

　──これでもし万が一、自分は刃更に抱かれる事で力が失われるような事があれば。

　ゼストは、この大事な局面で刃更達の足を引っ張る事になってしまう。

　無論──ゾルギアの性格を考こう慮りよして、ゼストにおかしな呪いが掛かかっていないかなどは、身み柄がらが穏おん健けん派預かりになっていた時にシェーラによって確かく認にんされている。

　……でも。

　問題は何も見つからなかった──その事が逆にゼストを不安にさせていた。

　刃更に絶頂を刻まれて屈服できた事で、主従契約の呪いの催淫が少し弱まったのを見計らい、呼吸を整えたゼストは、

「んっ……刃更様……私は、ゾルギアがどういう男だったかをよく知っています」

　そう言って右の肩かた越ごしに刃更を振ふり返かえると、

「奸かん計けいに長け、敵を苦しませる事に何よりも喜びを感じていた男です……そして誰よりも古代の文ぶん献けんに通じ、多くの禁呪についての知識も得ていました。ですから私のどこかにまだ、他の者には決して気付かれないような『罠わな』が残っている危険性があります」

　とゼスト。

「最悪、私が力を失ったり、それこそ私が命を失う事になる程度で済むのであれば構いません……ですが、もし私を抱いた刃更様に何らかの危害が及およぶような事になれば」

　思わず泣きそうになりながら不安を口にすると、

「っ…………あぁ……んぅ♥」

　刃更への申し訳なさを募つのらせたゼストは、再び激しい催淫状態へと陥ってしまう。

　そんなこちらに、




「心配しなくても大丈夫……貴女あなたはちゃんと、お兄ちゃんの力になれるわ」




　優しい声を掛けてくれた者がいた。

　それは『土』属性のゼストを相生できる『火』属性を担にない、ゼストと刃更の主従誓約のサポートをしてくれる存在──最初に刃更と誓約を結んだ後、彼に滅茶苦茶に抱だかれた事で限界を迎えてしまい眠ねむりについていた少女。

　成瀬澪だ。







　東城刃更は、澪がゆっくりとベッドの上をこちらへやって来るのを見た。

　少し前に意識を取とり戻もどせていたのか、澪はこちらの会話を聞いていたようで、

「安心してゼスト……貴女はお兄ちゃんに抱かれても絶対に大丈夫よ」

　まだ快楽の残ざん滓しに意識がとろけているのか、こちらをお兄ちゃんと呼んだ彼女は、そのまま刃更の太股の上に跨またがっているゼストへと寄り添うと、

「それより……これから誓約を結ぼうとしているのに、噓うそを吐ついてる事の方が問題だわ」

　そっとゼストの頰ほおへと触ふれながら言った。

「澪────…」

　ここでゼストを責めれば、ますます彼女は後ろめたさを深めて呪いを強めてしまう。

　刃更がその事を口に出さずに窘たしなめるように呼よび掛けると、

「…………大丈夫。任せて、お兄ちゃん」

　澪は穏おだやかな微び笑しようをこちらへ向けると、再びゼストへと向き直り彼女の瞳を覗のぞき込んだ。

「んぅ……はぁ、私が……噓を……？」

　催淫の呪いが激しく出ているゼストが、とろんとした瞳で訊たずねると、

「うん……先刻、貴女は自分が力を失ったり、命を失う事になる程度であれば構わないと言っていたでしょ。もちろん、あたし達には戦いに命を懸かけなきゃいけない事はある。生き抜ぬきたいからこそ、時に死を覚かく悟ごして戦う事もあるわ」

　でも、と澪。

「あたし達は、そんな事は絶対に許さない。そして、お兄ちゃんのメイドとして誇ほこりを持ち、それ以上に一人の女の子としてお兄ちゃんの事を想おもっている貴女が……お兄ちゃんの力になれない事や、それこそお兄ちゃんの傍そばにいられなくなるような事態に恐怖を抱いだかない筈はずがないでしょう。むしろ、そうした事態こそ最も恐れていた筈よ」

　だから。

「今の貴女が抱いている、お兄ちゃんに対する強い後ろめたさの正体は、お兄ちゃんに抱かれる事で何らかの危害を及ぼしてしまう危険性への恐れだけじゃない……自分だけがお兄ちゃんの役に立てなくて、傍にいる資格を失ってしまうんじゃないかっていう恐怖よ」

　という澪の言葉に、

「っ…………はい、そうかも……しれませ、んっ……ぁあぁぁああ────んぅっ♥」

　自分でも意識していなかった本心を指摘された事で、後ろめたさを強くしたゼストは、激しくなった催さい淫いんに途と端たんにいやらしく身を悶もだえさせて──そんな彼女を楽にしてやるため、刃更は左手でゼストの顎あごを摑つかむと、自分へと振り向むかせて強引に唇くちびるを奪うばった。

「────────」

　そして右手は揉もんでいた胸から下へ降ろすと、すっかりぐしょ濡れになっているショーツの中へと滑すべり込ませる。すると催淫で官能を深めていたゼストのショーツの中はすっかりとろけていて、刃更が指先で秘ひ裂れつを擦こすり上げてやると、

「ふぁあぁっ♥　はぁあああぁああぁあああぁあああぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　ビクンとゼストは反応し──次の瞬しゆん間かん、刃更の右手が入っているゼストのショーツの中が高温の飛沫しぶきで満たされた。刃更の愛撫によって、ゼストは女のシャワーを迸ほとばしらせていて、

「あ……んっ……はぁ……ぁ……♥」

　激しい絶頂に喉のどを反らして虚こ空くうを見上げたゼストの顔は、淫みだらに陶とう酔すいしきっていた。

　そんな彼女を、「ふふっ……」と艶つやめいた笑みを浮うかべて見み詰つめた澪は、

「今まで散々いやらしい事をしてきているんだもの。もし本当にゾルギアが何かしていたら、とっくに発動している筈よ。大体ゾルギアに勝った後……あたし達が貴女を保護して家に連れて帰った時、お兄ちゃんに《無次元のバニシング・執行シフト》を使う時の要領で、貴女を『視みて』貰ったでしょ？　おかしな罠が仕し掛かけられていないか確認するために」

　そして。

「その結果、貴女には何もなかった……もちろん、あの頃のあたし達はまだゾルギア程ほどの力はなかったわ。もしかしたら、見過ごしてしまったという可能性も否定はできない」

　だから、と澪。

「貴女が心おきなくお兄ちゃんに抱いて貰えるようになるために……ゼスト、もう一度お兄ちゃんに『視て』貰いましょう。貴女の力の源に、何も問題がないと確認するために」

　そう言って視線を下ろした澪が見詰めたのは、ゼストの股こ間かんだ。

「あれからお兄ちゃんは、貴女とも主従契けい約やくを交わし、何度もあたし達を屈服させて一いつ緒しよに強くなって、さらに今はもうあたし達とは誓約も結んでいるわ。だからもう、その力はゾルギアなんかとは比べものにならない。あの男が、もし本当に貴女に何かしていたなら間ま違ちがいなく見破る事ができるわ」

　澪は諭さとすように言うと、ゼストをこちらの太ふと股ももの上から降ろした。

　すると刃更が右手を抜くよりも先だったため、

「あ……んぅ……♥」

　こちらの手に引ひっ掛かる形で、ゼストの股間を覆おおっていたショーツが脱ぬげた。

　すると澪は、裸はだかになったゼストを刃更と向かい合わせにすると、ゼストの背面へと回り、彼女の後ろから両りよう膝ひざの内側に手を差し入れるなりゼストの脚あしをゆっくりと開いていって。

　そして──東城刃更の眼の前に、ゼストの女の入り口が露あらわになった。







　己おのれの一番恥はずかしい場所を刃更へと晒さらしたゼストは、

「っ……あぁ…………」

　あまりの恥ずかしさに消え入りそうな声を漏もらした。

　躰からだがどんどん熱くなる。それは、未だに躰の奥で燻くすぶっている催淫のせいだけではない。

　──刃更に己のそこを見られてしまっている。

　その事実に、ゼストは激しい羞しゆう恥ちを得て──それ以上にどうしようもなく興奮した。

　そんなこちらに、

「ほらゼスト……ちゃんとお兄ちゃんに見せて」

　背後の澪が、そうこちらの耳元へと囁ささやくように促うながしてきて、

「んっ……はぁ……刃更様…………」

　熱い吐と息いきを漏らしたゼストは──濡ぬれた瞳ひとみで正面にいる主を見詰めた。

　すると、

「…────ゼスト」

　刃更もまた、絶対を思わせる低い声で呼ぶ事でこちらを促してきた。

　──主従誓せい約やくとは、己の全てを主へと捧ささげるものである。

　そして主が望んだ事に、配下が拒こばんで良いものなど一つもない。

　それは先程──ゼストが柚希に対して言った言葉だ。

　だから、

「…………どうぞ、ご覧下さい」

　両手でゆっくりと秘裂を広げて見せる事で、ゼストは自身が口にした主従誓約の原則を果たした。そして──くぱぁっと限界まで広げる事で、己の純潔の証を刃更へと晒して、

「っ…………如何いかがですか、刃更様」

　祈いのるような気持ちで己の真実を尋たずねると、

「────────」

　刃更はジッと、ゼストのそこを見詰めた。

　その真しん剣けんな眼差しに、

「んっ…………あぁ♥」

　まるで刃更に視し姦かんされているようで、激しく感じてしまったゼストは、股間の奥の子宮に甘い疼うずきを得ていやらしく腰こしをくねらせた。すると広げられた淫穴から女の蜜みつがとろとろと溢あふれ出し、尻しりの方まで伝ってゆく。

　そして──程なくして刃更の視線がふっと柔やわらかくなり、

「…………大だい丈じよう夫ぶだ。やっぱり、お前の中に危険なものは何もないよ」

　安あん堵どを帯びたその言葉に、

「…………本当ですか……？」

　思わずゼストが呆ぼう然ぜんとしながら問うと、

「ほら……言ったでしょ？」

　澪がこちらへ微笑を向けながら、

「ゼスト……貴女は真ま面じ目めだから、お兄ちゃんを想うあまり色々と不ふ安あんに駆かられたり、囚とらわれちゃったりするのかもしれない」

　でもね。

「あたし達は主従契約だけじゃなく、同じ屋根の下で暮らして、いっぱい想いを重ねてきたじゃない。そうして貴女の全てを捧げたいと思ったお兄ちゃんへの気持ちが──今はもういない、卑ひ劣れつなあの男が残したかもしれないものへの恐きよう怖ふに負けるなんて事がある？」

　という、しっかりとした口調の問い掛かけに、

「っ……いいえ、澪様……そんな事は、あり得ません……！」

　そう力強く告げると、催淫の力が一気に弱まった。

　それはゼストの中で迷いが消え始めた証しよう拠こで、

「うん……そうだよね」

　と澪は嬉うれしそうにこちらを見ながら言った。

「貴女は、お兄ちゃんと主従契約を交わした時に一度生まれ変わった。そして今、お兄ちゃんに抱かれてもう一度新たに生まれ変わるの。ありもしない過去の恐怖から完全に解き放たれて、本当の意味でお兄ちゃんのものになるのよ──あたし達と同じように」

　その言葉を聞いた瞬間、

「────────っ」

　ゼストの中から不安が消え去り……代わりに震ふるえるような悦よろこびが湧わき上がった。

　──自分は刃更に抱かれて良いのだと。

　そう思ったらもう──我が慢まんできなかった。

　だから、

「んっ……刃更様……どうか、お願いします」

　ゼストが腰を淫らにくねらせて、己のそこへと主を誘さそうと、

「ああ……」

　刃更はゆっくりとこちらへと覆い被かぶさってきて──そして逞たくましい剛ごう直ちよくの先が、ゼストの女の入り口へと押し当てられた。ゼストが両手でいっぱいに広げているのに、刃更のモノはそれ以上の太さを誇っていて、そのままこちらの中へと入ってくる事はない。

　それでも、

「…────入れるぞ」

　そう言った刃更が、ゆっくりと腰をこちらへ突つき出すと、ゼストの淫穴を押し開くようにしながらその先せん端たんが膣ちつ内ないへと埋うまってゆく。そして、

　……あ……。

　刃更が少し入ってきた所で、彼のモノがゼストのそこへと接せつ触しよくした。

　それはゼストの純潔と力の象しよう徴ちよう──処しよ女じよ膜まくだ。

　──つい先程まで、あんなに恐こわかったのに。

　今はもう、恐おそれなど微み塵じんもなかった。その奥には新しい力と、新しい刃更との関係があり──そこへ至った時、ゼストは新たな自分へと生まれ変わる事ができる。

　だから、




「刃更様……どうぞ、私を貴方あなたの本当のメイドへと生まれ変わらせて下さい」




　潤うるんだ瞳で、ゼストが心の底からの願いを口にすると、

「もちろんだ……行くぞ」

　ゆっくりと刃更は、剛直をさらに奥へと押し進めていった。

　するとゼストの処女膜は、主の訪れを歓かん迎げいするように簡単に裂さけていって。

　──その瞬間だった。

　ゼストの首から、主従契約の呪のろいの痣あざの感覚が弾はじけるようにして消えたのは。

「え────…？」

　だからゼストは思わず呆然の声を上げる。

　これまでの澪達の苦労が噓うそのように、ゼストは簡単に刃更との誓約へと至っていた。

　あまりに突とつ然ぜんの事に、俄にわかには信じられずにいるこちらに、

「驚おどろく事はないだろ……お前にとって、純潔は力の根源だったんだから」

　刃更は穏おだやかな笑顔で言った。

「それをお前は俺にくれた……だったらもう、俺に全てを捧げてくれたのと同じだよ」

　そう言った時にはもう──刃更の剛直が根元までゼストの中へと入っていて、先せん端たんがこちらの子宮の入り口へとキュッと押し付けられていた。

　すると刃更に抱だかれた幸せと、澪達と同じ誓約へと至れた悦びが、刃更のモノを吞のみ込んだ膣内の快楽へと一気に繫つながってゆき、

「あっ……あぁっ……あぁああああぁあぁあぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ♥」

　官能の極限へと至ったゼストは、絶ぜつ叫きようのような嬌きよう声せいを上げながら淫らに躰を震わせた。

　──それは、弱点である耳を甘く嚙かまれた時の快楽を遥はるかに上回るような悦えつ楽らく。

　ゼストが純潔を守っていたのではない。

　純潔が──膣内で得られる激しい快楽から、ゼストを守っていたかのように。

　──この性交は、刃更との主従誓約を結ぶために行なわれているものである。

　だから、ここで終わったとしても問題はない。

　けれど──絶頂を極まらせたゼストの姿に興奮したのか、刃更はその逆を行なった。

　一気に剛直の抽ちゆう挿そうを開始したのだ。

　しかし処女膜の向こう側──その先は、ゼストに異次元の快楽をもたらす極淫領域になっており、刃更の肉棒に内側から膣ちつ壁へきを押し広げられるようにいやらしく擦こすられて、

「やっ……ふあぁっ……はぁあっ♥　あぁ……刃更さ、ま……ぁあんっ♥　はぁあん……あぁん……はぁああっ♥　ぅあぁっ、刃更様ぁ……あぁっ、ぁああぁあぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　これまでの絶頂が遊びか何かだったかのような激しい快楽の波に、ゼストはあっという間に思考をとろけさせ、別次元の絶頂を連れん鎖ささせていった。




　そして──それから一時間が経った頃ころ。




　異次元の快楽と別次元の絶頂を刻まれ続けたゼストは、

「あ……はぁ……ぁあ……♥　んっ……はぁ……あん♥　はぁ………ん、ふ……刃更さまぁ……ぁあん……んふぅ♥」

　この世で最も淫みだらなメイドへと生まれ変わって、刃更の上でいやらしく腰を振ふっていた。

　背面座位で交わっている二人の結合部からは、ゼストが腰を振る度たびに白はく濁だく液が溢れ出し、刃更の剛直から陰いん囊のうの裏を伝ってベッドシーツへと染み込んでいっている。

　刃更のモノで貫つらぬかれながら、背後から前へと回された両手で左右の胸を形が変わるくらい強く揉もまれると、頭がおかしくなってしまうほど気持ちが良くて、

「ふふっ……ゼストってばエッチな顔して……すごく気持ち良さそう……」

　そんなゼストの乱れ方に興奮したのか、いつしか澪も官能の火を付けていた。

　刃更と前後を挟はさむようにしてこちらの正面に密着している澪は、ゼストの腰裏へと両手を回し、ゼストの尻を滅め茶ちや苦く茶ちやに揉んでいて、

「んっ……すごい、こんなに乳首立たせて……ちゅっ♥」

　熱を帯びた澪の口に左の乳首を吸われたゼストは、

「やっ……澪様、そんっ……ぁあぁあぁああぁあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♥」

　新たな快楽を同時に重ねられてビクンと躰を仰け反らせながら達すると、女のシャワーを迸ほとばしらせて澪の臍へそ辺りをたっぷりと熱く濡らした。

　そして──もはや何度目かも解わからない絶頂から下りてきたゼストは、

「……あ……はぁ…………♥」

　ぐったりとしながらも恍こう惚こつの声を漏もらした。

　こんなに沢たく山さんしたのに、刃更のモノはまだ逞しいままで──こちらの事を求めてくれていたからだ。それでも、もはや腰を振る事もできなくなり陶とう然ぜんとしていたゼストは、

「…………お兄ちゃん、どう？」

「っ……ああ、俺もそろそろだ……澪は右耳を頼たのむ」

　自分を生まれ変わらせてくれた二人が短く交わした言葉を聞いた。

　それは、この淫らな行ないを終わらせるためのもので、

「ん……やぁ……刃更さま……ぁ♥」

　ゼストが甘えたようにもっと続けて欲しいとねだると、

「ああ……全部終わったら、またいっぱいしような」

　世界で最も素す敵てきなゼストの主は、どこまでも優しい声で言ってきて。

「…………っ、はぁ……♥」

　こちらが悦びの吐と息いきを漏らしながら頷うなずきを返した時だった。

　刃更と澪が、それぞれゼストの左右の耳へと口を寄せてゆき、

「ゼスト──お前は俺のものだ」

「ゼスト──貴女あなたはお兄ちゃんのものよ」

　そうこちらへ囁ささやくと同時──ゼストは敏びん感かんな両耳を二人に甘く嚙まれて、

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　挿そう入にゆうされながら弱点も同時に攻せめられた快感に、今までで最大の快楽を極まらせた。

　すると子宮から膣壁にかけて、一気に収縮運動が起きて──ゼストの膣壁が刃更の剛直をギュッと抱だき締しめるように締まった瞬しゆん間かん。

「くっ……あぁ………ぅぁぁあっ」

　窮きゆう屈くつになったゼストの膣内へ──刃更もまた、最後に大量の精液を熱く解き放ってきた。





５






　そして──東城刃更は、とうとう澪達五人全員との主従誓せい約やくに成功した。

　だからようやく躰からだの力を抜ぬいて、倒たおれるようにベッドの上へと仰あお向むけになり、

「…………はぁ、っ……はぁ……」

　大の字になりながら、荒あらい呼吸で安堵の吐息を漏らした。

　すると──自分が成し遂とげた事に、段々と震えるような達成感が湧き上がってくる。

　──伝説級の主従誓約を、五つも結ぶ事ができた。

　誇ほこらしさを得たのは、自分自身だけでなく澪達に対してもだ。

　この絶対の主従関係は、主が配下の全てを奪うばうだけでなく、配下もまた己おのれの全てを心の底から主へと捧ささげなければ成し得る事はできないものだった。

　澪達は、それを刃更にしてくれたのである。

　その事を想おもっていると、

「……お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　甘い声と共に、大きなマットレスのスプリングを僅わずかに軋きしませながら、刃更と誓約を交わした一人がベッドの上をやってきて、仰向けになっているこちらの顔を覗のぞき込んできた。

　たった今までゼストとの誓約をサポートしてくれていた澪だ。

　こちらを心配そうに見み詰つめてくる彼女に、

「ああ……ゼストの方はどうだ？」

　と、刃更がゆっくりと身を起こしながら問うと、

「心配ないよ……最後に意識が飛んじゃったけど、呼吸は落ち着いているから」

　澪は柚希達と一いつ緒しよに寝ねかせたゼストを振り返かえりながら言うと、再び刃更へと顔を向けた。そして──濡ぬれた瞳ひとみでこちらを見てくる。

　そんな澪に、

「…………どうした？」

　と刃更が訊たずねると、澪は「うん……」と頰ほおを紅潮させながら、

「あたし達……本当に全部お兄ちゃんのものになれたんだね」

　そう嬉うれしそうにこちらへ言ってくる。だから、

「ああ……お前達はもう、全て俺のものだ」

　刃更が決して覆くつがえる事のない、純然たる事実を告げてやると、

「良かった……ちゃんとお兄ちゃんに全てをあげられて」

　瞳の端はしに涙なみだを浮うかべながら、澪は嬉しそうに言った。

　そんな彼女の肩かたを刃更が摑つかんで抱き寄よせると、

「んっ……あぁ、お兄ちゃん……♥」

　澪はどこまでも従順にこちらへ身を委ねてくる。

　──すると刃更の胸に澪の大きな乳ち房ぶさが押し付けられた。

　まだ快楽に火ほ照てっている澪の胸は、官能の熱でとろけそうな感かん触しよくのままで、乳首も硬かたく張はり詰つめさせていて、

「澪────…」

　その事実に気付いた刃更が声を掛かけると、

「お兄ちゃんの好きにして良いよ……だってもう、あたしはお兄ちゃんのものだから」

　澪はうっとりとした顔で、こちらに全てを許してくる。

　──だから東城刃更は、成瀬澪を自分の好きにした。

　奪うように強引に唇くちびるを重ねると、舌を入れながら胸をそっと揉んでやる。

　すると、

「んっ……んちゅ……はぁ、お兄ちゃ……んっ、くちゅ……んんっ♥」

　澪は嬉しそうに身をくねらせながら、甘えた声と共に自分からも舌を絡からめてきて──さらに、まだ刃更の精液とゼストの愛液とがたっぷりと絡み付いているこちらのモノへ右手を伸のばし、くちゅくちゅと優しくしごき始めた。

　──それは、激しい性交の余よ韻いんに浸ひたりながら行なう淫らな後こう戯ぎ。

　だから刃更はキスをしていた唇を離はなすと、澪の腕うでを引きながらゆっくりと背後へと身を倒していった。そしてベッドの上へ仰向けに倒れると、澪の胸が刃更のすぐ眼めの前にくる形になり──ぷるんと揺ゆれた桜色の乳首へ唇を寄せると、刃更は口に含ふくんで吸い始めた。

　すると、

「ふあぁんっ♥　はぁっ、んぅ……気持ち良い……あぁ、お兄ちゃん……♥」

　澪は甘く悶もだえながら、それでも刃更のモノから手を離さずに優しくしごき続けてくれる。

　そして──澪の左右の乳首をたっぷりと吸った刃更が、満足して口を離すと、

「んっ……お兄ちゃんは、そのまま楽にしていて……」

　澪はそう言うと、ゆっくりと顔を刃更の股こ間かんへと下ろしていった。

　そして──前まえ髪がみを耳へ掛けるようにして搔かき上げると、まだ刃更の精液とゼストの愛液とがたっぷりと絡み付いているこちらのモノを口に含んで舐なめ始める。

「はぁ……ちゅぷ、んっ…ちゅる……ふふっ、すごい……お兄ちゃんの、まだこんなに元気だよ……れろっ、ちゅっ……んっ♥」

　愛おしげに刃更のモノをしゃぶる澪は、ゾッとするほど艶つやめいた笑みを浮かべていた。

　──その表情は、もうこれまでの澪ではなかった。

　無論、主従契けい約やくの呪のろいで催淫状態になったり、刃更へ性の奉ほう仕しをしていて興奮を高めたりした時などは、澪は艶つやっぽい顔をしている。

　だが──今の澪の表情はそれらとは比べものにならない。きっと刃更に全てを捧げている時に、もう戻もどれないようなレベルまで淫いん欲よくに溺おぼれてしまったのだろう。

　今は眠ねむっている柚希や万理亜、胡桃やゼストも同じ筈はずだ。

　とはいえ心や精神を壊こわして、正気に戻れなくなったという訳ではないとは思う。

　今のこの様子も、一時的に理性が飛んでしまっている状態に違ちがいない。

　ただ──恐おそらく澪達の価値観はもう、その根本から覆くつがえってしまっている。

　東城刃更は、それを当然と思った。

　そうなるには充じゆう分ぶんすぎる快楽を、自分は澪達に与あたえたのだから。

　そして今──刃更の眼の前には成瀬澪という名の性せい奴ど隷れいがいる。

　それが背徳の主従誓約によって刃更が失い、そして新たに手にしたものだった。

「……………………」

　だから東城刃更は、もはや全てが自分のものになった澪を眺ながめた。

「んっ……ちゅる、んふ……んちゅっ、はぁ……っ♥」

　こちらのモノを咥くわえて、いやらしいフェラチオに夢中になっている澪は、深い恍惚を得て表情をとろけさせている。

　──初めてファミレスで会った時、何て可愛い娘だろうと思った。

　一緒に暮らし始めた時なんかは、それこそ本当にドキドキした。

　そんな澪を、刃更は完全に自分の性奴隷にしたのだ。

　──だが、刃更に後こう悔かいはない。それは澪達も同じだろう。

　再び日常へと戻った時──自分達の関係がどれだけ変わってしまう事になろうと、この戦いに勝ち、生き延びるためには他に方法はなかったのだから。

　……それに。

　もし後悔するような事があるなら、そもそも刃更達は誓約を結べていない。

　刃更達全員が、心の底から望んだ。

　だからこそ主従誓約が結ばれ、そして澪達は刃更の性奴隷になったのである。

　己の欲よく望ぼうのままに澪達を淫らな性奴隷へと堕おとした──その事実に、

「──────…っ」

　暗い興奮を得た刃更が、己のモノをさらに硬く膨ふくれ上がらせると、

「んっ……ふふっ、お兄ちゃん我が慢まんしないで……好きにして良いんだよ」

　澪はこちらの剛ごう直ちよくから口を離すと、ゆらりと膝ひざ立ちになった。

　そして、

「ほら見て……あたしのここも、もうこんなだよ……？」

　己の最も恥はずかしい場所を、刃更へといやらしく晒さらしてくる。

　すると澪の秘所は、再び刃更のモノを求めて淫みだらな女の蜜みつをいやらしく垂らしていた。

　まるで──今はなき主従契約の催さい淫いんの呪いが発動しているかのように。

　だから刃更はゆっくりと躰を起こして、

「ああ……そうだな、お前はもう俺のものだもんな」

　そう言うなり、そのまま澪を後ろへと押おし倒すと、

「あんっ……♥」

　刃更に覆い被かぶさられた澪は、こちらの体重を感じながら悦よろこびの声を上げると、そのまま両りよう脚あしを開いて、

「良いよお兄ちゃん……好きなだけ、あたしのこと犯おかして」

　主従誓約を経て完全な性奴隷となった澪が、刃更に対してこう言った。




「ほら来て……あたしがお兄ちゃんのこと楽にしてあげる」




　その言葉は──刃更の理性を奪うには充分で、

「────────」

　だから東城刃更は、迷う事なく眼の前にある淫いん裂れつへと己の剛直を突つき入れた。

　湧わき上がった自分の欲望の全てを──成瀬澪へとぶつけるように。
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　長谷川千里──アフレイアが、刃更達を連れ去るようにして保護した後。

　斯波は黄龍を完全に顕けん現げんさせ、さらにコントロール下に置くためにある事を開始した。

　黄龍との同期だ。

　そのため中央地区──東京タワーに黄龍と共に縛しばられる形になった斯波に代わり、その他の地区の『四し神じん』の出力調整と、刃更達の捜そう索さくはバルフレアが担になう事となった。

　──『四神』の調整については、問題なく進める事ができた。

　当然の結果だ。斯波の行ないを止めようとしていた邪じや魔ま者ものはもういないのだから。

　そして刃更が持ち込んだ『白びやつ虎こ』についても、現在は他の『四神』との同調が進んだ事で、黄龍の顕現のために『金』の五行の力の放出を行なっている。

　他の『朱雀すざく』『青せい龍りゆう』『玄げん武ぶ』も同様だ。

　よって──後は時が満ちれば、黄龍は完全な状態となり、

　……そして恭きよう一いち殿どのは、全てを司つかさどる力を得られる。

　そうなれば、いよいよ斯波と自分を止められる者はいなくなる。

　自分達が長きに亘わたって抱いだき続けてきた宿願も、間もなく叶かなう事だろう。

　だからこそ。

　可能ならその前に、唯ゆい一いつの懸け念ねん材料を始末しておきたい──そう考えたバルフレアは現在、刃更達の居場所を突き止とめるため結界内の東京都心を飛んでいた。

　既すでに黄龍の顕現を果たした事で、空間の捻ねじれは解かれているため、効率的な探たん索さくを行なう事ができるのだが、

　……やはり摑めませんか。

　契約している上級悪あく魔まレイスの、次元の狭はざ間ま領域に入れる能力を用いた隠おん密みつ行動を得意とするバルフレアは、己おのれの存在を気取られないようにするため、周囲の気配を察知する事に秀ひいでている。しかし、そんなバルフレアを以もつてしても、姿を消した刃更達の居場所を突き止める事はできなかった。

　その原因は間ま違ちがいなく、

　……十神アフレイアの力によるものでしょうね。

　恐らく彼女は、この五行結界内に溶とけ込こむ虚きよ数すう次元空間を構築したのだろう。

　ただの結界ならともかく、斯波でさえ刃更達の『氣き』を辿たどる事ができないのだ。

　バルフレアが気配や魔ま力りよくを辿る事は、限りなく不可能に近いのだろう。

　──それでも、黄龍の顕現率が上じよう昇しようを続ける事でこの結界の力も増加していっている。

　たとえ虚数次元空間であろうと、いつまでも周囲に溶け込む事はできない。

　いずれは周りの空間とズレが生じ、綻ほころびが出てくるだろう。

　……これ以上、無む闇やみに捜索を行なうのは却かえって危険ですか。

　こちらの陣じん営えいは、バルフレアと斯波のふたりだけなのだ。

　四神の出力調整の管理以外に、必要以上にバルフレアが中央から離れては、その隙すきを突いて刃更達が斯波へ再び仕し掛かけてくるという事も考えられる。

　──とはいえ今の斯波は、刃更達を退けた時よりもさらに力を増している。

　万が一にも遅おくれを取るなどという事はないと思うが……バルフレアは、その万一の事態を防ぐためにいる。

　だからバルフレアは一いつ旦たん、刃更達の捜索を打ち切り、斯波のいる中央地区へと戻った。

　そして東京タワーの大展望台──その外がい壁へきの縁ふちに降り立つと、

「────────」

　バルフレアは思わず息を吞のんだ。

　顕現している黄龍の力が、想像のレベルを遥かに超こえたものになっていたからだ。

　──顕現率の上昇速度が、予想を上回っている訳ではない。

　現在の黄龍の顕現率はおよそ八十五％。これは予定通りの進行具合だ。

　だが八十五％程ほどにも拘かかわらず──既に黄龍の力は、バルフレアが当初想定していた百％の状態を超える属性力を漲みなぎらせている。

　──斯波は『四刃』の意を持つ名。そして『四刃』は『四神』へと通ずる。

　だからこそ斯波に最も力を与えられる『四神』を、計画の中ちゆう軸じくに据すえていたのだが、

「それにしても……よもやここまで」

　五行の力は、森しん羅ら万ばん象しように宿る属性力だ。

　よって『氣』を操れる斯波が傍そばで同期を行なう事によって、斯波が黄龍の恩おん恵けいを受けるだけでなく、黄龍もまた力を増していっているのだろう。

　それこそ──相生のように。

　すると、

「…──おや、戻ったね」

　いつの間にか、バルフレアの背後に斯波が立っていた。

　自らの『氣』を絶つ事で、完全に気配を殺していたのだろう。

　だが今のバルフレアは、隠密を得意とする自分が、あっさりと後ろを取られた事に対する驚おどろきはない。

　斯波の力は──最早そういった次元を遥かに超ちよう越えつしている。

　それでも、

「申し訳ありません。やはり東城刃更たちを発見するには至れませんでした」

　と状じよう況きようの報告を行なうと、

「気にしなくて良いよ。君が『四神』の出力を安定させ、バランスを調整してくれているお陰かげで、黄龍の顕現率は滞とどこおりなく進んでいる。それだけでも充分すぎる働きだよ」

　それに、と斯波。

「刃更達が何をして、どういう策を立ててくるかは、おおよそ見当はついてる。今いま頃ごろは真ま面じ目めな顔をしながら、頑がん張ばって腰こしでも振ふってるんじゃないかな」

　苦笑しながら肩かたを竦すくめると、

「アフレイアにしたってそうさ。彼女は十神としての立場を捨てた時に、本来の力を色々と制限されている。どうやら刃更と何か契約を交わしているみたいだけど」

　一息。

「それでも──もう、今の僕の相手にはならないよ」

　そう斯波が言った瞬しゆん間かん、それが事実である事を証明する現象が起きた。

　中央と四方──それぞれの属性色の輝かがやきを放っていた五地区全てに、極限まで高まった五行の力が結けつ晶しようとなって現れようとしているのだ。

　そうした状況を見下ろしながら、斯波恭一は笑った。

「何もかも計画通りに進んでいる。全て僕らの思おもい描えがいた通りに……望み通りにね」
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　立て続けに行なった誓せい約やくによる興奮の残ざん滓しを、最後に澪で解消した後。

　東城刃更は浴室へと赴おもむいて、シャワーを浴びた。

　──長谷川の虚数次元空間は、彼女のマンションをベースに構築されている。

　だが間取りや広さなどは変へん更こうされていて、刃更達が誓約を結んだ空間は客室を作つくり替かえたものだったらしい。そのため、本来の客室にはない扉とびらが幾いくつかあった。

　その一つが、脱だつ衣い所から浴室へと繫つながっていた。

　──主従誓約を一つ成し遂とげるだけでも、奇き跡せきのようなものだ。

　それを五人連続で一気に結ぶなど、狂きよう気きの沙さ汰た以外の何物でもない。

　だから刃更達が途と中ちゆうで行ゆき詰づまったり、気分を変えたくなる可能性も考えて、利便性の高い造りにしてくれたのだろう。浴室の造りは長谷川の家のものと同じで、何度か使った事のある刃更は勝手を知っており、ベッドの上で搔かいた汗あせをシャワーで洗い流した。

　──だが、同じく汗を搔いた澪達は一いつ緒しよではない。

　最近は澪達と一緒に入る事が当然になり、彼女達に背中を流して貰もらった後、そのまま淫らな行ないへと突とつ入にゆうする事が多い。それでも、最後の一線は越こえないようにしていた。

　しかし──今の刃更達はずっと守ってきたその一線を越えていて、完全に歯止めが利きかなくなってしまっている。だから一緒に風ふ呂ろへ入るような真似まねをすれば、間違いなく浴室で始めて際限なく求め合ってしまいそうだった。

　だから、ひとまずは別々に入る事にしたのである。

　──そうなると、刃更が先なのはもはや必然だ。

　絶対的な主従関係が結ばれた以上、全てにおいて刃更が優先される。

　それに──澪達は、刃更との激しい性交の余よ韻いんでまだ意識をとろけさせていた。

　だから彼女達はベッドに寝ねかせておき、刃更が一人で浴室を使用したのである。

　そして。

　シャワーを終えた刃更が浴室を出ると──脱衣所には美しい女性が待っていた。

「先生──…」

　それは刃更達が主従誓約の儀ぎ式しきに──淫らな性交に没ぼつ頭とうできるよう、ずっと別室へ外してくれていた長谷川で、

「服が必要か？　それなら、私の力で制服でも何でも用意するから言ってくれ」

　眼めの前にいる彼女が身に付けているのは、シルク生地のように光こう沢たくのあるベビードール。

　細かい意い匠しようをあしらったレースの装そう飾しよくからは、はちきれそうなほど大きな胸や色っぽい曲線を描いた尻しりが薄うっすらと透すけて見えている。

　──躰からだを締しめ付つける事のない扇せん情じよう的な格好は、きっとリラックスウェアなのだろう。

　無理をして斯波の五行結界の中へ入り、黄龍の相そう克こくブレスから澪達を助け、斯波にやられてしまった刃更の事も救い、さらには向こうに気付かれない程の空間を構築し続けているのだ。こうして話すのは十数時間ぶりの事だが、その間に少しでも休息を取らなければ、流石さすがの長谷川でも保たなかったに違ちがいない。

　だが長谷川は、微み塵じんも疲つかれを見せる事なく壮そう絶ぜつな美しさを湛たたえていて、

「それにしても……予定よりも随ずい分ぶんと早かったが、上手うまく行ったようだな」

　そう艶つやっぽい笑みでこちらへ言った彼女に、

「……ええ、ありがとうございました」

　刃更は感謝の言葉を口にしながら、グッと拳こぶしを握にぎった己の右みぎ腕うでを見た。

　──身体からだの中に、かつてない程の力が漲っているのが解わかる。

　五つの主従誓約に、五行の属性力の相生まで加わった事による相乗効果だ。

　きっと澪達も、こちらと同じく飛ひ躍やく的に力を増しているだろう。

　斯波や黄龍もあれからさらに力を上昇させているだろうが、これならきっと戦える。

　……それに。

　長谷川の言うように、刃更達の主従誓約は想定したよりもかなり早く結べていた。

　──澪以外は、誓約が結ばれた際の絶頂で完全に意識を飛ばしてしまったからだ。

　だから澪とは、誓約を交わした後も五時間という枠わくの中で淫みだらに交わり続ける事ができたが、他の四人についてはそうした時間を使いきる事なく性交を終えている。

　そうして浮ういた時間は、斯波との戦いの作戦を練る事に使用できる。

　一度目の戦いでは、完全に向こうの掌てのひらの上で踊おどらされてしまったのだ。いくら力を上げても、あらゆる可能性を考こう慮りよしておかなければ、今度もまた敗北してしまうだろう。

　……だが。

　今はもう、自分達は斯波の狙ねらいを知っている。もちろん、まだ他にも狙いや切り札を持っているかもしれないが──それは既に得られている情報から推測してゆけば良い。

　だから、

「ありがとうございます……全部先生のお陰です」

　刃更が改めて礼を言うと、

「お前達が得たその力は、お前達自身が育はぐくんでいた可能性が証明され、形となったものだ。私はその事を教えてやったに過ぎないよ」

　長谷川はふっと笑うと、そこで表情を少しだけ哀かなしげなものにして、

「お前に抱だかれている成瀬達は、本当に幸せそうだった。それこそ妬ねたましいくらいにな。出来る事なら私も……そう思わずにはいられなかったよ」

　と、他の部屋から刃更達の誓約の一部始終を見ていた感想を口にした。

「だが私がお前に抱かれれば、またお前の中で力の均きん衡こうが崩くずれてしまうかもしれない……それで再び《無次元のバニシング・執行シフト》が使えなくなったり、お前の中に構築された成瀬達の五行相生の力のバランスを壊こわしてしまうような事だけは避さけなくてはいけない。お前は、あの斯波という男に勝たなくてはならないのだから。けれど──…」

　そう言うと、両手をそっとこちらの頰ほおへと添そえてきて、




「それでも……お願いだ、これ位は許してくれ」




　ゆっくりとこちらへキスしてきて──刃更は柔やわらかくて温かな唇くちびるの感かん触しよくを得た。

　──長谷川が、自分をどれだけ想おもってくれているかを東城刃更は知っている。

　だから刃更は応こたえるように彼女の腰に腕うでを回すと、そのままぐっと抱だき寄よせてやった。

　そんなこちらに、

「あぁ……ん、ちゅ……はぁ、んむ……ちゅぷ……れろっ、んちゅ……♥」

　長谷川は閉じた瞳ひとみの端はしから涙なみだを零こぼしながら、こちらの背中に両りよう腕うでを回して抱き締め返してくると、いやらしく刃更と舌を絡からめ合わせてくる。

　──それは、想いを同じにした者同士の約束のキス。

　今は、これ以上は許されないかもしれない。

　それでも東城刃更は、必ず長谷川千里を抱き──彼女の全てを奪うばって主従誓約を結ぶ。

　その絶対の未来を、確かに誓ちかい合うように。








第１章　希望の星を大地に
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　黄龍の顕けん現げん状態が、完全になるまで残り１時間を切った頃ころ。

　東京タワーの天てつ辺ぺんで黄龍と共にいた斯し波ば恭きよう一いちは、とあるものを見た。

　それは結界内の超ちよう上じよう空くうを駆かけ抜ぬける眩まばゆい光。

　巨きよ大だいな流れ星のような輝かがやきだ。

「…──来たね」

　その輝きの正体を理解している斯波は、空を見上げながら笑えみと共に呟つぶやいた。

　すると──光は東京タワーの直上に来た瞬しゆん間かん、五つに散らばって分かれた。

　──その軌き道どうは、結界内の空間を均等に五つへ斬きり裂さくもの。

　そして分かれた光は、各個が異なる色へと変化していた。

　赤・白・青・黒・黄──それはすなわち五行の色。

　だが流星が空間を分ぶん割かつした軌道は、斯波の五行の空間とは異なる形状を取っていた。

　中央を設ける事のない、東京タワーを中心にした均等な五分割である。

　──そして、降り注いだ流星が地面へと激げき突とつした瞬間、それは起きた。

　五色の光が、それぞれの地点から対角に向かって大地を駆け抜けたのだ。

　東京タワーの最上にいた斯波は、一瞬だけ見えた巨大な五ご芒ぼう星せいを見て、

「『ソロモンの五芒星』か……やっぱり、その手で来るよね」

　流星の正体──刃バ更サラ達の狙ねらいを見み透すかしたように言うと、

「成なる瀬せ澪みおに従者のマリア、メイドのゼスト、それに勇者姉し妹まいの野の中なか柚ゆ希きと野中胡桃くるみの五名で、それぞれの属性を担になっているのでしょう」

　斯波の隣となり──虚こ空くうへとその身を浮うかせているバルフレアが言った。

　──ソロモンの五芒星。

　日本では、平安期の有名な陰おん陽みよう師じが使用していた事から『晴せい明めい桔き梗きよう』と呼ばれるそれは、斯波のように方位を重視するものとは異なる五行思想に基もとづいている。

　相生と相そう克こくをより重視し、その力を最大限にする『陰いん陽よう五行思想』によるものだ。

　斯波が『四し神じん』と『ゲオルギウス』によって五行を構築したのに対し、刃更たちは澪らに『木』『火』『土』『金』『水』の五属性を担わせる策に出たのだろう。

「狙いは、ソロモンの五芒星による新たな巨大結界の構築だね。アフレイアは、自身の結界を僕らから身を隠かくすために使用していたけれど、彼女らは僕達が組み上げた結界が解けた時に生じる四神の暴走から、外の通常空間に被ひ害がいが及およばないようにするつもりでいるんじゃないかな」

　その狙いは悪いものではない。むしろ、刃更達にしてみればそれしかないだろう。

　──だからこそ、刃更達がそうした手に出てくる事は想定の範はん囲い内だった。

　当然だ。刃更達は、単に斯波の野望を止めようとしているだけではない。

　勇者の一族を滅ほろぼそうとしている斯波から、この世界を守ろうとしているのだ。

　よって東京の街を守り抜けなければ、刃更達にとっては敗北と同じ。

　……刃更の気配がないのは、そのためだろうね。

　外の空間の安全を担保できないまま、斯波との戦いを始めるのはリスクが高いと判断したのだろう。刃更自身はまだ、アフレイアの結界内に留とどまっているに違ちがいない。

　恐おそらく刃更が姿を現すのは、澪達がソロモンの五芒星による結界を完成させてから。

　しかし──そうした刃更達の作戦は、一つの問題を孕はらんでいる。

「既すでに展開されている五行の上から、別の五行で押さえ込むなどと……そのような乱暴な真似まね、かなりの力を使わなければ不可能です」

　と指し摘てきするバルフレアに、

「まあ、刃更達にとって他ほかに有効な手立てがあるかと言えば、そんな都合の良いものを許すほど甘くないからね──僕らの力も、この五行の結界空間も」

　だから、と斯波。

「今までアフレイアの作り出した虚きよ数すう次元空間の中で、この作戦の成功率を少しでも上げるための準備をしていたのさ」

　離はなれたこの場所からでも解わかる。

　散り散りになった澪達が放つ気は、四神と戦った時と比べて飛ひ躍やく的に上じよう昇しようしていた。

　それこそ別人──いや別次元と言っても構わない成長度合い。

　あそこまでの力を手にするために、彼女達が何を捧ささげたのかは想像がつく。

　──そして刃更が何を諦あきらめ、何を犠ぎ牲せいにしたのかも。

　そうした刃更達を、つくづく健けな気げだと思いながら、

「でも……力が上がっているのは、こっちも同じなんだよね」

　と斯波は笑いながら黄龍を見上げる。そこには、完全な顕現を間近に控ひかえ、第二形態から最終形態へと変へん貌ぼうを遂とげようとしている神龍の姿があった。

　──そして、力を増したのは黄龍だけではない。

　黄龍と同期している斯波もまた、己おのれの内に五行相生による無限ともいうべき『氣き』を蓄たくわえているのだ。力の飛躍量で言えば、澪達のそれを遥はるかに上回る。

　神器から顕現した四神は、既に澪達に倒たおされてはいるが、

「時間という猶ゆう予よを得た事で力と策を手にしたのは、何も君達だけじゃない」

　斯波恭一は、地面を見下ろしながら言った。

　こちらをコントロールできると勘かん違ちがいしていた《バチカン》の聖王を思い出しながら、

「その事を理解していないのなら……アルバレオスと同じ道を辿たどる事になるよ？」
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　各おの々おのが担う五行属性の魔ま力りよくを、大地へと打ち込み根付かせる。

　それが刃更達の目指す、ソロモンの五芒星による結界構築の方法だ。

　そんな中、東地区の江え戸ど川がわへと『金』の属性を担う少女が降り立った。

　霊れい刀とう『咲さく耶や』を持つ野中柚希である。

「………………」

　柚希が最初に行なったのは、周囲に対する警けい戒かいと索さく敵てきだ。

　──既に一度、顕現した青せい龍りゆうを倒している事もあり、辺りに敵の気配はない。

　しかし柚希は、すぐに『金』属性の魔力を打ち込む事はしなかった。

　先にやらなくてはならない事があったからだ。

　斯波の五行結界を維い持じするために、力を発している神器を押さえ込む──『金』属性を担当する柚希が押さえ込むのは、この東地区にある『木』属性の霊刀『青せい龍りゆう』だ。

　──斯波が作り上げた結界の上から、自分達の結界を重ねるだけでは足りない。

　確かに自分達は『主従誓せい約やく』によって、これまでとは比べものにならないほど力を高める事はできた。前の戦いでは顕現状態の青龍を相手に辛からくも勝利を収めたが、今の柚希ならば圧あつ倒とうする事も可能だろう。

　だが──柚希達が別次元の力を手にしたのと同じように、ずっと五行相生を行なっている斯波もまた同じように力を増大させ続けている。先にその力を抑おさえておかなければ、いざ斯波が『四神』を暴走させた時に、こちらの結界では抑えきれない。

　──前回は、この東地区へ入ってすぐに顕現した聖せい獣じゆうの青龍と遭そう遇ぐうした。

　そのため青龍の相手を引き受けた柚希は、相手にとって地の利がある江戸川から西へと移動を行なっており、実際に霊刀『青龍』の場所までは把は握あくできていない。

　長谷はせ川がわの結界を出る前──作戦について打ち合わせた際の話では、胡桃やゼストもそれぞれ神器である霊れい剣けん『朱雀すざく』と霊棒『玄げん武ぶ』については未み確かく認にんのまま聖獣と戦ったという話だった。唯ゆい一いつ、こちらが持ち込んだ霊れい槍そう『白びやつ虎こ』だけは、バルフレアによって手放さざるを得ない状じよう況きようへと追い込まれてしまった事で、ゲオルギウスが変化していた『コピー白虎』があった砧きぬた公園の野球グラウンドにある事が判明している。

　……刃更達の話では。

　西地区への出口は、『コピー白虎』があった砧公園に繫つながっていたという話だった。

　五行のバランスを考えると、他の地区の『四神』も、空間の出入り口付近に設置されていると考えてまず間ま違ちがいない。

　……つまり。

　柚希が今いるこの付近に、霊刀『青龍』がある。

　──だが東地区一帯は、既に青龍の木属性の力が満ちている。

　さらに、斯波達が何らかの仕し掛かけを施ほどこしたのか……或あるいは結界構築だけでなく、他の四神と共に中央の黄龍へと自らの力を送っているからなのか、柚希には『青龍』自体の気配を感じ取る事ができなかった。

　しかし──探し出す手はある。

「咲耶……教えて」

　だから柚希は己の霊刀に呼び掛かけ、四神の霊刀『青龍』の在処ありかを探さぐらせた。

　同じ『木』属性である『咲耶』ならば、『青龍』の波動を感知できる筈はずだ。

　すると、

【──────】

　こちらの問い掛けに『咲耶』が示したのは、柚希のいる場所から南西方向。

　江戸川を、旧江戸川と二ふた股またに分ぶん岐きさせている緑地帯だった。

　──篠しの崎ざき水門に程ほど近ちかい、その場所の地名は東ひがし篠しの崎ざき町まち。

　そして『咲耶』が示す方向へと視線を向けた柚希は、

「──────」

　三角形状に尖とがった緑地帯の先せん端たん──生え並ぶ木々の中の一本の幹に、青の霊刀が突つき刺ささっているのを発見し、スッと眼めを細めた。

　柚希のいる岸からは、旧江戸川を挟はさんだ場所。

　川かわ幅はばは狭せまいところでも百ｍオーバーだ。

　一いつ般ぱん人なら南へ迂う回かいして水門の上を通るか、濡ぬれるのを覚かく悟ごで泳いで渡わたるしかない。

　だが──今の柚希は、水の上を駆け抜ける事ができる。

「──────っ！」

　柚希は、川の水面へ向かって『咲耶』の振ふり下ろしを放った。

　鋭するどい剣けん閃せんが斬きったのは虚こ空くうだけ。しかし、その剣閃から生じた桜の花びらの奔ほん流りゆうが、江戸川の水面に薄うす紅べに色いろの道を作り出す。

　そんな桜の花びらの道を踏ふみしめ、柚希は旧江戸川の上を歩き出した。

　その時だ。

【────────】

　甲かん高だかい獣の嘶いななきと共に、宙を水平に吹ふき荒あれた竜たつ巻まき状の葉吹雪ふぶきが、柚希へと向かって一気に迫せまってきて、

「っ────…！」

　とっさに後方へと跳とぶと、それまで柚希がいた水面上を葉吹雪が駆かけ抜ぬけ、『青龍』へと至る桜の花びらの道を吹き飛ばした。

　そのまま岸へ戻もどるように着地した柚希は、即そく座ざの動きで葉吹雪が来た方角を見る。

　すると、

【……………………】

　上流──江戸川の水面に、蒼あおい獣が浮かぶようにして静かに佇たたずんでいた。

　その獣の体たい軀くは顕けん現げんした青龍よりも遥かに小さく、大型の馬程度のサイズ。

　──だが、漂ただよわせている気配は青龍の比ではない。

　それこそ──中央地区で斯波と戦っていた刃更の下もとへと駆け付けようとした際、強力な相克のブレスを放ってきた時の黄龍を上回る程の圧力を湛たたえている。

　野中柚希は、その獣の正体を知っていた。自然と厳しい表情になりながら呟つぶやく。

「青色の麒き麟りん……確か」

　名は『聳しよう孤こ』。

　四神の長にして、五行における中央を司つかさどるとされる神しん獣じゆうには、黄龍とは別にもう一つの存在が伝えられている──それが麒麟だ。

　黄龍と同じように『土』属性を持ち、中央を守護する役割を担になう存在なのだが、麒麟には『土』以外の四属性──『火』『水』『木』『金』の属性を持った個体も存在する。

『火』属性は、赤色の個体『炎えん駒く』。

『水』属性は、黒色の個体『角かく端たん』。

『金』属性は、白色の個体『索さく冥めい』。

　そして。

『木』属性の青色の個体が、いま柚希の視線の先にいる『聳孤』だ。

　……でも、どうして？

　本来、四神の長としての黄龍と麒麟は同一視されている。

　斯波が黄龍の完全な顕現を進めている以上、麒麟まで姿を現すのは不自然だ。

　中央の黄龍の力が極限まで強まった事の副次作用として、麒麟が生じ、そこからさらに他の四体まで波は及きゆうするようにして出現したのだろうか。

　……恐らく。

　斯波が中央に顕現させるのに黄龍を選んだのは、麒麟の本来の性質が争いを嫌きらうものだからだろう。だが、ならば麒麟が弱いのかと言えば断じて違う。

　──むしろ逆だ。そうでなければ、黄龍と同じ四神を統すべる長となれる筈がない。

　また麒麟と同じ姿を持った別属性の四体は、いずれも麒麟と同格の存在──現に今、視線の先にいる聳孤は、凄すさまじい圧力を以もつて柚希の前に立ちはだかっている。

　黄龍と共にいる斯波と──そして配下である青龍を守護する神獣として。

　……ここに聳孤が来ているという事は。

　柚希は思う──間違いなく、他の皆みんなの所にも別個体の麒麟が現れているだろうと。

　そして、それぞれの麒麟は各地区にある四神と同じ五行の属性で──ただでさえ強大な力をさらに増した状態になっている。

　対するこちらも刃更と主従誓約を行ない、さらに相そう克こくの属性で挑いどんではいるが、

「……………………」

　柚希は静かに、聳孤との彼ひ我がの力の差を冷静に推おし量る。

　良くて互ご角かくか──少しこちらが不利かもしれないと。

　それでも、

「別に構わない。そう簡単に上手うまくいくとは初めから思っていない」

　柚希はそう毅き然ぜんと言い放つと、霊刀『咲耶』を握にぎり直し、前へと歩を進めてゆく。

　──麒麟は争いを好まない神獣だ。

　こちらから距きよ離りを詰つめない限り、恐おそらく攻こう撃げきをしてくる事はない。

　だが──代わりに移動もしてくれない。

　青龍との戦いで行なったような、戦場の移動には乗ってこないだろう。

　かといってこのままいれば、江戸川の水を利用した相生によって、聳孤は自らの『木』属性の力を増加し続けてしまう。

　逡しゆん巡じゆんしている時間はない。

　黄龍の顕現が完全な状態になるまで、もはや一刻の猶予もないのだ。

　だから。

「邪じや魔まはさせない。私たちの事も……刃更の事も！」

　そう叫さけぶと同時、野中柚希は咲耶を構えて駆け出した。

　己おのれの前に立ちはだかる敵へと──聳孤へと向かって。
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　…──他ほかの麒麟も顕現しているという、柚希の予想は的中していた。

　西地区の澪の下へは白の索冥が。南地区の胡桃の下へは赤の炎駒が。

　北地区のゼストの下へは黒の角端が、それぞれ姿を現し、ソロモンの星による結界構築の妨さまたげとなっていた。

　しかし──一人だけ、そうした麒麟たちによる襲しゆう撃げきを免まぬがれた者がいる。

　ソロモンの五ご芒ぼう星せいを構築する上で、中央ではなく『水』属性の北と『金』属性の西の間……北西へと陣じん取どった、『木』属性の担当の万ま理り亜あだ。

　──斯波の五行結界は、方位を基もとに構築されている。

　よって『土』属性の麒麟は、斯波もいる中央地区に縛しばられこちらへ来る事はできない。

　そしてこの辺りには、他の地区のように結界構築の前に抑えなければいけない四神も存在していない。だから──本来ならば、最も負担が軽い筈だった。

　しかし、

「っ────…！」

　成瀬万理亜は現在、他の地区と同じか、それ以上に厳しい状況に身を置いていた。

　万理亜が自らの魔ま力りよくを大地へと根付かせるポイントとして降り立ったのは、東京の北西部に広がる緑と水が溢あふれる場所。

　都立石しやく神じ井い公園だ。

　この場所は四神と麒麟たちの空白地帯でありながら、激しい戦場と化している。

　その原因は、砧公園で一度激げき突とつしている高位魔族が再び姿を現したからで、

『ソロモンの五芒星による五行相生の構築は、木属性を起点に行われるものです』

　どこからともなく、バルフレアの声が響ひびいた。

　相手の居場所を摑つかめないのは、敵が能力を使用して姿を消しているからだけではない。

　周囲を無数の敵に取り囲まれているからだ。

　魔神レギオン。

　砧公園でも召しよう喚かんされた、バルフレアが支配契けい約やくを結んでいる上位存在である。

　──一度目の戦いでは、個々のレギオンの力は、大したものではなかった。

　だからこそ、どうにか対応する事もできた。

　しかし現在──万理亜の眼の前にいるレギオン達は、砧公園で戦った個体達よりパワーやスピードといった基本戦せん闘とう力が大おお幅はばに向上し、さらに動きの連係も取れている。

　一度目の戦いでは、バルフレアはコピー白びやつ虎こに変化していた聖剣ゲオルギウスを斯波の下へと送る役割を担っていたが、

　……もしかしたら。

　万理亜は思う──あの時のバルフレアは、手を抜いていたのかもしれないと。

『貴女あなたを始末してしまえば、そちらの策は全すべて水すい泡ほうに帰す事になる』

　冷れい笑しようを含ふくんだバルフレアの言葉に合わせ、

【──────】【──────】【──────】【──────】【──────】

　次々と大量のレギオン達が襲おそい掛かってくる。

　そんな魔神の群れに対し、

「ええ、そうかもしれませんね──ただし、それは私が倒たおれたらの話ですよ！」

　万理亜は先程から同様の動作を繰くり返す事で、レギオンを蹴け散ちらし続けていた。

　それは己の拳こぶしに込めた魔力を地面へと叩たたき付け、放射状に舞まい上がる衝しよう撃げき波はでレギオンを吹き飛ばすというもの。

　ソロモンの五芒星の結界構築は、五属性の魔力を大地に根付かせる事で発動する。

　──万理亜はそれを、レギオンへの攻撃と同時に行なっていた。

　とはいえ、打だ撃げきによって地面を陥かん没ぼつさせ続ければ、深い穴を掘ほったような状態になってゆき、こちらを狙ねらうレギオン達が上から降ってくる事になる。周囲を地面に囲まれた穴の底では、空間が限られてしまうため、思うような回かい避ひが行なえない。

　よって万理亜は一いつ箇か所しよに留とどまる事なく、移動と地面への拳けん撃げきを繰り返してゆく。

　そうして万理亜が回避と攻撃とを連ならせ続けた結果、公園の地面には大量の隕いん石せきが落下したかのように、無数の巨きよ大だいクレーターが穿うがたれた状態になっていた。

　別に石神井公園に恨うらみはなく、本当に申し訳ないと思うのだが、現在東京という都市そのものが深刻な危機状態に晒さらされている。

　そして結界が解ければ、万理亜が破は壊かいした地面も元通りになるのだ。

　だから万理亜は、敵の迎げい撃げきとソロモンの五芒星の結界発動に必要な魔力の打ち込みを並行して続けてゆく。その進行状じよう況きようは順調だ。

　……ですが。

　それでも万理亜は、微み塵じんも油断できなかった。

　魔神であるレギオンは未いまだに得体が知れない部分が多く、まだまだ底が見えない。

　そして、この北西地区に『木』属性を根付かせるには、レギオンを撃げき退たいするだけでは足りない──レギオンの後ろにいるバルフレアも倒さなければならないのだ。

　……砧公園では。

　無限増ぞう殖しよくするレギオンを倒し続ける事はしたが、直接的なバルフレアとの戦闘にまでは至っていない。

　──相手は、単独で魔神と契約できる力を持った高位魔族だ。

　これまで万理亜が戦ってきた、どの相手よりも強敵である事は疑いようがない。

　だから万理亜は、大地へ魔力を打ち込む事と、レギオンへの迎撃以上に、レギオンの攻撃の隙すき間まを縫ぬってバルフレアがこちらへ攻撃を仕し掛かけてこないかに意識を割さいていた。

　確かにレギオンは、こちらの視界を遮さえぎる分厚いブラインドだ。

　だが巨きよ軀くの魔神の群れは、バルフレアにとっても万理亜を覆おおう壁かべとなっている。

　そして──まとめてレギオンを吹ふき飛ばせる威い力りよくの衝撃波を、万理亜が周囲に放ち続けている限り、こちらへの接近をバルフレアに許す事はない。

　レギオンを吹き飛ばせるよう、強力な衝撃波が生じるようにしているため、魔力が拡散してしまい、大地に根付かせられている量は通常よりは減少してしまうが、

　……それでも。

　既すでに万理亜は、己の拳を通して『木』属性の魔力を百発以上も大地に打ち込んでいる。

　このまま行けば、あと数分ほどで結界発動に必要な魔力を根付かせられる。

　だからこそ──バルフレアは、その前に必ず動いてくる筈はず。

　……その時は。

　必要と判断したら、すぐに『魔法鍵』による封ふう印いん解除を行なう。

　それでバルフレアを撃退できれば良し。そこまでは望めなくても、封印解除を行なえば、身体能力だけでなく魔力も飛ひ躍やく的に増大する。

　それを打ち込めば、ソロモンの五芒星の結界発動に必要な魔力を根付かせられる筈だ。

　よって──肝かん要ようとなるのはタイミング。

「………………っ」

　結界の発動条件を満たす魔力が、大地に満ちてゆくのに併あわせて、万理亜もまた否いや応おうなく緊きん張ちよう感かんを高めていっていた時だった。

「っ────…!?」

　不意に万理亜は、眼めの前で起きた事態に思わず息を吞のんだ。

　拳を振ふり下ろそうとしていた地面──その場所に突とつ如じよ、魔ま法ほう陣じんが展開されたのだ。

　……やられたっ！

　刹せつ那なに意識を加速させながら、万理亜は想定外の事態に歯は嚙がみした。

　恐らく──これは、ただの魔法陣ではない。

　このまま拳を打ち込めば、こちらはまともにそれを食くらう羽目になるだろう。

　──だが、拳を止める訳にもいかない。

　そんな真似まねをすれば、周りのレギオンが一気にこちらへと雪崩なだれ込んでくるからだ。

　かといって、宙へ跳とんで逃にげる訳にもいかなかった。

　バルフレアは姿を消す力を有しているのだ。周囲に遮しや蔽へい物のない宙に身を晒すような真似をすれば、格好の的となってしまう。

　切り札である『魔法鍵』による封印解除は──間に合わない。

　……だったら！

　万理亜は一いつ瞬しゆんで覚かく悟ごを決めると、

「はああああぁぁぁぁああぁあぁぁああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に繰り出したのは、真しん紅くの重力波を伴ともなう拳撃。

　──万理亜は誓せい約やくを交かわした際に、刃更から自分の父親について聞いている。

　その力を──ウィルベルトから受け継ついだ力を解き放った。

　とっさに出力を五割程度に抑おさえたのは、全力で放てば意識が飛んでしまうからだ。

　しかし──今の万理亜なら、五割でも充じゆう分ぶんな威力を有したものになる。

　展開された魔法陣が、こちらの攻撃に反応して起動するトラップタイプであっても、垂直方向へ生じる重力波によって押さえ込む事が可能な筈だ。

　だから万理亜は、紅の波動を纏まとった右の拳を魔法陣へと振り下ろした。

　強力な重力波を伴った衝しよう撃げきが魔法陣へと炸さく裂れつし、




「──ようこそ」




　しかし次の瞬しゆん間かん──成瀬万理亜は、バルフレアの声を至近で聞いた。

　それも宙で。

　見れば、眼下には万理亜が繰り出した紅の重力波が地面に広がっており、

「──────っ!?」

　突とつ然ぜんの事に驚きよう愕がくしたこちらに、

「あの魔法陣は、レギオンの他ほかに私が契約している『レイス』の力を使用したものです」

　こちらの真横──佇たたずむように宙に浮うかびながらバルフレアが言った。

「展開した二つの魔法陣を、異次元を通じて直結させました」

　その時にはもう、バルフレアはこちらへの攻こう撃げきの準備を終えていた。

　漆しつ黒こくのオーラを纏った右の手の平が、こちらへと翳かざされており──その先に展開されているのは十連装の重層式巨きよ大だい魔ま法ほう陣じんで、

「とっさの判断にしては中々でしたが──残念でしたね」

　そう告げると同時、魔法陣から飛び出してきたのは、それまでとは比ひ較かくにならないほど超ちよう巨きよ大だいなレギオンだ。そして出現した時には、既に超巨大レギオンは直径五ｍをゆうに超こえるサイズの拳を、こちらへ向かって振り下ろしている。

　もはや眼前。

　視界を覆うように真横から迫せまりくる拳撃に、

「っ……──このっ！」

　万理亜は翼つばさをはためかせ、どうにか回避を行なおうとするが間に合わない。

　直撃を喰くらう──




「…──啼なき叫さけべ、ロキ」




　その直前──淡たん々たんとした口調と共に、斜ななめ上方から放たれた闇やみ色の衝撃波が、万理亜に肉にく薄はくしていた超巨大レギオンを一気に吞み込んだ。

　超密度に圧縮された魔力の奔ほん流りゆう。

　それは、バルフレアの生み出した超巨大レギオンを、一撃で跡あと形かたもなく吹き飛ばす。

　だから万理亜は、とっさに衝撃波が来た方を振り仰あおぎ、

「貴方あなたは──…」

「……どうやってここへ」

　こちらの驚愕と、バルフレアの問い掛かけは、ほぼ同時に声となる。

　万理亜たちの視線の先……上空には、ひとりの青年が佇んでいた。

　黒の魔ま剣けんを手にした若き現魔王──レオハルトが。
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　まだ状況が飲み込めずにいるマリアとバルフレアに対し、

「どうした……我々がここへ来られた事が、そんなに不思議か？」

　現魔王レオハルトは告げる。

　我々と言ったのは、ここへ来たのがレオハルトひとりではないからだ。

　そして──その言葉を証明するかのように、レオハルトのすぐ隣となりの虚こ空くうを破るように、ふっと姿を現した者がいた。

　それは現魔王派と穏おん健けん派の魔族を代表して、東とう城じよう刃更勢力の監かん視し役となった青年。

　ラースだ。

　魔族の姿ではなく、滝たき川がわ八や尋ひろという人間の姿を取っているラースは、

「確かに、この結界は大したモンだ……人間界という事もあって、本来なら俺達でもおいそれと入れるような代しろ物ものじゃない」

　だが。

「それでも俺達は今、こうしてここに居る。なら、どうすりゃその不可能が可能になるか、考えてみたらどうだ？」

　と告げると、

「……成る程ほど、シェーラ殿どのですか」

　即そく座ざに真相へと辿たどり着いたバルフレアが、一つの名を口にした。

「お母さんが……？」

　しかし万理亜は、まだ状況が飲み込めないのか困こん惑わくの表情でいる。

　そんな彼女に、ラースは「ああ」と頷うなずきを一つして、

「魔界と人間界を繫つなぐ次元境界の他ほかにも、二つの世界を繫げられる方法はある。お前のお袋ふくろさんは、その保険を密ひそかに掛けていたのさ」

　それが何なのかを、レオハルトは教えた。

「かつて魔界最強のサキュバスと謳うたわれた、シェーラ殿の力を以もつて構築された『次元トンネル』だ。いざという場合に備えて、シェーラ殿は娘むすめであるお前と自身とを繫げたものを構築していたそうだ」

「つっても、魔界と人間界以上に、この空間内と外とは次元が隔かく絶ぜつされていたせいか、お前とのリンクが外れちまって、出口の座標がちょっくらズレちまったみたいだがな」

　まあ、とラース。

「それでも無事に中へ入れたし、こうして間に合いもしたんだ。充分だろ」

「まさか……お母さんは、現魔王派と穏健派の決戦の後、こうなる事を読んで……？」

　信じられないとばかりに言った万理亜に、

「いいや。シェーラ殿がお前に保険を掛けたのは、我々現魔王派との決戦が行なわれたレンドヴァルへと訪おとずれる前の事だ。いざという時は、いつでも決戦の場へと駆かけ付けられるようにな」

　とレオハルト。

「しかし……あの決戦の後、リンクを消す事はいくらでも可能だっただろう。枢すう機き院いんはもういない以上、我々との戦いを切り抜ぬけた東城刃更達と渡わたり合える力を持ち、かつ敵対する意思まで持っているような者は、魔界にはそういないからな」

　だが。

「裏を返せば、もし東城刃更達が再び危機に陥おちいるような事態が訪れたとしたら、その敵は最大限に警けい戒かいされなければならない。シェーラ殿がリンクをそのままにしたのは、そのもしもの場合に備えての事だろう」

　大した慧けい眼がんだ、とレオハルト。

「最強の魔王と謳われた亡なきウィルベルト王と、肩かたを並べていたという話も頷ける」

　と告げたこちらに、

「勇者の一族に、東城刃更たちを聖域として不ふ可か侵しんを求めた筈の貴方が、この件に介かい入にゆうするなどと……随ずい分ぶんと軽はずみな行動を取ったものですね」

　それまで黙だまっていたバルフレアが口を開いた。

「現魔王派と穏健派が手を取り合おうとし始めたばかりのこの時期に、このような軽挙は、ようやく貴方が手にしたリアラ様との未来を失う事に繫がりかねませんよ」

「全くだ。俺は止やめとけって忠告したんだけどな」

　と、隣のラースが苦く笑しようを寄よ越こしながらこちらを見てきて、

「──確かにそうしたリスクはあるだろう」

　レオハルトは、バルフレアが口にした可能性を認めた。

「だがバルフレア……お前がどう思おうと、お前は俺の配下だ。そして配下であるお前が、この件に関かかわっているというのに、主である俺が静観していては、どのみち抵てい抗こう勢力に我々の同盟への攻撃材料を与あたえる事になる。そうさせないためには、事態が露ろ見けんする前に極ごく秘ひ裏りにこの件を解決するしかない」

「……それで、わざわざ貴方が来たと？」

「配下の不始末は、主の不始末だ。留守は八魔将に任せてある」

　それに。

「ラムサス殿と進めている穏健派との同盟の舵かじ取とりについては、姉上にお願いしてきた」

「リアラ様に……？」

　と眉まゆを顰ひそめたバルフレアに、

「俺は止めとけって忠告したんだけどな」

　先程と一言一句同じ言葉を、しみじみとラースは言うと、

「つー訳で、アイツの相手はレオハルトがやる。ボサっとしてねえで、お前はさっさと結界を何とかしろ」

　と万理亜を促うながした。すると、

「…………解わかりました。お願いします」

　こちらを信じる事にしたのだろう。

　万理亜はそれだけを言うと、地面へと降り立ち、ソロモンの五ご芒ぼう星せいの結界発動に必要な『木』属性の魔ま力りよくを大地へと注ぎ込み始める。

　そんな彼女の様子を見て、

「さて、と……そんじゃ俺は、高みの見物と洒落しやれ込こむかね」

　自分の仕事は終わったとばかりに頭の後ろで両手を組んだラースに、

「……ラース。お前はあれを何とかしろ」

　レオハルトは視線であるものを示した。

　その先には、遠くにある朱しゆ色いろの塔とうに巻き付いている巨きよ大だいな金色の龍りゆうの姿があり、

「おいおい、冗じよう談だんも大たい概がいにしろよ。あんなの一番の貧びん乏ぼうクジもいいとこだろうが」

　というラースに、

「──お前の報告では、厄やつ介かいな敵がもう一人いるという話だった筈はずだ」

　レオハルトは、斯波恭一という男を名前でしか知らない。

　だがラースの報告によれば、恐おそらく刃更の勝算はこれまで以上に低いという事だった。

　──無論、実戦は戦せん闘とう力の強弱だけで全すべてが決まるものではない。

　現に刃更は、これまでずっと自身の実力以上の相手との死し闘とうを切り抜けてきているし、その中にはレオハルトとの戦いも含ふくまれている。しかし、そうした勝負強い刃更であっても、勝てる可能性が低いというのがラースの見積もりだ。

　誰だれよりもシビアに状じよう況きようを見る事のできるラースがそう判断したのなら、恐らくその読みは間ま違ちがっていない。よって、

「その者と戦いながら、同時にあれの相手をするというのは、いかに東城刃更でも厳しいだろう。行って力を貸してやれ」

「簡単に言ってくれるぜ……あんな馬ば鹿かデカい龍を相手にしなきゃならねえ、俺の厳しさはどうすんだよ」

　というラースに、

「……俺が頼たのんだのだ。姉上は今いま頃ごろ、穏健派との折せつ衝しようを進めて下さっている事だろう」

　レオハルトは一つの事実を告げた。すると、

「？　ああ。そりゃまあ、さぞ張り切ってるだろうけどよ……」

　と要領が摑つかめないでいるラースに、

「だが……これで東城刃更が死に、成瀬澪も命を落とすような事があれば、我々と穏健派の同盟は立ち消えとなるだろう。せっかく姉上が頑がん張ばってくれたというのにだ」

　そして、とレオハルト、

「その原因の一いつ端たんが、お前の怠たい慢まんにあると知ったら──」

　一息。

「──果たして姉上は、どう思うだろうな」

「なっ…………くっそ、汚きたねえ。何つー脅きよう迫はくだよ」

　こちらの言っている事が理解できたのか、吐はき捨てるように悪態をつくとラースは姿を消した。逃にげたのではない。自分の仕事をしに行ったのだ。

　だから──レオハルトもまた己おのれの役目を果たす。

「時間を掛けるつもりはない……こちらも始めるぞ」

　魔剣ロキを構えながらそう告げると、

「貴方達ふたりが加わった程度で、この戦せん況きようを覆くつがえせるとでも？」

　バルフレアが鼻で笑ってくる。そんなかつての配下に、

「何を言っている……聞いていなかったのか？」

　レオハルトもまた、口元に笑えみを浮うかべながら言った。

「俺はこう言った筈だ──留守は八魔将に任せてきたと」
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　現魔ま王おうレオハルトが連れてきたのは、ラースひとりではなかった。

　レオハルトには八魔将と同じか、それ以上に信しん頼らいできる者達がいる。

　魔界へやって来た東城刃更たちを相手に、共に戦ってくれた仲間達だ。

　──レオハルトが、バルフレアと相対していた頃。

　その仲間のひとりが、南地区で空中戦をしていた野中胡桃の下もとへと現れていた。

　霊れい剣けん『朱雀すざく』が刺ささっているのは、川かわ崎さき火力発電所である。

　その事実へと辿り着きながらも、胡桃は東京湾わんの上空を舞ぶ台たいに、朱雀以上の超ちよう高こう熱ねつを発し続ける紅の麒き麟りん──『炎駒』を相手に劣れつ勢せいを強しいられていた。

　朱雀と炎駒の力によって、結界空間内の東京湾が完全に干上がっていたからだ。

　操あやつれる水がなく、攻せめ手を欠いた厳しい戦いを繰くり広げていた胡桃は、

「っ、何でアンタが……!?」

　突とつ如じよ戦せん闘とうに割って入ってきた、岩のような巨きよ軀くの魔族に驚おどろきの声を漏もらした。

　──それは魔界で、刃更が相対した高位魔族。

　穏健派の本ほん拠きよ地ちウィルダートを、英えい霊れいを伴ともなって侵しん攻こうしてきた巨漢の魔族で、

「誤解するな勇者の一族の少女……俺は、お前と敵対するためにここへ来た訳ではない」

　そう低い声で言った巨軀の高位魔族──ガルドが、スッと見み据すえたのは炎駒だ。

　すると、

【────────】

　紅の麒麟は、即座にガルドを敵と認にん識しき。

　そして反射的に放ってきたのは、巨大な火か炎えん球だ。

　まるで小さな太陽のような焰ほのおの塊かたまりは、宙の大気を焼き尽つくしながら不死鳥へとその姿を変えると、そのままガルドへと襲おそい掛かかり、

「召しよう喚かんした訳でもあるまいに……聖せい獣じゆうが形作られるとは大した炎ほのおだ」

　もはや眼前に迫せまる火か焰えんの霊れい鳥ちようを前に、ふむと感心の声を漏らしたガルドに、

「ちょっと、何をして──…！」

　とっさに胡桃は回かい避ひを呼び掛けようとして──そこである事を思い出す。

　それはウィルダート侵攻の折、ガルドが刃更に対して見せた能力だ。

　──そして、その時と同じ現象が胡桃の眼めの前で起こった。

　ガルドは無造作に右の手の平を翳かざし、そこへ炎の不死鳥が突つっ込んで──次の瞬しゆん間かん、巻き起こったのは爆炎ではなく吸収。

　炎駒の生み出した巨大な火焰鳥を、ガルドが己の体内へと取り込んだのである。

【─────？】

　不測の事態に炎駒が、戸と惑まどいの反応を見せた時。

　ガルドの肉体は、既すでに倍近くも膨ふくれ上がっていた。

　大きな両りよう翼よくと尾おが生え、額には二本の角が伸のび──その両りよう腕うでは、まるで脈動するマグマのように燃え滾たぎっていて、

「残念だったな……恐らくは、強大な力を持った名のある神獣なのだろうが」

　轟ごう炎えんの魔ま神じんのような姿となったガルドが告げる。

「火属性である以上、貴様の攻こう撃げきが俺に通じる事はない」

　そして。

「聞け、勇者の一族の少女……おおよその状況は、ラースの報告で把は握あくしている」

「ラースって……」

　ガルドが口にした名は、胡桃もよく知るものだった。

　穏おん健けん派と現魔王派が連合で派は遣けんしている監かん視し役──滝川八尋の魔族名だ。

　彼と刃更は、以前から人と魔族の垣かき根ねを越こえた協力関係にあり、これまでにも何度となく共きよう闘とうしてきた。胡桃たちは、刃更ほど彼を信じる事はできていないが、

　……それでも。

　勇者の一族の《里》で行なわれた、長老達との会談の際──こちらは滝川が持ってきた密書によって助けられた。

　無論、刃更や澪を聖域とすると書かれたあの密書は、穏健派や現魔王派が抱かかえる様々な思おも惑わくもあっての事なのだろう。

　だが──たとえどのような意図があろうと、こちらが助けられたのは事実だ。

　そして滝川は、四神を儀ぎ式しきの間から持ち出そうとした斯波を止めようとした刃更に力を貸してくれている。

　一体どのような方法で、斯波が展開したこの五行結界へ入れたのかは解らないが、

「…………信じても構わないって事？」

　炎駒と対たい峙じしているガルドの背に問い掛けると、

「穏健派と現魔王派の協定がある限り、俺達がお前らの敵に回る事はない」

「でも、あたしやお姉は……」

　滝川の密書に書かれた、魔族にとっての『聖域』扱あつかいには含まれていない。

　下手に手助けをすれば、ガルドら現魔王派にとって不都合を招く事になる。

　ところが、

「問題ない。既にラースの報告で、お前とお前の姉の両名も、勇者の一族から離はなれた事については承知している」

　だから、とガルド。

「ここへ来る前に、レオハルトとラムサス殿どのとの間で、お前達についても東城刃更や成瀬澪と同じく、聖域として扱うと正式に決定が下った。お前達がこの空間に入ったのと時を同じくして、既に勇者の一族の《里》と、《バチカン》には通達がなされている」

「どうやって、そんなに早く……」

　思わず驚きの声を上げた胡桃は、そこでハッとなり、

「まさか──最初から準備を？」

　いつでも胡桃と柚希を聖域に含められるように──助けられるように、手て筈はずを整えてくれていたというのか。

　すると、

「悪いが、それは俺の与あずかり知らぬ事だ。俺達がここへ来たのは、あくまで斯波という男に荷担している我々の陣じん営えいの者を──バルフレアを拘こう束そくするためなのでな」

「俺達……？」

　先さき程ほどから何度となく発せられる一いち人にん称しように、疑問を得た胡桃が問い返した時。

　遠くで一ひと際きわ大きな轟ごう音おんが響ひびいた。

　他ほかの地区で行なわれている戦闘音は、先程から聞こえていたが、

「あれは──…」

　飛行魔ま法ほうで東京湾の上空を飛んでいる胡桃には、中央の東京タワーの向こうまでをも見み渡わたす事ができていた。

　だから視界に捉とらえる。

　いつの間にか北地区に──超ちよう高こう層そうのビルのような高さの巨きよ人じんの姿があるのを。
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　胡桃が目もく撃げきしたのは、バルフレアが生み出した超巨大レギオンではなかった。

　北地区で黒の麒麟『角端』と戦せん闘とう中だったのは、『土』属性担当のゼストだ。

　──しかし、ゼストは魔法によるゴーレムを作り出してはいない。

　ゼストのゴーレムの動きは決して鈍どん重じゆうなものではないが、角端のスピードは玄げん武ぶを遥かに上回るもので、ゴーレムではとても捉えきれるものではなかったからだ。

　そのためゼストは土系魔法を駆く使しして戦っていたのだが、恐おそらくこちらが玄武を倒たおした際の方法を理解しているのだろう。角端は十じゆう条じよう駐ちゆう屯とん地ちの南を流れる石しやく神じ井い川に加え、大気中の水分から地中を走る水道管に流れている水に至るまで、あらゆる水を操作。

　自身の周りに絶対防ぼう御ぎよのような特とく殊しゆな水の障しよう壁へきを展開し続けており、ゼストの土系魔法を撥はね除のけながら向かってきていた。

　とはいえ角端の『水』属性の攻撃は、ゼストの土系魔法で相そう克こくが行なえる五行だ。

　土は水では砕くだかれる事はあっても、消しよう滅めつする事はない──よってゼストは十条駐屯地の地面や建物に使われている土を余す事なく利用。

　互たがいに防御は行なえても、攻め手を欠いたゼストと角端の戦闘は拮きつ抗こうしていた。

　──だが、時間を掛ければそれだけ黄龍の顕けん現げんは進んでしまう。

　それは斯波の力をより増大させ、こちらの勝機を減らす事に繫つながる。

　この地区を『水』属性で満たしている霊棒『玄武』は、鉄組みの通信塔とうの天てつ辺ぺんに刺さっていた。まずは玄武の力を抑おさえ込み、その上で『土』属性をこの地に根付かせる。

　だから──ゼストが、角端に対して覚かく悟ごの特とつ攻こうを行なおうとした時だった。

　十条駐屯地のヘリポートを兼かねている運動場に、突とつ如じよ巨大魔ま法ほう陣じんが展開した。

　そして、その中央から現れた無線塔を遥はるかに上回るような高さの巨人の姿に、

「あれは……」

　大講堂の屋上に降り立っていたゼストが、とっさにそう呟つぶやいたのは、出現した巨人に見覚えがあったから。ウィルダートの市街戦ではゼストも直接戦ったし──レンドヴァルで行なわれた現魔王派との決戦の際には、澪も戦っている。

　英霊だ。

　──だが、十条駐屯地に姿を現した英霊は、これまでとは異なる外見をしていた。

　巨きよ体たいの周囲を古代文字の羅ら列れつが回転しながら取り巻いており、それらが魔ま力りよくの輝かがやきを放っているのだ。

「魔法を詠えい唱しようしている？　いえ違ちがう……あれは」

　英霊が発動している物の正体をゼストが推おし量った時。

「ああ、良かった……無事のようですね」

　英霊の肩かたに立っている少年が、こちらを見つけて胸むねを撫なで下ろしたように言った。

　可愛かわいらしい容姿の彼をゼストは知っている。

　穏健派と現魔王派の決戦では、レオハルトと共にこちらと戦った英霊の使いの少年。

　ルカだ。

　レンドヴァルで行なわれた決戦の後──レオハルトが創設した新議会の一員になる事はせず、アカデミーで研究者としての道を歩み始めたと聞いていたが、

「なぜ貴方あなたがここへ……？」

「現魔王派・穏健派連合の決定です」

　こちらの問い掛けに、ルカは即そく答とう。

　そこで少し苦い表情になり、

「今回の件に関かん与よしているバルフレアさんを拘束するため。そして我々の聖域となった貴女達の力となるために、僕達がこの事態へ介かい入にゆうする事を連合は認めたんです」

　何せ。

「魔界二大勢力の聖域である貴女達にもしもの事があれば、勇者の一族との全面衝しよう突とつだけでは済みません……穏健派との間に結ばれた和平まで破は綻たんしてしまいかねない。そんな事態は、両勢力にとっても本意ではありませんから」

「…………そういう事ですか」

　ゼストは納なつ得とくの呟きを口にした。

　──ルカが口にした言葉は、恐らく建前なのだろう。

　斯波に付いていると解わかった時点で、バルフレアは自ら離り反はんした裏切り者として、現魔王派に責任が及およばないようにする方法など幾いくらでもある。

　それでも、こちらへ手を貸すために──バルフレアの所属を、わざと現魔王派に留とどめるような真似まねをしてくれているのだ。

　ならば、これ以上その事について触ふれるのは無ぶ粋すいな詮せん索さくというものだろう。

　そんな事よりも、知っておくべき事がある。

「この空間へは、どのようにして？」

「シェーラ殿の次元トンネルです。リンクは娘むすめであるマリアさんに繫げてあったそうなんですが、この空間が外と次元が隔かく絶ぜつされていた上に、マリアさんへの直接のリンクもこの空間内に入ってしばらくした後に外れてしまっていたそうで……最終的に出口の座標について、多少ズレてしまったようでした」

「……成る程」

　万理亜との直接リンクが外れたのは、長谷川の虚きよ数すう次元結界内に匿かくまわれた時だろう。

　対象の気の反応を辿たどる事ができる斯波にさえ見つからずに済んだのだ。

　いかにシェーラの次元トンネルが優すぐれていたとしても、リンクが切れてしまっても不思議はない。そうゼストが状じよう況きようを推察していると、

「とにかく、あの神獣は僕とこの子で抑えます。貴女は早く自分の役割を！」

「いいえ……貴方達だけに任せる訳には」

　助力は有り難がたいが、ルカと英えい霊れいだけに角端の相手をさせるのは危険すぎる。

　ここは共闘して撃げき破は、後に結界構築の作業に入るべきだろう。

　無論その分だけ時間をロスしてしまうが、それでも先程までゼストひとりで戦っていた時と比べればずっとマシだ。

　澪との戦闘で見たルカが使し役えきしている上位英霊の動きは、当時のゼストが作り出せるゴーレムとは比べものにならないほど速かった。恐らく、刃更と誓せい約やくを交かわした今のゼストなら、あの時の上位英霊を上回れるゴーレムを作り出せるだろうが、

　……しかし。

　ルカがアカデミーに戻もどった後も、英霊の研究を続けていたとしたら。

　この英霊で角端を捉えられる可能性は充じゆう分ぶんにある──そう目算を立てていたゼストは、

　……そういえば。

　そこでふと、角端からの攻こう撃げきが来なくなっている事に気が付いた。

　消えてはいない──黒の麒き麟りんは、厚こう生せい施し設せつの直上の虚こ空くうに浮うかんだままでいる。

【────────】

　その視線はゼストではなく、ルカの英霊へと向けられていた。

　既すでに彼らを敵と認にん識しきしているのだろう。

　それでも角端が攻撃に移らないのは、

「どうやら……あの神しん獣じゆうは気が付いているみたいですね」

　その答えを、ルカは角端を見み据すえながら言った。

「成瀬澪に敗戦した後……いつかまたレオハルト様のために戦うような事になった時のために、僕はアカデミーで英霊の改良と強化を続けていました。そして魔ま神じん戦争時代の遺い跡せき内に、古代文字で書かれていた魔神ケイオスに纏まつわる記述の中に、ケイオスが持つ魔法無効化の障壁に関するものを見つけたんです」

　勿もち論ろん。

「あの絶対障壁は、魔神であるケイオスだからこそ展開できていたものです。そのまま再現する事はできません。それでも原理さえ解れば、応用して同系の効果を作り出す事は不可能じゃない。過去の遺物を解き明かし、今の時代に合わせた形で再現する。それこそが僕たち研究者が為なすべき事ですから」

　だから、とルカは自信のある笑えみと共に言った。

「この英霊には、『対全系統魔法絶無障壁』を展開しています。あの神獣が『水』属性の力の結けつ晶しようとして顕現しているというなら、こちらの障壁に触れた箇か所しよが消滅します」

　だからこそ角端は、ルカの英霊を敵と認識しながら動けずにいるのだろう。

　下手に接近すれば自分が消滅してしまいかねない事を、黒の麒麟は理解しているのだ。

　かといって遠えん距きよ離りから攻撃しようにも、角端は五行の『水』属性に縛しばられている。

　どのような攻撃をしようと、対全系統魔法絶無障壁の前には無意味だ。

　とはいえ、そんな凄すさまじいものを永続的に展開できる筈はずがない。

「その絶無障壁とやら……発動時間はどの程度保もつ代しろ物ものなのですか？」

「……鋭するどい質問ですね。正直、まだ三十分程度が限界といったところです」

　こちらの問いに返ってきたルカの言葉に、

　……となるとあのレベルの神獣の相手は、一体が精せい一いつ杯ぱいといったところでしょうね。

　もし、もっと時間が保つようであれば──それこそこの北地区ではなく中央地区の黄龍の下もとへ行って貰もらい、刃更の援えん護ごをして貰うという選せん択たく肢しもあったのだが。

　……いえ。

　斯波は、ルカの英霊が近付けば、黄龍の顕現の障害として真っ先に叩たたきにくるだろう。

　──だが、ルカの英霊が消し去れるのは、魔法に通じる属性を持った攻撃だけだ。

　五行の属性に縛られない純じゆん粋すいな『氣き』を操あやつる事ができる斯波の攻撃までは防げない。

　……だとしたら。

　斯波を中央に釘くぎ付づけにしたまま、ソロモンの五ご芒ぼう星せいによる結界構築を急いだ方が良い。

　とはいえ、角端が出現しているという事は、他の地区にもそれぞれの麒麟が現れているだろう。

「先程、僕達と仰おつしやいましたが……この件に介入するために魔界から来ているのは？」

「僕とレオハルト様に、ガルドさん。後はラースさんです」

「四名ですか……」

　こちらは五人でソロモンの五芒星の構築を行なっている。

　ルカがここへ来ている時点で、他地区へ一人ずつ加勢に行ってくれているとしても、一人足りない。

「ならばここではなく、応おう援えんが不足している方の所へ──…」

　と言い掛かけたゼストに。

「それなら大だい丈じよう夫ぶです」

　とルカは言った。確かな笑みと共に、

「僕たちがシェーラ殿どのの次元トンネルを通ったのは──魔界からではありませんから」
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　五行属性の麒麟が、それぞれ顕現した東西南北の各地区。

　その中で、一ひと際きわ苦戦へと追い込まれている者がいた。

　──西地区において、『火』属性を担当している澪だ。

　苦戦の原因は、澪の下に現れた『金』属性の白の麒麟──『索冥』の強さではない。

　他ほかの皆みなと同じく、今の澪は刃更と主従誓約を交わしている。

　完全に刃更のものとなった澪の身体からだの中には、自分でも驚おどろく程ほどの魔力が漲みなぎっていた。

　そして『火』属性の澪にしてみれば、『金』属性の索冥は相そう克こくが行なえる相手なのだ。

　黄龍と同格の神獣たる麒麟の別個体という事もあり、油断は微み塵じんもできないが、それでも一対一ならばどうにか渡わたり合う事ができる相手である。

　にも拘かかわらず──澪は苦戦を強しいられていた。

　眼めの前に立ちふさがっている敵が、索冥だけではなかったからだ。

　──芝しば生ふと木々が生おい茂しげる、砧公園の野球グラウンド。

　その宙に、飛行魔ま法ほうで滞たい空くうしながら、

「……ったく、とんだ強情虎ね」

　苦々しげに言った澪が見下ろす先には、索冥とは別に白の聖せい獣じゆうが顕けん現げんしていた。

　それは一度目の戦いで、既に倒たおした筈の白の聖獣。

　西方を守護する白びやつ虎こだ。

　現在、西地区にある砧公園の野球グラウンドに刺ささっている神器としての霊れい槍そう『白虎』は、後から刃更によって持ち込まれた本物である。

　それまでは、斯波が《里》から姿を消す時に奪うばっていった、セリスの聖せい剣けんゲオルギウスを『白虎』へと変化させる事で代だい替たいしていた。それをバルフレアが強ごう引いんに抜ぬき去り、仕方なく刃更は代わりに『白虎』をグラウンドへと突つき刺したのだ。

　全すべては斯波の五行結界が──東西南北が逆転して構築された結界が解かれ、通常空間へと戻った際、逆位置に配置された『四神』の暴走が引き起こされないための措そ置ち。

　そのため聖獣白虎が顕現し、辛かろうじて澪が撃げき退たいする事に成功したのが先の戦いだ。

　だが、それすらも斯波の狙ねらいの内で……澪達が顕現した四神を倒した事で、中央が危機的であるという状況が作り上げられ、結果として黄龍の顕現を許してしまった。

　そして、今も黄龍の顕現は進んでいる。

　よって本来、白虎が顕現する事はあり得ない──黄龍の顕現を阻そ害がいしてしまうからだ。

　しかし、

　……それでも今、こうして再び顕現してるって事は。

　成瀬澪は、一つの可能性を思った。

　──澪が倒した白虎は、刃更が本物の霊槍を地面に突き刺してすぐに顕現したものだ。

　だが霊槍『白虎』は、勇者の一族によって四大元素の風系の力が割り当てられていた。

　にも拘わらず、顕現した白虎は『金』属性の五行を使っていた。

　他の四神からの同調もあったにせよ、急に四大元素から五行へと体系を切り替かえられ、さらには属性まで変化させられて、すぐに全力を解放するのは難しい。

　……つまり。

　顕現に使われた五行の『金』属性の力は、直前まで『コピー白虎』に変化していたゲオルギウスが、それまで大地へ注いでいたものだったに違ちがいない。

　そして今、こうして澪の視線の先にいる白虎は、四大元素から五行に──風系から『金』属性へと変わった、本物の霊槍『白虎』の力で顕現したものなのだろう。

　だが──それでも今の澪ならば、充分に倒せる相手だ。

　──ただし単体ならば。

　そう──敵は白虎だけでない。索冥もいるのだ。

　地面にいる白虎に対し、宙でこちらと相対してくる白の麒麟を見据えた澪は、

　……想像以上に厄やつ介かいね、五行の空間っていうのは。

　これが通常の空間ならば、敵の戦力は単純な足し算や掛け算で計算できる。

　しかし、ここは斯波によって作られた五行ベースの空間なのだ。

　──五行の属性関係は、相生や相克だけではない。

　全てを五つに分類する五行は、その関係もまた五つ存在している。

　即すなわち『相生』『相克』『比和』『相乗』『相侮』。

　そして、白虎と索冥の二体が顕現している事で、この西地区は同じ属性が重なり合い、その力が盛んになる『比和』の状態になっている。

　その効果は絶大で、

【──────────】

【──────────】

　白虎と索冥──『金』属性の聖獣と神獣は、澪に向かって同時に動いた。

　地面にいる白虎は、地中に含ふくまれている砂鉄を無数の槍やりへと変化させて高速で射出。索冥は、体内から全てを斬きり裂さく鋭い刃を持った半月刀を、無む尽じん蔵ぞうに繰くり出してくる。

　その結果、無数の刃が直線と曲線とが掛け合わさった複雑な軌き道どうで澪へと一いつ斉せいに迫せまり、

「っ…………このっ！」

　とっさに澪は、自身の周囲に灼しやく熱ねつ魔ま法ほうによる全天球状の障しよう壁へきを張った。

　刃更との誓約のお陰かげで、澪の魔法によって生じる超ちよう高こう熱ねつの温度は、一度目の戦いで白虎を蒸発させた時とは比べものにならない次元へと昇しよう華かさせられる。

　否いな──そうしなければならないというのが実情だ。

　向こうが放ってくる攻撃もまた、一度目の戦いで白虎が繰り出してきたものとは別次元の強度を備えており、防ぐには全力の詠えい唱しようを行なう必要があった。

　下手に魔力をセーブしようとすれば、白虎と索冥の攻撃は蒸発する事なく、そのままこちらの障壁を抜けて澪の身体を細切れにするだろう。

　だから全力。

　すると澪が張った灼熱魔法の障壁に、次々に白虎と索冥の攻撃が激げき突とつし、跡あと形かたもなく消失してゆく。しかし、

【──────────】

【──────────】

『金』属性の聖獣と神獣は、まるで手を緩ゆるめる事なく澪へと攻撃を続行する。

　その結果──澪は障壁を張った状態で、それ以上の動きを封ふうじられてしまう。

　──この砧公園は『金』属性の地区の中ちゆう枢すうである。

　全力で魔法を唱え続ければ消しよう耗もうは避さけられない澪に対し、『金』属性を司つかさどる向こうは無尽蔵に力を振ふるう事ができる。

　……消耗戦へ持ち込んで、時間稼かせぎをしようって腹ね。

　長期戦はこちらが追い込まれる一方。それは刃更を不利にする事にも繫つながる。

　だから、何とか撃退の糸口を見つけたいのだが──現状、澪は打つ手を見み出いだせない。

　こちらの全力の炎ほのお系魔法が当たりさえすれば、白虎と索冥にダメージは与あたえられる。

　だから灼熱の障壁を展開しながら、相手の反応速度を考こう慮りよした爆ばく炎えん魔法による範はん囲い攻こう撃げきを行なっているのだが、五行の『比和』によって力を増加させている白虎と索冥を捉とらえられないのだ。

「だったら────…はああぁぁああぁぁあぁっ！」

　澪は風の魔法で自身の周囲に竜たつ巻まきを生み出した。

　──一度目の戦いで、白虎を蒸発させた時と同じ作戦だ。

　竜巻で砂鉄を含んだ土ど砂しやを巻き上げ、そこへ雷らい撃げき魔法を落とす事で超強力な電磁石を発生し、『金』属性の白虎と索冥を無理やり引き寄せて蒸発させる。

　だから──澪は続けざまに雷撃魔法を唱えて、

【────────】

　その瞬しゆん間かん──甲かん高だかい嘶いななきを上げた索冥の身体が、真っ白に眩まばゆく発光。

　直後、炸さく裂れつ音と共に生じた澪の雷撃魔法は、その軌道を澪の周囲に渦うず巻まく砂鉄の竜巻から強ごう引いんに曲げられ、そのまま索冥へと落ちた。

「っ、まさか……自分を避ひ雷らい針しんにっ!?」

　狙いを読まれた事に思わず息を吞のんだ瞬間──澪が己おのれの周囲に巻き上げていた砂鉄の竜巻が一気に索冥へと吸い寄せられていった。

『金』属性の索冥が、体内で金属を操ってコイルを作り上げたのだろう。そうして澪の雷撃魔法を受けて帯電させる事で、自らの肉体を強力な電磁石へと変えたのだ。

　そして大量の砂鉄が索冥へと集まった次の瞬間、

【────────】

　プラズマを放っていた索冥の身体が再び発光した。

　それは先程とは比べものにならない輝かがやきで、辺り一帯を眩い閃せん光こうへと包み込む。

　と同時、

「っ────…！」

　澪はとっさに、灼熱魔法の障壁を解除し、重力魔法を己の周囲に展開した。

　索冥は集めた大量の砂鉄に、自らの身体へ帯電させていた澪の雷撃魔法を伝わせ、荷か電でん粒りゆう子し状態にして一斉に解き放った──その電でん撃げきは、灼熱魔法の障壁では絶ぜつ縁えんできない。

　だから澪は重力魔法で己の周囲に次元断層を強引に生み出し、障壁としたのだ。

　灼熱魔法の障壁を解除したのは、索冥の電撃が激突した事で激しい爆ばく発はつや燃焼反応が生じて空間が揺ゆらめき、重力魔法に綻ほころびが生じないようにするため。

　刹せつ那な──白い閃光の中で、さらに無数のプラズマが炸裂した。

　澪の重力空間障壁に、索冥の放った荷電粒子が激突して弾はじけたのだ。

「……間かん一いつ髪ぱつね」

　この閃光が収まるまで、辺りは超電流の嵐あらしだ──もしも刃更と誓せい約やくを結んでいなかったら、こんなに長く重力魔法を展開し続ける事はできなかっただろう。だから、

　……刃更。

　成瀬澪は、最愛の存在にして、絶対の主でもある刃更の事を想おもった。

　この後──刃更は斯波と戦い、打ち勝たなくてはならない。

　そんな彼を少しでも有利な状態で戦わせるには、一刻も早く澪達はソロモンの五ご芒ぼう星せいによる結界を構築する必要がある。そのためには、

　……まずは『白虎』を抑おさえないと。

　この西地区に『金』属性の力を満たしているのは白の霊槍だ。

　索冥は、その力を利用して顕現しているに過ぎない。

　倒すなら、まずは白虎からにするべきだろう。

　とはいえ、攻こう撃げきを与えるにはまず向こうの動きを封じる必要がある。

　……だったら。

　索冥の攻撃による電流が収まると同時に、辺り一帯に重力魔法による攻撃を展開。

　地面にいる白虎を重力で大地に磔はりつけにし、そこへ澪が灼熱魔法を周囲に展開させた状態で突っ込み、一気に消しよう滅めつさせる。灼熱魔法による障壁を周囲に展開している状態なら、索冥が『金』属性での攻撃をしてきても打ち消せるだろう。

　つまり白虎への攻撃と、索冥への防ぼう御ぎよ──そして大地へ『火』属性の力を根付かせる事の三つを同時に行なえる。

　逆に言えば、他ほかに方法はない──要は、これで行くしかない。

　だから、

「上等よ……っ！」

　閃光が徐じよ々じよに薄うすまり、周囲の視界が戻もどってくる中、澪は覚かく悟ごを決めた。

　そして──白い霧きりが晴れるように閃光が収まった瞬間、

「はあああぁぁああああぁぁぁあ────っ！」

　澪は防御に使用していた重力魔法を、そのまま攻撃へと転化──辺り一帯の地面を紅の波動で覆おおい尽つくした。

　そして続けざまに灼熱魔ま法ほうを解き放とうとして、

　……え……？

　眼下の広場に、ある筈はずの敵の姿を見つけられず、思考に刹那の空白を生じさせた。

　白虎がいない。

　──今の重力魔法で倒たおす事ができた？

　それはない。

　──索冥の荷電粒子の嵐に巻き込まれて消滅した？

　もっとない。

　ならばどこへ……そのヒントを、澪は視界の端はしで潰つぶれてゆく銀の塊かたまりに見た。

　澪の重力魔法によって押し潰されたそれは金属の塊だ。

　潰れた形状とサイズから見るに、それはかなりの質量で、

「──────っ!?」

　だから澪は反射的な動きで、とっさに振り仰あおぐようにして見たのは己の死角。

　──背にしている真上方向だ。

　すると、白虎の巨きよ体たいがもはや眼前にあった。

　索冥の荷電粒子による閃光で視界を奪うばっている間に、宙にいる澪を超える高さの金属の足場を地面から隆起させ、こちらの背後を──上を取ったのだ。

　その事実を認にん識しきした時にはもう、白虎の鋭するどい牙きばと爪つめが避けらない距きよ離りに迫っていた。

「くっ……！」

　だから澪はとっさに爆炎魔法を唱えようとし、

【───────】

　白虎は、それより先に澪を斬り裂こうとした。

　──そして次の瞬間。

　辺りに響ひびいた音があった。

　だがそれは、激しい爆発音でも、ましてや鋭い切断音でもない。

　甲高い金属音だ。

　そして、その音は澪の眼前で生まれていて、

「あんた──…」

　自分と白虎の間に割り込んだ存在の背中を、成瀬澪は驚おどろきの声と共に見た。

　澪の爆炎魔法や、白虎の牙や爪を上回る速度で、この場に割って入ってきたのは、『白虎』とは異なる霊れい槍そうを……『冷れい艶えん鋸きよ』を携たずさえた金きん髪ぱつの青年。

　勇者の一族──早はや瀬せ高たか志しがそこにいた。
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　東地区の江戸川にある篠崎水門付近で繰り広げられていた激突がある。

　野中柚希と、青の麒き麟りん『聳孤』の戦せん闘とうだ。

　先の青せい龍りゆうとの戦闘では、戦場を江戸川から錦きん糸し町ちよう、さらに門もん前ぜん仲なか町ちようへと移す事で勝利を収める事ができた。だが今回は、あの時のような戦術を取る事はできない。

　……『青龍』を抑えないと。

　この東地区で『木』属性を増ぞう幅ふくさせている霊れい刀とう『青龍』は、今いる場所の近くにある緑地帯に生えている木の幹に突つき刺ささっているのだ。

　この場から離はなれる訳にはいかない。

　何より聳孤は、別個体とはいえ基本的に争いを好まない麒麟の一種である。

　柚希が距離を取れば、こちらを追ってくるような真似まねはしないだろう。

　だから柚希は相手に地の利があるこの場所で──『木』属性に対して相生が行なえる『水』で溢あふれている江戸川を舞ぶ台たいに、聳孤と戦わざるを得なかった。

　それでも刃更と交かわした誓約のお陰で、最初の内は互ご角かくに渡わたり合う事ができていた。

　──だが、徐々に押され始めてしまう事は避けられない。

　この空間が五行によって成立しているからだ。

　黄龍の顕けん現げん率の上じよう昇しようが続いているという事は、この空間内では五行の属性全すべてが相生の循じゆん環かんが行なわれているという事。すなわち中央の『土』以外の五行も、増幅をし続けており──その結果、各地区の四神や麒麟たちも力を増していっている。

　そんな中──聳孤と戦っていた柚希は、西地区で白虎と索冥の二体を相手にしていた澪と同じく、苦戦を強しいられていた。

　──柚希の『金』属性は、聳孤や青龍の『木』属性に相そう克こくを行なえる五行だ。

　単純な相あい性しよう関係だけで見れば、柚希が有利ではある。

　問題なのは、江戸川が持つ『水』属性だ。

　柚希の『金』属性は、『水』属性を相生してしまう五行で──つまり間に『水』が入る事で、柚希は間接的に聳孤や青龍を相生してしまっている。

　しかも相生は一方の属性を強める反面、強めた側の属性を僅わずかに弱める特性がある。

　無論、河岸には『土』があるし、埋うめ立てられてできた土地が大半とはいえ、アスファルトもまた『土』属性だ。『金』属性の柚希を相生してくれている。

　……だけど。

　辺り一帯が、五行相生によって力の増幅が行なわれている『木』属性ほどは望めない。

　よって聳孤を倒すには、どうしても一手が足りなかった。

　……ここにゼストが居てくれれば。

　辺り一帯の『土』属性を増幅して柚希を相生してくれて、聳孤を打ち倒す可能性を得られるのだが……しかし、それを言っても仕方がない。

　ソロモンの五芒星による結界を構築するために、柚希達は一人一人が、それぞれの五行を担になわなくてはならないのだ。

　だから、

「っ…………はぁあぁああぁぁぁっ！」

　旧江戸川を挟はさんで、河岸に立つ柚希が聳孤へ向かって繰くり出したのは、霊刀『咲耶』を振ふり上げた斬ざん撃げきだ。

　鋭い剣けん閃せんは、全てを断たつ空気の刃やいばを生み出す。

　──だが、そのままでは聳孤には通じない。

　だから柚希は、己の斬撃へ『土』属性からの相生を付加した。

　斬きり上げる際に、咲耶の切っ先を地面へと走らせたのだ。

『金』属性の刀身で大地を斬るようにしながら振り上げた剣閃は、『土』属性からの相生を得た事で属性力を強化され、研とぎ澄すまされた斬撃となって聳孤を断つ。

　その筈だった。だが、

「──────っ!?」

　次の瞬間──野中柚希は思わず息を吞んでいた。

　自分が繰り出した最高の剣閃が、弾はじかれてしまったからだ。

　聳孤にではない。

　旧江戸川の水面を突き破り、巨大な樹木が一いつ斉せいに生えて作られた防ぼう護ご壁へきによってだ。

「そんな──…」

　思わず柚希は呆ぼう然ぜんの声を漏もらした。

　恐おそらく聳孤は、川の『水』を使って川底から無数の大木を生やしたのだろう。

　属性力を消しよう耗もうした事で一いつ瞬しゆんだけ江戸川が干ひ上あがり──しかし、すぐに上流から押し寄せる水によって水位が回復を始めてしまう。

　だから、

「っ────…！」

　柚希は弾かれたように動いていた。

　逡しゆん巡じゆんしている暇ひまはない。聳孤を倒すなら、江戸川の水位が減っている今だ。

　だから全力疾しつ走そうを助走にして、河岸の地面を蹴けって跳ちよう躍やく──そのまま聳孤へと迫せまろうとして、

【────────】

　そんなこちらに、聳孤が甲かん高だかい嘶いななき声を上げると辺りに強風が吹ふき荒あれ、江戸川に生えた無数の木々の葉がまるで意志を持ったかのように柚希へと向かって殺さつ到とうする。

　その葉に鋭い煌きらめきを見た柚希は、

「っ────…！」

　疾走を緩ゆるめる事なく剣閃で五芒星を作り上げ、『金』属性の防護障しよう壁へきを展開。

　聳孤の葉吹雪ふぶきを弾き散らしながら、突き抜ぬけるようにして押し通る。

　そして葉の刃の嵐あらしを抜けた柚希は、斜ななめ上へと向かって咲耶を逆薙ぎに一いつ閃せん。

　桜の花びらで、江戸川に生えた木々の上を渡れるアーチ状の橋を作り上げると、そのまま一気に駆かけ抜けて──その頂上へ差し掛かかった所で、

【────────】

　聳孤がさらに嘶き声を発すると、江戸川に生えた木々が爆ばく発はつ的にその高さを伸しん張ちよう。

「──────っ!?」

　柚希が息を吞のんだ時には、咲耶の力で作り出した桜の花びらの橋を真下から突き破った木々の先せん端たんが、そのまま鋭い切っ先となって柚希へと迫っていた。

　──咲耶の剣閃を繰り出して迎むかえ撃うつ事はできる。

　だが、斬ったそこからさらに聳孤が幹や枝を伸のばして攻撃してきたら回かい避ひできない。

　かといってここで回避を選せん択たくした所で、できるのは跳躍するくらいだ。

　そうして宙で足場を失った状態になったこちらが跳とんだ先へと木を伸ばされたら、それこそ回避など完全に不可能になる。

　追い詰つめられた。

　……それなら……っ！

　どうせ避よけられないのなら、いっそとばかりに柚希は次にする己おのれの動きを決断した。

　跳躍する。

　だが──それは回避のためだけではない。

　己をさらなる加速へと至らせる斜め前方への飛ひ翔しようだ。

　そして宙へと身を躍おどらせた状態で、向こうが二撃目を放ってくる前に、剣閃を繰り出して聳孤を断つ。

　──当然、聳孤は先さき程ほどのように木々を生み出して柚希の攻こう撃げきを防ごうとするだろう。

　だから、

　……こちらは剣閃を連ならせる！

　何度でも──木々の防護障壁を斬り払はらい、聳孤を断ち斬るまで。

　そうした一か八かの賭かけに出る──その瞬しゆん間かん。

　野中柚希は、不意に吹き抜けた風と共に急速上昇していた。

「…………え……？」

　突とつ然ぜんの事に眼めを瞬まばたかせた時には、柚希は地面にいる聳孤が米こめ粒つぶより小さなサイズになるような上空まで昇のぼっていた。

　この高さなら、流石さすがに聳孤の生やした木々もすぐには届かない。

　そして聳孤が追撃してくる事も。

　助けられた──そう己の状じよう況きようを柚希が理解した時。




「…──無む謀ぼうな特とつ攻こうに賭けるのは、まだ少し早すぎますわよ」




　背後から笑えみを含ふくんだ声がした。

　良く知るその声にとっさに振り返った柚希は、自分と同じ目線の高さに、幼おさな馴な染じみの少女の姿があるのを認めて、

「セリス──…」

　呆然とその名を呟つぶやいた。

　そんなこちらに、《バチカン》の聖せい騎き士しセリス・レイドハートは、

「はい……待たせてしまって申し訳ありませんわ」

　でも、と笑顔でそう言うなり、パチンと右手の指を打ち鳴らす。

　──と同時、柚希とセリスの眼下である事が起きた。

『青龍』が刺さっている木のある緑地帯を中心に、聳孤が反撃してくる間合いのギリギリ外をぐるりと取り囲むようにして地面が隆りゆう起き──超ちよう高こう層そうの土壁を形作ったのだ。

「土系魔ま法ほう……」

「ええ。聖剣『ゲオルギウス』の使い手である私は、四大元素は全て使えますが……農耕の聖人であるゲオルギウスと同じく、最も得意としているのは土属性なんですの」

　ですから。

「『木』属性のあの神しん獣じゆうとの相性は悪いですし、斯波さんに『ゲオルギウス』を奪うばわれているから、持って来られたのも予備の聖剣ですが……それでも『金』属性を担っている貴女を、私の力で相生して強化する事はできますわよ」

　それは柚希が求めていた、聳孤を倒たおすための属性力の強化支し援えん。

「でも、どうやってここへ……？」

「斯波さんの叛はん乱らんによる責任の所在は、日本の《里》と我々《バチカン》の双そう方ほうにありますわ。他ほかの地区から責任を追つい及きゆうされないようにするためには、秘ひ密みつ裏りかつ速すみやかに事態を収しゆう拾しゆうしなければならない──本部にはそう伝えてやりましたの」

　とセリス。

「あれで説得できたとは思いませんが……貴方あなた達へ加勢する行動を起こしても何も言ってこないという事は、ひとまず様子見はさせられているとみて良いでしょう」

　まあ。

「高志は、長老達の制止を振り切って出てきてしまいましたが……あちらは今いま頃ごろ、修しゆう哉やさんと薫かおるさんが取りなして下さっていると思いますわよ」

「高志も来ているの？」

「ええ……彼は『白びやつ虎こ』を抑おさえに行っています」

　そして、とセリス。

「私達がこの空間へ入れたのは、貴女達と知り合いというサキュバスの少女が作った次元トンネルのお陰かげですわ」

「次元トンネルを作れるサキュバス……まさかシェーラさん？」

「そう名乗っていましたわね……彼女はこの空間の外で待機してくれています」

　こちらが「さん」付けで呼んだ事に、シェーラの正体までは知らない様子のセリスは、少し怪け訝げんそうな顔になりながら、

「《里》を出て東京へ向かおうと移動を始めていた私と高志の前に、例の特使を務めていた魔族の青年と、彼の仲間と思われる高位魔族達と共に現れて、そして彼女がこう言ってきましたの」

　一息。

「貴女と胡桃も、刃更達と同じく手出しを許さない『聖域』としたと。そして、自分達は今からこの状況へ介かい入にゆうしに行く……一いつ緒しよに付いてくるか、と」

　そんなセリスの言葉に、

「それじゃあ……」

　柚希は大きく眼を見開いていた。

　──シェーラが魔ま界かいから来ている事に驚おどろいた訳ではなかった。

　娘むすめである万理亜の危機でもあるのだ。この状況なら、シェーラが駆け付けてくれるのは解わからないではない。

　滝川の仲間の高位魔族という事なら、来ているのは恐らくレオハルトだろう。

　現魔王が動いた事は確かに驚きではある。このタイミングで、自分や胡桃も刃更達と同じ『聖域』として認められた事も、普ふ通つうならば有り得ない。

　だが──そうした状況よりも信じられない事があった。

　それはセリスや高志が、シェーラの誘さそいに乗った事だ。

　……だって、二人は……。

　セリスも高志も、勇者の一族としての自分に誇ほこりを持っている。

　魔族であるシェーラの力を、借りるような真似まねをする筈はずがないのだ。

　そんな真似をすれば──それは勇者の一族に対する裏切りとなってしまうのだから。

　それでも今、セリス・レイドハートはここにいる。

　早瀬高志も、駆け付けてくれているという。

　そんな二人の幼馴染みに、

「どうして……？」

　信じられない想おもいで柚希が問うと、

「別に、あの魔族達と手を組んだ訳ではありませんわよ」

　そこまで言うと、セリスはふっと微び笑しようを浮うかべて、

「でも柚希……私は貴女や胡桃、そして刃更の事を信用しています。貴女達ならば、魔界へ赴おもむき、穏おん健けん派と現魔王派が歴史的な和平を結ぶきっかけにも充じゆう分ぶんになり得ると。だから、彼らが貴女達を守ろうとしても、別に不思議とは思いませんわよ」

　だって。

「それは今……私や高志が抱いだいている想いと、きっと同じものでしょうから」

「セリス……」

　何でもない事のように笑う幼馴染みの少女に、柚希は言葉もない。

　──現魔王レオハルトを始めとする、高位魔族達が眼の前に現れたのだ。

　勇者の一族であれば、何よりも優先して倒さなくてはならない相手だろう。

　だけど、セリスも高志もそれをしなかった。

　二人はここへ駆け付けるために、これまで大切にしてきた矜きよう持じを──勇者の一族としての使命を一時的に放ほうり出して、この場へと駆け付けてくれたのだ。

《里》の命令でも、《バチカン》の聖騎士としてでもなく。

　柚希達の、ただの幼馴染みとして。

　すると、

「ずっと言えなかった言葉をやっと言えますわ……もう大丈夫ですと」

　とセリスは言った。

「六年前──あの頃ころの私はまだ力がなくて。貴女達が一番苦しかった時に……あの悲劇の現場に駆け付ける事はできませんでした」

　でも、とセリス。確かな決意の眼まな差ざしで、

「今はもう違ちがう……胸を張って言えます。貴女達の力になれる──共に戦えると」

　と言った後、

「まあ……本音を言えば、私ひとりであの神獣を倒してやりたかったんですけれど」

　そう申し訳なさそうな顔をした幼馴染みの少女に、

「ううん、充分……」

　柚希は首を横に振ふると、ギュッと彼女を抱だき締しめた。

　そんなこちらに、セリスはふっと微笑みを漏もらすと、

「六年間……待たせてしまいましたわね」

　優やさしく柚希を抱き締め返してくれる。

　──そんな事はないと、簡単に否定するような事を柚希は言わない。

《里》から追放される刃更を、ただ見送る事しかできなかった自分と同じように──セリスが抱き続けてきた想いや後こう悔かいは、彼女以外の人間が否定して良いものではない。

　かといって、巻き込んでしまった事を、謝るようなことも言わない。

　大切な人がしてくれた覚かく悟ごを、その気持ちを、間違いみたいには絶対に言わない。

　今のセリスに、今の柚希が伝えるべき言葉は一つだ。

「ありがとうセリス──来てくれて」

　そして。

　野中柚希は、セリス・レイドハートと共に眼下を見下ろした。

　自分が倒すべき存在を、『木』属性の神獣を見み据すえるようにして。







　青の麒き麟りん『聳孤』は、自分が置かれている状況を冷静に把は握あくしていた。

　自分と戦っていた霊れい刀とう使いの少女は、『木』属性のこちらへ相そう克こくを行なえる『金』属性。

　敵の加勢として現れた金きん髪ぱつの少女は、『金』属性に相生が可能な『土』属性だ。

　──おまけに、金髪の少女はこちらの周囲に超ちよう高こう度どの土壁を展開した。

　川底から隆起している土の壁かべは、江戸川の水の流れを遮さえぎり、聳孤のいる緑地帯を周囲から孤こ立りつさせるものだ。炎駒の影えい響きようで東京湾わんが干ひ上あがっているため、江戸川が遮られると『水』の気が著いちじるしく落ちてしまう。
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　それは聳孤にとって環かん境きようが──戦せん況きようが不利なものへと傾かたむいた事を意味する。

　しかし、

【……………………】

　聳孤は判断する──それらは大きな問題ではないと。

　金髪の少女の力は、自分や霊刀使いの少女と比べると明らかに劣おとっている。

　よって霊刀使いの少女に渡わたせている『土』の属性力も、そこまで脅きよう威い的な量ではない。

　だから本来、相手が接近してこない限り動く必要はない。聳孤が『木』属性の力を使えば、それだけ中央の黄龍へと送る五行相生の力が減ってしまうからだ。

　──しかし、それでも聳孤は動かざるを得なかった。

　見過ごせないものがあったからだ。

　先さき程ほどから自分と戦っていた霊刀使いの少女──彼女の力が急速に増大し始めていた。

　あれだけの力で『金』属性の斬ざん撃げきを放たれれば、江戸川の水を遮られている今の聳孤の力では防ぎきれない。

　どういう事だ、と聳孤は眼めの前の状じよう況きように驚きを得る。

　霊刀使いの少女が見せている力の増加量は、金髪の少女からの相生だけでは、とてもじゃないが説明がつかないレベルだ。それでも彼女の力の増加が、金髪の少女が加勢に現れた後である事を考えると、現状をこのまま放置する事は得策ではないのだろう。

　だから、

【────────】

　聳孤は己おのれの体内から『木』属性の力を一いつ斉せいに放出した。

　と同時、聳孤の周囲の地面から無数の木が生えると、その極ごく太ぶとの幹が横方向へうねりながら一気に伸のび──辺りに轟ごう音おんを響ひびかせながら土の壁を粉ふん砕さいした。

　衝しよう撃げきで撒まき散らされた土ど砂しやと共に、砂すな埃ぼこりが巻き上がる中……聳孤は思う。

　これで再び江戸川の水が流れ込み始める──そうして相生を得られれば、充分に霊刀使いの少女を迎げい撃げきできると。

　しかし、

【───────？】

　次の瞬しゆん間かん──聳孤は思わぬ困こん惑わくを得た。

　江戸川の水が流れ始めない。

　何事かと聳孤は飛ひ翔しようし、砂すな煙けむりよりも高い宙へと舞まい上がって眼下を見み渡わたすと、あろう事か江戸川の水がほとんどなくなり、川底がところどころ露ろ出しゆつしてしまっていた。

　南地区の炎駒の影響か──否いな、それは有り得ない。

　東京湾を蒸発させたのはまだしも、江戸川まで干上がらせてしまえば、この東地区の属性力が失われ、五行結界のバランスが崩くずれてしまう。

　現に、東地区全体の『木』属性の力は減少していない。

　にも拘かかわらず、江戸川の水はなくなっていた。

　その理由を、聳孤は遠い上流に見た。

　柴しば又また公園の辺り──江戸川から西にし隣どなりの中なか川がわを結ぶようにして新たな川ができている。

　恐おそらく土壁でこちらの視界を遮っている間に、金髪の少女がさらに土系魔ま法ほうによって大地を変形させたのだろう。江戸川の川かわ幅はばよりも広いそれは、支流ではなく新たな本流となって江戸川の水を中川へと流していた。

　さらに中川へ合流した地点は、新しん中なか川がわとの分ぶん岐きの僅わずかに上流だった。よって江戸川から流れを変えた水は、分岐した中川からさらに荒あら川かわへと合流。

　優すぐれた治水によって、増水量を吸収する事に成功していた。

『土』属性の金髪の少女の力が大した事がなかったのは、これを密ひそかに行なっていたからか。そして『水』がなくなった事で露出した川底は大地──即すなわち『土』属性。

　それは『金』属性に相生を行なえる五行だ。

　そうして聳孤が状況を理解した時には、霊刀使いの少女に漲みなぎる力は、下流に残った水量による相生だけでは対たい抗こうできないレベルになっていて、

【────────…！】

　だから聳孤は即そく座ざに、周囲に生やしていた木に己の属性力を注ぎ込んだ。

　周囲に水がないなら、こちらから取りに行くしかない。

　地中を走る木の根を西隣の中川や新中川へと伸しん張ちようさせ、そこから水の気を得る。

　だが──伸ばした木の根が隣の川へ届くよりも、敵の少女達の方が早かった。

　金髪の少女も、いつの間にか聖せい剣けんを手にしており、

「「はあああぁああぁああぁああぁあああぁぁっ！」」

　霊刀と聖剣を手にした二人の少女は、互たがいに呼応するかのような気合いの咆ほう哮こうと共に、それぞれの力を斬撃に変えて放出した。

　霊刀使いの少女が連続して繰くり出した斬撃によって、『金』属性の剣けん閃せんが無数に発生。

　そこへ金髪の少女が振り下ろした聖剣から放たれた『土』属性の力が合流すると、『金』属性の剣閃がその属性力を一気に増加させた。

　相生が行なわれたのだ。

　そして。

　聳孤の視界を埋うめ尽つくすようにして飛来してきたのは、全すべてを断たつ七十二連の剣閃。

　回かい避ひは不可能。だから、

【─────────】

　聳孤はとっさに木の障しよう壁へきを生み出し、防ごうとした。

　その障壁は間に合いはした──しかし、防ぐ事まではできなかった。

『金』属性の剣閃は、木の障壁をあっさりと斬きり裂さいて。

　そして次の瞬間──聳孤の身体からだは、無数の剣閃によって刻み散らされていた。
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　不意のタイミングで起きた早瀬高志の介かい入にゆう。

　それは、澪を驚おどろかせるには充分すぎる状況だった。

　しかし白びやつ虎この牙きばを防いだ高志は、そんな澪に構う事なく、

「っおおおおおおおぉおぉぉぉおぉおっ！」

　気合いの咆哮を上げながら、両りよう腕うでの筋肉を一回り大きく膨ふくれ上がらせると、そのまま『冷艶鋸』を強ごう引いんに横よこ薙なぎの軌き道どうで振り切った。それを受け、

【────────】

　大きな顔を振り回された白虎は、一いつ旦たん冷艶鋸を口から離はなすと高志から距きよ離りを取りながら着地。その隙すきに、澪もまた高志と共に地面へと降り立った。

　そして、

「あんた……一体どうやってここへ？」

　移動手段もそうだが──斯波の攻こう撃げきを受けた事で、高志は意識不明の重体に陥おちいった。

　刃更が状態を安定させたそうだが、それでもしばらくは身動きすらままならず、安静にしていなければならなかった筈はずだ。

　信じられない思いのまま、己の前に立つ背に向かって澪が問うが、高志はこちらを振り向く事はしない。視線の先にあるピッチャーマウンド──そこに刺ささっている霊れい槍そうの脇わきで、警けい戒かい態勢を取っている白虎を見据えながら、

「後にしろ。今はお前と話している場合ではない」

　一いつ切さいの説明をする事なく、言い放ったのは互いの役割だ。

「白虎は俺が何とかする──だから、お前は索冥を倒たおせ」

　澪と高志の間では、高度な連係が行なえるような意い思し疎そ通つうはできない。

　ならば協力して二対二で戦うのではなく、それぞれが一対一で戦った方が勝算は高い。

　作戦としては至極当然だ。だから、

「…………解わかったわ」

　頷うなずきと共に澪は索冥へと向き直ると、魔ま力りよくの練り上げを始める。

　すると、高志もまた次の動きを取った。

「………………」

　無言で冷艶鋸を地面へと突き刺したのだ。

　そして──あろう事か素す手での状態で、白虎へと向かって歩き出す。

「ちょっと、何を考えてんのアンタっ!?」

　いきなり現れたと思ったら、今度は何だ。

　武器も持たずに手ぶらで突っ込む気か。

　あまりに無む謀ぼうすぎる高志の行動に、思わず澪が制止の声を上げると、

「『冷艶鋸』の別名は『青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とう』……対極ゆえに戦う事には向いているかもしれんが、言う事を聞かせるには不向きな属性だ」

「だからって、そんな真似まね……っ！」

　自殺行こう為いにも程がある。

　──しかし、澪はその場から動く事はできない。

　澪が灼しやく熱ねつ魔ま法ほうの態勢に入っているからこそ、索冥への牽けん制せいが行なえているのだ。

　……もし今、下手に動いたら……っ。

　澪が己の正面を見据えると、

【────────】

　索冥は、前まえ脚あしの蹄ひづめで宙を搔かきながらこちらを見ていた。

　澪が隙を見せれば、即座に攻撃を仕し掛かけてくるに違ちがいない。

　それでも、

「早瀬……！」

　澪が再び警告の呼び掛かけを行なうと、返ってきたのは静かな声で、

「俺はこいつを倒しに来たんじゃない──迎むかえにきたんだ」

　そう言った時にはもう、高志は白虎の間合いに入っていた。

　だから、そこから先は必然だ。

【────────】

　己の間合いへ足を踏ふみ入れた高志に対し、白虎は牙を剝むくと弾はじかれたように動いた。

　全身に鋼鉄の刃やいばを無数に生やした状態で、高志へと突とつ撃げきしたのだ。

　巨きよ体たいの質量と、獲え物ものを襲おそう猛もう獣じゆうのスピード──そこへ『金』の五行が高められた刃の鋭するどさが掛け合わされれば、あらゆるものを斬り裂く絶対の切断力が生まれる。

　そうして自らを巨大な鎌かま鼬いたちにした白虎の特とつ攻こうは、高志を無数の肉にく片へんへと斬り刻む。

　その筈だった──だが次の瞬間、

【──────？】

　白虎の挙動に戸と惑まどいが生じた。

　獲物が──高志の姿が、眼の前から消失したのだ。

　澪の眼にも、高志がどう回避したのかを捉とらえる事はできなかった。

　ただ──まるで擦すり抜ぬけたかのように、白虎の巨体の背後に高志の姿があり、

「俺を忘れたのか……なら、思い出させてやる」

　そう言うなり、高志が手を伸ばしたもの。

　それは、ピッチャーマウンドに刺さった白虎の本体──白の霊槍だ。

　──霊槍『白虎』は、一度は高志を己の使い手として認めている。

　しかし、現在は五行結界を構築している斯波のコントロール下にある。

　そんな状態にも拘わらず、不用意に触ふれればどうなるか。

　その答えを、澪は己の眼めと耳とで確かく認にんした。

　高志が柄えを握にぎろうと『白虎』に触れた瞬間──拒きよ絶ぜつするかのように『金』属性の反発エネルギーが生じ、高志を襲ったのだ。

　途と端たんに高志の着ている勇者の一族の戦せん闘とう衣装が斬り刻まれ、バッと血ち飛沫しぶきが舞った。

　恐らく高志は、『白虎』を斯波の支配から解放し、再び使い手として認められる事でコントロールしようとしているのだろう。

　その気持ちは解る。

　しかし──そんな真似ができるなら、澪達だってとっくにそうしている。

　それを、わざわざ別の結界を上から展開して押さえ込む事にしたのは、今の斯波と黄龍による『四神』への支配力は、それ程ほどまでに絶対的なものとなっていたからだ。

「無茶よ早瀬っ、離れてっ！」

　とっさに叫さけんだ澪の声は、悲痛なものになった。

　しかし。

「成瀬澪。貴様にも、そして斯波さんにも言っておく事がある──…」

『白虎』からの激しい反発エネルギーに晒さらされながら、それでも高志は言い放つ。

　微み塵じんも揺ゆらぐ事のない口調で、

「──勇者の一族を舐めるな」

　それは彼の──早瀬高志の譲ゆずれぬ矜きよう持じ。

　だから高志は、そのまま白虎の柄をぐっと握り締しめた。

　すると大気が裂けるような炸さく裂れつ音と共に『白虎』から白の電流の渦うずが生じ、高志の全身を吞のみ込む。それでも、

「っ────…！」

　高志は必死に『白虎』を握り締め続けた。

　まるで自分が使い手だと言い聞かせるように──その事を思い出させるように。

　そして。

「────────」

　長い長い抵てい抗こうの後──ようやく電流が収まった時。

　先程まで顕けん現げんしていた白虎の姿は、既すでに消え去っていた。

　そして、

「……………………っ」

　高志もまた、まるで糸が切れたかのように身体の力を失い、地面に片かた膝ひざを付く。

　それでも高志は、白虎の柄を握り締める手を最後まで離さなかった。

「早瀬……っ！」

　思わず澪が呼び掛けた──その瞬しゆん間かん、動きを生じさせたものがあった。

　索冥だ。

　半月状の鋼鉄の刃を、雨のように次々に降らせたのは澪ではなく高志に対してで、

「させる訳ないでしょ！」

　とっさに澪が、灼熱魔法でその攻撃を防ごうとして、

　……え……？

　しかし──澪よりも先に高志を守ったものがあった。

　それは何か。

　己おのれの使い手の危機に、再び顕現を果たした西方の守護聖せい獣じゆう。

　白虎だ。

　索冥が放った鋼鉄の刃の雨に対し、

【────────】

　まるで己の主を守るかのように、白虎は同じ形状の刃を放って迎げい撃げき。

　すると甲かん高だかい金属音が無数に生まれ、索冥の刃が白虎によって全すべて撃うち落とされる。

　それを目まの当たりにして、

【──────？】

　白虎の裏切りに混乱したかのように、索冥の動きに躊躇ためらいが生じた。

　──それは、早瀬高志が命いのち懸がけで紡つむぎ出した好機だ。

　その機会を、その千せん載ざい一いち遇ぐうを、成瀬澪は逃のがさない。

「はああああぁああああぁああああぁああああぁあああぁああああぁあっ！」

　練り上げた魔力を解き放つように、澪は一つの魔ま法ほうを繰くり出した。

　重力魔法と灼熱魔法とを掛け合わせたそれは、刃更と誓せい約やくを交かわした事で澪が新たに得た力によって詠えい唱しようが可能となったもの。

　重獄炎熱魔法だ。

【────────】

　とっさに索冥が逃にげようとしたが遅おそかった。

　澪の重獄炎熱魔法は、一いつ瞬しゆんで白の麒き麟りんを押し潰つぶしながら消しよう滅めつさせて。

　そして──そのまま大地に『火』属性の力を注ぎ込んだ。







　すると──赤い輝かがやきが糸を引くように大地を駆かけ抜けて。

　──次の瞬間、五色の属性力が繫つながり、一つの紋もん章しようを形作った。

　東城刃更と誓約を交わした五人の少女による、ソロモンの五ご芒ぼう星せいが完成したのだ。
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　ソロモンの五芒星の完成を感じていた存在がいる。

　顕現が進んでいる黄龍が巻き付いている東京タワー。

　その真下で、中央地区を守護していた黄の神しん獣じゆう──麒麟だ。

【……………………】

　さらに麒麟は、自分以外の他ほかの四個体が消滅させられた事も感じ取っていた。

　南地区の炎駒は、轟ごう炎えんの魔族によって吸収され。

　北地区の角端は、巨大な敵に触れられて消滅し。

　東地区の聳孤は、敵の相生攻こう撃げきによって斬きられ。

　西地区の索冥は、敵の攻撃魔法を受け蒸発した。

　──しかし、麒麟には哀かなしいという感情は存在しなかった。

　自分達は、この結界内に満ちている五行の気によって顕現した存在である。

　各おの々おのの属性の地区を守護する。それが麒麟ら五麟の存在理由だ。

　だから──通りの西から一つの人ひと影かげが近付いてきた時。

【────────】

　麒麟は一気に警戒を露あらわにした。

　ゆっくりと、しかし確かな足取りでこちらへと近付いてくる存在。

　その何者かが放っている気が、上にいる斯波の脅きよう威いとなり得るレベルだったからだ。

　よって麒麟は、即そく座ざにその対象を敵と判断。

　前脚で大地を踏みしめる事で、円形状に黄色の聖法陣じんを展開させた。

　と同時、地鳴りと共に巻き起こったのは敵の足あし下もとの地面の隆りゆう起き現象だ。

　アスファルトの地面が、無数の巨大な錐きりとなって敵を襲う。

　──しかし、鋭い先せん端たんを持った錐が貫つらぬいたのは、敵ではなく虚こ空くうだった。

　その事を理解した時、既にその敵は──一人の少年は麒麟の真横にいて。

「悪いな──通してくれ」

　そんな静かな声を聞いた瞬間──麒麟はその身体からだを水平に断たたれていた。
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　顕現していた麒麟を一ひと太刀たちで斬り伏ふせた後。

　東城刃更は、東京タワーの建物内へと入っていった。

　入り口から中へ足を踏み入れると、当然のように１階フロアは静まり返っていた。

「………………」

　無言のまま歩を進めた刃更が向かったのは、大展望台へと通じるエレベーターだ。

　三基ある内、中央のエレベーターへ乗り込むと、本来は搭とう乗じようするエレベーターガールが管理しているフロアボタンから大展望台の２階を選せん択たく。

　ドアが閉まると、軽い浮ふ遊ゆう感かんと共にエレベーターの上じよう昇しようが始まる。

　両サイドがガラス張りになっているため、エレベーターがシャフト内を昇のぼってゆくにつれ、東京の街並みを見下ろせるようになってゆく。通常よりも風景が見える視界が限られているのは、巨大な黄龍がタワーに巻き付いているからだ。

　そして──程なくして刃更を乗せたエレベーターは大展望台へと到とう着ちやくした。

　すると扉とびらが開いた所で、刃更はエレベーター出口の正面に先客の姿があるのを見た。

　斯波ではない。

　自分と同じ聖ひじりヶが坂さか学園の学ラン姿で佇たたずんでいるのは、刃更がよく知る青年。

　誰だれよりも油断ができず、ゆえに誰よりも信しん頼らいする事ができる男。

　滝川八尋だ。

　そしてエレベーターから出た刃更に、

「…………ったく、遅えぞバサっち」

　やれやれと嘆たん息そく混じりに言った滝川は、まるで普ふ通つうの待ち合わせかのような軽口をこちらへと叩たたいてくる。だから刃更は思わず苦く笑しようしながら、

「悪い。でも、それを言うならお前こそこんな所で何をやってんだよ滝川？」

「そんなのは、俺の方が知りてえよ……」

　刃更の問い掛かけに、滝川がうんざりしたように言った。

「それにしても東京タワーか……どうせなら普通に、のんびり観光に来たかったよなぁ。何が哀しくて、野や郎ろう二人で、こんな殺さつ伐ばつとした状じよう況きようのなか来なきゃならねえんだ。レオハルトの奴やつ、ひっでえ脅きよう迫はくしやがって」

　覚えとけよ、と恨うらめしそうに、

「まあ、あっちもバルフレアの野郎が相手だから、楽じゃねえんだろうけどよ」

「やっぱり、レオハルト達も来てくれているのか……」

　ここへ来る途と中ちゆうに、覚えのある魔ま力りよくを感じたのは間ま違ちがいではなかったらしい。

「……滝川、お前が連れて来てくれたのか？」

「さてな。俺は状況の説明をしただけだ。今回の件への介かい入にゆうを決定したのは、あくまで穏おん健けん派と現魔ま王おう派の双そう方ほうのトップであるラムサス殿どのとレオハルトだし、この空間への道を作ったのはシェーラ殿だよ」

　それと、と滝川。

「手は多い方が良さそうだったんでな……途中で、例の無む駄だに目付きの悪いバサっちの幼おさな馴な染じみの野郎と、《バチカン》から来ていた女騎き士しに会ったから、ついでにアイツらも連れて来たぜ」

　応おう援えんの手は多ければ多いほどありがたい。

　願ったり叶かなったりの状況ではあるが、

「そうか……高志とセリスも」

《里》や《バチカン》から正式な許可を得たとは思えない。

　恐おそらくは二人の独断か、それに近い行動なのだろう。

　……斯波さんにやられたダメージが、まだ残ってる筈はずなのに。

　それでも高志とセリスは来てくれた。今回の件に関かかわる事が、純じゆん粋すいな勇者の一族であるあの二人にとってどういう意味を持つのかを思った刃更は、

「……応こたえないとな」

　呟つぶやくように言いながら、この戦いが終わったら自分にできる全てをしようと心に誓ちかう。

　今回の件で、高志とセリスが処分を受けてしまうような事がないように。

　そんな刃更に、

「おいおいバサっち……まさか、もう終わった時の事を考えてるのか？」

　と呆あきれたように滝川。

「また成瀬達とよろしくヤッてきたんだろうが、それにしたって余よ裕ゆうこきすぎだろ」

「余裕はないさ……斯波さんは強い。確かに澪達とはお互たがいの想おもいや覚かく悟ごなんかを、いっぱい確かく認にんし合ったけど、それでも正直まだ勝てる保証はない」

　刃更が冷静に状況を判断して告げると、

「そう言われちまうと、それはそれで帰りたくなってきちまうんだがな……」

　滝川は頭を搔かくと、スッと眼めを細めて、

「……で、どこまで勝算があるんだよ？」

　と投げ掛けられた問いに、東城刃更は即そく答とうを返した。

「さあな……でも、まだ俺達が悪わる足搔あがきをする価値は充じゆう分ぶんにある」

　そんなこちらの言葉に、

「やれやれ……またバサっちの綱つな渡わたりに付き合うのかよ」

　滝川は嘆息混じりに言い、刃更はそれに「悪いな」と苦笑で応えて。

　そして──どちらからともなく、二人で並んで歩き出した。

　刃更達はぐるりと左回りにフロアを進み、そして昇ったのは上へと続く階段だ。

　その先にあるのは特別展望台へと続くエレベーター。

　まるで刃更達を誘さそうかのように、その扉は開いていて……乗り込んだ刃更達が上を選ぶと、扉がゆっくりと閉まり上昇が始まった。

　──そしておよそ一分後。

　到着したのは、地上二五○ｍの高さにある特別展望台だ。

　エレベーターを降りた刃更は、滝川と共に正面の窓まど際ぎわへと歩を進めた。

　そして景色を見下ろすと、東京タワーの周囲は黄色に、その外側の東西南北はそれぞれ青・白・赤・黒のオーラで区分けされていた。

　斯波の作り出した結界空間が、相生によってそれぞれの五行色で覆おおわれているのだ。

　しかし──そんな東京の街を、さらに濃こい五行色の線が走っていた。

　それぞれの頂点から対角線上に走っているそれが、形作っているのは五芒星。

　そうして完成しているソロモンの五芒星を見下ろしながら、

「どうやら成瀬達は上手うまくやってるみたいだな」

「ああ……」

　滝川の言葉に、刃更がそう頷うなずいた時だった。

「いやはや……高志とセリスちゃんはまだしも、まさか魔族側の手助けまで入るとはね」

　不意に、刃更達の背後から声がした。

　と同時、それまで感じなかった『気配』が生じる。奈な落らくの闇やみよりもなお深くて昏くらい、おぞましいその存在感に、刃更と滝川は同時にゆっくりと振ふり返り、

「────────」

　そして言葉を失った。

　──一瞬、外見的には誰だか解わからなかった。

　それこそ──別人という次元ですらない。

　もはや完全な異形の存在と化した斯波がそこにいた。

　一度目の戦いでは両りよう腕うでまでしか覆っていなかった魔ま拳けんレギンレイヴの装そう甲こうが、斯波の全身にまで及およんでおり、完全な一体化を果たしている。

　しかも装甲は、特とく殊しゆな金属素材だった元の魔拳とはまるで異なる、魔神の外骨格のような生体装甲となっていて、

「……おいおい……向こうは、いよいよ化け物じみてやがるぞ」

　斯波の発する凄すさまじい圧力に、滝川は頰ほおに一筋の汗あせを伝わせながら言った。

　隣となりの刃更も同じく、嫌いやな汗を背中に搔きながら、

「ああ……今の斯波さんは、レギンレイヴからの侵しん食しよくを全すべて受け入れている」

　魔ま剣けんブリュンヒルドの使い手である刃更は、そんな斯波の姿──否いな、斯波の状態がどういうものかを即座に理解した。斯波はレギンレイヴの力を全て引き出すために、魔拳による自身への侵食を意図的に全て許したのだろう。そんな真似まねをすれば、本来なら肉体と精神を完全に喰くらい尽つくされ、自身という存在まで喪そう失しつする。

　──しかし、斯波は自身の全てを保っていた。

　どうやって──その答えのヒントは、斯波の全身を覆う生体装甲にあった。

　正確には、装甲を彩いろどっている赤・白・青・黒の四色だ。

　これらは、五行における『火』『金』『木』『水』の四属性である。

「恐らく斯波さんは、黄龍と同期する事で四神からの五行相生の力を自身も得られるようにしたんだ。『土』属性である黄色がないのは、まだ顕けん現げんが完全ではない状態の黄龍から属性力を奪うばう訳にはいかないからだろう」

「流石さすがに眼は良いね……まあ大体は合ってるよ」

　こちらの言葉を、斯波は笑えみを深めながら肯こう定ていした。

　──しかし、五行の相生だけでは説明がつかない箇か所しよがある。

　斯波の装甲は、赤と白の範はん囲いが青と黒と比べてかなり多い。

　つまり『火』と『金』が多いのだ。

　これは朱雀すざくと白びやつ虎この力が、他ほかの二つと比べて強いからではない。

　……多分。

　赤が多いのは、斯波が吸収した十じゆつ神しんレギンレイヴの特性によるもの。

　──恐らく、レギンレイヴは炎ほのおを操あやつる神族だったのだろう。

　そして『火』は『土』を相生する──即すなわち『土』を強める五行だ。

　だから、

　……そういう事か。

　刃更は一つの確信を得る。

　単に四神の危機状況や、五行の結界だけではない──十神の炎の力を得ている斯波もまた、『土』属性の黄龍を顕現させるための重要なピースだったのだ。

『金』属性が多いのは、魔拳からの侵食で装甲が増えた事で説明がつくし、

　……それに。

　斯波は黄龍と同期を果たしている。『土』属性からの相生を受けて『金』属性がより強まったとしてもおかしくはない。とはいえ五行のバランスを欠いている事など、今の斯波にとっては何の問題にもならないだろう。

　それ程ほどまでに、今の斯波は完成されていた。

　森しん羅ら万ばん象しようを圧あつ倒とうする、絶対の力を有しているかのように。

　そして。

「……さて刃更、もう手加減はできないよ。全てを失う覚悟は出来ているかい？」

　と斯波が笑うと同時──こちらの意識が遠くなる程の圧力が正面から来た。

　そうした斯波の『氣き』に対し、

「…………ええ、できていますよ」

　東城刃更は真っ向から言い放った。

　己おのれを極限のさらに果てまで高めたのは、何も斯波だけではない。

　こちらもまた、澪達と契ちぎりを交かわした絶対の誓せい約やくがある。

　だからこそ断言する。

「貴方あなたを倒たおす覚悟も……そのための準備も」

　そうしたこちらの宣言に、斯波は楽しそうに薄うすく眼を見開くと、

「楽しみだね……そっちの君はどうかな？」

　と矛ほこ先さきを向けられた滝川は、

「覚悟はあるかって？　あるかそんなモン。こっちは嫌いや々いや来てんだよ」

　心底嫌そうに言うと、しかし今の斯波を前に一いつ切さい怯ひるむ事なく、

「とはいえバサっち一人で、アンタと外のデカブツの両方を同時に相手すんのはキツイだろうからな……仕方なくだよ仕方なく」

「へえ……じゃあお望み通り、君の事は黄龍に任せようかな」

　そして。

「…──じゃあ、そろそろ始めるとしようか」

　そう斯波が告げた瞬しゆん間かん。

　三人のいた特別展望台が、激しい衝しよう撃げきと共に粉々に吹ふっ飛んだ。

　それはタワーに巻き付いていた黄龍が、不意に頭から突つっ込んできた事によるもの。

　──直後、夜のように暗い五行結界内の東京の空に、爆炎による大輪の花が咲さいて。




　全てを懸かけた戦いは──閃せん光こうを伴ともなった凄まじい轟ごう音おんと破は砕さいによって幕を開けた。








第２章　神魔を滅ぼすもの
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　黄龍の超ちよう巨きよ大だいな質量と、五行相生による『土』属性のエネルギー。

　その両方が合わさった衝撃は、轟音と共に東京タワーを破は壊かいした。

　黄龍の強きよう襲しゆうをまともに受け、まるで火か炎えんを伴わない爆ばく発はつを起こしたかのように瓦が礫れきを撒まき散らした特別展望台は、もはや跡あと形かたも残らない。だが、

「────────」

　突っ込んだ黄龍よりも先に、激げき突とつの衝撃で生じた濃い砂すな煙けむりの中から飛び出してきたものがあった。

　眩まばゆい白銀に光り輝かがやく装甲に全身が覆われている青年。

　東とう城じよう刃バ更サラだ。

　あれだけの衝撃に巻き込まれながらも、刃更は傷を負っていなかった。

　それは刃更一人だけでは決して辿たどり着く事の叶かなわない境地で、

　……皆みんなのお陰かげだな。

　東城刃更は改めて、自分を支えてくれている多くの存在を想おもった。

　──刃更が纏まとっているのは、右手にある魔剣ブリュンヒルドと同色の完全装甲だ。

　その姿は、魔拳レギンレイヴの侵食を完全に受け入れた斯し波ばに近いものがある。

　そうした刃更の姿──否いな、状態は、東城刃更という希け有うな存在が生まれ持った、可能性の全てが高次元で合わさった極きよく致ちだ。

　現魔ま王おう派との決戦で、レオハルトを相手に見せたのは魔族の血を活性化した状態。

《里》でセリスを相手に見せたのは、長谷はせ川がわとの契けい約やくと、ブリュンヒルドの中にあるベルフェゴールの霊れい子しによって、神族と魔族の両方の血を活性化した状態。

　そして一度目の戦いで斯波を相手に見せたのは、神族と魔族の血を活性化しながらバランスを取り、《無次元のバニシング・執行シフト》の二連撃を可能としていた状態だった。それでも斯波が幾いく重えにも張り巡めぐらせた計略と、それ以上に底知れぬ斯波自身の強さには敵かなわなかった。

　そんな刃更が、澪みお達との誓約を経て辿り着いたのがこの境地だ。

　──しかし、斯波とは絶対的に異なっている部分があった。

　本来の姿から完全に変化してしまった斯波に対し、刃更は装甲こそ全身に纏っているものの、その外見は人としての──東城刃更の姿のままでいる。

　それは意志の在り方の違ちがい。

　人という種を捨て、神も魔も完全に超ちよう越えつした存在として君臨しようとしている斯波に対し、刃更はあくまで人として戦う事を決めていた。

　……それに。

《無次元の執行》の使い手である刃更は、扱あつかえる力の大きさが人の領域を完全に超こえた今だからこそ、絶対に己の力を暴走させる訳にはいかない。

　もう二度と、己の大切なものを消し去るような事は起こさせないと誓ちかったからだ。

　だから刃更は四種族の血統と、五行相生、そして五つの誓約──その全てを掛かけ合わせながら、その膨ぼう大だいな力を完全に自分のものにした。

　よって今の刃更は、先ほどの斯波と遜そん色しよくない力を有しており、

「────────」

　刃更は意識するだけで、空中でピタリと静止した。

　姿勢を完全に制せい御ぎよできているのは、竜りゆうの力で空を飛んでいるからだ。

　そして東城刃更は、改めて状じよう況きようを確かく認にんした。まず最初に思うのは、

　……滝川は……。

　先ほど黄龍が突っ込んできた現場に、己と共にいた相棒の姿を刃更は探した。

　東京タワーから北西の空へ抜ぬけた刃更とは対たい照しよう的に、黄龍は特別展望台を破壊しながら南へと抜けていた。

　そして芝しば公園の辺りの宙で旋せん回かいを行なった黄龍が、地面へと向かって急降下するのを刃更は見た。その巨きよ体たいが向かう先には、既すでに本来の魔ま族ぞくの姿となった滝川が佇たたずんでおり、

「……………………」

　やれやれといった感じで滝川が右みぎ腕うでを振ふり上げると、途と端たんに虚こ空くうに生まれた無数の闇やみの魔力球が黄龍へと向かって解き放たれて──巨きよ大だいな顔面へと次々に叩たたき込まれた。

　次々に巻き起こる爆発で生じる重低音が、連れん鎖さしながら大気を震ふるわせてゆく。

　──大たい抵ていの敵ならば、これでもう決着が付く。

　滝川の魔力球は、それだけの威い力りよくを充じゆう分ぶんに備えているからだ。

　しかし──相手は四し神じんを統すべる最強の神しん獣じゆう。

　黄龍だ。だから、

【────────】

　まるで意に介かいする事なく、闇の魔力球による爆発群を抜けた黄龍は地面へと──滝川へと突っ込んだ。

　その速度と質量が掛け合わさったエネルギーは、隕いん石せきの落下衝しよう突とつと変わらない。

　直後、大地を揺ゆるがすような轟音が生まれ──とっさに衝撃に備えようとした刃更は、

「…………これは」

　しかし──黄龍が激突した地面が吹き飛ぶような事はなかった。

　キノコ雲のように上がった巨大な砂煙が、先程まであった東京タワーを遥はるかに上回る高さにまで達している事から、どれだけの衝撃だったかは明らか。

　にも拘かかわらず、被ひ害がいが生じていない事を目まの当たりにした刃更は、




「…──そんな驚おどろくような事でもないよ」




　ふと背後からした声に、ゆっくりとそちらを振り返った。

　すると視線の先の宙に、悠ゆう然ぜんと佇む斯波の姿があり、

「黄龍は、この中央で『土』の五行を司つかさどっている守護神獣だからね。前に君と戦った時の高志じゃあるまいし、自分の存在を否定するような馬ば鹿かな真似まねはしないよ」

　斯波はこちらを見み据すえると、浮うかべていた苦く笑しようを冷たい笑えみへと変えて、

「それが、僕から逃にげている間に手に入れた力か……その状態なら僕を倒せると？」

　ふむ、と言った瞬間──斯波の姿がふっと搔かき消えた。

　そう刃更が認識したのと同時、

「…──確かめてみようか」

　真横からした声と共に、刃更の胴どう──左の脇わき腹ばらへと衝撃が叩き込まれた。
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　辺り一帯を埋うめ尽つくす砂煙の中。

　地面へと突とつ撃げきした黄龍は、己の巨体が敵である青年を押し潰つぶしたのを感じた。

　──敵が放ってきた魔力球は威力が高い上に、五行にはない属性だった。

　そのため、それなりのダメージを受けたが、とはいえ深刻なレベルではない。

　各地区に配置された四神からの五行相生によって、『土』の五行の黄龍の属性力は徐じよ々じよに回復が行なわれているからだ。

　気になる事があるとしたら──ソロモンの五ご芒ぼう星せいによる結界を構築した敵側の仕し業わざか、四神から送られてくる力が極きよく端たんに減少している事だ。恐おそらく、敵側に四神が押さえられ、五行の属性力を減少させられているのだろう。また斯波に加護をもたらす同期も行なっているため、黄龍の顕けん現げん率の上じよう昇しよう速度はかなり減少してしまっている。

　──それでも、黄龍の顕現が完全なものとなるのは時間の問題だ。

　そして既に、黄龍は敵のひとりを倒した。何の問題もない。

　だから黄龍は、斯波の援えん護ごへ向かおうと上空へ向かって飛ひ翔しようしようとして──しかし、できなかった。飛び立とうとした黄龍の鼻っ柱へ、強きよう烈れつな衝撃が叩き込まれたからだ。

【──────】

　何事かと驚きを得ながら、それでも自分が受けたものが、先さき程ほどの敵が放った攻こう撃げきと同種の属性である事を感じた黄龍は、巨大な頭を振り払はらい砂煙を吹き飛ばした。

　そして攻撃がきた方を見上げれば、東京タワーの南西にある公園内に人間が作った高層の宿しゆく泊はく用建造物──その屋上の縁ふちに立ち、こちらを見下ろす敵の姿があった。

　それは先ほど倒たおした筈はずの相手。

　だが黄龍は、己おのれの腹の下に押し潰した敵の残ざん骸がいを感じ──そして状況を理解する。

　──どうやら押し潰したと思っていたのは、敵の姿を模した『人形』だったらしい。

　すると黄龍の推測が事実だと証明するかのような事態が起きた。

　同じ姿をした敵の青年が、黄龍の周囲を取り囲むように無数に現れたのだ。

　その数──実に百体以上。しかし、

【……………………】

　同じ姿をした敵の大軍に囲まれながら、それでも黄龍が脅きよう威いを得る事はなかった。

　人形や分身などの類たぐいの力は、本体と比べれば大きく劣おとるもの。

　敵がどれだけ人形を作り出そうと、黄龍とはままごともできはしない。

　しかも、敵の人形達は事もあろうに地面に立っている。

『土』属性を司る黄龍を相手に、そんな真似は命取り以外の何物でもない。

　一いつ瞬しゆんで蹴け散ちらして終わりだ。

　だから、

【────────】

　黄龍は辺り一帯の地じ盤ばんへと干かん渉しよう──そのまま敵の人形達を吞のみ込もうとした。

　しかし、

【………………？】

　次の瞬間、黄龍は不可解を得た。干渉した筈の地面が反応しない。

　それどころか、逆に黄龍の巨体が吞み込まれ始める。

　何事かと見れば、黄龍の周囲──敵の包囲の内側の地面が漆しつ黒こくに染まっている。

　そして、その闇色の地面の上に複雑な魔ま法ほう陣じんが浮き上がっており、

「……お仲間の四神や、成なる瀬せ達が作った五芒星の結界の方に気を取られていたみたいだがな。別に単独属性でも、空間や結界への干渉はできるんだぜ？」

　そして敵の青年の声がくる。

「俺の影かげ人形は魔力の結けつ晶しよう体でな。数や配置次し第だいで、大規模魔法の起動装置として利用する事もできる。そして俺の能力属性は、お前らみたいな自然にお優やさしい元素や五行じゃない──『闇』だ。『土』属性のお前には操あやつれねえよ」

　まあ。

「お前がその気になれば、それこそ中央として定義したこの地区全体の大地を操る事も可能だろう。そうすりゃ、流石さすがに俺の魔力干かん渉しよう程度じゃ太刀たち打ちはできない。だが、お前はそれをしない筈だ……何せお前は、自分の完全顕現を最優先にしているからな」

　よって。

「もしそんな真似をすれば、『土』の属性力を消しよう耗もうして顕現率も下がっちまう。東京タワーの特別展望台や、先刻の地面にいた俺への攻撃が体当たりだったのがその証しよう拠こだ。おおかた、可能な限り消耗を避さけるつもりなんだろう？」

　そうした相手の言葉に、

【………………】

　その意味を理解できる黄龍は、敵である青年に対して警けい戒かいを一気に強めた。

　──別に油断をしていたり、相手を甘く見ていたようなつもりはない。

　しかし、黄龍は認めざるを得ない──自分は敵の脅威度を見誤っていたと。

　だから考えを改めた黄龍は、

【────────】

　眼めの前の脅威に対し、己の巨体から『土』属性の力を一気に解放した。

　それは金色の衝しよう撃げき波はとなって、周囲にいた百体以上の敵の闇人形を吹ふき飛ばす。

　そして闇の魔法陣を消し去ると、宿泊用高層建造物の屋上からこちらを見下ろしている敵の青年が、自分へ向かって一つの動きを取ったのを黄龍は見た。

　逆立てた人差し指をクイクイッと折り曲げ、「来いよ」とこちらを誘さそったのだ。

　それを見た黄龍は、その誘いに乗った。

　──もはや顕現率を犠ぎ牲せいにする事も厭いとわない。

『土』属性の力をその巨体から迸ほとばしらせながら、敵の青年へと向かって飛翔する。





３






　一瞬で距きよ離りを詰つめた斯波が、刃更へと叩き込んだもの。

　それは大量の『氣き』を纏まとった右手で繰くり出した崩拳だ。

　一度目の戦いで、刃更を戦せん闘とう不能にしたものと同種の攻撃。

　……でも。

　生じる破は壊かい力は、前回のそれとは比べものにならない。

　レギンレイヴによる侵しん食しよく解放と、四神からの五行相生……さらに黄龍との同期を果たしている今の斯波の力は、既にその姿と同じく異次元の領域へ到とう達たつしている。

　よって──刃更が前回の戦いの時と同じならば即そく死しを免まぬがれる事はできない。

　そんな必殺の小手調べを放った斯波は、

「…────っと!?」

　突とつ如じよ、上体を捻ひねりながら反らす動作を強しいられ──そして、それで終わらない。

「────────」

　斯波は周囲の『氣』を操り、さらに足裏や手の平で次々に虚空を打った。すると空間への打だ撃げきによって生じる反作用が、斯波に制限のない立体的な回かい避ひ行動をもたらす。

　目まぐるしく視界を回転させながら斯波が避けているのは、己へと走る無数の白線。

　今の斯波でも眼では追う事のできない、神速の連続剣けん閃せんだ。

　──それでも、斯波が焦あせりを得る事はない。

　攻撃には意志が──即すなわち気配が伴ともなう。それは何も、放った攻撃だけに留とどまらない。

　攻撃を意識した時点で、既に覇は気きや殺気は生じているからだ。

　それこそフェイントですら、人の意識が繰り出す産物で──よって『氣』を自在に操るだけでなく、感じ取る事ができる斯波は、己への攻撃を先読みし、無む駄だのない回避を行なえる。

　そして──相手の意識の先読みができれば、回避以上を行なう事も可能で、

「…──ここかな、っと」

　斯波が身体からだを回転させながら右の裏うら拳けんを繰り出すと、ガキィィィィィィィン！　という甲かん高だかい激音が生じる。

　拳撃は防がれた──しかし斯波の攻撃に、防ぼう御ぎよは通用しない。

　膨ぼう大だいな『氣』が通っているからだ。

　武器で受けたところで、接せつ触しよく箇か所しよから一瞬で『氣』が駆かけ抜ぬけ相手を殺す。

　前回の戦いで、あらゆるものを弾はじく刃更の『万ばん有ゆう斥せき力りよく』さえも透とう過かしたように。

　しかし次の瞬間、

「…………へえ」

　斯波恭きよう一いちは、思わぬ感覚を得て笑みを深いものにした。

　それは初めての経験──己の放った拳撃の『氣』が、相手に通らなかったからだ。

　代わりに空間を打撃した時と同じように、反作用が生じて斯波を後方へと飛ばす。

　そして距離が作られた所で制動をかけて姿勢制せい御ぎよを行ない、

「成る程……僕の『氣』を防げるようになっているとはね」

　斯波恭一は視線を正面へと向けた。

　すると、そこにはブリュンヒルドを携たずさえた刃更が佇たたずんでおり、

「言った筈だ。貴方あなたを倒す覚かく悟ごも、準備もできていると」

　当然のようにこちらへと告げてくる。

　そんな刃更を、斯波はジッと見据えて、

「どうやら、事象発動しかできなかった『万有斥力』を、概がい念ねん発動できるようになったみたいだね」

　物理・魔法を問わず、あらゆる攻撃を弾く事のできる刃更の『万有斥力』は、斯波にとって脅威ではなかった。それは斯波の操る『氣』は単なる現象ではなく、概念としての側面もあったからだ。

　一度目の斯波と刃更との戦いの勝敗を分けたのは、『あらゆるものを弾く現象』と『あらゆるものに通せる概念』とがぶつかり合った結果によるものだった。

　──だが刃更は今、確かに斯波の『氣』を防いでいた。

　それは刃更の『万有斥力』が『あらゆるものを弾く概念』として発動している事を意味している。その理由を、斯波は刃更が放っている複雑な構成の『氣』に見た。

「ふーん。神族と魔族、二人の母親から引いている血に加え、邪じや竜りゆうファーブニルの血を飲んだ迅じんさんから受け継ついだ勇者の一族と古代竜りゆうの血……そうした『四種の混血』としての力が全すべて活性化されているね。しかも、それぞれのバランスも見事なまでに均等だ」

　そして。

「ソロモンの五芒星を作らせた澪ちゃん達から、五行の属性力の相生も得ている……でも、それだけで、今の僕の『氣』を防げるようにはなれないよねえ」

　現在の斯波が操る『氣』の概念力は、一度目の戦いより何段階も上位だ。

　そうした今の斯波の『氣』を防げるという事は、刃更は姿を消している間に、斯波以上に己の力を成長させて、こちらのいる領域にまで追い付いてきた事になる。

　そんな真似まねが可能な方法は一つしかない。

「やっぱりね……刃更、キミは」

　だから──斯波は冷たい笑えみを浮うかべて言った。

「僕を倒すために、とうとう澪ちゃん達と『主従誓せい約やく』を結んだんだね」
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　斯波に己の状態を見破られた刃更は静かに思う。

　……当然、だろうな。

　斯波はあらゆる『氣』を読む事ができるのだ。隠かくし通す事はできない。

　今の刃更の力は、活性化させた上で高次元のバランスを取った四種族の血統と、澪達からの五行相生、そして澪達と交かわした誓約に因よっている。

　──全開にした力をコントロールする事は難しい。

　それが内的要因ではなく、己の外側から入ってくる力であれば尚なお更さらだ。

　しかし──斯波を倒せる領域へ到達するには、それらを単純に足し合わせるだけでは足りない恐おそれがあった。だから刃更は、全ての力を掛かけ合わせる方法を取ったのだ。

　結果、膨大な力を完全に自分のものにしてコントロールするための難度は絶望的なレベルにまで上がってしまい、澪達に先にソロモンの五ご芒ぼう星せいを構築して貰もらう事になったが、

　……それでも。

　東城刃更は思う──念を入れた自分の判断は間ま違ちがっていなかったと。

　四神による五行相生や、黄龍との同期による上じよう昇しように、不確定要素をかなり多く見込んで斯波の力を見積もっていたが、

　……まさか、レギンレイヴの侵食解放まで。

　もし時間経過による斯波の能力上昇を恐れて、概念発動できないまま行動を起こすような真似をしていたら──間違いなく先さき程ほどの一いち撃げきで勝敗が決してしまっていた。

　──とはいえ、概念発動した『万有斥力』が防げるのは斯波の『氣』だけだ。

　本当に万物を弾はじけるとしたら、発動した途と端たんに刃更の周囲には何も存在しなくなってしまう。呼吸のために必要な大気どころか、空間そのものさえも弾いてしまうだろう。

　そうならずに済んでいるのは、『万有斥力』を概念発動した際に、刃更が意識的に弾く対象を斯波の『氣』だけに限定しているからだ。

　無論、普ふ通つうの物理攻こう撃げきなどを弾く事に概念のリソースを割さく事もできるが、

　……止やめておいた方が良い。

　斯波の『氣』は、使い方によっては一撃必殺の力を持っている。

　その概念力の強さを見誤ったが最後、刃更はひとたまりもなくやられてしまう。

　……それに。

　先程こちらが防いだ一撃が、斯波の全力とは限らないのだ。

　一度目の戦いでは、最後まで自身の狙ねらいをこちらに悟さとらせなかった斯波の事だ。

　今回もまた、切り札を用意している筈はず。

　すると、

「……でも、まさか刃更がここまでやって来るとは少し驚おどろいたよ」

　異形の姿の斯波が、薄うすく笑いながら言った。

「四神を利用して結界を構築し、五行相生によって力を得た僕に対し、君は自分を慕したっている娘こ達に自分に対して五行相生をさせ、そして彼女達にソロモンの五芒星の結界を構築させた。それは同じ事をしているようで、根本的にはまるで異なる行ないだよ」

　だって。

「僕が使った四神は神器だけど、澪ちゃん達は生きているんだ。こんな残ざん酷こくな話はないでしょ。自分にとって譲ゆずれないものを守るために戦うと言っておきながら、僕に勝つために、自分の大切な娘達をパワーアップのための道具扱あつかいしたんだから」

「────────」

　斯波の言葉に、刃更はただ沈ちん黙もくした。

　そんなこちらに、斯波は笑った。

「それだけじゃない。主従契けい約やくと違ちがい、主従誓約は一度結んだが最後、二度と解く事はできない永遠の呪のろいだ。かつて君は、《無次元のバニシング・執行シフト》を暴走させて《里》の同どう胞ほう達の亡なき骸がらを永遠の無へと消し去った。なのに今、君は自分の大切な存在を永遠に自分へと縛しばり付けた。僕を倒たおすため、大切なものを守るためと言えば、大義名分は得られるのかもしれないけれど」

　何て事はない。

「数年の時と幾いく多たの死し闘とうをくぐり抜けたその果てに……今の君が選んだ事は、結局は取り返しの付かない悲劇を生み出す事だったとは。つくづく救われないよね」

　それは、最後の一線を踏ふみ越こえてしまった刃更達を評するもの。

　だから、

「……………………………………………………………………………………」

　そんな斯波の言葉に対し、東城刃更は長い沈黙の後……口を開いた。

「確かに、かつて力を暴走させて皆みんなの亡骸を消してしまったあの時の事は、俺のしでかした悲劇です。それを否定するつもりなんかない」

　でも。

「俺が澪達を──アイツらを道具として見る事は、これまでもこれからもありませんよ。今までも凄すごく大切で、これからはもっともっと掛け替がえのない存在になってゆく……そうお互たがいに思えた。だから、誰だれにも奪うばわれないように永遠の誓ちかいをしただけです」

　もしも、と刃更。

「斯波さんの眼めに、俺が澪達を道具扱いしているように見えるとしたら、それは貴方が四神を、単なる道具としてしか見ていないからじゃないですか？」

　というこちらの言葉に、

「…………………………」

　今度は斯波が沈黙した。

　スッと眼を細めた彼に、刃更は教える。

「でも……高志が『白びやつ虎こ』に認められたように、四神はただの武具じゃない。使い手と共にあるものです」

　柚ゆ希きが咲さく耶やに認められているように。

　そして──刃更がブリュンヒルドに認められているように。

「だけど斯波さんは、レギンレイヴや黄龍も、自分の目的を果たすための道具としてしか見ていない。そんな貴方に、俺達の関係を──絆きずなを、どうこう言わせやしない」

　いいか、よく聞け。

「俺達の関係が、悲劇かどうかを決めるのは俺達だ。少なくとも、貴方をこのままにしていたら、アイツらの笑え顔がおも命も奪われてしまう……そんな事だけは認められない」

「認められない、ね……ならどうするんだい？」

　と嘲あざ笑わらうように言った斯波の背後に出現したものがあった。拳こぶし大の漆しつ黒こくの勾まが玉たまが二つ組み合わさり、円状になって──それが合計九つ展開されたのだ。

　と同時、斯波の放つオーラがそれまで以上に一気に膨ふくれ上がった。

　いよいよ本気になったという事だ。

　……そうだ。

　東城刃更は改めて想おもう。

　──全てを懸かけているのは自分達だけではない。

　斯波にも消せない過去があり、背負っているものがある。

　だが──譲れないものがあるのはこちらも同じだ。

　その想いを胸に、ブリュンヒルドを構えて、

「斯波恭一、貴方を倒してみせる──俺の全てを懸けて」

　そう告げると同時、東城刃更は自分の言葉を果たしに行った。





５






　力強さと鋭するどさを兼かね備そなえた剣けん閃せんが、斬きり裂さき続けるものがある。

　北西地区──石神井公園内にある野外ステージ付近に展開された巨きよ大だい魔ま法ほう陣じんから湧わき出続けている魔神レギオンだ。

　──戦せん闘とうを開始して三十分。

　レオハルトが魔ま剣けんロキで倒したレギオンの数は、既すでに千を軽く超こえていた。

　にも拘かかわらず、終わりが見える事はない。

　どれだけ斬り伏ふせようと、レギオンは次から次へと湧いて出てくる。

　──この戦いにおける、レオハルトの目的は二つあった。

　一つは、バルフレアの無力化と拘こう束そく。

　そして──もう一つは、ソロモンの五芒星の結界を展開している万ま理り亜あの防護だ。

　そのために重要なものは距きよ離り。近すぎれば戦闘に巻き込んでしまうし、かといって離はなれすぎては万理亜の方が狙われる危険性がある。

　よってレオハルトは、万理亜から付かず離れずの距離での戦闘を行なっていて、

「はああぁああぁああぁあぁぁああっ！」

　周囲にいたレギオンを強ごう引いんな横よこ薙なぎによって生じた空気の刃で切断すると、続けざまに地面を薙ぎ払はらうように魔剣の切っ先を大地に走らせる斬り上げを放った。

　すると土ど砂しやを巻き上げる衝しよう撃げき波はが生まれ、巨大魔法陣もろとも姿を現しかけていた数体のレギオンを吹ふき飛ばす。

　しかし、どこからともなく、

『…──幾いくらやっても無む駄だです』

　戦闘が始まってすぐに姿が見えなくなったバルフレアの声が聞こえると、別の場所へと魔法陣が展開。今度はそこからレギオンが溢あふれ出てきて、

　……成る程な。

　確かく認にんのため、何度か魔法陣の破は壊かいを行なったレオハルトは認めざるを得ない。

　どうやらこの方法では、レギオンをどうにかする事はできないと。

　すると、そんなこちらを、

『レギオンは無限の存在の魔神です……彼らを倒す事は誰にもできはしませんよ』

　バルフレアの声が冷たく嘲笑った。しかし、

「…──果たして本当にそうかな？」

　魔王レオハルトは、相手の言葉を否定する。

　──確かに現状、レギオンは幾ら倒しても湧いて出てきている。

　だがレオハルトは、バルフレアの言葉のどこかに『噓うそ』があると考えていた。

　戦闘が始まってすぐに、レオハルトは先にバルフレアと戦っていた万理亜から、彼の能力やレギオンの特性について聞いていた。

　そして「レギオンが無限の存在の魔神である」という話と、「そんなレギオンとバルフレアが完全な支配契約を結んでいる」という話のどちらか──或あるいは、その両方が偽いつわりであると疑っている。何故なぜならば、

　……間違いなく不可能だからだ。

　斯波自身は、勇者の一族でありながら必ずしも聖的な力を持っている者ではないようだが、この空間は神器である四神を用いて展開している五行の相生結界だ。

　よって魔族である自分達は、本来の力を全すべて発揮する事はできない。

　それは魔神であるレギオンも同様だ。

　だからレオハルトは、虚こ空くうへと向かって言い放つ。

　どこかにいるバルフレアに告げるように、

「もし、お前の言葉が全て真実なら……ここまでの戦いのように、数に頼たよるような真似まねはせず、無限という魔神の力を一体へ集中させた特別なレギオンを生み出せば、すぐに勝負は付く」

　否いな、それだけではない。

「ラースから、お前が斯波という男と行動を共にしている理由は聞いた。俺よりも長い付き合いである事も、叶かなえたい願いがあるという事も」

　だが、とレオハルト。

「仮に無限の魔神の力を完全に使えるのなら──そもそも斯波恭一という男に絶対的な力を与あたえる今回の計画を実行する必要はない。お前自身が、既に絶対的な存在になっている筈だからな。しかしお前は、斯波恭一と共に今回の計画を実行するために二十年という時を掛かけた。そして今も姿を隠かくした上で、マリアや俺に対して消しよう耗もう戦を仕掛けてきている」

　その理由は何か。

「きっと何らかの制限があるのだろう──お前自身か、レギオンのどちらかにな。その制限によって、レギオンは無限ではなく有限の力しか発揮できない。恐おそらく、コアのようなものは別の場所にある……だから顕けん現げんしている個体を倒しても意味がないのだ。そうして有限の力を循じゆん環かんさせる事で、新たな個体を生み出し続け、さも無限のように見せかけている──違うか？」

　というレオハルトの指し摘てきに、

『…………………………』

　返ってきたのは、ただの静せい寂じやくとは似て非なる沈黙。

　そして──ふとレオハルトの視界が、それまでと異なるものになった。

　見晴らしを得たのだ。魔法陣がなくなり、辺りに蠢うごめいていたレギオンも消えている。

　それを見て、

「まさか……引いたんですか？」

　少し離れた場所で、『木』属性によってソロモンの結界を維い持じしている万理亜が発した驚おどろきの声に、

「……いいや、恐らく勝負を掛けるつもりなのだろう」

　こちらの言葉を否定してみせるために、あえて挑ちよう発はつに乗る事にしたのだろう。

　これは恐らく──強大なレギオンを生み出す前の静けさだ。

　だから、

「…──マリア、お前に聞きたい事がある」

「何です？　あの男やレギオンについて、私に解わかる事は全て話しましたが」

　という万理亜に、

「バルフレアの事ではない。斯波恭一という男の背景や能力についてだ」

　とレオハルト。

「その男には、バルフレアが共に行動すると決めた理由がある。そして向こうも、バルフレアを唯ゆい一いつの仲間にしている」

　ふたりの間には何かがある筈はずだ。

「手短で良い、要点だけを搔い摘つまんで教えろ」

「斯波恭一の背景や能力ですか……そうですね」

　こちらの言葉に、万理亜は斯波に纏まつわる幾つかの情報を口にした。

《バチカン》が生み出した、戦神・東城迅のクローンという禁きん忌きの存在である事。

『氣き』を操あやつる達人──否、究極レベルの使い手である事。

　全てを吞のみ込む程ほどの『穢けがれ』をその身に宿している事。

　──そして、禁忌の実験を裏で主導していた十じゆつ神しんレギンレイヴを吸収した事。

　そうした事実を並べた上で、バルフレア自身が口にした斯波との付き合いの長さと、レギオンの特性から導き出されるのは、レオハルトが確かにしたかった推測の答えで、

「そういう事か……」

　と呟つぶやいた時だった。

「…──何か解りましたか？」

　ふと、背後から静かな声がした。

　だからレオハルトは無言でそちらを振ふり返り、そして見る。

　──視線の先、こちらと二十ｍ程の距離をおいてバルフレアが佇たたずんでいた。

　そして──その傍かたわらには、これまでとは明らかに異なる個体のレギオンの姿があって、

【────────】

　これまでのヘドロのような不安定な肉体ではなく、一目見て強きよう靱じんかつしなやかと解る引き締しまった体たい軀く。ただそこにいるだけで感じる凄すさまじい威い圧あつ感かんは、魔神ケイオスと相対した時に感じた圧あつ倒とう的なプレッシャーと同等だ。

　間ま違ちがいない──あれがバルフレアの切り札なのだろう。

　すると、

「私は別に消耗戦を仕掛けていた訳ではありませんよ。五行の相生結界であるこの空間では、時間を掛ければそれだけ黄龍の顕現が進み、それに比例して同期している恭一殿どのの力も増大してゆく……その時を稼かせいでいた、それだけの事です」

　まあ、とバルフレア。

「そのまま黙だまって続けても良かったのですが──一度は仕えた相手です。大人しく魔ま界かいで、大切な姉上殿と束つかの間の幸せを楽しんでいれば良かったものを……わざわざやって来た挙げ句、勘かん違ちがいをしたまま死んでゆくというのは些いささか不ふ憫びんですからね」

　そして、究極体レギオンに触ふれながら、

「これがレギオンの真の姿です……断言します、貴方あなたにこれは倒たおせない」

　とこちらへ言い放ったバルフレアに、

「そうか──ならば試ためしてみるとしよう」

　レオハルトは、魔剣ロキを構え直しながらそう言うと、

「…──だが、良いのか？」

　そこで一つの問い掛けを放った。

「バルフレア──お前自身が姿を現してしまって」

　そんなこちらの言葉に、

「……………………」

　バルフレアの顔から、それまであった感情が消えた。

　そうして余よ裕ゆうの笑えみを消したかつての副官に、

「俺が知っていたお前の能力は、上級悪あく魔まであるレイスと契けい約やくした事で得たという次元の狭はざ間まに身を隠す隠おん密みつ能力だ。先の大戦の末期、同じ部隊に配属されて以降……お前は俺の副官として、幾いく多たの隠密任務を果たしてくれた」

　だが、とレオハルト。

「今回、レギオンという魔神と契約していた事を知り、さらに斯波という男との関係について初めに聞いた時、不思議に思った事があった。斯波恭一は先の大戦には参加しておらず、そもそも人間界から出ていない。つまりお前と斯波恭一の接点は、人間界で生まれた事になる」

　しかし。

「斯波恭一が囚とらわれの身で二十年という雌し伏ふくの時を過ごしている間に、何故お前はわざわざ魔界へと戻もどり、先の大戦へ参加するような真似をしたのか……マリアから斯波という男の素す性じようについても聞いた事で、おおよそではあるが推測できた。お前が何故、斯波恭一に力を貸すのか──その理由についてもな」

　一息。

「バルフレア……お前は大戦中に、《バチカン》に囚われていた時期があったのだな？」







　レオハルトの言葉に、バルフレアは静かに思う。

　……やはり、面めん倒どうな方ですね。

　恐らくレオハルトは、こちらの能力や秘密について一定の理解と確信を得ている。

　──元々、バルフレアが副官を務めなくとも充じゆう分ぶんな知識や知ち恵えを有していた男だ。

　真っ直すぐな性しよう分ぶんのため、バルフレアやラースのような搦からめ手は好まないが、だからといって頭が回らない馬ば鹿かではない。

　バルフレアが心の中で厄やつ介かいに思っていると、

「能力を得る『契約』には、その力の大きさに見合うリスクを伴ともなう。魔神と単独で契約する事など、それこそ奇き跡せきを幾つ起こしても足りない。普ふ通つうに考えれば有り得ない話だ。斯波という男が、ジン・トージョーのクローンという実験体であるのと同じで、恐らく《バチカン》は捕とらえたお前の事を、魔神契けい約やくの実験体にしたのだろう」

　いや、お前だけじゃない──とレオハルト。

「あの大戦で、戦せん闘とう中行方ゆくえ不明となってしまった者は数え切れない程ほどいる。死亡扱あつかいとなった中には、実際に戦闘で命を落とした者が大半だろうが、中には勇者の一族に囚われた後、捕ほ虜りよではなく実験体にされてしまった者達がいたのだろう。狂くるった奇跡を起こすためにな。そしてバルフレア……その中でお前が、レギオンとの契約に成功した」

　恐らく。

「斯波恭一を、勇者の一族内で誰だれも手出しのできない程の『穢れ』の器うつわとして最終的に完成させたのは、お前のレギオンなのだろう。無む尽じん蔵ぞうに生み出せるレギオンを、斯波恭一の体内へと取り込ませ続ける事でな。だからお前は、斯波恭一と行動を共にしている。彼の《バチカン》への復ふく讐しゆうは、お前にとっての復讐でもあったからだ」

　というレオハルトに、

「ええ……大体はその通りです。ただ、一つだけ事実と異なっている事があります」

　バルフレアは言った。

　身に纏っている戦闘衣装の胸むな元もとを開き、発動させていた光学系魔ま法ほうの封ふう印いんを解いて、

「《バチカン》に囚われてしまった者達は、別にレギオンと契約させられた訳ではありません。私は……私達は、強制的にレギオンを受肉させられただけです」

　そして見せたのは己おのれの胸の中心──そこにある魔神レギオンの『心臓』を晒さらして、

「無限の存在であるレギオンを無理にその身に宿すような真似をすれば、その拒きよ絶ぜつ反応がどれ程のものかは言うまでもないでしょう。捕つかまった者達は数え切れない程いましたが、とてもじゃないが全すべての命を犠ぎ牲せいにしたところで起こせるような奇跡ではありませんでしたよ。魔神との契約だなんて」

　ですが、とバルフレア。

「最悪な事に《バチカン》は、実験体が不足する事のない解決法を持っていました」

「まさか──…」

　こちらの言葉に、レオハルトが僅わずかに眼めを見開いた。

　だから、バルフレアはその想像が真実であると告げる。

「そう……クローンですよ。私も恭一殿と同じ実験生物です。それも捕らえられた魔族の中で、適合係数の高かった被ひ験けん体たいの細さい胞ぼうを組み合わせたクローンキメラ。元がどんな魔族だったかは不明です。そして何番目のクローンかも解らない。或あるいは何万何億かもしれない。奇跡が起こるまで繰くり返された、絶望の果てに生み出された成功体。第十三期ＢＬＦＬＡ型霊れい基き配列ロット被験体[image: №][image: Ω]〇〇〇四八号──それが私です」

　そしてレギオンを取り込ませ続ける事で生まれた無尽蔵の『穢れの器』──それが日本の《里》へと引き渡わたされる事になった時、対外的な呼こ称しようの姓せいが『斯波』となったのは、バルフレアの被験体[image: №]の末まつ尾びを取ったからだった。

「そんな……そんな事って」

　こちらの説明に呆ぼう然ぜんの声を漏もらした万理亜に、バルフレアは薄うすく笑いながら、

「そうして私と恭一殿は、研究所で共に過ごす時が増えてゆきましてね」

「《バチカン》に対する……勇者の一族に対する復讐を誓ちかい合い、共にその策を練ったという訳か」

　というレオハルトに、

「ええ……そして恭一殿が十神レギンレイヴを吸収した騒そう動どうに乗じて、私は《バチカン》の研究所から抜ぬけ出し、恭一殿はあえて留とどまった。いつか──全てを葬ほうむり去れる好機を演出できる事になった時に、再会する事を誓って」

　もう解ったでしょう。

「私が貴方ではなく恭一殿を選んだのは、付き合いの長さだけではない……戦場よりも凄せい惨さんで狂いきった、絶望の深しん淵えんという地じ獄ごくを共に生き抜いた者同士だったからです」

　とバルフレア。

　すると、レオハルトが確信を深めたように言った。

「…………そうか、では魔界へ戻ったのはやはり」

「ええ……レイスと契約するためです」

　と、バルフレアは即そく答とう。

「時が来るまでは絶対に死ぬ訳にはいかなかったので……誰の刃やいばも、どのような魔法であろうとも届かない場所に己を置く事ができる能力が欲しかったんですよ」

　次元の狭間へ自在に出入りできる能力を持つレイスは、本来なら高位魔族であってもおいそれと契約する事はできない上級悪魔である。

　しかし魔神であるレギオンを受肉しているバルフレアは、その不可能を可能にした。

　そしてレイスの力を手に入れた事で、バルフレアの準備は完成した。

「大戦では思う存分、レイスの隠密能力を実戦で試ためす事ができました。ただ部隊長だった貴方が想像以上に殊しゆ勲くんを上げてしまった事で注目されてしまいましたからね……まだ恭一殿の準備が整っていないのに下手に姿を消せば、私自身に不要な注意や詮せん索さくが向いてしまう可能性があった」

　だから。

「貴方が副官として誘さそってくれたのは渡りに舟ふねでした。何の心配もする必要のない……安全な居場所と、何よりも自由がある権力と立場が手に入れられましたからね。貴方の長年の夢を手伝ったのは、そのお礼ですよ」

　まあ、とバルフレア。

「枢すう機き院いんを打だ倒とうしたいという貴方の考えには、賛同できる部分もありましたしね」

「だろうな……あの老害達も《バチカン》とそう大差のない事をしていた者ばかりだ」

「ええ。私が体験した地獄は、魔ま界かいにもありました。或いは、ああした禁忌や絶望はそう珍めずらしいものでもないのかもしれません」

　ただ。

「だからといって放置して良い訳ではない……罪を犯おかした者達の事も、尊厳を冒おかされた恨うらみについても」

　と言葉に力を込めたこちらに、

「…………お前の事情や感情については、おおよそ理解した」

　だが、とレオハルト。

「勇者の一族へ復讐するなら、なぜ俺を利用しなかった？　お前と斯波恭一が敵に回そうとしている相手は強大だ。ウィルベルト王の後に立った俺が、新たな魔王として魔界の支持を得られるようにするために、勇者の一族の総本山たる《バチカン》を墜おとす事を進言するという選せん択たく肢しはあった筈はずだろう」

　その問い掛かけに、

「その理由は、貴方が一番解わかっていると思いますが？」

　バルフレアは冷たい笑みを浮うかべて言った。

「貴方が枢機院を打倒しようとしていたのは、単なる正義感からではない。無論それもあったでしょうが……一番は、愛する姉が魔界で自由に暮らせるようにするためだった。その証しよう拠こに貴方あなたは、先代のウィルベルト王の娘むすめである成瀬澪を狙ねらう事は許可しても、積極的に勇者の一族と事を構える事は避さけ、魔界の統一によって得られる平へい穏おんを望んでいた。そして今、貴方は穏おん健けん派との同盟を進めている」

　何て事はない。

「タカ派と保守派の連合によって祭り上げられながら、貴方の信念自体は穏健派のウィルベルトと同じだった。大切な存在の幸せのためなどという、自分の欲望を満たす事が全てだったんですよ。でも、それは枢機院と何も変わらない……いいえ、愛する者のためなどという大義名分を免めん罪ざい符ふにしている分だけ、もっとタチが悪い。民たみのために生きねばならない王が、自身の愛のために民を犠牲にしているのですから」

　だが、そんな事が許される筈がない──とバルフレア。

「受けた痛みは与あたえ返さなくてはならない。与えられた苦しみは同じものを味わわせなくてはならない。抱かかえさせられた恨みは正当に晴らされなくてはならない。一部の者だけが勝手に満足して、それで終わって良い筈がない。勇者の一族も、連中を主導した神族共も、私達が受けた苦しみを思い知る必要があるんです」

　この二十年、ずっと心に巣くっていた怨えん嗟さの想おもい──それをバルフレアは言葉にした。

　そんなこちらに、レオハルトは言った。

「…──そのような真似まねをさせる訳にはいかんな」





６






　かつて副官だったバルフレアが、ずっと抱いだき続けてきた願いにも似た強い想い。

　その全てを知り、受け止めた上で──それでも魔王レオハルトはその想いを否定する。

「お前は自分の過去の体験から、勇者の一族や神族を憎ぞう悪おしている。それが悪いとは言わん。復讐心に駆かられてしまうのも理解できる行動だ」

　だが、とレオハルト。

「魔界では多くの民が、明日に希望を見ながら、今日を必死に生きている。きっと、この世界の人間共もそうだろう。そんな中、お前や斯波恭一がやろうとしている事は、休戦状態にある勇者の一族との戦せん端たんを開き、この世界と魔界を巻き込んだ過去最大の大戦を巻き起こすものだ。勇者の一族と本格的な戦争が始まり、さらにそこへ神族まで介かい入にゆうしてくるような事になれば、いよいよ戦せん禍かは取り返しのつかない凄惨なものになる」

　そして。

「その争いが新たな痛みと苦しみを生み、恨みとなって連れん鎖さしてゆく。お前達が自分の恨みを晴らす陰かげで、新たなお前達が無数に生まれるだろう。やっと長きに亘わたっていた魔族同士の哀かなしい争いが終わろうとしているのだ。現魔王として、新たに民を地獄の苦しみに巻き込むような真似だけは絶対に許さん」

　そうしたレオハルトの断固とした宣言に、

「────────」

　バルフレアは、表情を鋭するどいものにしてこちらを睨にらんできた。

　反論の言葉がないのは、本当はバルフレア自身も解っているからだ。

　だからレオハルトは告げる。

「王の使命は、ただ受けた痛みや苦しみを返す事ではない。民の幸せも苦しみも、全てを背負い、彼らをより良い未来へと導く事……それは感情とは別に、王族として守るべき義務であり、果たすべき責務だ。その事は、俺も姉上も承知している」

　勘かん違ちがいするな。

「俺が枢機院の打倒を悲願としていた事や、現在穏健派との同盟を進めているのは、何も姉上の居場所を作るためだけではない。今もそうだ。現魔王派と穏健派の関係を確固たるものにし、魔界に他の追つい随ずいを許さない強大な同盟を結ぶ事……それが他勢力への牽けん制せいとなり、結果として最も血を流さずに済む。そうする事が結果として、最も今の民と、未来の民への幸せとなると考えたからだ」

　魔王レオハルトは確信する。

「俺の進む道の先には民の笑え顔がおがあり、仲間達の笑顔がある。それが実現できた時に初めて、俺と姉上は本当の意味で幸せを得られるだろう。それが俺の──俺達の望む未来だ」

　だが。

「一方のお前達はどうだ？　自分達の復讐心を満たすために、関係ない者まで巻き込む事も厭いとおうとせず、ひたすら突つき進もうとしているお前達の道の先に、自己満足以外の何がある？　今のお前達こそ、自分らの欲望のために多くの犠牲を強しいてきた枢機院や《バチカン》と何が違ちがうというんだ──……言ってみろ、バルフレア！」

　想いを叩たたき付けるように叫さけんだこちらに対し、

「…………思い上がらないで貰もらいたいですね」

　バルフレアはどこまでも冷え切った声で、

「私達が受けた痛みも、与えられた苦しみも、そして抱え続けている恨みも。全すべて私達のものです。私達以外の誰だれにも、この想いを背負う事などできはしない……！」

　そう最後の語気を強めた瞬しゆん間かん──隣となりの究極体レギオンが応こたえるように動きを見せた。

　その全身から禍まが々まがしいオーラを迸ほとばしらせ始めたのだ。

　周囲の大気を巻き込み、青あお紫むらさきの渦うずを生み出したレギオンに対し、

「────────」

　レオハルトもまた魔ま剣けんロキを構え直した。

　すると、

「東城刃更や成瀬澪と協力してようやくケイオスを倒たおせた貴方に、同じ魔神のレギオンは倒せませんよ」

　と冷れい笑しようを浮かべたバルフレアに、

「……どうかな？」

　レオハルトもまた静かな笑みを見せて、

「力を隠かくしていたのは自分だけだと──なぜそう思う？」

　そう言い放つと、柄つかを握にぎり締しめた己おのれの魔剣に自由を許した。




「暴れ喰らえ──ロキ」




　刹せつ那な──レオハルトは一瞬でバルフレアと究極体レギオンの眼前へと出現。

　と同時、既すでに横よこ薙なぎの体勢に入っていた。

　瞬間移動の領域の神速から、繫つながる形で繰くり出されるその斬ざん撃げきは、通常時の制せい御ぎよ状態から解き放った事で、レオハルトの敵を自らの獲え物ものと認にん識しきした魔剣ロキによるものだ。

　──ロキが持つ多くの異名は、それだけ多くの能力を有しているため。

　そしてレオハルトは今、自らの魔剣にその全すべての能力の解放を許した。

　その結果──ロキは、レオハルトに敵を倒すために必要な力を発動。

『空を旅する者』で短たん距きよ離り瞬しゆん間かん移動をし、『狡こう知ちの神』で相手から認識不能の状態になった上で、斬撃に『終える者』による即そく死し効果を乗せたのだ。

　知覚不能領域から放った不ふ可か避ひの必殺剣けん閃せんが無限の魔神の胴どうへと吸い込まれ──次の瞬間、その巨きよ体たいが爆ばく発はつするように弾はじけて、

「───────っ？」

　とっさに息を吞のんだのはバルフレア──ではなくレオハルト。

　ロキを振ふり抜いた体勢で、斬きった手て応ごたえがなかったレオハルトは見る。

　究極体レギオンの肉体は、自分の斬撃で吹ふき飛んだのではなく──自ら弾けたのだと。

　そして分かれたレギオンの破は片へんは六つの巨きよ大だいな瞳ひとみになると、それぞれバラバラに高速の不規則飛行でレオハルトの周囲と真上を半球状に取り囲む。

　そしてバルフレアの姿は既に消えており、

『…──残念でしたね』

　直後、レギオンアイズの群れが一いつ斉せいに解き放ったのは糸を引くような赤い閃せん光こう。

　──それは魔ま法ほうとは異なる、魔神のみが放てる高次魔力現象。

　空間そのものに穴を穿うがつ灼熱超魔光線が、レオハルト目め掛がけて降り注いだ。







　…──互たがいの切り札を用いた最後の攻こう防ぼう。

　一瞬で距きよ離りを詰つめられながら、とっさに究極体レギオンを分ぶん裂れつさせ、レオハルトが繰り出した勝負の斬撃を回かい避ひする事に成功した瞬間。

　レイスの能力で次元の狭はざ間ま領域へと退たい避ひしたバルフレアは、自らの辛しん勝しようを想った。

　──先さき程ほどの、こちらに『制限』がある筈というレオハルトの指し摘てきは正せい鵠こくを射ていた。

　レギオン自体の性質は無限だが、それを操あやつるバルフレアの魔力には限りがあり、際限なく個体を増やしたり、強化を行なったりする事はできない。

　……ですが。

　それでも──レオハルトを葬ほうむり去る力を持った個体なら、生み出す事は可能である。

　そして今、バルフレアは最後の攻防に読み勝った。

　これでレオハルトは終わる──問題があるとすればこの後。

　……絶対に彼女が動くでしょうね。

　愛する弟が殺された事を知れば、殺さつ戮りく妖よう女じよのリアラは間ま違ちがいなくこちらを殺しに来るだろう。とはいえ、その時にはもう斯波は絶対の存在へと昇しよう華かしているだろうし、バルフレアにしても今のように次元の狭間にいれば幾いくらでもやり過ごせる。

　……それに。

　もし万が一──リアラに殺されたとしてもバルフレアは構わないと考えていた。

　──別に贖しよく罪ざいのために、死のうという訳ではない。

　愛するレオハルトが死んだのだ。

　手を下したバルフレアや、仲間の斯波を殺した位でリアラの憎にくしみが治まる訳がない。

　なぜそんな事になったのか、リアラはその背景を──二十年前のクローン計画について調べ上げ、関係する全ての者を皆みな殺ごろしにして回るだろう。

　その被ひ害がいは勇者の一族だけでは済まない。クローン計画を背後で主導していた十神の存在へと辿たどり付けば、神界へと乗り込んで神族共を殺さつ戮りくする──その命が尽つきるまで。

　新たな悲劇と憎しみを生み出さないなどと大おお見み得えを切ったレオハルト自身が死ぬ事が、リアラの殺戮の引き金になる。その皮肉を想いながら、

「…──残念でしたね」

　バルフレアはレオハルトへと別れを告げて──次の瞬間、六体のレギオンアイズから灼熱超魔光線が放たれた。高次魔力の赤色レーザーは、レオハルトの身体からだを貫つらぬき、さらに地面に激げき突とつして超高熱の爆発を巻き起こし、レオハルトを跡あと形かたもなく焼き尽くす。

　──その筈はずだった。

「っ────!?」

　だが次の瞬間、バルフレアが得たのは勝利ではなく愕がく然ぜん。

　灼熱超魔光線の軌き道どうが、レオハルトに当たる直前で不意に捻ねじ曲がったのだ。

　しかし、その原因を把は握あくする事はできなかった。レオハルトから逸それて地面へと落ちた灼熱超魔光線による爆発が起きて、レオハルト自身の姿が確認できない。

　──超高温の爆発だ。普ふ通つうならばまず無事では済まない。

　だが、

「………………っ」

　バルフレアは固かた唾ずを吞んだ。

　もし高次魔力現象であるレギオンの灼熱超魔光線が弾はじかれたのであれば、副次的に起きた爆発による超高熱を防ぐ事など容易な筈──そう思った瞬間。




「…──見つけたぞ」




　不意に後方からした声に、バルフレアは咄とつ嗟さの動きで振り返った。

　すると──そこには、本来レイスと契けい約やくを交かわしているバルフレアにしか立ち入る事の叶かなわない筈の次元の狭間領域へと侵しん入にゆうしてきた者がいる。

　漆しつ黒こくの装そう甲こうに全身を覆おおわれ、右手に握られているのは魔剣ロキ。

　そして──その背後には、次元の裂さけ目があった。

　ロキの力を解放した状態で繰り出した剣閃で次元を断たち、バルフレアがいる領域への道を開いたに違いない。ほぼ無限に存在する位相差空間の中から、ピンポイントでこちらがいる空間へと辿り着けたのは、レイスを超ちよう越えつした上位存在による空間干かん渉しようが行なわれたから──恐おそらく、それもロキの力によるものだろう。

「──────っ！」

　とっさにバルフレアは魔ま法ほう陣じんを己の前面に展開した。

　と同時、レオハルトへ向かうようにして飛び出したのは究極体のレギオン。

　外の空間にいたレギオンアイズ達を合体させ、こちらへと転送したのだ。

　六体に分かれた状態の攻こう撃げきが通用しないなら、最強の一体によって倒すまで。

　しかも今度は攻撃ではない。究極体レギオンを自じ爆ばくさせ、内包しているエネルギーを全すべてぶつける事でレオハルトを消し去る。

　これならば──そう勝機を見み出いだそうとしたバルフレアは、しかし見る。

　腰こし撓だめに構えたレオハルトの持つロキの剣けん身しんに、青紫のオーラが収束してゆき、

「────────」

　そして次の瞬間──レオハルトが繰り出した剣閃は、衝しよう撃げき波はとなり究極体レギオンを一撃で吹き飛ばした。さらに、バルフレアが展開していたレギオン召しよう喚かんの魔法陣へと激突し、激しい爆発を巻き起こし、

「っがあぁああぁあぁあああぁああああぁああああああっ！」

　至近距離で発生した衝しよう撃げきをまともに受けたバルフレアは、次元の狭間領域から外の空間へと吹き飛ばされると、衝撃と共に石神井公園の地面を激しく抉えぐるようにして転がった。

　そのまま石神井池の水を轟ごう音おんと共に巻き上げながら西へと飛ばされたバルフレアは、それでも池の水面によって衝撃を吸収され、浮島の岸辺に打ち付けられる形で止まり、

「……っ、ぁ……くっ」

　激しいダメージを負いながら、それでもバルフレアは辛かろうじて意識を保っていた。

　レギオン召喚のために展開していたのは、魔神召喚用の高次魔法陣だ。

　バルフレア自身はレギオンの力を全て扱あつかう事はできないが、召喚のために展開する魔法陣自体はレギオンの無限の力に耐たえられる強度を持っている。それが防護障しよう壁へきとなり、レオハルトが放ったロキの剣閃の直撃からバルフレアを守ったのだ。

　池の水でズブ濡ぬれの状態で、バルフレアはどうにか浮島へ上がろうとして──その眼めの前にレオハルトが降り立った。

「…………………………」

　漆黒の装甲を纏まとうレオハルトを見上げながら、それでもバルフレアは信じられない。

　──確かにロキは、東城刃更のブリュンヒルドを遥はるかに上回る力を有する魔剣である。

　しかしバルフレアが、レギオンの無限の力を全て使う事ができないように。

　レオハルトもまた、ロキの力は限定的にしか使えていなかった。もし下手に無理をすれば、その負ふ荷かでレオハルト自身の精神や肉体が崩ほう壊かいする危険性もあった。現に穏おん健けん派との決戦で、東城刃更やケイオスと戦った時は、制限した力しか使っていない。

　いくらレオハルトでも、ロキを完全に捻じ伏ふせ、コントロールできる程の力を得るなど、何かの加護か契約を行なわない限りは──

「まさか──…」

　その瞬間、バルフレアは不可能を可能にする方法に思い至った。

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「リアラ様と、主従契約を……？」







　愕然の面おも持もちで問い掛かけてきたバルフレアに、

「…………もう負ける訳にはいかないのでな」

　レオハルトは肯こう定ていの言葉を口にした。

　──穏健派との決戦で、レオハルトは東城刃更と戦った。

　あの戦い──途と中ちゆうで水入りにはなったが、間違いなくレオハルトの敗北だった。

　またケイオスとの戦せん闘とうでも、刃更達と共きよう闘とうしなければまず倒たおす事はできなかった。

　つまりレオハルト一人では、穏健派にも枢すう機き院いんにも勝てなかったという事。

　だから──レオハルトは、刃更が自分にはない強さを持っている事を認めた。

　──枢機院は滅ほろぼした。穏健派との同盟も進んでいる。

　このまま上手うまく行けば、魔ま界かいに恒こう久きゆう的な平へい穏おんをもたらす事ができるかもしれない。

　しかし、それを守ってゆけるだけの力が、レオハルト自身に不足してしまっている。

　だから、それを得るために出来る事を──リアラとの主従契約を行なったのだ。

　──ただし、主従関係は刃更達とは逆。

　リアラが主あるじになり、レオハルトは彼女の配下として契約を交わした。

　主従契約を結ぶ事自体については、互いの絆きずなが深まり、より自分達を分かつものがなくなるからとリアラは前向きだったが、自分がレオハルトの主になる事には難色を示した。

　リアラが望む事は、可能な限りレオハルトは何でも叶える。だが、今回だけはどうしても譲ゆずれなかった。どちらの魔力と能力特性で契約を結ぶにせよ、呪のろいによるリスクをリアラに負わせる事は絶対に避さけたかったし、それ以上にどうしても譲れない想おもいがあった。

　──それはレオハルトの夢。

　レオハルトは別に、魔王になりたかった訳ではない。リアラを守る為ための力を得るために、祭り上げられていると解わかっていながら、王の椅い子すに座ったのだ。

　レオハルトが、ずっとなりたかったもの。

　それは──愛する姉に仕え、彼女を守る騎き士し。

　その夢を叶えさせて欲しいと告げると、リアラはレオハルトの想いを汲くんでくれた。

　──そして今、レオハルトは新たな力と共にここにいる。

　魔ま剣けんロキ──否いな、魔神ロキの力を扱えるようになって。

　見れば、既すでに己おのれの完全敗北を悟さとった事で抵てい抗こうする気力をなくしたのか、バルフレアは意識を失っていた。

　そんな彼に対し、

「東城刃更に譲れぬものがあるように、俺にも譲れぬものはある。それを奪うばおうとする者は、誰だれであろうと容よう赦しやはしない」

　魔王レオハルトはただ静かに、自分がこの場へ来た理由を告げた。

「バルフレア──第一級叛はん逆ぎやくを犯おかした罪で、貴様を拘こう束そくする」
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　東京都心の空では、少し前からとある現象が生じていた。

　大気が破は裂れつしているかのような爆ばく音おんを伴ともなった、虚こ空くうを震しん源げんとした激しい揺ゆれ。

　──空震現象である。

　それは究極の力を持つ二人の激げき突とつによるもの。

　東城刃更と斯波恭一の戦せん闘とうだ。

『万ばん有ゆう斥せき力りよく』の効果を限定させられた刃更と、『氣き』による『通し』を無効化された斯波。

　そうして己の究極スキルの強みを失った二人の戦いは、自然とあるべき形を取った。

　大空を舞ぶ台たいにした武器格かく闘とう──魔ま剣けんブリュンヒルドによる斬ざん撃げきと、侵しん食しよく解放で全身を武器であり鎧よろいに変えた魔装レギンレイヴによる拳蹴打撃の応おう酬しゆうだ。

　迅譲ゆずりの竜りゆうの力で、林立する超ちよう高こう層そうビルの間を縫ぬうようにして飛行していた刃更は、白はく亜あのビルを巻くように急速旋せん回かい。そして向かった先には、『氣』で滞たい空くうしている斯波がおり、

「っおおおおおぉおぉぉぉおぉおおおぉおぉおおぉぉぉぉぉぉおおぉぉぉぉおっ！」

　刃更はそのまま、擦すれ違ちがいざまにブリュンヒルドの剣撃を見み舞まった。

　繰くり出した袈け裟さ懸がけは、斯波の左ひだり肩かたから右みぎ脇わき腹ばらへと抜ぬける斬撃。極限まで高められた速度と力を掛かけ合わせて放たれた剣閃は、あらゆるものを断たち斬きる力を有している。

　しかし、

「…────やれやれ、懲こりないね」

　対する斯波は笑えみと共に、刃更の斬撃をそのまま受けた。

　すると刃更の斬撃が斯波の肩口へと吸い込まれた次の瞬しゆん間かん。

　ガッキィィィィィィィィィィィィィィン！

　金属同士の激しい激突音が生じ、しかしそれだけ。

　刃更の剣閃は斯波を斬る事ができなかった──それどころか傷一つ付けられていない。

　──今までの戦いでは、斯波は攻こう撃げきをメインに『氣』を使用していた。

　だが、刃更が概がい念ねん発動させた『万有斥力』によって『通し』を弾はじけるようになった現在、斯波は『氣』を防ぼう御ぎよへと回す事も始めていた。全身に『氣』の奔ほん流りゆうを巡めぐらせる『硬氣功』──斯波が行なう絶対防御は、刃更の斬撃を打撃へと変え、さらにその衝しよう撃げきを完全に受け止める。

　するとブリュンヒルドを通して返ってきた反作用で突とつ撃げきを止められ、強制的に宙で静止させられた刃更に、

「今度はこっちの番だよ」

　斯波が振ふり上げるようにして繰り出してきたのは右の虎爪拳。

　こちらの左の脇わき腹ばらを抉えぐりにくる拳撃に、

「──────っ！」

　刃更は腕わん力りよく任せの回かい避ひを行なった。

　受け止められていたブリュンヒルドに、強ごう引いんに振り下ろしの力を込めたのだ。

　すると斯波の肩を支点に刃更の身体からだは跳はね上がるように倒とう立りつし、斯波の拳撃は空を切る。

　刃更がそのままブリュンヒルドを振り切るようにして、己の身を斯波の後方斜ななめ上へと飛ばした瞬間──斯波が繰り出した拳撃の先にあった高層ビルで轟ごう音おんと衝撃が生じ、巨きよ大だいな獣けものの爪つめに削けずり取られたかのように、３～４フロア程ほどがごっそりと消し飛んだ。

　その破は壊かい力を目まの当たりにして、

「っ──────…」

　東城刃更はゴクリと喉のどを鳴らした。

　一度目の戦いで、刃更が斬って落下させたビルを斯波は『氣』で粉々にしたが、今回はもはや塵ちりさえ残っていない。今の斯波が高出力で『氣』を放てば、消しよう滅めつエネルギーのような威い力りよくになるのだろう。刃更も斯波と同じように、全身をブリュンヒルドの装そう甲こうで覆おおっているが、硬氣功を使えないこちらは、あの威力の攻撃を受けるような真似まねはできない。

　──概念発動した『万有斥力』で弾けるのは、斯波が放つ一いち撃げき必殺の『氣』の『通し』だけ。

『通し』と普ふ通つうの攻撃とでは、『氣』は通っていても性質がまるで異なっているからだ。

　かといって、普通の攻撃であっても威力が落ちる訳ではない。

『氣』の奔流を打撃した箇か所しよへ直じかに叩たたき込み、時に離はなれた相手へと向かって解き放つ──その凄すさまじい威力は、今見た通りだ。そのため刃更は戦闘が始まってからずっと、斯波の攻撃の全すべてに対して回避を強しいられていた。

　──だが、刃更は構わない。

　こちらが斯波の攻撃を防御できないのなら、斯波にはこちらの攻撃を回避できないようにするまでだ。だから刃更は、そのために必要な事を行なった。

「うーん……やっぱりその速さは少し厄やつ介かいだね」

　と斯波がこちらを振り向いた瞬間──刃更は彼の視界から消えた。

　スピードのギアを、一気に二段上げたのである。

　そして速度で圧あつ倒とうした斯波の後方右斜め上へと回り込んだ刃更は、死角から回避はおろか防御も不可能な攻撃を放った──消しよう滅めつ剣けん閃せんだ。

　一度目の戦いでは、斯波の『氣』の奔流によって消滅エネルギーの軌き道どうを逸そらされ、防がれてしまっている。ただし、それは普通に繰り出したもの──事象発動したものだ。

　──今回は、『万有斥力』と同じく概念発動を行なう。

　斯波を消滅させる意志が込められたその剣閃は、硬氣功では受けられず、さらに死角からのため回避する隙すきさえも与あたえない。

　当たれば即そく決着──そんな究極の一撃を放った刃更は、

「──────っ!?」

　しかし次の瞬間、とっさの回避を行なった。

　反射的なその飛ひ翔しようは、刃更の身体を上じよう昇しようさせ──直後、刃更の放った消滅剣閃が逆袈裟の斬り上げによって切断され、さらに刃更の足あし下もとを紅黒の刃閃が抜けてゆくと、そのまま背後に並び建っていた三棟とうの超高層ビルが、音もなくまとめて断ち斬られた。

　そして真っ二つにされた事で斯波を避さけるように後方へと抜けた消滅剣閃によって吹ふき飛ばされた六ろつ本ぽん木ぎの街と、背後で倒とう壊かいを始めたビル群に挟はさまれながら、

「……………………」

　愕がく然ぜんを得た刃更が息を詰つめていると、

「そういえば言ってなかったね……僕の『氣』を操あやつる戦闘スタイルは、対高位魔族と対高位神族の双そう方ほうを想定した『神ジン魔マ滅メツ章シヨウ』という概念に基もとづいているんだけど、その中には《無次元のバニシング・執行シフト》を始めとする技わざを使える君と同じように、幾いくつかの奥義があるんだ」

　右の後ろ回し蹴げり一閃でこちらの消滅剣閃を斬り裂さいた斯波は、笑いながら言った。

「これはその内の一つ──五ノ段《九頭薙クズナギ》だよ」

　そして、そう斯波が言った瞬間、

「っ──────…!?」

　刃更はハッと息を吞のんだ。

　いつの間にか、周囲を九つの漆しつ黒こくの太極勾まが玉たまによって取り囲まれている。

　それは斯波の背に展開されていたもので、

「くっ────…！」

　確信にも似た想おもいで迎げい撃げき態勢を取った刃更に、斯波は笑みを深めると、

「────八ノ段《御雷神ミカヅチ》」

　奥義名が発せられると同時──こちらを包囲していた漆黒の太極勾玉から一いつ斉せいに紅黒の雷流が迸ほとばしり、巻き付くようにして刃更の身体の動きを封ふうじた。

「がっ…………こ、の……っ！」

　超ちよう電でん流りゆうを伴う雷らい撃げきの縛鎖から必死に逃のがれようともがくこちらに、

「その状態で喋しやべれるなんて凄すごいね。もしかして、自力で抜け出せたりとかできるのかな？」

　興味深そうにこちらを見ながら斯波は言うと、

「でもね刃更……《御雷神》の本番はこれからなんだ」

　ふっと右手を軽く持ち上げて見せて、

「さあ、存分に味わってよ──雷の気分を」

　そして斯波がパチンと指を鳴らすと同時。

　激しい炸さく裂れつ音と共に、東城刃更という名の落雷が地面へと激突した。
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　斯波の《御雷神》によって大地へと激突した刃更は、背中に連続した衝撃を受けた。

　地面だけでは、《御雷神》の衝撃を殺しきれないのだ。

　そして《御雷神》の雷撃縛鎖によって、刃更は一いつ切さいの受け身を取れず、

「があぁああああああああああああぁああああぁぁぁぁあぁぁああぁぁああああっ!?」

　アスファルトを突つき破った刃更は、地下フロアを何層も突き破り──そして最終的に叩き付けられたのは地下鉄のホーム。まともに激突の衝撃を喰くらい続けた刃更は、

「ぐっ、がっ……はぁっ！」

　たまらず肺の中の酸素を吐はき出した。

　ブリュンヒルドの装甲のお陰かげで内臓の損傷までには至らなかったものの、代わりに斯波の《御雷神》の雷撃縛鎖も解ける事はなくて、

「っ──────…！」

　刃更は一いつ瞬しゆんだけ『万有斥力』の効果対象を《御雷神》へと変へん更こう。

　超電流の拘こう束そくを弾はじき飛ばして身体の自由を得ると、

「…………っ、ここは……？」

　とっさに視線を走らせたのは壁へき面めんに掲かかげられている駅名看板。

　東京メトロ日ひ比び谷や線──神かみ谷や町ちよう駅。

　それが東京タワーの北西にある駅だと刃更が理解した時、

「おや……《御雷神》の拘束を解いたんだね」

　こちらが突き破った穴を通って、斯波がこちらを追って降りてきた。

　刃更が慌あわてて背後へ跳とび距きよ離りを取ると、ホームへと降り立った斯波が、

「じゃあ、これならどうかな？」

　そう言うなり、斯波の背後にあった九つの太極勾玉が三個ずつに分かれて散開。

　そしてホームの前後と、刃更が突き破ってできた穴を塞ふさぐようにして広がると、巨大な三角形の雷撃結界が展開される。

「………………っ！」

　逃にげ道を全て塞がれ、刃更が表情を厳しいものにした時──斯波は《御雷神》とは異なる技の発動体勢へと入っていた。交差した両手をこちらへ向かって翳かざし、

「────十ノ段《俱利迦羅クリカラ》」

　そう告げた瞬間──斯波の両の掌てのひらから放たれたものがあった。

　紅黒の『氣』の奔流だ。

　そして押し寄せる大量の『氣』は、四つ頭の龍りゆうへと変化。

　半密閉状態のホームの空間全てを灼やき尽つくしながら、刃更を目め掛がけて一気に迫せまってくる。

「──────っ！」

　対する刃更が選せん択たくしたのは、迎撃ではなかった──回避であり退たい避ひだ。

　あの《俱利迦羅》を《無次元の執行》で弾き散らしたところで、その隙にまた《御雷神》による雷撃縛鎖で身動きを封じられてしまう危険性があるし、

　……何より。

《俱利迦羅》の業ごう火かは、すぐに辺りの酸素を全て燃やし尽くし、この地下空間を超高温の地じ獄ごくの釜かまへと変えるだろう。こちらが『万ばん有ゆう斥せき力りよく』で熱波を弾いたところで、斯波の『氣き』の『通し』に対して無防備となってしまい、どのみち詰んでしまう。

　──だから刃更は、後方へと向かって駆かけ出した。

　そして北きた千せん住じゆ方面に展開されていた太極勾玉の雷撃結界に対し、

「せぇえぇあぁああぁあああぁああぁああっ！」

　強引な《無次元の執行》を繰り出す事で電流を弾き散らすと、そのまま地下鉄の線路上へと飛び降り、北を目指して神速で駆けた。

　その後ろを、地下鉄の線路トンネルを埋うめ尽くすように四つ頭の炎龍が追ってくる中、

　……日比谷線って事は。

　頭の中に辺りの地図を浮うかべた刃更が霞かすみヶが関せき駅を通過すると、こちらを追ってきた炎ほのおは地下空間を伝い、路線接続している丸まるノの内うち線と千ち代よ田だ線へも燃え広がった。

　──だが、それでも炎龍の勢いはまるで収まる事なく刃更を追ってくる。

　だから進行方向──日比谷線の線路が右のカーブを描えがくのが見えたところで、

「…───ここだっ！」

　刃更は、走りながら正面斜め上方向へと消滅剣閃を解き放った。

　すると、消滅エネルギーの奔ほん流りゆうによって生み出されたのは、地上に繫つながる直通ルート。

　そして刃更は、自分が作り出した円状のトンネルを駆け抜ぬけるようにして外へ飛び出すと、前ぜん傾けい姿勢から速度を活いかした大だい跳ちよう躍やくを行なった。

　跳んだ方角は右斜め前方──その直後、こちらを追ってきていた《俱利迦羅》の炎が消滅剣閃で作り出した穴から盛大に吹き出した。まるで極ごく太ぶとの火か炎えん放射器のような勢いの焰ほのおは真っ直すぐに抜けたため、刃更は焼かれる事なく逃げおおせる。

　そして──刃更は『とある場所』へと降り立った。

　ここまで斯波が黄龍との同期によって得ている『土』属性の力を恐おそれて、地面で戦う事を避けていたが、慣れない竜りゆうの力で空を飛んでいては、また《御雷神》によって動きを封じられてしまう可能性があるし、

　……かといって。

　遮しや蔽へい物によって視界が遮さえぎられてしまう場所で、『氣』で相手の位置や動きを読める斯波を相手に戦うのは、圧倒的にこちらが不利だ。

　だから──東城刃更は少しでもそうしたリスクのない場所を選択する。

　皇居前広場だ。

　辺り一帯の見晴らしが確保されているその空間で、刃更は斯波を迎むかえ撃うつ。

　すると、

「参ったな……まさか、刃更の方からここを選んでくるなんてね」

　苦く笑しようが混ざった声がした。

　見れば桜さくら田だ門もんの真上──十ｍ程ほどの高さの宙に、斯波の姿があり、

「まあ、ある意味では決着の場所として相応ふさわしいのかな」

　そう言うと、斯波はゆっくりと広場にいる刃更の下もとへと降り立った。

　──そして、二十ｍ程の距離をもってこちらと相対した時。

　斯波の身体からだから湧わき上がっていた『氣』の量が一気に膨ふくれ上がった。その凄まじい圧力に、

「………………っ！」

　とっさに厳しい表情になったこちらに、

「どうしたのかな刃更……まさか、知らなかった訳ではないよね？」

　斯波は薄うすい笑えみを浮かべながら言った。

「この皇居は、かつての江え戸ど城──四神相応の中心だった場所だ。ここなら四神からは最大限の相生を得る事ができるし、それとは別に中央を強化できる地勢でもある」

　何故なぜならば。

「首都高速の都心環かん状じよう線に、その周囲を囲む三環状線と、四神と同数の四つの円環が形作られているだけでなく、この中央へ向かって収束するように走る各放射線道路が作られていっている。江戸時代だけじゃない……この東京という街は、現代に至るまでずっとその地脈の力を円環させる事で五行の相生を行ない、中央へと力を送り込んでいるんだよ」

　そうした斯波の言葉に、

「…………………………」

　刃更はただ無言を返した。

　──皇居の地勢の在り方については、刃更も知ってはいた。

　それでも刃更は、この場所を斯波との決着の舞ぶ台たいに選んだ。

　自じ暴ぼう自じ棄きになって負けるためではなく──あくまで勝利するために。

　だから、

「────────」

　東城刃更は無言で《無次元の執行》の構えを取った。

　そんなこちらに、

「これまで何度となく、その技で危機を乗り越こえてきたんだ。最後まで縋すがりたい気持ちも解わかるけど」

　でも、と斯波。

「カウンターでのみ発動できる制限に加え、消せるものは一つだけ。さらに完全消去が決められる保証もない……そんな受け身で成功率も低い技わざで、僕の『神魔滅章』を凌しのいで勝てるとでも？」

「…──別に、貴方あなたの攻こう撃げきを凌ぐつもりはありませんよ」

　東城刃更は言い放つ。

「その必要がなくなるからだっ！」

　そう叫さけぶと同時──斯波の攻撃を待たずに、刃更は《無次元のバニシング・執行シフト》を発動させた。

　──《無次元の執行》は、カウンターでしか放てない。

　その制限を破る事なく、東城刃更は無次元シフトの斬ざん撃げきを繰くり出した。

　それも──『万有斥力』と同じく概がい念ねん発動で。

　そうして東城刃更が消し去ったもの──それは、この皇居へ向かって集まっていたもの。

『氣』だ。

　斯波の言うように、この皇居は東京という都市の『氣』が集まる収束点である。そうして絶えず流れ込んでくる『氣』に対して、刃更は《無次元の執行》のカウンターを放ったのだ。

　──『氣』は絶えず生まれ出いずるもの。

　消したところで、すぐにまた周囲から集まってくるだろう。

　しかし──一帯の『氣』を消し飛ばした事で、刃更は自分達のいる皇居を一時的ながら『氣』の空白地帯へと変えていた。

　それは瞬まばたきよりも短い時間──しかし確かに、斯波から攻撃と防ぼう御ぎよの両方を奪うばう。

　そして──その刹せつ那なにも満たない好機を、東城刃更は逃のがさない。

「───────っ！」

『万有斥力』を己おのれの背面に展開した刃更は、まるで互たがいの間にあった距離がなかったかのように斯波へと肉にく薄はく。そのままブリュンヒルドの逆薙ぎを放った。

　対する斯波は、こちらに対して両手を構えた──白しら刃は取りの体勢だ。

　──だが刃更は構わなかった。

『氣』を使えない今の斯波に受け止められるような斬撃ではない。

　間ま違ちがいなく斬きれる。そう確信した刃更の眼めの前で、

「──────────」

　斯波の両手が、こちらの斬撃が届くよりも先に彼の胸の前で合わさった。

　まるで柏かしわ手でのように、パンという乾かわいた音が打ち鳴らされ──そして斯波の両手が開かれると、斯波の胸から腹にかけてが縦に割れた。

　まるで口を開けたかのように。

　──その先にあったのは、奈な落らくよりも暗い空間。

　そして次元の裂さけ目から闇やみのようなものが溢あふれ出ると、刃更の斬撃をブリュンヒルドごと吞のみ込むようにして受け止め、そのまま刃更までをも一気に引き摺ずり込み始めて、

「おしかったね……君にはレギンレイヴと同じように、僕の中で新たな力として生まれ変わって貰もらうよ」

　と笑った斯波に対し、




「…──そう来ると思っていたんだ」




　刃更もまた笑みを返しながら言った。

　十神のレギンレイヴを吸収したという話を聞いた時点で、斯波がこちらを吸収しようとしてくる可能性について、刃更は一いつ瞬しゆんたりとも注意を怠おこたらなかった。

　だから──東城刃更は繰り出した攻撃を途と中ちゆうで切り替かえた。

　ただの斬撃から、《無次元の執行》へと。

　それは周囲の『氣』を消し飛ばした一いち撃げき目から、繫げる形の《無次元の執行・二連》。

　この局面のために取って置いたその新技は、斯波の生み出した闇を吹ふき飛ばした。

　完全消去ではないが構わない。

　──斯波が次の動作を取るより先に、刃更は返す刀で斯波を斬った。

　その筈はずだった。だが、




「…──駄目なんだよ刃更」




　そう斯波が笑うと同時──《無次元の執行》で霧む散さんした筈の闇が一瞬で再び収束すると、刃更が繰り出した斬撃が斯波に当たるよりも早く、刃更を吞み込み始める。

　逃にげられない。

「なっ────…!?」

　と驚きよう愕がくしたこちらに、

「アフレイアがそっちにいるんだ……僕が君を吸収する危険性を考こう慮りよしてくる事は、それこそ僕の方も想定済みだよ」

　斯波がどこまでも冷たく笑ってくる。

「僕の中にある『穢けがれ』は最も早はや、全すべてを吞み込む闇の深しん淵えんだ。十神だったレギンレイヴでさえ、逃れられなかった程のね。完全消去ならまだ可能性はあったかもしれないけれど、弾はじき散らした程度じゃ何の意味もありはしないよ」

　とはいえ。

「君の《無次元の執行》の完全消去は、事象の天元を見み極きわめ、断たつ事によって成り立つものだ。概念の天元なんてものを見極めるなんていうのは、土台無理な話だよ」

　そうでしょ。

「闇の深淵をどれだけ覗のぞいたところで──あるのは漆しつ黒こくの闇だけだよ」

　と斯波が言い終えた時。

　東城刃更の肉体と意識は──斯波恭一の中へと吞み込まれていた。





９






　西地区でソロモンの五ご芒ぼう星せいの結界の一角──『火』属性を担になっていた澪は、

「…────刃更っ!?」

　不意に得た感覚に、思わず声を上げながら東の方角を振ふり仰あおいだ。

　たった今、中央で斯波と戦っていた刃更の気配が突とつ如じよ消失したのだ。

　勘かん違ちがいではない。主従契けい約やくを誓せい約やくへと昇しよう華かした事で、澪達はこれまで以上に互いの位置を感じられるようになっている。最悪の事態を想像しかけた澪は、

　……いいえ違う。

　もし刃更が死ぬような事があれば、失われてしまう彼との絆きずなが──主従誓約が、今もしっかりと生きている。

　だから必死に刃更の気配を探さぐると、希き薄はくながら彼の気配を感じ取る事ができた。

　──しかし、刃更の身に何かが起きてしまっている。

　そして──それは間違いなく斯波恭一の仕し業わざだ。

　勇者の一族の《里》で、刃更が柚希の母親である薫かおるから聞いたという話と、虚きよ数すう次元空間内で長谷川から聞かされた十神レギンレイヴの話──それと刃更の気配が消えかけている今の状じよう況きようを考えると、刃更が斯波に吸収されてしまった可能性が高く、

　……刃更……っ。

　自分達は、斯波を倒たおすために出来る限りの事を行なった。

　誓約という究極の主従関係にも至った。

　だが、それでも斯波恭一という男には、そうした澪達の絆さえ──こちらの全身全ぜん霊れいを賭とした想おもいさえ、無残に打ち砕くだいてしまいそうな底知れなさがあった。

　──これまで刃更は、何度となく澪の危機を助けてくれた。

　そんな刃更が今、斯波を相手に再び窮きゆう地ちに陥おちいっている。

　すぐにでも刃更の下へ駆かけ付けたい──とっさに衝しよう動どうを湧わき上がらせた澪は、

「………………っ」

　それができない事に、悔くやしさで表情を歪ゆがませた。

　──現在、澪達はソロモンの五芒星の結界を展開している。

　そのため、自分らの担当する地区から離はなれる事はできない。しかし、

　……このままじゃ……っ。

　一度目の戦いで、刃更が斯波に敗北してしまった時の二の舞まいになりかねない。

　あの時は、長谷川のお陰かげで刃更は辛かろうじて助かった──今回も、いざという時には間違いなく長谷川は駆け付けてくれる事だろう。

　だが前回──長谷川が刃更を助けられたのは、彼女の介かい入にゆうが斯波にとって想定外の奇き襲しゆうとなったからだ。既すでにその存在を意識されてしまっている以上、今度もまた助けられるとは限らない。また長谷川は刃更のために力を振るう事はできるが、十神レギンレイヴの霊れい子しを有している斯波と直接戦う事は難しいという制限もある。

　……それに。

　よしんば助けられたとしても、斯波は黄龍と同期し、今も力を増加させ続けている状態だ。対するこちらは、既に主従誓約という最後の切り札を使ってしまっている。

　今度また敗走するような事があれば、いよいよ自分達に勝ち目はないだろう。

　一体どうすれば──激しい焦しよう燥そうと迷いがひたすらに膨ふくらむ中、




「…──行け、成瀬澪」




　ぶっきらぼうな声が澪の背中を押した。

　斯波のコントロール下から、強ごう引いんに白びやつ虎こを奪い戻もどした高志だ。その際に受けた抵てい抗こうによって少なくないダメージを負いながら、徐じよ々じよに回復してきていた高志の言葉に、

「だけど……あたしがここを離れて刃更の所へ行ったら」

　澪が迷いの言葉を口にすると、

「既にソロモンの五芒星の結界は展開されている。維い持じするだけなら俺にも可能な筈だ」

　何せ、と高志。

「『白虎』に使い手として認められている俺自身の属性は、四大元素における風だ。風は炎ほのおを舞まい上がらせ、強める力を持っている。五行でも風は、『火』を相生できる『木』属性に含ふくまれているしな」

　という高志の言葉に、

「…………………………」

　それでも澪は判断を迷わせた。

　それは根源的な不安──澪が結界の展開を放ほう棄きして助けに行った所で、刃更を助けられるとは限らないという問題だ。

　──もしも今の刃更が斯波に敵かなわないのなら、それこそ澪など相手にもならないだろう。

　下手をすれば、足あし手で纏まといになってしまう可能性もある。

　だったら──刃更を信じて結界を展開し続けた方が良いのではないか？

　そうして消極的になりかけたこちらに、高志が静かな声で言った。

「…………前に、俺と戦った時の事を覚えているか？」

「え…………？」

　不意に出た過去の話に、その意図が摑つかめず澪が思わず問い返すと、

「あの時は、最終的に俺の未熟さによって『白虎』を暴走させてしまったが……そこまで俺を追い詰つめたのは刃更だ。しかし、そうした状況へ至るまでの時を稼かせいだのはお前や仲間のサキュバスであり、そして柚希だった」

　と高志はそこまでを言うと、こちらを見み据すえて、

「あの頃ころのお前達は、まだ俺には敵わなかった。だが──あの時のお前達の戦いや、取った行動が、何の意味もない無む駄だなものだったと思うか？」

　その言葉に、

「────────」

　成瀬澪は眼を見開いた。

　そして──次の瞬しゆん間かんにはどうするか、己の心を決断し、

「…………任せて良いのね？」

「言った筈だ。勇者の一族を舐なめるなと」

　そう高志が応こたえたのと、澪が魔ま法ほうで飛び立ったのは同時だった。







　上空へと舞い上がった澪は、刃更と斯波の戦場である中央地区へと急いだ。

　刃更への想いを膨れ上がらせた澪は、風よりも速く東京の空を駆け抜ぬける。

　──だが、刃更を助けるために澪が向かったのは、斯波との戦場の皇居ではなかった。

　先に把は握あくしなければならない状況があったからだ。

　そして──澪が向かったのは、皇居から南の方角。

　先さき程ほどまで東京タワーが存在していた辺りでは、もう一つの戦いが今も続いていた。

　滝川と黄龍の戦せん闘とうだ。

　高志から滝川達が来ている事は聞いていたし、滝川が黄龍と戦っていた事についても、澪は西地区でソロモンの結界を展開しながら気付いていた。

　──その理由は、明解の一語に尽つきる。

　それ程までに、滝川と黄龍の戦いは熾烈を極めていた。

　だからといって、刃更よりも滝川が心配だという訳ではない。

　こちらへ来たのは、あくまで刃更を助けるためだ。

　そして、

「────────」

　澪の姿を確かく認にんした滝川が、黄龍から一いつ旦たん距きよ離りを取って、少し離れた場所にある高層ビルへと下りた。合流するようにその屋上へと降り立った澪は、

「無理を承知で言うわ……すぐにでも黄龍を倒せない？」

　開口一番そう告げると、

「わざわざ何をしに来たかと思えば、いきなり無む茶ちや振ぶりか……こっちの苦労も知らねえで簡単に言ってくれるなよ」

　とことん嫌いやそうな顔で滝川が言った。

「あの龍は、斯波って野や郎ろうのために顕けん現げんしている。だからバサっちが奴やつを倒せば、あのデカブツも消える筈だ。俺は、それまで時間を稼ぐつもりだったんだが──」

　一息。

「その切せつ羽ぱ詰つまった顔──まさかバサっちの奴がやべえのか？」

　澪が刃更の気配を感じられる事は滝川も知っている。

　声のトーンを落として発せられたその問い掛かけに、

「…………解わからないわ。でも、だからこそ急いで欲しいの」

　澪は無理を承知で頼たのんだ。

　──斯波のあの凄すさまじい力は、黄龍と同期しているからだ。

　逆に言えば、黄龍を倒せば斯波の力を一気に削けずる事ができる。

　刃更を救い出し、斯波を倒すためには、まず先に黄龍を何とかする必要があった。

　それを滝川一人に任せるような言葉になってしまうのは、そうするしかないからだ。

　その理由は大きく分けて二つある。

　一つは、澪自身は一刻も早く刃更の下もとへ駆け付けなければならない事。

　恐おそらく現在、刃更は危機的状況にある。もし斯波が刃更に止とどめを刺さそうとしているなら、何としてもそれを止めなければならない。たとえ澪では敵わなくてもだ。

　そして、もう一つの理由──それは現在の澪が『火』属性を担っているからだ。

『火』は『土』を相生する五行である。よって澪が攻こう撃げきすれば、黄龍はそれを吸収し、さらに力を増大させるだろう。そして──それは斯波の力の強化にも繫つながってしまう。

　それだけは避さけなければいけない。もちろん重力魔法を使う事もできるが、今の状態で発動させれば無意識に『火』属性が付加されてしまう可能性があるし、

　……それに。

　重力魔法で潰つぶそうにも、『土』属性の黄龍を地面に落としたところで大したダメージを与あたえられるとは思えない。下手をすれば、辺り一帯の地面を操あやつられて手痛い反撃を受けてしまう危険性もある。

　……悔しいけれど。

　黄龍との戦いでは、澪は手出しをしない方が良い。

　その事は滝川も承知していて、だからこそ、

「厳しいな……方法がない訳じゃないが、準備に少し時間が掛かる」

　遠くの黄龍を見据えながら言った。

　向こうはあくまで中央を守護する神しん獣じゆうの本能からか、

【────────】

　こちらへと向かって来ようとはしない。しかし、

「ああやって様子を見ているのは、あくまで俺らが攻撃の意思を見せていないからだ。こっちが奴を倒すために何かしようとしたら即そく座ざに襲おそって来るだろう」

「それだと厳しい訳ね……」

　あの黄龍を倒せるような攻撃だ。魔ま力りよくを練り上げるなど、発動させるためには極限の集中が一定時間必要になるのだろう。

　──単に時間を稼ぐ事だけなら澪にもできる。

　しかし、澪がそれをすれば黄龍の力を増加させてしまうし──それ以上に、

　……急がないと、刃更が……っ！

　澪は斯波に吸収されてしまったであろう刃更を想った。

　──主従誓せい約やくが消えていないという事は、刃更はまだ生きている。

　今ならばまだ助けられるという事だ。

　だが、その猶ゆう予よがいつまであるかは解らない。一度目の戦いでも澪達は刃更の下へと駆け付けようとしたが、あの時は間に合う事ができなかった。

　ここで足止めを食くらっていたら、今度も手て遅おくれになってしまう可能性もある。

　だが──ここで迷っていたら、それだけ刃更を助けられなくなってしまう。

　だから澪は意を決して、

「解ったわ……滝川、アンタは準備を始めて。時間はあたしが稼ぐから」

　そう告げると同時、澪は飛行魔法を発動して飛び立った。

　無論、向かう先は黄龍だ。金色の巨龍との距きよ離りがグングンと縮まる中、

【──────────】

　即座に黄龍が、こちらへと迎げい撃げき態勢を取った。強大な『土』属性の力が生まれているのか、黄龍の巨きよ体たいの真下の辺りの地面が轟ごう音おんと共に割れながら舞い上がり始める。

　そして──こちらへ向かって大きく開かれた口に、金色の光が一いつ斉せいに収束し始めた。

　対する澪は、攻撃できない。澪に出来るのは攻撃の意思をチラつかせ、黄龍の注意を自分へと引きつけながら、ひたすら回かい避ひと防ぼう御ぎよに徹てつする事だけだ。

　──だが、成瀬澪は構わない。

　それで刃更を助けられるなら、

「幾いくらでも囮おとりになってやるわ……来なさいっ！」

　ブレスを解き放とうとしている黄龍へと叫さけんだ瞬間──不測の事態が澪の眼前で起きた。

　ズドンという鈍にぶい轟音と共に、黄龍の横っ面つらへと重い衝しよう撃げきが叩たたき込まれたのだ。

　その衝撃は黄龍の巨大な頭を思いきり揺ゆさぶり、ブレスのために口に集まっていた金色の輝かがやきを消失させる。

　そして──自分にはできない黄龍への有効な攻撃を放った存在を澪は見た。それは澪よりもずっと小さい身体からだでありながら、澪達の誰だれよりも強力な打撃を放てる少女で、

「澪様っ、ご無事ですか？」

「…──万理亜っ!?」

　澪が驚おどろきと共に彼女の名前を口にすると、黄龍の巨大な顔面に右の蹴しゆう撃げきを叩き込んだ万理亜は、背中の翼つばさを羽ばたかせながらこちらへと飛んできて、

「やはり澪様もこっちへ来ていたんですね。私も刃更さんの気配が消えてしまったのを感じまして……そうしたら、力を貸しに来てくれていたレオハルトさんが、彼の魔ま剣けんを用いて結界の維い持じを引き受けてくれたんです」

「そう……あたしの方も、後の事は早はや瀬せに頼んできたの。今は、滝川が黄龍を倒たおすための時間を稼ごうとしていた所よ」

　と、お互たがいに状じよう況きようの共有を行なっていると、

【────────】

　黄龍がこちらへ向かって咆ほう哮こうを上げた。

　すると、澪達のいるすぐ近くのビルが『土』属性の干かん渉しようを受け、下側から砂へと変化を始めると、まるで生き物のようにうねりながら急上昇し、こちらへと襲い掛かってくる。

　──しかし、澪達が回避や防御の判断を行なうよりも先に、その動きが止まった。

　見れば、その建物の屋上に片かた膝ひざの体勢で両手を突つき、自らの土系魔法によって、『土』属性の黄龍に、砂の支配の主導権を渡わたさないようにしている者がおり、

「ゼストっ！」

　思わず澪がその名を叫ぶと、

「お待たせしました……北地区の結界維持は、私のゴーレムとルカ殿どのに任せてあります」

　ゼストは笑えみと共にこちらに状況を伝えてくる。

　そして──そんな彼女の隣となりに、風と共に降り立った少女がいた。

　胡桃くるみだ。

「皆みんなは良いよね……あたしの方なんか、応おう援えんに来てくれたオッサンが『俺は炎ほのお属性だ。結界の維持はできん』とか言うから、水属性のエレメントを埋うめてきたっていうのに」

　やれやれとばかりに言った胡桃は、そこで不敵な笑みを浮うかべると、

「まあ、五行だと『水』は『土』属性に効きにくいから、別に良いんだけど──ね！」

　そう言うなり、霊れい操そう術の籠こ手てを纏まとった左手を前へ──黄龍へと突き出した。

　すると胡桃の周囲で風が吹ふき荒あれると同時、黄龍の全身が不可視の衝撃を連続して受けた。それは空気の圧縮砲ほうだ。

　澪のように純じゆん粋すいな己おのれの魔力を使うのではなく、精せい霊れいの力も借りる事のできる胡桃は、自身が担になっている『水』属性を一いつ切さい付加させる事なく風系魔法を使用する。

　黄龍の『土』属性に、相そう克こくを行なえる『木』属性の万理亜。

　黄龍の『土』属性に、自らも『土』属性で干渉する事ができるゼスト。

　黄龍の『土』属性に、相克を行なえる『木』属性の精霊魔法を使える胡桃。

　それは澪よりも黄龍と戦うのに相応ふさわしい力を有した三人で──そして万理亜が、こちらの前へと出ながら言った。

「黄龍は私達で何とかします。澪様は一刻も早く刃更さんの下へ」

「万理亜……でも」

　思わず澪がその背に呼び掛けると、

「残念ながら、今の澪様の攻撃は黄龍には有効ではありません。ですが……もしも刃更さんが、あの斯波という男の中に吸収されてしまっているのであれば」

　こちらを振ふり返り、万理亜は言った。

「解っている筈はずです。今の刃更さんを助ける事ができるのは──恐らく澪様だけだと」

　その言葉の意味を、成瀬澪は理解していた。

　他ほかの誰でもない──自分だけが、刃更を助けられる可能性がある事を。

　だから、

「………………解った、ここはお願い」

　確かな頷うなずきと共に、強い意志を込めた眼まな差ざしで、

「行くわ……絶対に刃更を助けてくる」

　そう成瀬澪は告げると、黄龍を万理亜達に任せて先を急いだ。

　自分の向かうべき場所で、自分にしかできない事をするために。

　東城刃更を助けるために。
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　そして──皇居へと向かって飛び立った澪は、

「っ────…！」

　空を飛びながら、眼下に広がる景色に息を吞のんだ。

　澪が目まの当たりにしたのは、業ごう火かに包まれている東京の街の光景。

　──千ち代よ田だ区の南なん端たん一帯が炎に包まれている。

　そこは東京という都市だけでなく、日本という国家そのものの中ちゆう枢すう地区である。

　各省庁に警察組織を束ねる国家公安委員会。

　内閣府、国会議事堂、裁判所という日本の三権分立の象しよう徴ちよう。

　それら全すべてが紅ぐ蓮れんの炎に灼やかれていた。

　あくまでここは、斯波が『四神』によって構築した結界内の擬ぎ似じ空間だから良いが、

　……でも。

　もし澪達のソロモンの五ご芒ぼう星せいが展開できていない状態で、斯波にこの結界空間を解くような真似まねをされたら、逆転配置された『四神』の暴走によって現実のものになりかねない。

　それどころか、東京全土がこれ以上に凄せい惨さんな状態へと破は壊かいされても不思議はないのだ。

　そうした脅きよう威いを想おもいながら、日ひ比び谷や公園の上空を飛んでいた澪は、

「──────っ！」

　次の瞬しゆん間かん──一気に警けい戒かいを極限まで高めた。

　皇居前広場に佇たたずむ『敵』と眼めが合ったからだ。

　こちらを不気味な笑みを浮かべながら見上げている斯波は、レギンレイヴの影えい響きようか、それとも同期している黄龍の力のお陰かげか、完全に異形の姿と化しており、身体からは赤と黒と金が混ざり合った眩まばゆい光を湧わき上がらせている。

　そのオーラは、これまで澪が見てきた誰のものよりも強く──そして黄龍と同じ聖なる輝きを含ふくんでいるにも拘かかわらず、底なしの闇やみにも似た禍まが々まがしさを感じさせた。

　そして──やはり周囲に、斯波と戦っていた筈の刃更の姿はない。

　だから、

「………………っ」

　澪は意を決すると広場へ──斯波の前へと降り立った。

　すると、

「やあ……遅おそかったね」

　斯波は悠ゆう然ぜんとこちらを迎むかえた。

「バルフレアが捕つかまってしまった時は、こちらとしては少しだけ不利になったけれど……でもこれで勝負ありかな」

　何せ。

「君達の大切な刃更を──僕の『深しん淵えん』の中へと取り込んだからね」

　という斯波に、

「…………いいえ」

　澪は厳しい表情で、それでも気を張りながら、

「もし刃更が本当にアンタに取り込まれて、レギンレイヴっていう神族みたいに完全に『穢けがれ』の中で溶とけてアンタと同一化したとしたら、あたし達と刃更との主従誓約が解除されてしまう筈よ」

　でも。

「そうなっていないという事は、刃更は間ま違ちがいなく生きているわ」

　と告げたこちらに、

「そりゃね。別に刃更を殺したなんて、こっちだって一言も言ってやしないよ。僕は勝負ありと言ったんだ」

　そうでしょ、と斯波。

「抵抗すれば刃更を殺す──この一言で、君達はもう戦えなくなるんだからね」

　という斯波の言葉は、澪達にとって間違いのない真実だった。

　だが、

「………………どうかしらね」

　澪は必死に己を奮い立たせて、斯波の言葉を否定した。

　──ここで屈くつしたら、自分達は本当に終わりだ。

　これまでの全てが無意味となり、これからの全てが失われてしまう。

　そんな最悪の事態を、成瀬澪は絶対に許す訳にはいかない。

　だから、

「確かに刃更を人ひと質じちに取られたら、あたし達は何もできないかもしれない。刃更が『自分に構う事なく戦え』と言っていたとしても、きっと無理でしょうね」

　斯波の言葉の半分を認めながら、

「でも──それはアンタが、刃更を本当に吸収していたらの話よ」

　虚きよ勢せいと気取られないようにしながら、それでも必死に余よ裕ゆうの笑みを浮かべて告げる。

「アンタが刃更を自分の中へ取り込んだっていうなら、その証しよう拠こを見せてみなさいよ」

　と言ったこちらに、

「ははっ……そうきたか」

　斯波は愉ゆ快かいそうに笑った。

「僕の中に刃更がいる事は、彼と主従誓せい約やくを交かわしている今の君になら感じ取れると思うけど……違ちがうかい？」

「確かに、刃更の気配は近くに感じられるけど……」

　でも、と澪。

「残念ながら、それがアンタの中からかどうかまでは解わからないわ」

　──噓うそだった。

　斯波の言うように、刃更の気配は確かに斯波の中にある。

　だが──それを認めてしまったらお終しまいだ。

　こちらとしては、刃更が人質になっている事だけは認める訳にはいかない。

　──それに、斯波には自分の推測が正しいと言い切る術すべはない。

　主従誓約を交わしている者であれば、たとえ斯波の中に吸収されても、生きている間は気配を感じ取る事ができる──だがそれを斯波自身が確かめる事はできないからだ。

　しかし、

「なら澪ちゃん、どうして君はここへ来たんだい？　僕と戦うのは刃更の役目で、君はソロモンの五芒星の結界維持をしていなければならなかった筈だ」

　と斯波はこちらへ追つい及きゆうを重ねる。

「刃更に任された自分の重要な役割を放ほうり出してまで、何故なぜわざわざここへ？」

　という問い掛かけに、

「そんなの決まってるじゃない。早瀬が来てくれたお陰で、結界の維持は任せられるようになったのよ？」

　だったら、と澪は不敵に笑った。

「アンタの馬鹿げた野望を、打ち砕いてやりに来るに決まってるでしょ。あたしが刃更一人に任せて、大人しく帰りを待っているだけの女だとでも思った？」

　と言い放ったこちらに、

「成る程ほど……よく考えてきたね。偉えらいよ」

　斯波は感心したように笑って──その姿が搔かき消えた。

「っ────…!?」

　ハッと身構えた時には、澪の眼前に斯波の姿があり、

「なら会ってくるといい。ついでに──刃更より先に、君から溶かしてあげるよ」

　斯波の両手が合わさり、離はなれると──胸の前が裂さけ、『深淵』の門が開かれる。

　その奥にある底なしの闇が、一気にこちらを引き寄せようとしてきて、

「──────っ！」

　だから澪は、とっさに一つの魔ま法ほうを解き放った。

　ここへ来る前に、いつでも発動させられるように詠えい唱しようを終えていた重力魔法だ。

　すると、ドン！　という超ちよう重じゆう音おんを伴ともなった紅の波動と共に次元の歪ゆがみが生じ、斯波の『深淵』からの干かん渉しようを断絶。その隙すきに澪は後方へと飛び、斯波と距きよ離りを大きく取った。

　そんなこちらへ、

「へえ……良い反応だね。僕の『深淵』の吸収から、そんな風に逃にげるだなんて」

　余裕の笑えみと共に言った斯波に、

「…………侮あなどってんじゃないわよ。何の準備もなしに来る訳ないでしょ」

　そう澪は言いながら、

　……っ、せっかく用意しておいたものが。

　と、心の中で臍ほぞを噬かんだ。

　──準備しておいた重力魔法を、防ぼう御ぎよのために使ってしまった。

　同じ威い力りよくの重力魔法を用意するのには、どうしても時間が掛かる。

　それ以上に問題なのは、斯波の力が想像以上に強すぎる事だ。よって、

　……多分、今と同じ位じゃ駄だ目め……っ。

　もっと強力に練り上げたものでなければ、刃更を助け出す事は到とう底てい不可能。

　だが──その猶ゆう予よを斯波が与あたえてくれる筈もなくて、

「刃更と誓約を交わしているとはいえ、果たして次は間に合うかな？」

　そう言った時にはもう、再び斯波の姿が視界から消え去っていた。

「─────っ！」

　とっさに澪は、己おのれの周囲に全天球状の防護障しよう壁へきを展開し、

　……え……？

　しかし次の瞬間──その防護障壁が粉々になったのを見た。

　こちらの真横へと出現した斯波が、無造作に放った左の裏うら拳けん──その一いち撃げきを受けて、あっさりと砕け散ったのだ。

　刹せつ那なの呆ぼう然ぜんと共に状じよう況きようを理解した時にはもう、斯波の右の拳が澪へと迫せまっていた。

　避よけられない。

　次の瞬間、生じたのは鈍にぶい打だ撃げき音──ではなく、剣けん戟げきの響ひびきにも似た金属音。

　──それは澪が攻こう撃げきされたものではなく、守られた音だ。

　そして──成瀬澪は、よく知る少女の背中が眼の前にあるのを見た。

　こちらを庇かばうように前に立ち、斯波の攻撃を防いだのは他ほかでもない。

　澪と同じように刃更を想い、この場所へと駆かけ付けた少女。

　野の中なか柚希だった。





11






　野中柚希は、自分の剣撃が斯波の拳を受け止める事に成功したのを見た。

　すると背後で、

「柚希──…」

　と、澪がこちらを呼んでくる。

　だが──それは、柚希が現れた事への驚おどろきからではなかった。

　柚希がここにいるのは、澪がここにいるのと同じ理由からだ。驚くような事ではない。

　──ならば、なぜ澪はこちらの名を口にしたのか。

　その静かな呼び掛けの意味を、柚希は理解していた。だから、

「大だい丈じよう夫ぶ……任せて」

　肩かた越ごしに小さく頷うなずきを返すと、柚希は再び眼めの前の斯波を見み据すえる。

　今の斯波にこの『技わざ』が通用するかは一か八かの賭かけだったが、

　……これなら。

　そう手て応ごたえを得たこちらに、「へえ」と感心したように斯波。

「『金』属性の結界維い持じのために、咲耶の剣身を依より代しろにして、セリスちゃんに後を任せてきたみたいだけど……それにしても、自分の魔ま力りよくをブレード化するなんて、随ずい分ぶんと器用な真似まねをするね」

　でも。

「魔力を霊れい刀とうレベルの刃にしながら、その形状を一定に保ち続けるだなんて、魔力の蛇じや口ぐちを全開にして放出しているようなものだよ。そんなのが一体どれだけ保もつかな？」

　という斯波の言葉に、

「────────」

　柚希は無言を返した。それは斯波の言葉を肯こう定ていする沈ちん黙もくで、

「………………っ」

　背後の澪が心配そうに息を詰つめる。

　そんな彼女に、

「大丈夫。絶対に持ち堪こたえてみせる──だから、澪は刃更をお願い」

　柚希は斯波を見据えたまま言った。

　彼ひ我がの実力差は明らか。だが、それでも柚希に恐おそれはない。

　刃更を助け出し、斯波を倒たおす──それ以外の事は考えない。

　すると、

「無理だよ……魔力の消しよう耗もうがどうこうの話だけじゃない」

　こちらを嘲あざ笑わらうように斯波が言った。

「近接戦せん闘とうじゃ、どれだけ頑がん張ばったところで刃更の二の舞まいになるって解らないかい？」

「……刃更は、自分の力と貴方あなたの力の両方をきちんと理解して、危険を承知の上で一番有効な方法を取った筈はず」

　別に負けるつもりだった訳じゃない──刃更は本気で斯波を倒そうとしていた。

　だから、と野中柚希は言った。

「私も同じ。貴方と渡わたり合うために、私にできる事は限られている──私はただ、それを実行するだけ！」

　確かな宣言と共に、柚希は眼の前の斯波へと向かって連続して剣閃を繰くり出した。

　──しかし、柚希の魔力刃は虚こ空くうを薙ないだだけで終わった。

　一いつ瞬しゆんで斯波が後方へ──こちらの間合いの外、遥はるか遠くへと跳とんでいて、

「真ま面じ目めだね、柚希ちゃんは……でもその真面目さは、君の愚おろかさだよ」

　薄うすい笑みを浮うかべながら言った斯波に対し、

「─────っ！」

　野中柚希は構う事なく、弾はじかれたように前へ出た。







　そして柚希が駆け出すのと同時に、

「────────」

　澪の全身が眩まばゆい紅色を纏まとい始めた。

　それは重力魔法の輝かがやき──東城刃更を助けるための輝きだ。

　──そうして意識の集中を始めた澪の背後。

　南の方角の空では、轟ごう音おんと共に無数の爆ばく発はつの大輪が空に咲さき乱れている。

　あちらの戦いも──黄龍との戦闘もまだ続いているのだ。
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　東京都港みなと区を舞ぶ台たいに、戦い続けている少女達がいる。

　中央を守護する神しん獣じゆう──黄龍を倒さんとする万理亜・胡桃・ゼストの三人だ。

　──万理亜達の戦闘は、空で繰り広げられていた。

『土』属性を司つかさどる黄龍を相手に戦う以上、迂う闊かつに地面に立つような真似をすれば、殺してくれと言っているようなものだ。

　だから三人は、ひたすらに空を高速で駆ける。

　そんな彼女達の後を、追っているものがあった。

【────────】

　それは黄龍と──さらに黄龍が生み出したもの。

　芝しば浦うらふ頭側から、田た町まち方面を覆おおい尽つくすようにして襲おそう推定百ｍ超ちようの津つ波なみだ。

　ただし、その津波を構成するのは海水ではない──黄龍が操あやつる土ど砂しやの奔ほん流りゆうだ。

　──空を飛べる以上、飛行高度を上げ続ければ回かい避ひは行なえる。

　しかし万理亜達は、それをしなかった。

　恐らく、こちらがどれだけ高度を上げたところで、黄龍はそれを上回る高さの津波を作り出せるし──それ以上に、いたずらに黄龍に攻撃の範はん囲い面積を増やさせれば、こちらの戦闘に滝川を巻き込んでしまう可能性がある。

　──滝川は現在、黄龍を倒すために自らの魔力を練り上げている真まっ只ただ中なかにある。

　彼のために時間を稼かせぐ。それが三人に求められている戦いだ。だから万理亜・胡桃・ゼストの三人は黄龍の意識を強く自分達へと引き付ける必要があった。

　その立て役者は──風の飛行魔法を発動させ続けている少女。

　精霊魔エレメント術師マスターである胡桃だ。

　──人の姿を解いた万理亜とゼストは、背中の翼つばさでも飛ぶ事ができる。

　だが、この戦闘では──黄龍を相手に渡り合うためには、速度が足りない。

　だから胡桃は自分だけでなく、二人の事も飛行魔法でフォロー。その上で万理亜とゼストは、自らの翼をはためかせる事で上じよう昇しようや下降、方向転てん換かんや停止などを行なう。

　即そく断だんの連続を必要とする高速戦闘において、そうした真似を行なえるのは、共に積み重ねてきたものがあるからだ。

　──一いつ緒しよに暮らし、想おもいを同じにし、強固な絆きずなと連帯感を育はぐくんできた。

　日常面だけではなく、戦闘面においても。

　これはその結けつ晶しよう──東城刃更のために己の全すべてを捧ささげる事を決めた、少女達の連係だ。

　吞のみ込まれれば即そく座ざに圧殺されてしまいかねない状況の中、ギリギリまで自分達へ津波を引きつけたところで、

「…──万理亜、ゼストっ！」

　胡桃が発した呼び掛かけに、

「はい！」「いつでも！」

　万理亜とゼストが応じ──そして次の瞬しゆん間かん、三人はロールを行ないながら急上昇。

　そのままループへと繫つなげて津波をやり過ごすと、一気に急降下して津波の後から自分達を追っていた黄龍へと迫った。

【────────】

　対する黄龍は、三人に向かって迎げい撃げき態勢を取った。

　──その刹那、共に飛行していた彼女達は一気に散開。

　釣つられた黄龍の意識がばらける──その隙すきに、先制攻撃を行なったのは胡桃だ。

　黄龍の右側へと回った胡桃は、霊操術の籠こ手てを嵌はめた左手を黄龍へと翳かざすと同時、その前面に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんを展開し、

「はああぁあああぁああああぁああああぁあああああああぁぁっ！」

　そして解き放ったのは、圧縮した風を解き放つ空気砲ほう。

　それをマシンガンのように連射し、黄龍の全身めがけて攻撃する。

　宙を疾しつ走そうするように向かった胡桃の側面射しや撃げきが、金色の龍の巨体へ当たる直前、

【────────】

　黄龍の全身が、一瞬で土の繭まゆに覆われて──直後、低い轟音が連続して生まれた。

　しかし絶対防ぼう御ぎよともいうべき分厚い土の繭は、胡桃の空気砲を全て弾き飛ばす。

　堅けん牢ろうな土の防護障しよう壁へきに、

「っ…………このっ！」

　胡桃は数を優先した連射ではなく、圧縮する風の量を限界まで増やす事で巨大な大気の塊かたまりを生み出そうとした。しかし、それより先に、

「…──胡桃さんっ！」

　左側から黄龍へと突とつ撃げきを仕し掛かけていた万理亜が、こちらの名を叫さけんだ。

　その呼び掛けの意図を、胡桃は即座に理解。

　だから巨大な大気の塊を生み出した──ただし黄龍へと迫る万理亜の背面にだ。

　──そして次の瞬間、万理亜の背後で球状の風が弾はじけた。

　と同時、生まれたのは爆発的な加速。胡桃の飛行魔法に、自らの翼による推進の上に、大気爆発の勢いを加算させた事で、音速を遥かに上回る速度へと達した万理亜に対し、

【────────】

　黄龍を覆っていた土の繭が変化を見せた──巨大な五本指の爪つめが生まれ、迎むかえ撃うつように万理亜へと向かって伸のびたのだ。

　──凄すさまじい相対速度により、邂かい逅こうは刹那に果たされる。

　だが──両者が激げき突とつするよりも早くに生じたものがあった。

「───万理亜っ！」

　それはゼストの叫びと共に、彼女が発動させた土系魔法。

　すると万理亜の足裏が接地する位置に、可能な限り摩ま擦さつ係数を抑おさえつつ、減速が生じないギリギリの傾けい斜しやとアールのついたスラローム状の道が作られて──そしてそこを滑かつ走そうした万理亜は、身を低くする事で黄龍が生み出した土の巨大爪の迎撃を紙一ひと重えで回避すると、

「せえええぇえええええぇぇえぇぇえええええぇええええええぇえいぃっ！」

　跳ちよう躍やくしながら繰り出したのは、己おのれの力と勢いの全てを右の足裏へと込めた蹴しゆう撃げき。

　それが土の繭へと激突し──そして生じたのは大気を震ふるわすような轟音だ。

　黄龍の絶対防御の土の繭を貫つらぬき、その巨体へと強力な打だ撃げきを叩たたき込み、

【────────】

　たまらず苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げた黄龍は土の繭を修復し、その砂を利用して万理亜を吞み込もうとした。しかし、

「そのような真似──」「──させる訳ないでしょ！」

　万理亜の超ちよう音おん速そく蹴げりの衝しよう撃げきによる綻ほころびの隙を突つき、ゼストが黄龍の繭へと干かん渉しよう。

　土の結び付きを緩ゆるめて砂へと変えると、胡桃の生み出した豪ごう風ふうが黄龍を覆っていた土を一気に吹ふき飛ばした。

　そして──丸まる裸はだかになった黄龍に対し、

「やあああああああぁああああああああああああああああああぁあああっ！」

　万理亜は、両手をフルに使った高速拳けん撃げきを連続して叩き込む。すると、

【────────】

　万理亜の攻こう撃げきを嫌いやがった黄龍は、真下の地面へと干渉──辺り一帯の大地に金色の輝きが生じた瞬間、

「っ────…！」

　万理亜は黄龍の巨体を蹴ける事で後方へ……胡桃とゼストのいる方へと跳んだ。

　直後──地面から一瞬で隆りゆう起きした鋭えい利りな先せん端たんを持った高層土壁が、それまで万理亜がいた虚空を斬きり裂さいた。

　──そして、万理亜が回避した土の逆ギロチンへ黄龍はさらに干渉。

　すると高層土壁の側面に、無数の銃じゆう口こうと砲ほう門もんが作り出される。

　いけない──そう反射的に思った時には、想像した通りの攻撃が来た。超圧縮された土のショットガンと、無数の土石大たい砲ほうが、万理亜達の視界を埋うめ尽くす量で迫せまってくる。

　質量差から先に飛来した硬土散弾に対し──迎撃を行なったのは万理亜だ。

「…────はぁあああっ！」

　空間を打撃する拳撃によって、放射状の衝しよう撃げき波はを生み出す事でその全弾を撃ち落とす。

　しかし、後から来る土石大砲群は万理亜の放った衝撃波を抜ぬけてきて、

「…──胡桃さんっ！」「解わかってる──合わせてっ！」

　叫んだゼストが土の防護障壁を自分達の前面へと展開し、応じた胡桃がその上に圧縮した大気のクッションを重ねたのと、飛来した土石大砲群がぶつかったのは同時。

　すると火薬が炸さく裂れつしたような爆発が生じ、空に分厚い砂すな煙けむりのカーテンを生じさせた。

　それでも二人の生み出した障壁は黄龍が放ってきた土石大砲を辛かろうじて防ぎきり、

「───────っ」

　衝撃に巻き込まれずに済んだ三人は、巻き起こった砂煙をブラインドにして、体勢を立て直すために黄龍から大きく距きよ離りを取った。







　そして──三人は、滝川のいる高層ホテルの屋上へと降り立った。

　と同時、風の飛行魔法が解かれると、

「はぁ……はぁ……っ」「………………っ」

　苦しげな呼吸と表情を見せた者達がいる。

　胡桃とゼストの二人だ。そんな彼女達を見て、

　……厳しいですね、想像していた以上に……。

　成瀬万理亜は、心の中で自分達の戦せん況きようの悪さを思った。

　万理亜も既すでにかなり体力を消費しているが、それ以上に胡桃とゼストの消しよう耗もうが激しい。

　──だがそれも無理はなかった。

　二人は、万理亜のような己の肉体を駆く使しした格かく闘とう術ではなく、魔ま法ほう系の戦せん闘とうスタイルだ。

　黄龍という神獣を相手に、精せい霊れいに対して無理に力を貸してくれるよう頼たのめば、それだけ胡桃は精神力を消耗するし、魔族であるゼストは、そもそも『四神』という神器が作り出したこの結界空間では全力を出しきれない。

　そして『四神』の結界を押さえ込むために展開したこちらの結界は、かなりの魔力を必要とするものだった。結界の維い持じこそ、助けに駆かけ付けてくれた皆──高志・セリス・レオハルト・ガルド・ルカの五名に任せてはいるが、それでも結界の基もととなる五行の属性力は、万理亜達によるものだ。また自分以外の者が維持する事で徐じよ々じよに生じてしまうであろう力の減少を見み越こして、多めに魔力を置いてきてもいる。

　ここへ来た時点で、魔法系の胡桃とゼストは既に苦しい状態だったのだ。

　……私が何とかしないと。

　ソロモンの五ご芒ぼう星せいで、万理亜が担になっている『木』属性は、『土』属性の黄龍に相そう克こくを行なえる五行である。万理亜こそが、黄龍に最もダメージを与あたえられるのである。

　だが──それはあくまで理り屈くつの上での空論だ。

　──今の万理亜達は、それぞれ五行の属性を得ている。

　その結果、刃更に抱かれる事で主従誓せい約やくを交かわすだけでなく、彼に対して相生を行ない、斯波を倒たおすための力をより多く与える事ができたし、

　……それに。

　斯波が何かの拍ひよう子しに結界を解いた際に生じる、逆転配置された『四神』による暴走を阻そ止しするための、ソロモンの五芒星による結界を展開させる事もできるようになった。

　しかし、五行の属性を持ってしまった事で、五行の究極の結晶ともいうべき黄龍に対しては、有効なダメージを与える事が難しくなってもいた。属性力の差がありすぎる相手には、たとえ相克の関係にあろうと攻撃が通じないのだ。

　だから──自分達で倒したい気持ちを必死に吞み込み抑え、ここまで滝川のために時間を稼いでいた。

　……けれど。

　恐おそらく胡桃とゼストの二人は、もう限界だろう。まだ戦う事はできるだろうが、黄龍の強さを考えれば、一いつ瞬しゆんの判断ミスが死に繫がってしまいかねない。

　──そして、危険なのは刃更を助けに行った澪にも言える。

　胡桃が精霊から聞いた話では、あちらには柚希が合流したとの事だった。

　その事自体は万理亜達にとっても心強い。だが──あの斯波が相手では、たとえ澪と柚希が二人がかりで挑いどんだところで厳しいだろう。

　それ程ほどまでに今の斯波の力は絶対的だ。

　もし勝てるとしたら──それは刃更以外には有り得ない。よって、

　……一刻も早く、私達が黄龍を倒さなければ。

　刃更を助けようとしている澪達に対する、唯ゆい一いつにして絶対の援えん護ご手段を思いながら、

「……まだできないんですか、『準備』とやらは？」

　胡桃とゼストから視線を外した万理亜が、滝川へと問い掛けると、

「悪いがもうちょいだ……魔ま界かいでならとっくにやれているんだが、生憎あいにくここは連中の土俵なんでな。必要な魔力を錬れん成せいするには、どうしても時間が掛かるんだよ」

「──具体的には？」

　眼めを細めて訊たずねたこちらに、

「一〇分とは言わねえが……せめてあと五分くれ」

　滝川は明確な数字を口にした。

「下手に急いで中ちゆう途と半はん端ぱな状態のまま仕掛けて、それで通じなかったらまた最初からになっちまう。バサっちを助けに行った成瀬達だって状じよう況きようは厳しい筈はずだ。悠ゆう長ちようにやり直しをしている余よ裕ゆうはねえだろ」

　確かに──刃更の無事や、斯波と相対している澪達の事は心配ではあるが、向こうにとって一番の助けは、少しでも早く、それ以上に確実に黄龍を倒す事だろう。

　それこそ倒すと決めたら、一気に勝負を付ける勢いで。

　しかし現状──万理亜達は滝川に賭かけるしかない。

　だから、

「解りました……五分ですね」

　そう言いながら、ゆっくりと前へ。黄龍へと向かってビルの屋上を歩き始める。

　──そして成瀬万理亜は、とうとう己の切り札を使った。

　肉体と精神の限界を強制解除する『魔法鍵』を用いた、霊れい子し中ちゆう枢すうのオーバーロードだ。

「────────」

　万理亜は、己の身体からだの前に複雑な立体型の魔ま法ほう陣じんを垂直に展開。

　すると魔法陣の中から、桜色の輝かがやきを放つ『魔法鍵』が出現──その先せん端たんが、万理亜が纏まとっている戦闘衣服の胸むな元もとに備え付けられている鍵穴へ、ゆっくりと差し込まれてゆく。

　──そこまでは、これまでと同じだった。

　だが──そこから先は初めての領域。

　万理亜は『魔法鍵』を、通常とは反対方向へ回るように術式を逆転して発動した。

　その無茶は、必然的に凄まじい負ふ荷かをもたらし、

「ぅ……ぁ……っ」

　万理亜は苦痛に表情を歪ゆがめたものにする。

　だが──全身を襲おそうその激痛に、成瀬万理亜は耐たえた。

　刃更や、澪達の役に立ちたくて──魔界での現魔王派との決戦から人間界へと戻もどった後、密ひそかに一人でこのやり方を試ためしてきた。

　──切り札は、確実に使用できてこそ切り札となり得る。

　一か八かの賭けは、自分一人の命しか懸かかっていない状況でしか行なってはならない。

　大切な存在の──家族の運命が掛かかっているこの局面で、失敗は絶対に許されない。

　やる。

　だから──本来は自動で回転を行なう『魔法鍵』を、成瀬万理亜は己の両手で搔かき抱くようにして握にぎり締しめると、

「っ……う、っく……うううううぅぅううううううっ！」

　割れそうな程に奥歯を嚙かみ締めながら──強ごう引いんに有り得ない方向へと回しきった。
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　バキンという甲かん高だかい開かい錠じよう音──否いな、破は砕さい音が東京の上空に響ひびいた瞬しゆん間かん。

　黄龍は、辺り一帯の空間が眩まばゆい光に包まれたのを見た。

　──そして、美しい薔ば薇ら色いろの輝きが収まった時。

　黄龍は眼前に、その身をさらに小さく幼いものにしたサキュバスの姿があるのを見た。

　一瞬で離はなれた場所からこの至近距離に出現した事も驚おどろきだが──それ以上に目を見張るのは、少女が放つ存在感がこれまでとは比べものにならないレベルへ上じよう昇しようしている事だ。

　思わず黄龍でさえ気け圧おされてしまう程に。そして、

「………………………………」

　幼すぎるサキュバスの少女が、ゆっくりとその双そう眸ぼうを開いた。

　そのまま無言でこちらを見た少女に、

【────────…！】

　黄龍は口をガバっと開けるなり、容よう赦しやなく全力のブレスを発射した。

　それは獣けものとしての本能的な行動だ。

　──だが、その対応は間ま違ちがってはいない。深刻な脅きよう威いは、速すみやかに消し去る必要がある。

　そして黄龍のブレスは、それを行なえるだけの威い力りよくを充じゆう分ぶんに有していた。

　渦うず巻まく『土』属性の衝撃波が、吞のみ込むようにサキュバスの少女へと襲いかかり、

「────────」

　しかし──少女へと当たる寸前で、逸それるようにしてブレスの軌き道どうが変化した。

　──サキュバスの少女は、無防備に佇たたずんでいただけ。

　だが彼女が発していた高こう濃のう度どの魔力……その奔ほん流りゆうが、障しよう壁へきとなって黄龍のブレスを弾はじいたのだ。その事実を理解した黄龍が、

【────────────────────…！】

　ブレスをさらに強力な一極集中へと切り替かえ、二撃目を放とうとした時。

　既に、サキュバスの少女の姿は黄龍の視界から消えていた。

　──一体どこへ？　敵の姿を見失った事を認にん識しきしたその瞬間。

　顎あご下したから脳天へと衝しよう撃げきが駆け抜ぬけ、黄龍はその巨きよ体たいごと天へとカチ上げられた。

　少女の放った右のアッパーが、神速で叩たたき込まれたのだ。
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　黄龍の巨体が、顎を打ち抜かれた衝撃で仰のけ反った。

　そして──その体勢が戻るよりも早く、万理亜が追撃を叩き込んだ。

　拳けん撃げきと蹴しゆう撃げきを織り交ぜた激しい連撃は、最強の神しん獣じゆうである黄龍を完全に圧あつ倒とうしており、

「凄すごい……」

　信じられない光景を目まの当たりにし、野中胡桃は呆ぼう然ぜんを含ふくんだ感かん嘆たんの声を漏もらした。

　──黄龍も、ただ一方的にやられている訳ではなかった。

　土の防護障壁を万理亜の攻こう撃げきがくる箇か所しよへと展開し、何とかして防ごうとしている。

　しかし万理亜の放つ攻撃は、絶対障壁ともいうべき黄龍の防ぼう御ぎよを粉ふん砕さいし、その巨体へと強力な打だ撃げきを叩き込んでゆく。

　圧倒的な強さ。それは封ふう印いん解除による万理亜の変身……否、変へん貌ぼうともいうべきもので、小さくなった万理亜の身体からは、まるでエネルギーが収まりきらないかのように大量の緑色のオーラが噴ふん出しゆつしている。

「あれが……万理亜ですか……」

　隣となりのゼストもまた、万理亜の変化にそれ以上の言葉を失っていた。

　──加勢しなければ、と思う。

　だが、万理亜の力は余りにも凄すぎて、胡桃やゼストが手助けをする余地がなかった。下手に二人が近付けば、足あし手で纏まといになってしまう程に。

　だから驚きと共に、万理亜の凄すさまじい戦いぶりを見ていた胡桃は、

「ちっ、あの馬ば鹿か……自分が何をしてるのか解わかってやがんのか」

　苛いら立だちを含んだ滝川の声に、彼の方を振ふり返る。

　すると滝川は厳しい顔をしていて……どんな状況であろうと軽口を叩く余裕をなくさない彼が見せたその表情に、

「…──ちょっと、どういう事？」

　嫌いやな胸むな騒さわぎを得ながら問うと、

「封印なんてものは、大たい概がいが何かしらの危険があるから存在するもんだ。アイツの場合も、そのままでは耐えきれないレベルにまで自分の力をオーバーロードさせる……だから一時的に肉体を強制的に成長させていたんだろう」

　だが、と滝川。

「あの馬鹿は、身体を成長させる分の力まで身体能力の上昇に回しやがった。あんなのはもう負担だとか負荷だとかいう次元じゃねえ──いつ死んでもおかしくねえぞ」

「そんな……」

　胡桃は愕がく然ぜんとなりながら万理亜を見た。

　黄龍を圧倒している彼女の身体から溢あふれ出ているあのオーラは魔ま力りよくではなく、己おのれの全すべてを燃やす事で生じている命そのものの輝きだというのか。

　無論──この戦いに命を懸けていない者はいない。

　これまで訪おとずれた苦難や危機でも、自分達は幾いく度どとなく命を懸けてきた。

　その先に、平へい穏おんな日常がある事を願いながら……それを手にできると信じて。

　──だが、今の万理亜は単に命を懸けているだけではない。

　命を燃やしているのだ。それも真っ向から黄龍を圧倒できるレベルにまで。

　そんな真似まね、一体どれだけ保もつというのか。

　──万理亜も、むざむざ死ぬつもりはないのだろう。

　ソロモンの五ご芒ぼう星せいの結界構築の一角を担になってもいるのだし、五分ならば保つと踏ふんであの封印解除を行なった筈だ。

　……でも……っ。

　澪に加えて、柚希も助けに行ってはいるが、まだ刃更の気配を感じる事ができない。

　相手はあの斯波なのだ。下手をすれば、二人までやられてしまう危険性もある。

　消しよう耗もうと焦しよう燥そう──肉体と精神の両方に負荷を抱かかえた状態で、己の残る力をそこまで正確に自覚して計算できるとは思えない。

　……それに。

　あんな真似をして、その後はどうなるのか？

　この戦いを無事に終えられたとして、その時に万理亜の命は一体どれだけ残る？

　──体力のように、休んで回復するのならば良い。

　だが使っているのが寿じゆ命みようなら……失われれば、それはもう二度と戻る事はない。

　そうした万理亜の状況を悟さとり、

「っ────…胡桃さん！」

「──────っ！」

　ゼストの焦燥を含んだ呼び掛けに、胡桃は精せい霊れい達に飛行魔ま法ほうを頼たのんだ。

　全てに構わず、黄龍と交戦中の万理亜の下もとへと駆かけ付けようとする。

　だが──ゼストを連れて飛び立つ直前で、

「…──おい待て。盛り上がっちまうのは無理もねえが、感情で動くな」

「止めないでよっ、早く行かないと万理亜が──…」

　滝川が発した冷静な制止に、とっさに背後を振り返った胡桃は、そこで言葉を失った。

　滝川の全身からも、青黒いオーラが激しく立ち上っていたからだ。

「ラース……貴方あなたいつから」

　ゼストが呆然の言葉を漏らす。

　なぜ滝川が、万理亜のやっている無茶を理解できたのか──その答えがそこにあった。

　──滝川もまた、己の命を燃やしていたのだ。

　それこそオーラを見せていなかっただけで、或あるいは万理亜よりもずっと早くから。

　全ては──黄龍を倒たおすために。

「安心しろ、別に止めるつもりはねえ。行きたきゃ好きに行けよ。属性力を増加させる五行の相生みたいに、生命力を増ぞう幅ふくさせる方法もなくはない。全てが終わったら、あの馬鹿のためにバサっちとそいつをやってやれ」

　だから。

「今のお前らがやるべきは、焦あせって無む闇やみにアイツを援えん護ごするために突つっ込んで行く事じゃねえ。あと少し……あと少し時間をくれりゃあ、俺が必ず何とかしてやる。せいぜいお前らも、たっぷりと無理をしてきな」

　だが、と滝川は念押しするように言った。

「残ってる力はもう少ねえんだ……使い所と使い道だけは間違えてくれるなよ。あのデカブツを倒すために、自分達にできる最善をやってこい」

　という滝川の忠告に、胡桃とゼストは熱くなりすぎていた頭を冷静なものにして、

「言われるまでもないよ……──ゼストっ！」

「ええ、胡桃さん……！」

　それでも心はどこまでも熱く滾たぎらせたまま、今度こそ万理亜の下へと飛び立った。

　自分達もまた、己の命を激しく燃やしながら。
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　…──『魔法鍵』による、霊れい子し中ちゆう枢すうのオーバーロードの封印解除術式の逆転発動。

　それは成瀬万理亜に、限界を遥はるかに超こえた力をもたらした。

　最高にして最強の血統のサキュバスが、さらに主従誓せい約やくの果てに行なったのだ。

　辿たどり着いたその境地は、ほぼ完全な顕けん現げん状態にある黄龍さえも圧倒する。

【────────】

　黄龍は必死に体勢を立て直そうとしていた。

　どうにか万理亜の攻撃を防ぎ、こちらから距きよ離りを取ろうとする。

　しかし──万理亜はそれを許さない。

「やあああぁぁあああぁぁああぁあああぁああっ！」

　溢れる力を迸ほとばしらせるように叫さけびながら、万理亜は拳撃と蹴撃を連続して繰くり出した。

　右の蹴撃を打ち込んで黄龍が吹ふっ飛びかければ、先回りして左のフックを叩き込み。

　身体からだを横に回転させながら左ひだり肘ひじを振り下ろして黄龍が落下しかければ、下へと回り込み右みぎ膝ひざでその巨体を上へと吹き飛ばす。

　それら全てが一いつ瞬しゆんだ。

　逆転した封印解除による身体能力の爆ばく発はつ的な向上は、パワーだけでなくスピードでも黄龍を凌りよう駕がする領域へと万理亜を至らせた。

　──しかし、限界を超えた力は肉体に崩ほう壊かいをもたらす。

　骨が砕くだけそうなほど軋きしみ、全身の筋肉が千切れそうなほど悲鳴を上げ──それでも万理亜は、黄龍への攻撃の手を緩ゆるめなかった。

　当然だ。

　刃更や澪らのために、斯波に力を送っている黄龍を倒す。

　だから──滝川のために時間を稼かせぐ。

　それが、今の万理亜が果たさなければいけない最低条件だ。

　滝川から言われた五分という時間のカウントは続けている。

　……でも。

　未いまだ刃更が危機的状じよう況きようにある以上、少しでも早く黄龍を倒すに越こした事はない。

　己の最低限の役目を果たすだけでは足りないのだ。

　──よって、今の万理亜は滝川のために時間を稼いではいなかった。

　自分の手で黄龍を倒す。その意志と覚かく悟ごをもって動いていた。

　だからもう、後は覚悟を決めて行くだけ。

　黄龍から攻撃、防御、回かい避ひの全ての概がい念ねんを奪うばい、その巨体を宙へと磔はりつけにする連続攻撃を繰り出していた万理亜は、さらにギアを一段上げていよいよ黄龍を倒しにかかる。

「──────っ！」

　カッと眼めを見開いた万理亜は、黄龍の頭を踏みつけるようにして蹴ける事で上を取った。

　そして黄龍の巨体が地面へ向かって落下を始めた時にはもう、万理亜の身体から吹き出している緑色のオーラに真しん紅くのオーラが絡からみ合っている。

　そして腰こしを捻ねじった体勢の万理亜は、

「はあああああああぁぁあぁぁあぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁあぁぁぁあっ！」

　己の全身全ぜん霊れいを込めた右の拳を振り下ろす。

　と同時──黄龍へと向かって解き放たれたのは『木』属性の伴ともなった重力波だ。

『土』属性を相そう克こくする強力な重力の奔ほん流りゆうが黄龍を捉とらえ、

【────────────…！】

　黄龍の巨体が軋みを上げながら地面へと激げき突とつするように落下し──直後、ズシンという重音を響ひびかせながら、黄龍を中心にして地面が半円状に陥かん没ぼつした。

　しかし、万理亜はそこで終わりにしない。

　そのまま黄龍を押し潰つぶすため、右の拳こぶしを振り抜ぬこうとする。

　──だが、そこで万理亜の右の拳は押し返されるような抵てい抗こうを得た。

　黄龍がこちらの重力波に抗あらがっているのだ。

【……………………………………！】

　こちらの繰り出した重力波フィールドに囚とらわれながら、ぐぐっとその巨きよ体たいを起こそうとする黄龍に対し、

「くっ……うぅぅぅぅううぅううううぅぅぅううぅぅぅうっ！」

　万理亜もまた、砕けるほど奥歯を嚙かみ締しめて力を込めた。

　左のこめかみの血管がパンと乾かわいた音と共に弾はじけ、血ち飛沫しぶきが舞まうが構わない。

　倒す。

「っ────ぁああああぁぁあああああああああああああぁぁああぁあああああぁあああああああぁあああああああああああぁぁあぁあぁぁあああぁぁあぁぁあぁあっ！」

　喉のどが張り裂さける程ほどの絶ぜつ叫きようを迸らせて──そして万理亜は右の拳を振り抜いた。

　と同時、空間が鳴動するような重力波が一気に黄龍へと押し寄せて、

【────────────────…………………………………………】

　苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げながら、黄金の龍がその巨きよ大だいな身体をのたうたせた時だった。

　──想定外の状況が万理亜を襲おそった。

　追い詰つめられた黄龍の全身が激しく発光したのだ。

「くっ────…!?」

　その凄すさまじい輝かがやきに眼を灼やかれた万理亜は、刹せつ那なに視界を奪われながら、

　……っ、いけない……っ！

　僅わずかに力が緩んだ拍ひよう子しに、黄龍がこちらの重力波から逃のがれた感覚を得た万理亜は、反射的に動いていた。両りよう腕うでを交差し、防ぼう御ぎよ態勢を取ったのだ。

　そして直後、

【──────────────…！】

　黄の神龍が放った収束型ブレスが、万理亜を吞のみ込んだ。
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　金色の衝しよう撃げき波はに吞まれた万理亜は、中央地区を一気に北方向へと吹き飛ばされた。

　ただのブレスではない──『水』属性の方角へと放たれたそれは相克のブレスだ。

　──今の万理亜は、『木』属性。黄龍の『土』属性を相克できる五行を担になっている。

　しかし黄龍の攻こう撃げきは、どのみち全すべてが『土』属性なのだ。よって通常のものよりも、相克を行なったものの方が強力であるのは必然で──それを至近距離でまともに食くらった万理亜は、空を打ち抜くような収束型ブレスに巻き込まれ、斯波の五行結界の最北限へ。

　そして内外の空間を隔へだてている結界の次元壁へ、轟ごう音おんと共に叩たたき付けられると、それでも黄龍はブレスを吐はき続けてきて──全身がバラバラになるような衝撃波に、
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　万理亜は次元壁に押し潰されそうになりながら、それでも必死に堪こらえ続ける。

　しかし、その凄まじい威い力りよくに交差した両腕が徐じよ々じよに押しのけられ始めて──そしてついに押し切られそうになった、その時だ。

　ブレスが押し寄せてきている方角で、大気を震ふるわすような爆ばく音おんが響き──万理亜を押し潰そうとしていた黄龍の攻撃が収まった。

　だがブレスによるダメージは余りにも大きくて……封ふう印いん解除の状態のままではあるものの、先程まで身体から溢あふれさせていたオーラが消えてしまった万理亜は、

「っ──……は……ぁ……っ、く……ぅ……？」

　荒あらい息を吐きながら薄うすく瞼まぶたを開き、遠くの中央地区にいる黄龍の頭部が爆ばく煙えんに包まれているのを視し認にんする。よく眼を凝こらして見れば、相克のブレスを発射するために大きく開いていた黄龍の口を上から閉じさせているものがあった。

「…………あれは──……」

　漆しつ黒こくの巨大な岩が、黄龍の鼻根から鼻背辺りを押し潰し、さらにその鋭するどい先せん端たんは黄龍の上うわ顎あごから下顎へと抜けるようにして貫つらぬいている。

　成瀬万理亜は、それが何なのかをすぐに理解する事ができた。

　──刃更も含ふくめ、自分達は常に互たがいの能力の連係を追求している。

　恐おそらくあれは、大量に生み出された粉状の黒曜石を、風系魔ま法ほうの空気の圧縮弾を作る要領で凝ぎよう縮しゆく──超ちよう重じゆう量りようかつ超ちよう硬こう質しつの結けつ晶しよう体を作り出すと、その先せん端たんを研とぎ澄すませて真上から発射し、黄龍の顎あごを貫いてブレスの暴発を巻き起こさせたのだ。

　そんな万理亜の確信を証明するように、

「…──ったく、一人で無茶しないでよ」

　不意に横からの声と共に、万理亜の身体を優やさしく支えるものがあった。見れば傍かたわらに胡桃がおり、こちらに肩かたを貸してくれていて、さらにそんな万理亜達を庇かばうようにして、

「全くです──貴女あなたに何かあったら困ります、刃更様も私達も」

　そう言いながら、ゼストが前へと踊おどり出る。そんな二人の姿に、

「──────────」

　成瀬万理亜は眼を見開いていた。

　黄龍の口を強ごう引いんに閉じさせられる程の質量と、自分の打だ撃げきでは破れなかった黄龍の身体を貫く程の鋭さと強度──それら全てを備えた黒曜石の結晶体を、二人が生み出す事ができた理由を知ったからだ。

　先程までの万理亜と同じように。

　胡桃とゼストの身体からは──溢れるようにオーラが湧わき上がっている。
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　相克のブレスの暴発による爆煙が晴れてゆく中。

　黄龍は、先程まで己おのれと戦っていた二人の敵が再び立ちはだかったのを見た。

　──しかし、金色の龍は構わない。

　二人増えたところで、自分の相克は敵をまとめて吹き飛ばす事が可能だ。

　顎を貫かれ、相克のブレスを暴発させてしまった時には驚おどろきを得たが、見たところ彼女達はこちらに有効な攻撃を行なうために生命力を燃やすような無理をしている。

　──だが一時的に戦せん闘とうから離はなれたのは、消しよう耗もうが激しかったからだ。

　長続きする筈はずがない。既すでに幼いサキュバスが、限界に陥おちいっているのが何よりの証しよう拠こだ。

　それに敵が作り出した黒曜石も、暴発させてしまったブレスも『土』属性である。

　見た目ほどの大きなダメージはない。だから、

【──────────】

　黄龍は自分に刺ささっている黒曜石に干かん渉しようすると、そのまま『土』属性として体内へと取り込んだ。すると鼻背から顎へと貫かん通つうしていた穴が瞬またたく間に修復される。

　これで元通り──しかし、敵はまだ北の方角にいる。

　だから黄龍は再び相克のブレスを放ち、彼女達をまとめて葬ほうむり去る。

　その体勢に入った瞬しゆん間かん、

【────────…？】

　不意に視界が闇やみに閉とざされ、黄龍は思考を混乱させた。

　否いな──閉ざされたのは視界ではなく黄龍そのもので。

　その事を理解した時、

『…──やれやれ、とことん手間を掛かけさせやがって』

　闇の中に響くようにして、聞こえてきた声があった。

　──その声の主を黄龍は知っていた。

　それは最初に自分が戦っていた相手。

　闇の魔力球を操あやつっていたあの青年だ。
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　黄龍を吞み込んだのは、滝川が生み出した巨大な闇の魔力球だった。

　その事に気付いた黄龍が、必死に逃れようと魔力球の中で暴れ回るが、

「残念だったな……どれだけ足搔あがいたって無む駄だだぜ」

　その様子を、魔力球のすぐ外に浮うかびながら滝川は笑った。

　──万理亜達はまだ離れた場所におり、他ほかに聞いている者はいない。

　だからこそ滝川八や尋ひろは──ラースは一つの真実を語る。

　それは誰だれも知る事のない、己の能力の本質だ。

「実は、俺の魔力球の属性は闇じゃない……擬ぎ似じ的な宇宙を球状に圧縮したものでね。この強度とサイズを作り出すのは流石さすがに苦労したが、やはりお前には効果覿てき面めんだったな」

　何せ、と滝川。

「お前は四神から流れ込んだ四つの属性力によって顕けん現げんしていた。その属性は『土』──つまり、この地球の大地の気を基もとに構成されている」

　だが。

「俺の魔力球内の宇宙空間は、この星が存在しているものとはまるで繫つながりのない異次元だ。お前は今、地球にいながらにして、この星とは隔かく絶ぜつされた状態にある──『土』の属性はもちろん、他の四神からの五行相生も受けられやしねえよ」

　よってこのまま放ほうっておけば、黄龍は自己を保てずいずれは完全に消しよう滅めつする。

　その事を感じているのか、

【────────────────…！】

　黄龍は何とか逃れようと、必死にその巨体を暴れさせていて、

「良いぜ、好きなだけ抵抗しな……だが、こっちも時間がないんでな」

　現状、まだ斯波という脅きよう威いが残っているのだ。だから滝川は容よう赦しやしない。

　止とどめを刺す。

「…──さて、やるか」

　そう言うなり、滝川は黄龍を閉じ込めた魔力球から少し距きよ離りを取った。

　──滝川は普ふ段だん、魔力球を複数生み出して戦う事を主としている。

　しかし、それはまず一つの擬似宇宙を生みだし、それを分ぶん割かつしたものだ。

　一から別個に作れば、それは複数の宇宙を生み出すという事になってしまう。

　そして、そちらの方が消耗は激しいのだ。

　だから滝川が自分の能力を知った時──最優先で取り組んだのは、魔力球の質とサイズの限界値の向上で、次に分割する数を増やしてゆくというものだった。

　それは、そのまま攻撃のバリエーションへと繫がっていって。

　そして今──そうした鍛たん錬れんが、正しかったのだと滝川は改めて思う。

　黄龍を吞み込んでいる巨大な魔力球を前にして、

「──────────」

　滝川は右手の人差し指と中指を揃そろえて立てると、その先端に意識を集中。

　そして魔力球を斬きるように、高速で指先を走らせた。

　すると、キンという甲かん高だかい音と共に魔力球が縦半分に分割され──そのまま二つの魔力球になる。それぞれの魔力球の中には、黄龍の巨きよ体たいが両断された状態で収まっていて、

【…………………………】【…………………………】

　それでもまだ動き続ける黄龍に対し、

「──さあ、解体ショーだ」

　そう言った次の瞬間──滝川八尋は、高速で指揮棒を振ふるように何度となく指先を走らせると、無数の切断音が鳴り響ひびいた。

　宇宙を斬り裂さく音の数だけ魔力球は分割され、その度たびに黄龍が細切れになってゆく。

　やがて──魔力球の数が千を超こえ、バラバラになった黄龍を前に、

「次は、もうちょいマシな奴やつのために顕現するんだな……」

　滝川は苦く笑しようしながら告げると、

「…──ほれ、最後は任せたぜ」

　そう言って虚こ空くうを見上げた。

　すると分割された魔力球群の真上に、いつの間にか幼い少女の姿があり、

「はあああああああぁぁあぁぁあぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁあぁぁぁあああああぁぁあぁぁあぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁああぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁあぁぁぁぁ─────っ！」

　既に右の拳こぶしを振りかぶり、拳撃の発射態勢に入っている。

　それは胡桃の飛行魔法でここまで射出されてきた幼い姿のサキュバス。

　──成瀬万理亜だ。

　そして、黄龍を倒たおすために誰よりも必死に戦った少女が拳を振り抜ぬいた。

　駆かけ抜けたその衝しよう撃げきは、無数の魔力球を爆ばく発はつさせ、粉々に破は壊かいしていった。

　そうして全ての魔力球が消え去ると、そこにはもはや黄龍の姿はない。

　後にはただ──四神を統すべる龍の残ざん滓しが、金色の粒りゆう子しとなって空を舞まっている。
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　金色の粒子が雨のように降り注ぐ皇居の広場で、

[image: ]

「へえ……まさか黄龍を倒せるなんてね」

　空を見上げた斯波恭一は、素す直なおに感心しながら呟つぶやいた。

　──同期していた斯波は、黄龍がどのようにして敗れたかを感じ取る事ができていた。

　魔力で生み出す擬似的な宇宙空間……確かに、それなら黄龍を倒す事は可能だろうが、

　……まあ大だい丈じよう夫ぶだね。

　その程度の能力ならば、斯波は問題なく対処できる。

　滝川が自分の脅威になり得ない事を理解した斯波は、視線を眼めの前へと戻もどして、

「──で、まだ続けるかい？」

　そう苦笑しながら告げた相手は、片かた膝ひざと『咲耶』の刀身の代わりに生み出している魔力刃を地面に突つく事で辛かろうじて身を支え、倒れる事だけは拒きよ否ひしている少女。

　柚希だ。

「はぁっ……はぁっ……っ」

　呼吸を苦しげにしている柚希の全身は、とっくに斯波との戦闘でボロボロになっていた。

　咲耶に魔力刃を発生させ、それを通常の鋼はがね以上の硬こう度どに練り上げ研ぎ澄ませる──そんな究極の魔ま法ほう剣けんとも言うべき技わざは、全応型剣士の究極形の一つと言って良いだろう。

　刃更との主従誓せい約やくによって成し得た秘技を使っている柚希に、

「いや実際大したもんだよ。恐らく今の柚希ちゃんに斬れないものは、この世にほとんど存在しないんじゃないかな」

　斯波は惜おしみない称しよう賛さんを送ると、「でも」と続ける。

「残念ながら僕は斬れないし、倒せもしないけどね」

「っ……まだ解わからない」

　歯を食い縛しばって言った柚希は、力を振り絞しぼるように立ち上がりながら、

「黄龍が消えた今、貴方あなたが得ていた加護は消えた……五行の力を失った状態の貴方なら」

「うーん、そういう事を言ってるんじゃないんだけどね」

　と斯波は苦笑。

「僕を殺せば、結界が崩ほう壊かいすると同時に四神が暴走を始め、東京が壊かい滅めつするだけじゃない。僕の中にある『穢けがれ』が解放される事になるんだ。それは、君達が作り出したソロモンの五ご芒ぼう星せいの結界でも留とどめる事はできない。《バチカン》だけでなく、この世界そのものを覆おおい尽つくし、全すべてを蝕むしばむだろう。その被ひ害がいがどれ程ほどのものになるかは、実際に僕と相対して解っている筈だ」

　何より、と斯波。

「僕が死ねば、僕の中にいる刃更も死ぬ事になる。君達がまだ刃更との誓約の力を使えているのは、取り込みこそしたけれど、完全に吸収はしていないからだ。良かったね。刃更はまだ生きてるよ。でも、だからこそ……刃更の事が何よりも大切な君達には、僕を殺す事はできない」

　けれど。

「殺すつもりでこないと、僕は倒せない──この状じよう況きよう的矛む盾じゆんを君は超こえられない」

　そう斯波が告げると、

「………………っ！」

　それでも柚希は、諦あきらめる事なくこちらに対して咲耶を構えてきて、

「やれやれ強ごう情じようだなあ……こっちも吸収する時の事を考えて、攻こう撃げきに『氣き』は使用しないとか色々と手加減してあげてるんだよ？　うっかり体内の状態を過度に狂くるわせでもしたら、柚希ちゃんの中にある五行の力まで乱れちゃうからね」

　それに、と視線をずらしながら斯波。

「僕としては、まずは向こうにいる澪ちゃんから先に吸収させて欲しいんだよ。君達が刃更と誓約を結んだ時の、五行の順番通りにさ」

　と言って、魔力を膨ふくれ上がらせている澪を見る。

「その方が無駄なく君達の力を活いかせるからね。どうせ糧かてにするなら君達の絆きずなと──相生の効果を丸ごと貰もらうのが、いただく側の心こころ遣づかいだと思うしさ」

　そう告げた斯波に対し、

「────────」

　全身から真しん紅くのオーラを立ち上らせている澪は、こちらの言葉に反応しなかった。

　両の瞳ひとみを閉じて、ひたすらに魔力を練り上げる事に集中している。

　……大したものだね。

　澪から発せられる圧力は既すでに相当のものだというのに、魔力の高まりは一向に止まる気配を見せない。

　柚希にとっての切り札が魔力刃だったように、あれが澪の切り札なのだろう。

　斯波が澪にそうした真似まねを許しているのは、その方が彼女を吸収した時により力を増す事ができるからだ。

　よってまずは澪を取り込み吸収し、そして万理亜[image: →]胡桃[image: →]柚希[image: →]ゼストの順番で吸収。

　最後に『深しん淵えん』の中に囚えている刃更を吸収すれば、四神による五行とは別に、刃更達の誓約と五行の力もまとめて手に入れる事ができる。

　──勇者の一族を殲せん滅めつした後は、神界を滅ほろぼすとバルフレアと約束している。

　そのために必要な素材が、全てこの結界内に集まっていた。

　のこのこと魔界からやって来ているレオハルト達や、健けな気げにも刃更達を助けにきた高志やセリス。さらには、こちらへ手出しができずにいるアフレイア。

　彼らもまとめて吸収してしまえば、いよいよ斯波は盤ばん石じやくとなる。

「君たち全員を吸収すれば、勇者の一族は勿もち論ろん、天界の頂点に君臨する十神さえ最も早はや恐おそれるに足らない……全ての頂点に君臨する、神上の存在へと僕を昇しよう華かさせるだろう」

　間もなく訪おとずれるであろうその未来を口にした斯波に、

「そんな事にはさせない──絶対に！」

　そう叫さけんだ柚希が、弾はじかれたようにこちらへと駆け出した。







　野中柚希が行なったのは、残る全ての力を振り絞った特とつ攻こうだった。

　──斯波の言う通りだ。

　刃更を人ひと質じちに取られ、さらに『穢れ』による被害を盾たてにされている以上、柚希に斯波を殺す事はできない。

　……でも。

　刃更なら、そうした問題ごと斯波を倒す事ができる。

　そのために今、澪が刃更を助けようとしている。

　だとしたら──自分の役目は一体何か？

　決まっている。そんな二人の手助けをする事だ。

　他ほかの皆みんなが黄龍を倒したように、自分にも斯波の力を削そぐ事はできる筈はず。

　──斯波のレギンレイヴが両りよう腕うでに装着されているのは、五行の相生と同じ。

『氣』の流れを循じゆん環かんさせる円の役割を担になうためだ。

『氣』は基本的に左手から吸収し、右手から放出するものである。

　一いち撃げきで両方を断たつ事は不可能。かといって二撃を斯波に見み舞まうのはもっと不可能だ。

　だとしたら狙ねらうべきは一つしかない。

　それを野中柚希は取りにいく。

「やれやれ、無む駄だな足搔あがきだね」

　呆あきれたような声と共に繰くり出された斯波の攻撃──右腕による拳けん撃げきを、身を低くした加速で搔い潜くぐり、

「はあああああああああああああぁぁぁぁぁ──っ!!」

　そのまま柚希が放ったのは、右斜ななめ上へと抜ける斬り上げ。

　それが斯波の左腕へと吸い込まれ──そして柚希は、そのまま咲耶を振り抜いた。

　──繰り出したのは究極の斬ざん撃げき。

　その結果、宙を舞まったものがあった。

　斯波の左腕──ではなかった。

　柚希が己おのれの魔ま力りよくを形状化させる事で、生み出していた咲耶の魔力刃が砕くだけ折れ、

「っ………………」

　思わず愕がく然ぜんの表情になったこちらに、斯波は当然のように、

「言ったでしょ──無駄な足搔きだって」

　その言葉を聞いた時にはもう、柚希は地面に叩たたき付けられていた。

　斯波が振り下ろした右手の掌しよう打だが、容よう赦しやなく叩き込まれたのだ。

　ズシンという重い衝撃音と共に地面に叩き付けられ、

「ガハっ……ぁ……っ、は……ぁ……！」

　衝撃で肺の中の酸素と一いつ緒しよに、柚希の口から鮮せん血けつが吐はきだされた。

　斯波が『氣』を体内へと叩きこむ「通し」ではなく、外から『氣』の衝撃波を浴びせたのだ。

　純じゆん粋すいな衝撃は、威い力りよくそのままに柚希の肉体へとダメージを与あたえる。

　内臓を傷つけられたのか、あまりの激痛で呼吸が上手うまくできない。そんな呼吸困難に加えて重いダメージが深刻な酸欠をもたらし、柚希の意識が一気に遠のいてゆく。

　それでも。

　……まだ……っ。

　野中柚希は、必死に己を奮い立たせようとした。

　自分はまだできる──戦える筈だと。

　刃更と交かわした誓約は。皆で誓ちかい合った想おもいは。

　この程度で折れるものではない──折って良いものである筈がないと。

　だから仰あお向むけに倒れた柚希は、必死に歯を食い縛って身体からだに力を込めようとした。

　しかし、

「しぶといね……まるで潰つぶしても動く虫ケラみたいだ」

　そんなこちらに斯波はやれやれと呟くと、

「まあ生きていれば吸収する分には問題ないし、これ以上は身動きできないようにしておこうかな……じゃあ柚希ちゃん、君にはもう手足は必要ないよね」

　ゾッとするような声で言った斯波が、こちらへ手を伸のばしてきて──その身体にふと異変が生じた。全身が、赤い燐りん光こうを放ち始めたのだ。

「おや……？」

　首を傾かしげた困こん惑わくは、その変化が斯波の意図するものではない事を教えるもの。

　──ならば一体何か？

　その答えを野中柚希は聞いた。

　それは怒いかりに打ち震ふるえる澪の声で、

「好き放題やってくれたわね……覚かく悟ごしなさい！」

　そして次の瞬しゆん間かん──真紅の波動を伴ともなう重力魔ま法ほうが斯波へと向かって解き放たれた。
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　凄すさまじい圧力で、真上から押し潰そうとしてくる重力波フィールドに晒さらされながら、

「へえ……大したものだね」

　それでも斯波は笑えみを絶やす事なく言った。

　──範はん囲い攻こう撃げきになりやすい重力魔法の効果範囲が、斯波だけに限定されている。

　すぐ傍そばにいる柚希には、重力魔法の影えい響きようが微み塵じんもない。

　恐らく澪は、重力魔法に対象を限定する概がい念ねんを付加して発動したのだろう。

　これが、澪が刃更との誓約で新たに得た力という訳だ。

　だが、

「この程度で僕に覚悟しろと言うのは……流石さすがにおめでた過ぎると思うよ」

　レギンレイヴの侵しん食しよく形態の斯波は、澪の重力魔法を物ともせずに受け止めて、

「気が済んだなら、そろそろ君から吸収させて貰おうかな」

　そう言って澪へと向かって歩き出そうとした時、あるものに気が付いた。

　澪がこちらに対して浮うかべているもの。

　不敵な笑みだ。そして、

「この程度で終わると思った？　なら確かにおめでたいわね……アンタが！」

　と叫ぶなり、解き放たれたのは二撃目の重力魔法だ。

　轟ごう音おんと共に赤の波動が重なり合う事で真紅に染まり、一気に斯波へと襲おそい掛かかった。

　──重力魔法の相乗攻撃。その威力は爆ばく発はつ的に膨れ上がる。

　しかし──それでも今の斯波には通じない。

　だから、

「言ったでしょ。この程度じゃ……──っ!?」

　と苦く笑しようしかけた斯波は、しかしそこでハッとなり息を吞のんだ。

　──不意に得たのは、僅わずかに身体の力が抜ぬけるような感覚。

　すると斯波の身体の前面に、真っ赤な縦線が走った。

　そして次の瞬間──その線を割り開くようにして、斯波の体内から真紅の波動を帯びた人ひと影かげが飛び出してくる。それは斯波が己の内に取り込んだ筈の少年。

　東城刃更だ。

　ブリュンヒルドの装そう甲こうを失い、ボロボロの学ラン姿になっているものの、それでも刃更は五体満足の無事な状態だった。

　完全に予想外の事態に生じた驚きよう愕がくは、斯波の思考に一いつ瞬しゆんの空白を生んだ。

　その隙すきに、

「────────」

　刃更は傍に倒たおれていた柚希を一瞬で抱だきかかえると、澪の下もとへと跳とんでいて、

「っ…………刃更ぁっ！」

　そんな刃更に──瞳の端はしに涙なみだを浮かべた澪がギュッと抱だきついた。





20






　澪の温ぬくもりを得ながら、刃更がまず確かく認にんしたものがあった。

　自分が取り込まれている間に、斯波にやられたであろう柚希の無事だ。

「…………柚希、大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう呼び掛けると、

「…………っ、刃更……良かった……」

　辛つらそうにしながらも、柚希は安あん堵どを得たのか小さな笑みを見せてくる。

　深刻なダメージを受けているようだが、どうやら命に別状はないらしい。

　それでも、もうこれ以上の戦せん闘とうは不可能だろう。

「澪……柚希のこと頼たのむ」

　だから刃更は澪に柚希を任せると、斯波へと視線を向けた。

　すると斯波の顔からは、ずっと浮かんでいた余よ裕ゆうの笑みが消えており、

「…………一体どういうカラクリかな？」

　闇やみ色をした瞳ひとみで、こちらを睨にらむようにして放たれた問い掛けに、

「…──重力魔法の概念発動ですよ」

　東城刃更は、斯波の中から脱だつ出しゆつできた種を明かした。

　──本来、重力魔法の力の影響は垂直方向へと生じる。

　それは、その世界の重力を利用して発動するものだからだ。

　よってこの場合は地球の引力に由来するため、真上から地面へと向かう。だが、

「澪は、二度目の重力魔法の際──引力の基点を自分に設定して発動した」

　そのため引力は垂直方向ではなく、澪へと向かって生じた。

　──だが、それだけなら斯波が澪へと引き寄せられるだけだ。

　刃更を斯波の内側から助け出す事はできない。

　しかし、一撃目の対象を斯波に限定したように、澪は二発目の重力魔法の対象を刃更に限定していた。

「一撃目で斯波さんを垂直方向に釘くぎ付づけにし、二撃目で俺を自分の方向へと引き寄せる事で、強ごう引いんに斯波さんの中から俺を助け出したんです」

　無論──斯波の中に取り込まれていた刃更の姿は、外の澪には見えなかっただろう。

　──だが、刃更がどこにいるのかは、澪は感じてくれていた筈だ。

　今の刃更達の主従関係は、契けい約やくから誓せい約やくへと昇しよう華かされている。

　そして誓約相手の位置特定の精度は、次元を超ちよう越えつできるようになっていた。

　澪達もまとめて吸収する事で五行相生を狙おうとした斯波が、刃更を先に取り込んでおきながら、吸収する事を後回しにしていたお陰かげだ。

　そして澪のように魔法ではないものの、刃更もまた母親のひとりであるサフィアから受け継ついだ能力によって重力を操あやつる事ができる。

　だから斯波に取り込まれた状態で、それでも澪の重力魔法が自分に対して使われた事を感じた瞬間──刃更もまた重力波を纏まとうと、自分を引っ張る方向へと解き放った。

　──本来ならば、次元を越こえて干かん渉しようする事はできない筈はずの二つの引力。

　しかし、誓約を経たお陰で次元を越えて相手の気配を感じられるようになっているのだ。

　放つ力もまた、次元を越える事が可能なのは必然で──そして二人の放った重力波は互たがいを引き寄せ合う最強の引力となり、刃更を斯波の内側から救い出したのである。

「言った筈だ……貴方あなたが俺を吸収しようとしてくる事は解わかっていた。だから、それをさせないように気を付けていたし」

　そして。

「もしもの場合に備えて用意していましたよ……取り込まれた時の対策についてもね」

　そう刃更が言い放つと、

「君を取り込んだ後、僕が後回しにせず、先に君を吸収してしまっていたらアウトだったろうに……保険にしては随ずい分ぶんとイチかバチかの賭かけだね」

　斯波はまだ納なつ得とくしきっていないようだった。そんな彼に、

「確かに、そのまま行けばイチかバチかだったでしょうね……だから、そうさせないための布石を打たせて貰もらいました」

　と刃更。

「澪達に五行の属性を持たせて、ソロモンの五ご芒ぼう星せいの結界を展開させれば、間ま違ちがいなく貴方は、俺だけでなく澪達の事も吸収しようとする。しかもより効果的に、相生の効果を狙ねらった順番で」

　何せ。

「俺らと違い、貴方の目的は俺達を倒す事じゃない……勇者の一族や神族への復ふく讐しゆうですからね。より大きな力を得られるならそれに越した事はない」

　と、思おも惑わくを読んでいた事を伝えたこちらに、

「成る程ほど……何とも酷ひどい方法を考えるもんだね」

　斯波は呆あきれたように笑った。

「散々強くなるための道具として扱あつかってきておいて……さらに澪ちゃん達を、いざという時に自分が助かる可能性を上げるための餌えさにするだなんて」

　という、こちらの絆きずなを根本から否定する斯波の言葉に、

「貴方にどう思われようと構わない……俺はただ、もう二度とご免めんだっただけだ」

　東城刃更は告げる。

「一度目の戦いの時──貴方は黄龍の相そう克こくの力で澪達を殺そうとした。それと同じ事を、今回もしてくる可能性があった以上、この対策は必要不可欠だった」

　ああそうだ、と刃更は己おのれの譲ゆずれない気持ちを想おもう。

「澪達は絶対に殺させない……そのためには五人を、貴方にとって価値のある存在にする必要があったんだ」

「そんな事をして……僕が君より先に澪ちゃん達を狙っていたかもしれないだろうに」

　と別の危険性を指し摘てきした斯波に、刃更は言った。

「だから澪達の五行の結界は、方位ではなくソロモンの五芒星による配置にした。黄龍と同期を行なっていた貴方は、中央地区に釘付けにされている状態だ。下手に他ほかの地区へ移動すればリンクが外れ、それだけ戦闘力的に不利になってしまう」

　刃更達がした事に、無意味なものなど一つもない。

「俺達が誓約を交かわした事が、貴方に心理的なブレーキを掛け、足を止めさせたんだ」

　そう絶対の確信を込めて、東城刃更は宣言した。そして、

「だから、後は──…」

　と──そこまでを言った瞬間だった。

　ふっと全身から力が失われ、刃更は地面に片かた膝ひざを突ついた。







「っ────刃更っ!?」

　眼めの前で生じた刃更の異変に、成瀬澪は悲鳴に近い声を上げた。

　地面に膝を突いた刃更の顔は苦しげで、もはや青ざめるどころか土気色になっている。

　慌あわてて横から肩かたを支えた澪は、

「っ──……刃更に何をしたの？」

　キッと斯波を睨んだ。間違いない──これはこの男の仕し業わざだ。

　すると、

「──別に、僕の中に取り込んでいただけだよ」

　と薄うすい笑みを浮かべながら斯波。

「ただし……僕の中にいた間、刃更はずっと超ちよう濃のう度どの『穢けがれ』が揺蕩たゆたう『深しん淵えん』に晒さらされていたからね。『穢れ』は触ふれた対象を猛もう毒どくのように冒おかし、崩ほう壊かいさせる力を有している。肉体と精神を蝕むしばまれて、無事でいられる訳がないでしょ」

　とはいえ。

「これでも刃更が触れる『穢れ』の濃度は抑おさえていたんだよ？　殺してしまったら君達を吸収する意味がなくなってしまうからね。けど柚希ちゃんにも言ったように、生きてさえいれば構わないから、動けなくなる程度に弱らせる事はするよ」

　当然でしょ、と笑いながら斯波。

「万が一に備えていたのは、自分達だけだと思ったかい？　君達が、僕に刃更が取り込まれた時の対策を練っていたように。僕もまた、僕の中から刃更が抜け出した時の事くらいは考えておくよ。そして──」

　と言った斯波が、浅く両りよう腕うでを広げると──その身体からだが黄金の輝かがやきを纏まとい始めた。

　それは先程まで黄龍が放っていた煌きらめきで、

「黄龍が顕けん現げんした状態じゃないと地脈のコントロールはできない……この状態は少し不便でね。かといって、もし僕が黄龍を吸収したら、長を殺された他の四神達は力を貸してくれなくなるだろう。なら、どうすれば良いか解るかい？」

　と斯波。

「僕は黄龍と同期し、その加護を得ていた……それは四神の長たる黄龍が、僕を認めて力を貸していたという事だよ。それがまだ道半ばの状態で黄龍が倒されてしまったとしたら、黄龍へと集まっていた他の四神の属性力はどこへ向かうと思う？」

　そう言った途と端たん──斯波から放たれる圧力が、一気に別次元の強さへと増ぞう幅ふくした。

「っ……何で……」

　信じられないものを目まの当たりにして、澪は愕がく然ぜんの声を漏もらした。

　──まさか消えゆく黄龍が、四神達に命じたとでもいうのか？

　自分の代わりに斯波に力を貸すようにと。

「でも『白びやつ虎こ』は……っ」

「高志のコントロール下にある……かい？」

　こちらの言おうとした事を見み透すかしたように斯波は笑った。

「黄龍が消えた今、ゲオルギウスを土属性に固定しておく必要はないからね。本物の『白虎』が使えないなら、またコピーで代用させて貰うだけだよ。既すでに一度、『白虎』の形態を取らせていたからね。黄龍の意志もあるし、変化させるのは簡単だ」

　そして。

「長である黄龍を失った四神達は、緊きん急きゆう事態である事を悟さとり、それぞれの力を上じよう昇しようさせて送り出してくれるようになる──僕へと向かってね」

　すると、その言葉を証明するかのような現象が起きた。

　斯波を中心に、五色の風が吹ふき荒あれ始めたのである。

　そして風は絡からみ合いながら舞まい上がると、皇居の上空に巨きよ大だいな渦うずを形作った。

『四神』と『土』属性の斯波による相生によって、五行の属性力がまるで嵐あらしのように渦巻いているのだ。その影えい響きようで大地が揺ゆれ蠢うごめき、空間が軋きしみ始めたかのように鳴動を始める。

　その渦の中心で、斯波恭一が愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「これで僕の望みを叶かなえる事ができる──ありがとう、全すべて君達のお陰だ」

　もはや世界を崩壊させる事も可能な、その圧あつ倒とう的すぎる力を目の当たりにして、

「…………そんな……」

　成瀬澪は呆ぼう然ぜんの声を漏らした。

　この最終局面で、斯波は最も強大な力を得ているのに対し、こちらは自分達も刃更も全員が満まん身しん創そう痍いでボロボロの状態だった。

　──あんなに皆で対策を考えたのに。

　──あんなに皆で必死に戦ったのに。

　──そのために、皆で刃更と誓約を結んだのに。

　それでもまだ、この男には届かないというのか──敵かなわないというのか。

　そう澪が絶望を抱いだきかけた時。

「…────まだだ」

　斯波の勝利宣言を否定する言葉を口にした者がいた。

　魔ま剣けんブリュンヒルドを手に、最後まで諦あきらめる事はしないように。

　東城刃更が、ゆらりと立ち上がった。





21






　そして──東城刃更は一つの構えを取った。

「──────」

　ブリュンヒルドを腰こしだめに両手で構えたそれは、《無次元のバニシング・執行シフト》の発動体勢だ。

　まだ戦おうとする刃更に、

「……無む駄だだよ、刃更」

　斯波が嘲あざ笑わらうように言った。両手を広げて見せながら、

「今の僕は五行の力と、『穢れ』を基もとにした『氣き』の両方を操れる上に、『神魔滅章』もある。《無次元の執行》で相そう殺さいしたところで、残りの攻こう撃げきを君に防ぐ術すべはないよ」

　それに。

「たとえ先刻みたいに辺りの『氣』を消したところで、僕の中には、君を取り込んでいた間に吸収させて貰った『氣』がある。君を殺すには充じゆう分ぶんすぎる程の量のね」

　といった斯波に、

「…………本当にそう思いますか？」

　刃更は、静かな笑えみを作りながら言った。

「『氣』は万ばん物ぶつに……森しん羅ら万ばん象しように宿るものでしょう。そして貴方の攻撃はどれも、広義で言えば『氣』に含ふくまれるものだ。全ては貴方を介かいして繫つながっている」

　よって、

「今の俺なら──その両方を一個の対象として、まとめて消去する事は可能です」

　そして、と刃更。

「『氣』が万物に宿るものである以上、今の俺は既にそれに触れている事になる。貴方の攻撃を待ってからのカウンターに縛しばられる事はない。今の斯波さんが相手なら、俺の方から《無次元の執行》を使える」

　そう──世界でただ一人、斯波にだけは、こちらから《無次元の執行》を放てる。

　すると、

「…………成る程、確かに道理ではあるね」

　こちらの言葉に、斯波は納得したように言った。

「でも、常に変へん幻げんする『氣』の奔ほん流りゆう……その概がい念ねんの天元を君に見み極きわめられるかな？」

　それに、と刃更の傍そばにいる澪と柚希を見ながら、

「それじゃあ余計な干かん渉しようによって乱れが生じないように、そっちの二人は一いつ切さいの手出しや手助けができなくなる。今にも倒たおれそうな君一人で、それだけの真似まねをやってのける事ができるとは思えないけどね」

　という斯波に、

「絶対に解わかりませんよ……貴方あなたには」

　東城刃更は静かに笑った。

　そして自分達の関係を──絆を告げる。

「戦うだけが力じゃない。ただ居てくれるだけで、それだけで力になるんだ」

　そうだ、と刃更は思う。

　自分は一人ではない。二人がいて、他の皆もいてくれる。

　その存在を──力をしっかりと感じられる。

　──それは主従の誓せい約やくや契けい約やくといった副産物ではない。

　過ごした日々と積み重ねた想いが結んだ、確かな絆によるものだ。

　すると、

「────────」「────────」

　澪と柚希が、刃更の言葉に応じる動きを見せた。

　表情をどこまでも落ち着いたものに──そして瞳ひとみをどこまでも力強いものにしたのだ。

　──それは覚かく悟ごを決めたのではない。

　刃更を信じてくれたのだ──必ず斯波に勝つと。

　だから彼女達の想いに応こたえるように、

[image: ]

「──────────」

　東城刃更は意識を極限まで集中し、全神経を研とぎ澄すませていった。
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　意識の集中を始めた刃更に対し、斯波もまた攻撃の構えを取った。

　そして意識を加速させながら、この戦いの決着へと至る道筋を見み据すえる。

　──刃更はカウンターでなくても《無次元の執行》を発動できると言った。

　だが、こちらの動きに合わせなければ完全消去が成功する可能性は低い。

　刃更の《無次元の執行》の動きに合わせてこちらが対応する動きを見せれば、その時点で状じよう況きようと状態は変化し、完全消去のために断たつ必要がある天元が揺らぐからだ。

　かといって、不完全な《無次元の執行》では、五行と『穢れ』の力のどちらかしか弾はじき散らせない。そうなれば、こちらはもう一方による攻撃で刃更を仕留められるし、何ならもう一度こちらの体内へと取り込んでしまう事もできる。

　よって刃更の作戦は──あくまで斯波に先に攻撃をさせ、それに対してカウンターを放つというものだろう。そうした刃更の思おも惑わくを頭の中に浮うかべながら、

　……さて、どうしようかな。

　斯波恭一は、己おのれの取るべき最善の道を思案した。

　──刃更と違ちがい、斯波には多くの選せん択たく肢しがある。

　斯波は『氣』を操あやつる『神魔滅章』と、黄龍の代わりに得た『土』の五行による攻撃の他ほかに、それらを使わない通常の攻撃をフェイントとして繰くり出す事ができる。

　そして、通常攻撃、『神魔滅章』、五行の力による『氣』の攻撃の切り替かえは、攻撃モーションの途と中ちゆうでも行なう事が可能だ。

　……それに比べて。

　対する刃更には、フェイントという選択肢はない。どのような攻撃でも放てば力みが生じ、繊せん細さいな《無次元の執行》の完全消去の妨さまたげになるからだ。

　──何より刃更には、斯波が一いち撃げき目にどの攻撃を選ぶかは解らない。

　そして刃更の普ふ通つうの攻撃では、斯波の『氣』や五行の力を使った攻撃には対たい抗こうできない。

　澪達の命や東京の街、さらには《里》や《バチカン》を含めた世界の命運も懸かかっているのだ。絶対に負けられない戦いに、一か八かの賭かけはしてこないだろう。

　それは、斯波の中から抜ぬけ出すための対策を練っていた事からも明らかだ。

　……というか、ね。

　そもそも、刃更の作戦が後の先を取るというものなら、こちらからは動かずにジッとしているのが一番簡単である。そうすれば限界が近い刃更は、勝手に自じ滅めつする。

　とはいえ限界が近づけば、刃更は自分から動く事を選ぶだろう。

　ならば、こちらはそのための対策を練っておけば良い。

　……この状況で、刃更が先手を取ってくるとしたら。

　考えられるのはフェイントではなく、一気にこちらと距きよ離りを詰つめて消しよう滅めつ剣けん閃せんを放ってくる可能性か。至近距離からの消滅波──喰くらえばこちらもただでは済まない以上、回かい避ひか防ぼう御ぎよのどちらかは強しいられる。

　その隙すきに体勢を整え、《無次元の執行》へと繫げてくるという可能性は考えられた。

　……けれど。

　その場合でも、こちらは続けざまに防御や回避へと徹てつすれば、刃更の体力と気力はすぐに尽つきるだろう──問題はない。

　──ならば、刃更が先手を取ってきた状況における最悪のケースは何か？

　それはやはり、刃更の初手が《無次元の執行》で、こちらが対処の動きを取っても完全消去を決められてしまった場合だ。

　刃更の言うように、『氣』は万物に宿り循じゆん環かんしている。

　よって最悪、刃更はあの場所から一切動くことなく《無次元の執行》を放ち、斯波が操るための『氣』と五行の力をまとめて消去──そのまま二撃目でこちらを仕留めにくるという可能性がある。

　それは万が一の事態──しかし斯波は、油断する事なく最悪の状況にも備える。

　……その危険性を考えると。

　やはりこちらは、『神魔滅章』と五行の二連撃を繰り出すのが一番だろう。

　それならば最悪、刃更に《無次元の執行》の完全消去でこちらの『神魔滅章』と五行の属性力の両方を消し去られたとしても問題はない。

　何故なぜなら──その二つの力を使えない状態でもなお、刃更を仕留められる力を斯波は持っているからだ。

　──そして、斯波が全ての対応を用意し終えた時。

　ついに眼めの前の刃更が動いた。

「はああぁああぁああぁあああぁあああああぁああああぁああああああっ！」

　気合いを迸ほとばしらせながら、刃更がこちらとの決着のために繰り出した初手。

　それは斯波の想像した通りのもの。

　──《無次元の執行》だった。

　だから、

「素す直なおだね、君は……」

　斯波は静かな笑みと共に地面を蹴けった。

　それは神速を生み出すと、一いつ瞬しゆんで刃更との間にあった距離をなかった事にして、

「…──バイバイ刃更」

　両の拳こぶしによる二連撃を繰り出した。

　──それは、この戦いの勝敗を決する動きとなった。

　刃更の《無次元の執行》が不完全ならば、そのまま二撃目で仕留め。

　刃更の《無次元の執行》の完全消去が決まれば、二撃目に別の力を用いて倒す。

　斯波の中に揺蕩たゆたう『穢けがれ』──全すべてを吞のみ込む『深しん淵えん』の力を。

　そして。

　己と刃更が選んだ選択肢がぶつかり合った果てに辿たどり着いた結果を見た斯波は、

「っ──────…？」

　愕がく然ぜんと共に息を吞み、浮かべていた笑みを凍こおり付かせた。
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　東城刃更が、この最終局面で《無次元のバニシング・執行シフト》で狙ねらったもの。

　それは斯波の左右の拳に宿る力ではなかった。

　──森羅万象に宿る『氣』は繫がっており、上手うまく行けば斯波が操る『氣』をまとめて消し去れるといった刃更の言葉は噓うそではない。

　現に斯波が見せた反応は、刃更の推論の可能性を認めるものだった。

　……だが。

　やはりその方法は、成功の可能性が著いちじるしく低いものだった。

　──ならば、確実に成功させる事ができ、かつ斯波を倒せるような一手は何か？

　その条件を満たすものとして、斯波の攻こう撃げきが迫せまる中で刃更が吹ふき飛ばしたもの。

　それは斯波が己の内に棲すまわせた底なしの闇やみ──『深淵』だ。

　解放されれば指向性のある呪じゆ詛そとして《バチカン》や《里》を襲おそい。

　攻撃に利用すれば、対象の生命そのものを汚お染せんしてダメージを与あたえられる。

　だが──そうした特性の他に、斯波の内にある『深淵』の中には、斯波の命いのち綱づなとも言うべき重要なものがある。

　斯波の能力の大きな源となっている──十神レギンレイヴの霊れい子しだ。

　……恐おそらく。

　刃更は思う──斯波がこちらの狙いに思い至らなかった訳ではないだろうと。

　──レギンレイヴの霊子は、斯波にとっての命綱だ。

　だから誰だれにも手の出せない場所に──底なしの『深淵』の中にそれを溶とけ込ませていたのだろう。現に刃更は、一度目の戦いで斯波の闇の深さを見通す事ができずに敗れている。

　だが、その事で斯波は確信を得たに違いない──自分が抱かかえる『穢れ』は、刃更には打ち払はらえないと。だからこそ先さき程ほど、刃更を取り込んだのだ。

　しかし、その事が刃更に勝機を──レギンレイヴの霊子を見み出いださせる好機となった。

　──別に斯波の中に取り込まれ、『穢れ』の海を漂ただよった事で眼が慣れた訳ではない。

　暗くら闇やみの中にいれば眼が慣れて見えるようになる暗順応は、光を感じる物質が眼の中で増加する事で起きるもの。一いつ切さいの光のない絶対の闇の中にどれだけいようと、それを見通す事はできない。

　──だが、深淵の闇を見通す方法がない訳ではない。

　たとえどれだけ深い闇でも、それを貫つらぬくような光があれば話は別だ。

　とはいえ取り込まれた状態で下手な真似をすれば、斯波がこちらを吸収しにかかる可能性があった。だから刃更は、下手に動かずに待ったのだ。

　たった一度のチャンスを。その答えを、

「まさか……脱だつ出しゆつの時に使用した重力波のオーラを……？」

　眼前の斯波が呆ぼう然ぜんの声と共に呟つぶやいた。

　──ここへ来る前、刃更は高志の体内の気の淀よどみを《無次元の執行》で正常に戻もどした。

　そう──斯波と同じ『通し』を、刃更もまた使う事ができるようになっていたのだ。

　今回のものは状況としてはそれに近いが、難易度はまるで異なるものだった。

　体内で不自然に淀んでいる箇か所しよは目立つため狙いを付けやすいのに対し、斯波の『穢れ』は底なしの闇そのものだからだ。にも拘かかわらず、刃更は斯波の肉体や精神に一切の影えい響きようを与える事なく、彼の内側にあるレギンレイヴの霊子だけを狙う事に成功していた。

　流石さすがに完全消去までは行なえなかったが、それでも霧む散さんした霊子が元の状態に戻るには相当の時間を要するだろう。

　斯波はもう、先程までのように無制限に新たな『氣き』を放出する事はできない。

　それを成し遂とげたのは、長い時と数々の経験と──そして澪達との主従誓せい約やく。




　──かつて、東城刃更は己の能力を暴走させ、故郷の《里》に悲劇をもたらした。




　外側へと拡散しようとする消滅力を維い持じする事で放つ《無次元の執行》のエネルギーを、追い詰められた極限の状じよう況きようと精神状態によって解き放ってしまったためだ。

　刃更が今、斯波に対して放ったのはその逆──留とどめるだけでなく、消滅エネルギーを爆縮させながら内包対象のみに効果を限定するもの。

　──それは刃更一人では決して届く事のできなかった領域。

　絶対に譲ゆずれないもの──彼女達と結んだ確かな絆きずなによって成し遂げられた奇き跡せきだ。

　その力を、今こそ東城刃更は振ふるう。

　斯波恭一を倒たおす──そのために。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　とっさに繫つなげるようにして繰り出したのは、天元を読まない強ごう引いんな《無次元の執行・二連》。だが今の刃更なら、たとえ乱暴な一撃でも斯波を倒すのに充じゆう分ぶんな威い力りよくを発揮できる。

　その斬ざん撃げきが斯波の胴どうへと吸い込まれ、

「…────甘いよ」

　しかし当たる直前で、斯波の姿が刃更の眼前から消失し、

「─────っ」

　反射的に見上げた刃更は、上空に浮かぶ斯波の姿を確かく認にんした。

　振り上げた斯波の両手には、先ほどまで斯波が練り上げていた膨ぼう大だいな『氣』と五行の力が合わさった巨きよ大だいな『氣』の渦うずが集まっていた。

　そしてそれが収束すると、斯波の手の中に真しん紅くの刀とう剣けんが生み出され、

「残念だったね刃更……」

　笑えみと共に、斯波がこちらへ向かって『氣』の剣刃を振り下ろした。







　斯波が生み出したのは、練り上げた膨大な『氣』の奔ほん流りゆうを凝ぎよう縮しゆくする事で創造する神剣。

『神魔滅章』終ノ段──《十拳剣トツカノツルギ》だ。

　ひと度たび振るえば、森しん羅ら万ばん象しようを斬きり裂さく事ができる絶対切断の概がい念ねんを生じさせ、あらゆる防御を不能にする。

　──助かる手段は一つ、効果範はん囲い外がいへと回避する事。

　しかし斯波は、刃更からその選せん択たく肢しを奪うばっていた。

　袈け裟さ懸がけに振り下ろした軌き道どう上に、刃更だけでなく、少し離れた場所にいた澪と柚希まで含めたのだ。動けない柚希を支えている澪も、既すでに限界まで消しよう耗もうしている。

　彼女らが斯波の《十拳剣》の効果範囲から逃のがれる事は不可能だ。

　……これで。

　もし刃更が回避を選べば、澪と柚希は肉体から霊子まで全てを断たたれる事になる。

　刃更が二人を抱えて避よけるような余よ裕ゆうもない。

　──この状況を切り抜ぬけられるとしたら、それは《無次元の執行》だけ。

　だが、《無次元の執行》は極限の集中を必要とする究極の絶技だ。

　一度目の戦いで、刃更は片手持ちでの《無次元の執行》を切り札として放ってきているし、澪達との誓約を交かわした今なら、連撃や片手での完全消しよう滅めつも或あるいは可能かもしれない。

　しかし、それにも限界はあるだろう。

　一方、斯波の《十拳剣》は、振るうだけで絶対切断の概念を生じさせる事ができる。

　そう──幾らでも連撃を放てるのだ。

　互たがいに切り札でありながら、そこにあるのは絶対的な差。

　カウンターでしか放つ事ができない《無次元の執行》が、窮きゆう地ちの脱出や一発逆転を狙う神かみ業わざであるのに対し、斯波の《十拳剣》は、勝負を決める事のできる究極奥義だ。

　つまり──斯波が《十拳剣》を生み出した瞬しゆん間かんに、既に勝負は付いていたのである。

　そうして絶対切断の概念を刃更達へと向かって解き放ちながら、

　……さて。

　斯波恭一はどこまでも冷静に、己おのれの置かれた状況からこの後を見み据すえ始めていた。

　もう刃更達を吸収する事には拘こだわらない。これで刃更が死ねば、主従誓約は無効となるため、万理亜・胡桃・ゼストの三人も簡単に始末できるだろう。

　滝川の擬ぎ似じ宇宙の魔ま力りよく球も斯波の《十拳剣》ならば斬り裂く事ができるし、高志にセリス、それにレオハルトら魔族達はソロモンの五ご芒ぼう星せいの結界維持のため別々の場所にいる。

　よって一番厄やつ介かいな、魔神ロキの力を使えるレオハルトを最初に始末してしまえば、残りがまとめて掛かかってきたところで問題なく倒せる筈はずだ。

　捕とらわれたバルフレアを盾たてにされてしまう可能性もあるが、そんなものは何の意味もない。二十年も前に、斯波とバルフレアはあらゆる覚かく悟ごを決めているのだから。

　そして──己の勝利を確信しながら、それでも斯波は最悪の事態について考える事を怠おこたらない。この状況を、刃更が何かで切り抜ける可能性はゼロではないからだ。

　よって、

　……これ以上の無理は得策じゃないね。

　先程の刃更の《無次元の執行》によって、斯波の中にある『穢れ』の多くは失われてしまった。この状態で残りの『穢れ』を解放したところで、この日本からヨーロッパの《バチカン》を滅ほろぼす事はできないだろう。

　とはいえ、『穢れ』もレギンレイヴの霊子も完全に消えてしまった訳ではない。

　刃更達を始末した後、幾らでも立て直しは行なえる。

『四神』を回収すれば、また五行結界を作り出し、再び黄龍を顕けん現げんさせる事も可能だ。

　だから──斯波は、刃更達がどうなるかの結末を見届ける事なく、速すみやかにこの場から離り脱だつする事を決断した。

　まず四神に五行結界の展開を止めさせ、こちらへ呼び寄せて回収する。

　高志に押さえられた『白びやつ虎こ』は、澪に言ったようにゲオルギウスで代用すれば良い。

　今の斯波ならば、それでまた黄龍を顕現させる事ができる。何の問題もない。

　そう結論づけた時だ──斯波恭一は、今までに感じた事のない『氣』を感じた。

「っ────…！」

　自分が放った《十拳剣》の絶対切断の概念……その奔流の向こう側から感じたのは、凍いてつくように冷れい酷こくな意志。

　思わず息を吞のむ程の『殺氣』だった。

　そして斯波恭一は見た──その殺氣の先にいる少年を。
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　斯波が放った《十拳剣》の概念が迫る中、

「──────────」

　東城刃更は両眼を瞑つぶり、静かに《無次元のバニシング・執行シフト》の発動体勢に入っていた。

　──先程、斯波が避けた強引な《無次元の執行・二連》。

　あれは力をセーブしたものだった。

　レギンレイヴの力を失った事で諦あきらめてくれるのなら、あれで終わりになる筈だった。

　しかし──斯波は自身の野望を諦めはしなかった。

　それどころか刃更はおろか、澪達の命まで奪いかねない攻こう撃げきを放ってきた。

　一度ならず二度までも、刃更の大切なものを奪おうとしたのだ。

　ならばもう容よう赦しやはしない。

　東城刃更は、己の大切な存在を奪おうとする者は誰であろうと許さない。

　だからカッと両眼を開き、

「っおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉ!!」

　気合いの咆ほう吼こうと共に、東城刃更はブリュンヒルドを振り抜いた。

　──刃更は先程、消滅エネルギーを爆縮した《無次元の執行》の『通し』を放っている。

　これはその正逆──限界まで溜ため込んだ消滅エネルギーを、斬撃に乗せて解き放つ。

　それは消しよう滅めつ剣けん閃せんとは異なる次元の威力を持った一いち撃げき。

《無次元の執行・爆滅》とも言うべき、究極の消滅概念の奔流だ。

　そして次の瞬間──二つの概念が真っ向から衝しよう突とつした。

『────────────────────────────』

　全すべてを斬り裂く絶対切断の概念と、全てを消し去る究極消滅の概念。

　本来ならば拮きつ抗こうする筈の正面衝突──しかし、その結末は相そう殺さいにはならなかった。

　連撃を想定していた斯波に対し、刃更はこの一撃に全てを懸かけていたからだ。

　自分の中にあった力と、決して揺ゆらぐ事のない想おもいも──全て。

　──その差は歴然を超こえた絶対で、その先は最も早はや必然だった。

　斯波の《十拳剣》の斬撃を、刃更の《無次元の執行・爆滅》が吞み込んで。

　そのまま射線上にいた全てを無に帰しながら、眩まばゆい輝かがやきを放つ消滅エネルギーが天を貫つらぬくようにして駆かけ抜けた。




　　　　　◎

　　　　　◎

　　　　　◎




　…────そして。

　世界が真っ白な眩い閃せん光こうに包まれた。

　全ての力を使い果たした刃更は、それでも一つの確信を得ていた。

　だからブリュンヒルドの具現化を解くと、ゆっくりと前へと倒れてゆき、

「────────」

　そこでふと、柔やわらかな温ぬくもりに包まれるように抱だき留められた。

　心地ここち良よさと共に感じたのは、自分を取り囲むように寄り添そう五つの確かな反応で。

　だから刃更は、大切なものを守り抜けた安あん堵どを得た。

　ようやく全てが終わったのだ。

　そう思ったら、とうに肉体と精神の限界を超こえていたとばかりに意識が薄うすれ始める。

　だが──眠ねむりに就つく前に、東城刃更は言わなければならない事があった。

　──それは主としての責務ではなく、家族としての純じゆん粋すいな想い。

　自分と共に生きてゆく事を誓ちかい、全てを捧ささげてくれた彼女たちに贈おくる言葉。







「…──帰るぞ、皆みんなで」








エピローグ　この愛おしい誓約の果てに
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　世界最大級の大聖堂の地下に、とある施し設せつがある。

　今となっては片手で数えられる程度の者だけが知っているその場所は、勇者の一族の総本山たる《バチカン》が、これまでずっと秘ひ匿とくしてきた『禁きん忌き』の生まれた場所。

　特務部の前身が、極ごく秘ひ採取した細さい胞ぼうを元に迅じんのクローン計画を行なった研究施設だ。

　薄うす闇やみが立ち込めている施設内は、奥行きと高さを兼かね備そなえた長い通路のようだった。

　地下深くにあるため、決して陽ひの光が届く事のないその空間を照らしているのは、左右の壁かべ際ぎわに無数に並べられているシリンダー状の巨きよ大だい水すい槽そう。中を満たしている液体には特別な力が付ふ与よされており、まるで照明のように青白い輝かがやきを淡あわく放っている。

　──そして、静まり返った空間の最奥部に一人の男の姿があった。

　仄ほの暗ぐらい室内に浮うかび上がる白の祭服は、聖王だけが着る事を許された特別製のもので、

「……………………」

　彼が見ていたのは、様々な太さや材質のチューブとパイプが無数に繫つながっている巨大水槽だった。だがその水槽は空っぽで、中には虚きよ無むだけが満ちている。

　男は無言でその水槽に──カーブしているガラスの壁へき面めんにそっと右手を置いた。

　すると手の平を通して体温を奪うばうような冷たさが伝わってきて、

「二十年、か……」

　その時の長さと、過ぎ去った過去を想おもいながら彼がそう静かに呟つぶやくと、

「…──ここがお前の秘密の城か、アルバレオス」

　不意に、背後から声がした。

　すると水槽のガラス面に、いつの間にか男とは別の影かげが鏡のように映っている。

　だから──勇者の一族の総本山、《バチカン》の頂点に君臨する聖王アルバレオスは、声の主へと振ふり返った。

　──そこには、かつて勇者の一族としての使命を共にした男が立っている。

　仲間からは最強の勇者としての誉ほまれを得て、敵である魔ま族ぞくからも戦神と恐おそれられた男。

「迅──…」

　眉まゆ根ねを寄せたアルバレオスが、睨にらむようにしてその名を呼ぶと、

「どうしたよ、そんなおっかねえ顔して……ああ、そういやまだ言ってなかったな」

　迅は思い出したようにふっと笑えみを浮かべながら、

「良かったなアルバレオス。聖王様になるのは、アンタの悲願だったもんな」

　皮肉めいた祝福の言葉を寄よ越こしてきたかつての仲間に、

「……そういう貴様は、随ずい分ぶんと落ちぶれたものだ」

　アルバレオスは、フンと鼻を鳴らして言った。

「一族の英えい雄ゆうになれたものを……大戦中に母親も解わからぬような子供を拵こしらえ、勝手に一線から退いた挙げ句、最後は自ら勇者の一族としての使命を放ほう棄きする事を選ぶとはな」

「何だよ、そんなに意外だったか？　まあ俺も、自分がガキを作る事になるとは思ってなかったけどよ。まあでも仕方ねえだろ」

　と、まるで悪びれた様子もなく迅。

「どうしようもなく惚ほれちまった女ができちまったんだ。そいつらは、誰だれよりも自分の強さを知っているからか、他ほかの奴やつらを守ろうとしてばかりでな……いつだって強くあろうとするあまり、自分の弱さは誰にも見せる事ができないでいたんだ」

　でもよ。

「そんな女が、俺だけに見せてくれたんだ。素す顔がおも、弱い所も全部な。だから、何があっても守ってやりたいと思っちまったんだよ」

　そして、と言った迅の声が一段低いものになった。

「今でも忘れねえよ。そいつらとの間に子供ができたと分かった瞬しゆん間かんの喜びも。一人で産んでくれたアイツを、守ってやれなかった時の無力さも。それでも俺は、アイツらとの絆きずなを──一いつ緒しよに作った希望を託たくされた。だから辞やめたんだ。俺の使命は、もうこの世界を守る事じゃない……自分の子供を守る事になっていたんでな」

「そのようなちっぽけで軽いものを使命などと……下らんな」

　アルバレオスが嘲あざけるように言い放つと、

「そうか？　なら、アンタの使命はどうだよ？　一族の在り方を変えて、この世界をより良い世界へと変えるって昔から息巻いてたもんな」

　だが。

「それで？　お前がお偉えらくなった事で、ちっとはマシになったのかこの世界は？」

　という迅の言葉に、

「貴様の眼めには見えはせん……世界の見え方は、立場によって景色が変わるものだ。この世界を変革するためには、それこそ神に等しい視点で俯ふ瞰かんしなければならない」

「神ねえ……良い年こいて、ガキの戯たわ言ごとみてえなこと真顔で抜ぬかすなよ。恭きよう一いちに良いようにやられておいて、よくそんな偉そうな事が言えたもんだな」

「…………状じよう況きようの把は握あくと管理はできていた。何の問題もない」

　そして、聖王アルバレオスはようやく訊たずねる。

「──それで、貴様は何をしに来た？」

「んなもん、決まってるだろ……後始末だよ」

　こちらの問いに、迅が即そく答とうを返してくる。

「刃バ更サラは……アイツはもう自分の使命を果たした。ここから先は俺の仕事だ」







　東とう城じよう迅は、真っ向からアルバレオスを見み据すえた。そして、

「聖王ともあろう者が、お供も連れずに不用心だな……」

　そう言うと、ゆっくりと前へと歩き出す。

「遠く離はなれた海の向こうの状況を把握しようとして、自分の状況を疎おろそかにするとは……これがアンタの言う『神の視点』だってのなら、随分とお粗そ末まつなこったぜ」

　と迅が告げた時だった。

「やはり、お前には見えんよ──私が見ているものは」

　笑みを見せたアルバレオスを守るようにして、迅の前に立ちはだかった者達がいた。

　全員が同じ顔、姿をしたそれらが何なのかを迅は即そく座ざに理解する。

　クローンだ──それも斯波恭一の。

　それが七人、迅の前へずらりと並び立っていて、

「言っただろう……状況の把握と管理はできていたと」

　アルバレオスは悠ゆう然ぜんと言った。

「貴様の息子むすこや、その仲間らなど必要ない……いざとなれば、これらを使ってあの出で来き損そこないがやろうとしていた事など幾いくらでも潰つぶせたのだ」

　そんなアルバレオスの切り札に、

「…………成る程ほどな」

　迅は納なつ得とくの呟きを放った。

　──あの日から流れた、二十年という時間。

　迅にとってそれは、刃更という息子を授さずかり、新たな幸せを得られた日々だった。

　斯波恭一にとっては、勇者の一族に復ふく讐しゆうするための力を蓄たくわえた年月だった。

　そして。

　アルバレオスにとって、この二十年は──聖王への階段を登り、その地位を確固たるものにするための時間だったのだろう。

　……恐らく。

　アルバレオスは斯し波ばだけでなく、迅の事もずっと脅きよう威いと考えていたのだろう。

　いつか迅が、こうして自分の前に現れるのではないかと。

　だから、自分の前に立ち塞ふさがる全すべてを薙なぎ払はらえるように──それだけの力を、アルバレオスはずっと蓄え続けていたのだ。

「管理を任せた《里》が、あの個体を利用して何か企たくらむ可能性もあったのでな……あちらへ引き渡わたす前、採取した毛もう髪はつから培ばい養ようしたものだ」

　とアルバレオス。

「全ての穢けがれを内包できる個体が生じた事は、当時の我々にとっては奇き跡せきだった……だがこの二十年の間に世界は様変わりした。魔ま法ほうや技術も進歩を続け、今や進化のレベルにまで至っている。かつての奇跡を複数回起こす事が可能な程にな」

　そうアルバレオスが言うと同時、

『─────────』

　七人の斯波クローンから、一いつ斉せいに暗い『氣き』の奔ほん流りゆうが湧わき上がった。

　それは外見だけでなく、能力までもが完全に斯波と同じである事の証明で、

「……………………」

　そんなクローン達を前にして、迅はスッと瞳ひとみを細めたものにした。

　すると、

「こうして来てくれたのだ……丁度良い、改めて貴様のクローンを作るとしよう」

　とアルバレオス。

「先の大戦末期に魔界から戻もどってきた貴様は、これまでにない霊れい子反応を示していた。そうした貴様の全てを私の手で再現し、さらなる高みへと至らせてやろう。戦神などという呼び名が霞かすむ領域にまでな」

　そう言って笑う聖王に、

「恭一の暴走に足を掬すくわれかけておいて、懲こりねえな……」

　迅は不快さを滲にじませて、

「アンタの事だ……今回の件の事後処理が一段落したら、理由をつけて刃更達を呼び寄せるつもりでいるんだろ」

「当然だろう……我々の使命は、この世界と共に遥はるかな未来へと続いてゆく。それを果たし続けるためには、神へと至る歩みを止める訳にはいかぬのだ。貴様の息子も、周りにいる者らも、その礎いしずえとして役立ててやろう」

　そして。

「まずは貴様からだ……」

　アルバレオスは低く笑うと、

「毛髪など細胞片が僅わずかにでも残れば良い──殺せ」

　そう発した命令に──斯波のクローン達は一斉に動いた。







　アルバレオスは、七体の斯波クローンが迅へと一斉に押し寄せたのを見た。

　──一体が先行し、それに残る六体が続く形。

　連係の取れた神速で、一いつ瞬しゆんで向こうとの距きよ離りを詰つめる。

　先に突つっ込んだ一体目に、迅が何らかの対応を見せた瞬間──残る六体が連係して、一気に仕留める。一体目は犠ぎ牲せいになってしまう可能性はあるが問題はない。

　所しよ詮せんはクローンだ。どれだけ貴重であろうと替かえは利きくし、

　……奴を仕留めれば、もっと良い素材が手に入る。

　数瞬先の未来を想い、アルバレオスは心を躍おどらせて──そして見た。

　先行した一体目に対し、迅は無造作な動きで右の手の平をかざして。

　──そして次の瞬間、迅の右手から眩まばゆい閃せん光こうが解き放たれた。

　その輝かがやきは突っ込んだ一体目と、その後方にいた残る六体の斯波クローン達を吞のみ込んで──そして閃光が収まった時、

「…────何、だと……？」

　アルバレオスは呆ぼう然ぜんを得ていた。

　七体の斯波クローンが消しよう滅めつしていたからだ。

　それも──跡あと形かたもなく。

　──その現象の名を、アルバレオスは知っている。

　無次元シフト──対象をゼロ次元へと送る刃更の《無次元のバニシング・執行シフト》と同種の現象だ。

「馬ば鹿かな……その能力は、貴様の息子にしか使えぬ筈はずでは」

　眼の前の出来事が信じられず、呻うめくように呟きを漏もらしたこちらに、

「何をそんなに驚おどろいてやがる……自分のガキが使えるモン、親の俺が使えたっておかしくはねえだろう」

　どういう原理かも解っているしな、と迅は言って、

「まあ俺は刃更ほど甘くねえから、カウンターじゃなくても使えるけどよ」

　さらりと付け加えられたその言葉は、今度こそアルバレオスから言葉を失わせる。

　すると──いつの間にか、迅の身体からだに入れ墨ずみのように浮うかび上がっているものがあった。

　それは古代竜りゆうの紋もん章しようで、

「実はな……ここへ来る前に、昔お前に連れて行って貰もらったメシ屋に行ってきたんだ。でも驚いたぜ。よっぽど繁はん盛じようしたのか、すっかり様変わりしちまっててよ」

　ふっと迅は虚こ空くうを眺ながめた。その瞳は遠い過去を見ていて、

「料理も一通り食ってみた。もちろん美味うまかったぜ。ただ……俺達がよく食っていたメニューは、値段も中身もまるで違ちがう、豪ごう華かな別物になっちまってたよ」

　そして迅は寂さびしそうに、

「残念だが、もうどこにもねえんだろうな。あの頃ころの料理も──そしてあの頃のお前も」

「っ──────…」

　アルバレオスは息を吞んだまま動けない。

　眼の前の迅から発せられるプレッシャーは、最も早はや斯波などでは遠く及およばないような、完全に別次元のもので、顔面蒼そう白はくになっているこちらに、

「恭一の事があっても、俺がこれまでお前に手出しをしてこなかった理由が解わかるか？　刃更がいたからさ。俺が下手に動けば、俺のいない内にアイツが狙ねらわれちまう可能性がある……だからこれまで、お前を見み逃のがしてやっていたんだ」

　そう言った迅を見るアルバレオスの視線は、徐じよ々じよに見上げるものになっていった。

　──迅の肉体が変化を始めたのだ。

　人の姿から、勇者の一族の戦せん闘とう衣装のような白い外骨格で覆おおわれた巨きよ大だいな竜へと。

「────────」

　絶句したまま眼を見開いたこちらに、

『どうしたアルバレオス……あの大戦を経て変化した、俺の霊子の秘密が知りたかったんだろう？』

　大気を震ふるわせるような声で言った時にはもう、迅の姿は完全に変へん貌ぼうを遂とげていた。

　巨大な白き竜が、こちらを見下ろしながら、

『かつてお前が言っていた、世界をより良くしたいって言葉は真実だった……少なくともあの頃は。それが、いつからか薄うす汚ぎたねえ欲ですっかり腐くさりやがって』

　そう言い終えた竜の口は、閉じる事はなかった。

　逆にさらに大きく開かれてゆく。

　そして。




『あばよ──アルバレオス』




　そう巨大竜が言い放った直後──閃光が弾はじけて。

　神こう々ごうしいその輝きが、聖王アルバレオスの身体と意識を一瞬で吞み込んだ。





２






　…──また、あの時の夢だ。

　過去に起きた凄せい惨さんな悲劇……その光景を眺めながら、東城刃更はそれを夢と自覚する。

　真しん紅くの色を宿した狂きよう気きの瞳が、幼い日の刃更を見下ろしていた。

　邪じや精せい霊れいに乗っ取られた清せい斗とによって斬きられてゆく大人達の絶ぜつ叫きようと悲鳴。

　夥おびただしい血の海に沈しずむようにして倒たおれ伏ふしている幼おさな馴な染じみ達。

　そして背後にいる柚ゆ希きの、恐きよう怖ふに怯おびえる息使いと震える泣き声。

　そんな中──正気を失った清斗が、ゆっくりと近付いて来る。

　──その先に訪おとずれるのは、さらなる悲劇の瞬しゆん間かんだ。

　だから締しめ付けられるような感覚と共に、呼吸が苦しいものになってゆく。

　しかし、

「……………………」

　東城刃更は、そうしたかつての惨さん劇げきの様子を黙だまって見み詰つめた。

　──別に慣れた訳ではない。現にこうして夢に見ているのだから。

　ただ自分が犯おかした罪を──決して消える事のない過去を見み据すえる。

　すると幼い日の刃更は、眼めの前で起きた惨劇と迫せまる死の恐怖に精神の限界を迎むかえて。

　次の瞬間──刃更を中心にして白の輝きが放射状に解き放たれた。

《無次元の執行》の消滅エネルギーの暴走だ。

　眩い輝きは、刃更と柚希を除く周囲の何もかもを無む慈じ悲ひに吞み込んでゆく。

　清斗によって殺された大人達や、幼馴染みの亡なき骸がらも共に。

　それでも、

「────────」

　東城刃更は己おのれの犯した過去の悲劇を、最後まで眼を逸そらす事なく見詰め続けた。

　それが──罪を犯した自分に科せられた務めであるかのように。







　そして刃更は眼を覚まして、と同時に思わず息を吞んだ。

　夢から覚めた筈なのに──視界が闇やみに覆われていて、呼吸が上手うまくできない。

　──反射的に思ったのは、斯波の『深しん淵えん』。

　底なしの暗い『穢れ』の中を思い出し、

「っ……むぁま、むぁまふさぁはか……っ!?」

　とっさに刃更が上げた驚きの声は、モゴモゴとしたものになった。

　顔に闇が密着していて上手く喋しやべれない。すると、

「んぅっ……ふぁん♥　もう、刃更さんてば寝ね起おきから積極的すぎます」

　生温かい闇の向こうでしたムカつく声に、刃更は強ごう引いんに眼の前の闇を手で取り払はらった。

　するとビリビリっと布を裂さく音と共に、刃更の視界が──晴れない。

　──闇が晴れた刃更のすぐ眼の前に、小さな尻しりがあったからだ。

　そして鼻から口にかけて温かい感かん触しよくがぴったりと密着しており、さらに胸から下腹の辺りにかけては心地ここちの良い重みを得ている。

　一体何がどうしてこの状じよう況きようになったのか。

　東城刃更は──俗ぞくに言う『69』の体勢で、女の子の股こ間かんに頭を突っ込んでいた。

　そして闇を取り去った右手には、明らかに破れたショーツの感触があり、

「────────」

　刃更は無言で眼の前にある尻の向こう──くびれた腰こしの辺りを両手でホールドすると、自分の上に乗っていた少女を持ち上げて退どかした。さらにベッドの宮台に置かれているデジタル時計に視線をやって、天地が反転した視界の中、表示されている現在の時刻を確かく認にん。

　五時半。日の出を迎えたばかりの早朝だ。

　そうして己の置かれた諸もろ々もろの状況を把は握あくしてから、

「…………なあ万ま理り亜あ」

「はい刃更さん。何でしょう？」

「この状況を説明してくれ」

「そうですね……一体どこから話したものか」

　と遠い目で明後日あさつての虚空を見上げた万理亜に、

「とりあえず、お前が何をしていたのか教えてくれるか」

　怒おこらない、と心の中で繰くり返しながら刃更が訊たずねると、

「昨夜は私と澪みお様でしたので、そうなると刃更さんを起こすのは私の役目です。なので頑がん張ばって頭を絞しぼって工く夫ふうをしてみました」

「絞るのは知ち恵えな。頭は使うか働かせるものだ」

「いえいえ、頭を絞るとも言いますよ。あと、サキュバス的にはそこは『搾しぼるのはおっぱいな』の方がグッと来るんですが……やり直します？」

「直さない。続けてくれ」

「そうですか……残念です。まあそういう訳で、これまでどうやって刃更さんを起こしてきたのかを思い出してみたんですね」

　と、しみじみと万理亜。

「すると、刃更さんのＴシャツの中やパンツの中にお邪じや魔まさせていただいてばっかりで、私の服や下着の中へ刃更さんをご招待した事がなかったんですよ。迂う闊かつでした……この衝しよう撃げきの事実に私、すっかり申し訳なくなってしまいまして」

　という万理亜に、それでも刃更は怒らない。

「………………成る程ほど。で？」

「はい。なので右手でショーツのウエスト部分を目め一いつ杯ぱいに引っ張ってスペースを作った状態で、刃更さんの頭側からアプローチを敢かん行こうしまして……左手で後頭部を浮かせて、頭頂部から後頭部にかけてのカーブまでをどうにか入れ込んだら、そこから先はゆっくりと刃更さんの上を匍ほ匐ふく前進させていただきまして。無事にすっぽりとお顔を私のパンツの中にご招待する事に成功した訳です」

　どうです？

「サキュバスの睡すい眠みん魔ま法ほうで、刃更さんがちょっとやそっとじゃ起きないようにしていましたが、それにしたってこれは69の新たな金きん字じ塔とうですよ」

　そう言って、むふんと胸を張った金字塔級の馬鹿に、刃更はまだ怒らない。

「…………どこから突つっ込んで良いのか解らないんだが」

「刃更さんのモノなら上の口でも下の口でも、前から後ろから大だい歓かん迎げいですが」

「その発言にだけは突っ込まないとして……何だってそんなに69に拘こだわったんだよ？」

「いやぁ……そろそろ朝フェラ程度では刺し激げきが足りないと思いまして」

　と言い放つロリエロサキュバスに、東城刃更はまだまだ怒らない。だから、

「そんな心配はいらないって。毎朝、お前達がああして起こしてくれるだけで充じゆう分ぶんだよ」

　そう優やさしく諭さとすように告げると、万理亜はひらひらと手を横に振ふって、

「いえいえ刃更さん──朝フェラくらいでは満足できなくなったのは私の方です」

「お前がかよっ」

　流石さすがに怒った。

　馬ば鹿かじゃねえの？　満足できなくても我が慢まんをしろ我慢を。全力で耐たえ忍しのべ。

　すると馬鹿は愕がく然ぜんとなり、

「そんな……そちらのＴシャツやパンツの中にはもう忍び込みましたし、かといって私のパンツの中へご招待するのも駄だ目めだなんて。刃更さんは私に一体どうしろと？」

「普ふ通つうに起こせば良いだろ普通にっ！」

「普通ですか……まあ確かにフェラをしながらでは、口が塞ふさがっていておはようが言えません。眼から鱗うろことは正にこの事ですね」

「色欲に曇くもっている眼から鱗が落ちた所で意味はないけどな」

　と刃更が毒づいた時だった。

「…………ん」

　隣となりで眠ねむっていた澪が、目覚めの吐と息いきと共にゆっくりと瞼まぶたを開いた。

「悪い……起こしちまったな」

　と刃更が謝ると、

「ううん……おはよう。でもどうしたの二人共？　まだこんな時間なのに」

　と少し眠そうに眼を擦こすった澪に、

「理想の朝の起こし方について、刃更さんと実じつ践せん的ディスカッションをしていました」

「何それ……って、あれ？」

　そこで澪がふと何かに気が付き、怪け訝げんそうに表情を変えた。

　そして手で、布ふ団とん代わりの白いシルクのシーツの中で何かの感触を確かめながら、

「…………何か……変な硬かたいものがあるんだけど」

「えっ、刃更さんのモノに異常が？」

「違ちがうわよっ！　ほら……これよこれ」

　と言った澪が、シーツの中から取り出したのはプラスチック製のケースだ。

　それはゲームや映像作品のソフトによく使用されているもので、ちょうどパッケージの表側がこちらを向いていたため、刃更と澪は二人一いつ緒しよにそれが何なのかを見る。

　扇せん情じよう的な表情と衣装の少女が、鎖くさりの付いた首輪をしているその作品の名は、

『俺とリアル義妹の青春番外地Ⅱ』

　思いきりエロゲーだった。

「あ、それ先月末に発売になった新作です」

「知らねえよ！　っていうか何だよⅡって、売れてたのかこの作品っ!?」

「それはもう。予算が増えたⅡでは攻こう略りやくキャラが一気に増え、Ｈシーンは大おお幅はば増量。より過激でマニアックな行こう為いが収録され、ハーレムルートも完備されています」

　そう誇ほこらしげに万理亜は説明して、




「ですから──刃更さんには是ぜ非ひ、この作品を参考にしていただこうと思いまして」




　その言葉に、

「……………………」「……………………」

　刃更と澪は黙り込み、部屋に息を吞のんだような沈ちん黙もくが下りる。

　そして──刃更は、ゆっくりとパッケージを引っ繰り返して裏面を見た。

　サービスシーンがメインの作品だからか、そこには調教され尽つくした少女達が、主人公に屈くつ服ぷくする悦よろこびに表情を蕩とろけさせながら淫みだらに交わっている場面が所ところ狭せましと並んでいた。

　そうした成年指定のゲームのキャラ達がしている表情や行為は、しかし今の刃更にはもうフィクションでも何でもない。その全すべてが、澪達に対して実際にやれる行ないだ。

　だから、

「………………っ」

　刃更は喉のどを鳴らして、澪と万理亜を見た。

　すると、

「あ…………やっ……はぁ、んっ……お兄ちゃん……ふぁあん♥」

「もう刃更さん……んぅ、昨夜あんなにしたのに……はあぁっ♥」

　それだけで、澪と万理亜は催淫の呪いを発動させた。

　そんな二人に、

「澪……万理亜……」

　刃更はそう言って、掛かけ布ぶ団とん代わりのシルクのシーツを払いのけた。

　すると──シーツの下から現れた刃更と澪の躰からだは、昨夜寝ねた時と同じく裸はだかだった。

　そして既すでに己のモノを痛いくらいに昂ぶらせている刃更に対し、催さい淫いん状態の澪と万理亜の股間は女の蜜みつを溢あふれさせ、太ふと股ももまでいやらしく濡ぬらしていて、

「二人とも……脚あしを開いてくれ」

　そうこちらが告げると、

「……………………」「……………………」

　澪と万理亜は無言でコクンと頷うなずいて──刃更の言う通りにした。

　──最も恥はずかしい場所を、こちらへ見えるように晒さらしてくる。

　そして瞳ひとみを官能に潤うるませた二人は、刃更にされる事を待ち侘わびていた。

　だから、

「…────行くぞ。今、楽にしてやる」

　東城刃更はそう言って、己の口にした言葉を果たした。

　己の欲望をぶつけるように──二人の姉妹を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのだ。





３






　斯波との決戦を終えてから、一週間あまりが経たっていた。

　それは残っていた春休みの日数でもある。

　そして──その間、刃更達は昼夜を問わずに交わり続けた。

　──黄龍との戦せん闘とうで無茶をした、万理亜の生命力を回復させる必要があったからだ。

　だから万理亜のためという免めん罪ざい符ふの下もと、刃更達はサキュバスの秘薬を駆く使しするなどして、ひたすらに淫らな行ないを続けた。

　これまでは、澪達の催淫の呪いを鎮しずめる時や、戦闘力を上げる時だけ淫らな行ないをしてきたが、主従誓せい約やくを結ぶ際に最後の一線を越こえてしまった事で、ずっと持ち堪こたえていた最後の理性が完全に崩くずれ去ってしまい、全く歯止めが利きかなくなっていて。

　この一週間は、刃更の方から澪達を求めるようになってしまっていた。

　だが最後の一線を越えた事で、これまで抑おさえていたものから解き放たれてしまったのは澪達も同じで──刃更から求められる事に、彼女達は強い悦びを得ているようだった。

　そして主従関係が誓約となった事で、主への裏切りに反応して呪いが発動する事はなくなった一方で、澪達にはある変化も起きていた。

　刃更が澪達に対して性的な興奮を覚えると、それに誓約が反応して、刃更の男の欲望をすぐにでも受け入れられるように催淫が発動するようになっていたのだ。

　──それが刃更に全てを捧ささげ、刃更の全てを受け入れる誓約の副作用だった。

　しかし、自分達の選せん択たくを刃更も澪達も後こう悔かいする事だけはしないと決めていて、湧わき上がる後ろめたさを誤ご魔ま化かすように、刃更達はひたすら快楽に溺おぼれていった。

　地下室には六人でも余よ裕ゆうで寝られる巨きよ大だいなベッドがあり、一昨日おとといまでは皆みなでそちらを使って互たがいを求め合っていた──しかし、昨夜からはあえて刃更の部屋で寝る事にしている。

　澪達を同時に催淫状態にし、刃更一人で全員の相手をしていると、どうしても時間が掛かってしまい、朝までに睡すい眠みん時間を確保する事ができないからだ。

　その解決方法として、夜については二人ずつ刃更の部屋でベッドを共にするという形にする事で、休息のために必要な睡眠を取れるようにした。

　そして──その初日が、澪と万理亜だったのである。







　寝起きに澪と万理亜を何度となく抱だき、彼女達に数え切れない程の絶頂を刻んだ後。

　激しい快楽で意識を蕩けさせている二人はベッドで休ませて、刃更は部屋を出た。

　廊ろう下かの空気は春の朝特有の澄すんだものになっていて、火ほ照てった躰に心地ここち良よい。

　階段を下りた刃更が、その足で向かったのは浴室だった。

　そして木目調の扉とびらを開けて脱だつ衣い所に足を踏ふみ入れたところで、

「っと、着き替がえ……まあいいか」

　持ってくるのを忘れてしまったが、棚たなにはバスタオルがある。

　それを腰こしに巻いて取りに戻もどれば良いだろう。

　だから刃更は浴室に入り、シャワーを浴び始めた。

　温かいお湯が、昨夜と今朝に澪と万理亜の二人とかいた汗あせを流してゆく。

　そして刃更が躰を洗おうとした時だった──浴室の扉が開き、一人の少女が入ってきた。

　柚希だ。

「おはよう刃更……私もいい？」

　そうこちらへ言った彼女は当然ながら裸で、

「ああ。でも、どうしたんだ？　こんな早い時間に」

　と刃更が問うと、柚希は濡れた床ゆかを踏みながらこちらへ来て、

「澪と万理亜の声がしたから……」

　そう苦く笑しよう混じりに言われ、

「そっか……悪いな、起こしちゃって」

　と刃更が謝ると、柚希は「ううん」と首を横に振った。そして、

「刃更……私が洗っても良い？」

「……うん、頼たのむよ」

　そう刃更が告げると、柚希は刃更の正面へと回って跪ひざまずいた。

　そして──当然の事のように刃更のモノを口に含み、

「ん……れろっ、ちゅる……はぁむ……んふ、ちゅ……ちゅぷ♥」

　ねっとりとした舌で、刃更のモノを隅すみから隅まで舐なめて綺き麗れいにし始める。

　──そんな柚希の淫らな奉ほう仕しを、刃更もまた当然の事として受け入れた。

　刃更達の関係は、既にそれが当たり前となっていたからだ。

　こちらのモノを夢中になってしゃぶっている柚希の頭に手を置いて優しく撫なでてやると、美しい幼おさな馴な染じみの少女は嬉うれしそうに瞳を蕩けさせ、舌使いを激しいものにしてゆく。

　そして刃更のそこを余す所なく唾だ液えきでヌラヌラにすると、柚希はようやく口を離はなして、

「んっ……はぁ、ん……♥　刃更のだけじゃなくて……少し澪と万理亜の味もした」

　喉を鳴らして唾液を吞んだ柚希の表情は、完全に艶つやめいたものになっていた。

　当然だ。

　柚希のフェラチオによって、既に刃更のそこは興奮を得て硬かたく膨ふくれ上がっている。

　それは──柚希もまた催淫状態にある事を意味していた。

　だから、

「柚希──…」

　そう刃更が呼び掛けると、柚希は立ち上がってこちらに背中を向け──両手を浴室の壁かべへと突ついた。そして両りよう脚あしを開くと、形の良いお尻しりをこちらへ向かって突き出して、

「ん……シャワーで流す前に、好きなだけ私の味も刃更のに付けて」

　そう肩かた越ごしにこちらを振ふり返ると、淫らに濡れた瞳で笑えみと共に誘ゆう惑わくしてくる。

　だから。

「ああ……」

　刃更は柚希の尻を両手で摑つかむと、ゆっくりと彼女の中へと己おのれを差し入れて。

　次の瞬しゆん間かん──柚希の上げた嬌きよう声せいが浴室中に響ひびき渡わたった。
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　そして刃更は、柚希とかいた汗を再びシャワーで流した。

　絶頂の余よ韻いんで躰に力が入らないため、柚希は少し休んでから出るらしい。

　──こちらが浴室に残っていたら、いつまで経っても興奮が収まらない可能性もある。

　だから、風邪かぜを引かないようにお湯を入れ始めたバスタブに柚希を浸つからせると、刃更は一足先に浴室を後にした。

　洗い立てのバスタオルで躰についた水すい滴てきを拭ふくと、そのままタオルを腰に巻いて脱衣所を出て、そして刃更が向かったのはリビングだ。

　すると、廊下の時点で既に良い匂においが漂ただよってきていて──リビングへと足を踏み入れると、キッチンには朝食の準備を始めているゼストの姿があった。

　またリビングのソファにはパジャマ姿の胡桃くるみが腰こし掛かけており、タブレットＰＣの画面を眺ながめていて、

「……おはよう、早いな」

　と刃更が声を掛けると、

「おはようございます刃更様」「おはよ、刃更兄ちゃん。そっちも充じゆう分ぶん早いよ」

　ゼストと胡桃が、笑顔で朝の挨あい拶さつを返してくる。

　そして刃更は、まずは距きよ離りの近い胡桃の下へ。

　すると胡桃は上こそパジャマを着ているものの、下はショーツだけという無防備な格好で、太股を露ろ出しゆつさせるという何とも艶つやっぽい姿をしていた。

　そんな彼女の後ろからタブレットの画面を覗のぞき込み、

「パソコンで何をしていたんだ？」

「うん……ちょっと、お父さんとお母さんにメールをね」

　こちらの問い掛けに答えた胡桃の横顔が少しだけ寂さびしげだったのを見て、

「…………そうか」

　刃更はそれだけを言うと、背後から彼女をそっと抱だき締しめた。

　──胡桃の言葉の意味と、彼女の気持ちを察したからだ。

　すると、こちらの両りよう腕うでに胡桃はそっと手を置いてきて──刃更達はしばし、そのままでいる。

　そして、

「あ、そうだ……引っ越し業者からメールが来てたよ」

　ふと思い出したように言った胡桃が、新着メールを表示した。

「契けい約やく通り、荷物を夜に運び込むから、もし何かで予定が変わったらすぐにこの番号に電話してくれだって」

　メールの文面に記き載さいされている携けい帯たい番号は、恐おそらく現場の責任者のものだろう。

「解わかった。今日は昼までだし、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……念のため、そのメールは俺の携帯に転送しておいてくれ」

「うん、了りよう解かい」

　と頷いてパソコンを操作し始めた胡桃に「頼んだ」と告げると、刃更はキッチンへと向かい、冷蔵庫から牛乳の１Ｌパックを取り出して口を付けた。

　そして冷たい牛乳で風ふ呂ろ上あがりの喉のどを潤うるおすと一息を吐つき、

「……………………」

　刃更はぼんやりと、料理をするゼストの姿を眺めた。

　幾いくつもの料理を並行して作っているゼストは、既すでに料理用のメイド服に着替えている。

　そして、フライパンを操あやつる度たびに大きな胸が視線の先で揺ゆれていた。

　まるで──こちらを誘さそっているかのように。

「────────」

　そうして刃更が見み詰つめていると、

「…………あの、お腹なかがお空すきでしたら申し訳ありません。起きられるのはもう少し後かと思い、どれもまだ完成には少しお時間をいただいてしまいます」

　と、申し訳なさそうにゼストが言った。

「果物でも剝むきましょうか？　もしくはまだ途と中ちゆうですが、少し味見をなさいますか？」

　そう言うと──ゼストはそこで、進めていた料理の火を一いつ旦たん全すべて止めてしまう。

　その訳を理解しながら、

「そうだな──…」

　と刃更は気付かないフリをして、彼女の後ろ姿を見詰めていると、

「…………ぁ……んぅ……っ♥」

　我が慢まんできなくなったようにゼストは甘い声を漏もらし、尻を小さく揺らめかせ始めた。

　だから刃更は持っていた牛乳を調理台の空きスペースに置くと、ゆっくりとゼストへと近付いて、背後から彼女を抱き竦すくめた。そして彼女の大きな胸を揉もみながら、己の興奮を教えるように硬くなった己を尻へと押し付けてやる。すると、

「あぁっ……はぁ、ん……ぅ……刃更様……んぅ……♥」

　もはや完全に催さい淫いん状態のゼストは、刃更の愛あい撫ぶに甘く蕩とろけきった声を上げた。

　──ガス台の前でするのは危険だし、料理中のキッチンを汚よごすわけにはいかない。

　だから刃更はゼストを横抱きに抱かかえ上げると、そのままリビングへと運んだ。

　そしてソファへ下ろして俯うつぶせにさせると、それだけでゼストは全てを理解し、

「…………はい」

　恥はずかしそうに呟つぶやくと尻を上げて、自分からスカートを捲めくりあげた。

　白のレースをあしらったガーターベルトと共に、ショーツに覆おおわれた形の良い尻が露あらわになる。すると、女の蜜みつを溢あふれさせた股こ間かんの辺りがすっかり透すけてしまっていて──ゼストの最も恥ずかしい場所の形が、くっきりと浮うかび上がっていた。

　だから、

「……………………」

　刃更はそんなゼストのショーツを引き摺ずり下ろした。

　そしてゼストのそこを完全に露わにすると、刃更は自分の腰に巻いていたバスタオルの結び目を解く。

　すると、背後から刃更の躰からだの前へと両手が回されて──大きくなっていた刃更のモノをいやらしくしごき始めた。そして、こちらの背中へねっとりとした舌を這はわせながら、

「ちゅっ……メール、転送しておいたよ……んっ♥」

　刃更の興奮に反応した胡桃が、艶っぽい声でそう言ってきて、

「そうか……ありがとな」

　そう刃更が告げると、

「んっ……申し訳ありません刃更様、胡桃さん……大切な日にこのような……」

　ゼストがこちらの眼めの前で、尻を左右に揺らめかせながら甘い声で謝ってきて、

「大丈夫だ……悪いのはお前じゃない」

　刃更はそう言って、彼女の尻をそっと撫でてやった。

　──これは全て、刃更達が結んだ主従誓せい約やくによるものである。

　そして、その誓約なしでは斯波に勝つ事はできなかったのだ。

　だから──刃更達は、こうした自分達の状じよう況きようを受け入れた。

　ただ従順なメイドであるゼストだけは、自分が刃更を誘惑してしまう事に嬉しさを覚える反面、申し訳なさも得てしまっているようだった。

　──だがゼストの催淫状態は、彼女を見て興奮してしまった刃更に反応したものだ。

　よって、どちらが悪いかと言えば、それは刃更の方だろう。

　しかし──主である刃更が謝れば、忠誠を誓ちかってくれたゼストのメイドとしての誇ほこりを傷付ける事になってしまう。

　だから刃更は謝る事はせず──代わりに問い掛かけを放った。

「ゼスト……お前は何だ？」

　それは、ゼストがどういう存在なのかを訊たずねるもの。

　するとこちらの背後にいた胡桃が、ゼストの真横へと回り、

「ほら、ゼスト……自分が何なのか刃更兄ちゃんに答えて。そうしないと、あたしが先にして貰もらっちゃうよ？」

　敏びん感かんな耳へそう囁ささやいて、そっと彼女を促うながす。

　そんな刃更と胡桃に、ゼストは「あぁ……」と心から幸せそうな吐と息いきを漏らした。

　そして、

「メイドです。私は……刃更様に全てを捧ささげさせていただいたメイドです」

　自分が何者であるかを、ゼストは極きわまった声で告白した。

　そんな彼女に刃更は己の腰こしを前へと突き出す事で、主としての褒ほう美びを与あたえた。

　ゼストにとって、東城刃更は何なのか──その真実を思い知らせるように。
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　…──ゼストと胡桃と三人で、ソファでたっぷりと交わった後。

　全員で朝食を共にした刃更達は、学校へ行く準備を整えて家を出た。

　桜舞まう春晴れの青空が広がるこの日。

　聖ひじりヶが坂さか学園では、二つの重要な行事が催もよおされる事になっていた。

　新たな一年の幕開けの始業式と──新入生を迎むかえる入学式だ。

　そんな聖ヶ坂学園の敷しき地ち内には、登校した生徒達で賑にぎわう場所があった。

　この日のために生徒玄げん関かん脇わきに置かれた、スタンド式の特設掲けい示じ板ばんの前である。

　掲示板を見る生徒達の表情に明暗があるのは、張り出されているのが新年度のクラス分けのため。今年一年の学校生活を、どのような級友達と過ごすかは生徒達にとって大きな死活問題だ。

　だが──周囲の生徒達が期待と不安が入り交じった瞳ひとみで掲示板を見詰め、歓かん喜きと悲ひ嘆たんの声を上げる中、東城刃更はどこまでも落ち着きながらクラス分けを見詰めていた。

　去年の春、澪の監かん視し役としてこの学校へ潜せん入にゆうした柚希や滝たき川がわが、澪と同じクラスに入り込んだように──刃更は諸もろ々もろのリスクや万が一の事態に備えて、澪や柚希、さらに滝川などと同じクラスになるように、予あらかじめ『操作』を行なっていたからだ。

　だから刃更がしているのは、自分達の名前を探すというよりも確かく認にんに近く、

「二年Ｆ組、と……大丈夫だな」

　よし、と小さく呟いた。自分達の名前が、問題なく同じクラスにあるのを見たからだ。

　すると隣となりの柚希も、

「うん。後で先生にお礼を言わないと」

　そう頷うなずいたのは、今回のクラス分けの操作をしたのが長谷はせ川がわだから。

　教職員に対して精神操作を行なう事については心苦しさもあったが、刃更達がバラバラのクラスになる事で敵から狙ねらわれやすくなり、周囲に被ひ害がいが及およぶ危険性が上がってしまうよりはずっと良い。

　そして──斯波の一件が片付いたからといって、全ての不安や懸け念ねんが払ふつ拭しよくされた訳ではないのだ。だから、このクラス操作はどうしても必要な事だった。

　それでも養護教きよう諭ゆとして学校内の立場がしっかりしている長谷川が行なう事で、教職員の意識操作は軽いもので充分に対応できたし、

　……それに。

　去年は柚希と滝川がそれぞれ春に行ない、さらに二学期から転入した刃更のために長谷川が行なうなど、都合三回行なわれた事を考えれば、まとめて一回で済ませられた今回は、ごく軽度の意識誘ゆう導どうで済んでいる。大きな問題はないだろう。

　しかし、

「……………………」

　刃更の横──柚希とは逆隣にいる澪は、クラス発表を見る事なく俯うつむいていた。

　その表情に少しだけ緊きん張ちようが見て取れるのは、他ほかの一いつ般ぱん生徒らと同じくこのクラス分けに不安と期待を抱いだいているからだ。

　すると、

「あっ、いたいた。千ち佳かちん、こっちこっち」

　喧けん噪そうのある掲けい示じ板ばんの前で、一ひと際きわ明るく大きな女子の声が生まれた。

　見れば、相あい川かわが自分の背後へと手招きをしており、

「ホントだ。お早う、みんな」

　相川に導かれるようにしてやって来た榊さかきが、笑え顔がおでこちらに挨あい拶さつしてくる。

　だから、

「ああ」「お早う」

　刃更と柚希が言葉を返した後──彼女達と最も仲が良かった澪は、

「あ……うん。二人とも、お早う」

　少しだけ複雑な面おも持もちで相川と榊を見た。その理由を刃更は知っている。

　──以前、ゾルギアが澪を狙ってきた時。

　同じクラスだった相川志し保ほと榊千佳の二人を巻き込んでしまっていたからだ。

　二人と一いつ緒しよのクラスになりたい気持ちと、ゾルギアの一件で巻き込んでしまった自分が教室を同じにする事への恐おそれと後ろめたさ──その両方の感情に挟はさまれて澪は揺れていた。

　同じクラスにすれば危険に晒さらしてしまうかもしれないという考え方と、同じクラスにした方が守りやすいという考え方。そのどちらもが正しく、間ま違ちがってはいない。

　だから──一番仲の良かった澪がどうするかを決め、刃更達はそれに従う事にした。

　どちらであろうと、澪の判断を尊重すると。

　──しかし、一度は二人を巻き込んでしまっている事。

　また、自分のせいで養父母をゾルギアに殺された経験をしている澪は、最後まで決断を下せなくて──最終的に相川と榊のクラスについては操作せず、運に任せる事にしていた。

　……でも。

　その判断で本当に良かったのか、澪はずっと考え続けていたようだった。

　そして──結論が出ないまま今日を迎えていて、

「ねえ、もうクラス分けは見た？」

　という榊の問い掛けに、

「えっと……」

　刃更達はもう見ているが、澪はまだだ。

　だから、変に思われない言葉を澪が見つけるより先に、

「みんな一緒で超ちよう安あん心しんしたよ～。また一年よろしくね」

　嬉うれしそうに言った相川が、澪へと抱き付いた。

「え──…？」

　不意に報しらされた事実に驚おどろきの表情を浮かべた澪が、相川を見て、榊を見て──そして刃更の方を見てきた。

　先にその事を知っていた刃更は、笑みと共に澪へ頷いてから、

「ああ、今年もよろしくな」

　そう相川と榊に告げた。すると、

「っ────…」

　澪は一いつ瞬しゆんだけ泣きそうな顔になって、しかしすぐに笑顔を作った。そして、

「あたしも……あたしも、また一緒のクラスになれて凄すごく嬉しい」

　だから。

「こちらこそ、よろしくね」

　澪のその言葉には、きっと多くの覚かく悟ごと決意が込められているのだろう。

　それと同じ気持ちを刃更と柚希も持っている。

　澪だけじゃない。刃更達にとっても、相川と榊は友人なのだ。

　──否いな、彼女達だけではない。他にも大切な友人や知り合いはいる。

　この学校は、刃更達にとって掛け替がえのない日常だ。

　刃更達が守り、手にしてゆきたいと願っていたものの一つがここにある。

　だから──何があろうと守ってゆく。

　そう刃更達が決意を新たにしていた時だった。

　二・三年生とは生徒玄げん関かんを挟んで逆側──新入生のクラス発表を見に行っていた胡桃がやって来た。しかし、その表情はどことなく元気がなくて、

「？　どうした胡桃？」

「クラス発表で何か問題が？」

　刃更と柚希がそう問い掛けると、

「……いや、問題って程ほどでもないんだけど」

　胡桃は困ったように頰ほおを指先で搔かきながら、

「何か……クラスメイトの中に『成なる瀬せ万理亜』って名前があった」

「へ────…？」

　思わずキョトンとなったこちらに、

「ふっふっふ～、とうとうこの日が来ましたねっ！」

　確信犯めいた笑みと共に、横からロリエロサキュバスが現れた。

　東城刃更は逃にげられない。両手を腰に当てて、えへんと胸を張った彼女は、あろう事か聖ヶ坂学園の制服を着ていて、

「ちょっと待て、その格好……まさかお前」

　どうしよう。頭痛が痛い。あと普ふ通つうに違い和わ感かんなく似合っているのが無む性しように腹が立つ。

　額を手で押さえながら訊ねた刃更に、

「はいっ。刃更さん達が三人一緒なのに対して、胡桃さんだけ一人では危険ですからね。私も一緒に通う事にしたんです」

　いや～我ながら名案すぎて困ります、と万理亜は自分の身体からだを搔き抱きながら無む駄だに身体をクネクネさせると、弾はじけんばかりの笑顔と共にこちらの眼めの前にやって来て、

「という訳で、これからよろしくお願いします。刃更センパイっ！」

「そういう事は、早く言え後こう輩はいっ！」

　胡桃を守るためという事なら、別にこちらは反対などしなかった。

　それを見み越こした上で黙だまっていたのだろう。悪戯いたずら好きの万理亜らしいサプライズだ。

　……しかし。

　だとしたら、今度は別に考えなければならない問題が出てくる。

「ゼストだけ家で留守番させて、一人にする訳にはいかないな……」

　東城家までは距きよ離りがある。何か起きてもすぐには駆かけ付けられない。

　何かしらの理由を作って、彼女も学校へ来られるようにしなければ。

　取り敢あえず後で長谷川に相談しよう。そう刃更が思っていると、

「ああ、その事なら心配はいりませんよ……ぬふっ」

　そう言って──新入生のロリエロサキュバスは意味深な笑みを浮うかべた。







　万理亜の言葉の意味は、朝のショートＨＲ後に判明した。

　──在校生だけで向かった体育館では、入学式の前に催されるものがある。

　始業式だ。

　全校集会の時と違ちがい、所ところ狭せましと並ぶパイプ椅い子すに生徒達が着席すると、お約束の校長挨拶が始まって──その後、行なわれたのは新任の教職員の紹しよう介かいだ。

　すると、ステージへと上がった十数名ほどの中に、褐かつ色しよく肌はだの美女の姿があった。

　ゼストだ。

　派手すぎない服装だが、それでもその美しさと色気は凄すさまじく──長谷川と同じく、思春期の高校生男子には刺し激げきが強すぎて完全に目の毒になっている。

　また日本人離ばなれした外見も相まって、明らかに壇だん上じようで一人だけ浮いてしまっていて、

『続いて、二年生の英語科目を担当していただきます。ゼスト・Ｂ・スチュアート先生』

　と紹介されるや、二年の男子の中からは歓かん声せいが上がり、反対に三年からは明からさまな落らく胆たんの溜ため息いきが吐はき出され、「静せい粛しゆくに！」とアナウンスをしている教頭が注意した。

　そしてマイクを持ったゼストが前へと一歩出て、

『あの……非常勤講師のゼスト・Ｂ・スチュアートです。英語を担当させていただきます。ご迷めい惑わくにはならないように致いたしますので、どうか……よろしくお願い致します』

　明らかに刃更達へ向けられたメッセージ。

　恐らく万理亜に唆そそのかされたのだろうが、こちらに黙っていた事を謝っているのだろう。

　非常勤という事は、正規教職員のような担任業務や部活顧こ問もん、生徒指導などの校務に縛しばられる事はない。授業のある日だけ出勤し、終わればすぐに帰る事ができる。

　これなら、東城家の家事全ぜん般ぱんを担になう事を望んでいるゼストでも務められるだろう。

　そして、

　……スチュアート、か。

　ゼストが名乗った姓せいは、執しつ事じという意味の『ｓｔｅｗａｒｄ』が語源だ。東城姓を名乗って、変に問題になる事を避さけながら、それでも意味を持たせたのだろう。

　──そして、恐らくミドルネームの『Ｂ』は、刃更の頭文字から取っている。

　何て事はない──ゼストは、刃更のメイドだと名乗ったのである。

　そうして挨拶を終えたゼストが深々と頭を下げると、割れんばかりの歓かん迎げいの拍はく手しゆが体育館を包み込んだ。そんな中、ゆっくりと顔を上げたゼストと眼が合う。

『────────』

　申し訳なさそうにこちらを見たゼストに、刃更は笑みを浮かべながら小さく首を横に振ふると、大きな拍手を贈おくった。

　気に病やむ必要はない──良いんだよ、と教えるように。

　恐らく澪や柚希も、女子の列の中で刃更と同じ表情をしている事だろう。すると、

『………………！』

　壇上のゼストの表情がパァッと明るくなり、その笑顔を見た男子生徒達から、さらなる歓声と拍手が巻き起こり、教頭の『静粛に！』という注意を搔き消した。

　──そんな中、刃更は壇上から真横の壁かべ際ぎわへと視線を移した。

　すると、生徒達と同じくステージ上を見ている教師達の列の端はし──ただ一人だけこちらを見ている女教師と眼が合う。

　異い彩さいを放っているほど美しい、白衣姿の長谷川千ち里さとだ。

『────────』

　長谷川は、満足そうな笑みを浮かべてこちらを見み詰つめていた。

　だから──刃更は、彼女に小さな苦く笑しようを返す。

　クラス分けの他ほかにも、礼を言わなければならない事が増えた──そう思いながら。







　そして新任教きよう諭ゆの紹介が済むと、程なくして始業式が終わった。

　それから刃更達在校生は、前の方に並べられていた椅子から立ち上がると、中程の席へと移動して──そして、とうとう入学式が始まった。

　まず入ってきたのは保護者達。

　──進学して祝福されるべきは、新入生だけではない。

　我が子の門出に際した保護者らもまた、同じく祝福されるべき……それが聖ヶ坂学園のポリシーであり、在校生は新入生の親達を拍手で迎むかえていった。

　予あらかじめ伝えられていた時刻までに来ていた保護者らの着席が一通り終わると、やがて体育館は少しずつ静まり返っていった。

　そして厳おごそかな空気の中、

『…──新入生入場。皆みなさん、拍手でお迎え下さい』

　そのアナウンスが発せられると同時、万ばん雷らいの拍手が沸わき起こった。

　打ち鳴らされる祝福の音の中、初うい々ういしい新一年生達が次々に体育館へと入ってくる。

　そして、

『──続きまして一年Ｆ組。担任教諭は、森もり野の美み希き先生です』

　一礼して入ってきた若い女性教師が、マイクを手に自分のクラスの生徒達の名前を、出席番号順に読み上げ始める。それに合わせてまずは男子が、続いて女子が入ってきて、

『────────』

　そこで、ふと小さなどよめきが起こった。

　女子の中に、飛び抜ぬけて優すぐれた容姿を持つ娘達がいたのだ。

　──それは万理亜と胡桃の二人。

　堂々と誇ほこらしげに歩く万理亜の後を、少し恥はずかしそうにしながら胡桃が歩いていた。

　二人がＦ組になったのは、刃更達と教室が上下になるようにしたからだ。これなら何か異常が起きた時に解わかりやすいし、万が一の時には最短距離で互たがいの教室を行き来できる。

　成瀬と野中で出席番号が連続するようにしたのも、教室内や身体測定などの行事の時に、なるべく傍そばにいられるようにという配はい慮りよからだろう。いきなり万理亜とゼストも学校へ来る事になって驚いたが、ゼストの非常勤の件と併あわせてよく考えられていた。

　……先生にも感謝だな。

　実際に手を回してくれたのは長谷川だろう。

　だから、後でたっぷりと彼女に報むくいてあげようと刃更は思った。

　そして、改めて万理亜と胡桃を拍手と共に見詰めながら、

　……できるなら、招待したかったな。

　思うのは遠く《里》にいる柚希と胡桃の両親である修しゆう哉やと薫かおる。

　そして魔ま界かいにいる、万理亜の母シェーラと姉のルキア──さらにラムサスだ。

　だが今回は、彼らをこの場へ招く事はできなかった。

　──展開されていた結界の強さや、黄龍の顕けん現げん。そして斯波が得ていた力の凄まじさもあり、今回の件は《バチカン》と《里》以外の勇者の一族にも広く知れ渡わたる事となった。

　その結果、他地区──特に米国と中国からの強い追つい及きゆうを受ける羽目となり、管理責任を問われた富ふ士じ・熊くま野の・熱あつ田たら三人は、長老の座から退ひいている。

　現在、新たな長老の候補の策定に入っており、それまでは修哉が暫ざん定てい的に《里》を纏まとめているのだという。柚希と胡桃が勇者の一族を離はなれているため、親である修哉と薫に対する一族内の評価は決して芳かんばしいものではない……だが、かつて戦えた頃ころは同世代の迅に次ぐ実力の持ち主だった修哉以外に、今の《里》を纏められる者はおらず、恐おそらく最終的には修哉がそのまま《里》のトップに立つ事になるだろうと、薫から電話で聞いている。

　上手うまく行けば、刃更達と《里》の関係は改善され、良い方向へ向かうかもしれない。

　よって今、刃更達の所へ来るような真似まねをすれば、修哉の長老就任に異を唱える者が出てきてしまう可能性がある。今はまだ、しばらく我が慢まんすべきなのだろう。

　一方──シェーラとルキアは、人間の姿に化ける事ができるし、また不可視魔法を使って普通の人には見えないようにもなれるが、招待しようにも万理亜が入学する事を知ったのはつい先さき程ほどだ。この短時間では流石さすがに報しらせる事はできない。

　或あるいは万理亜本人なら、予め伝える事もできただろうが、

　……でも。

　万理亜はそれをしなかった。

　穏おん健けん派・現魔王派連合が滝川に持たせた密書では、刃更達を『聖域』にすべきと勇者の一族に持ちかけている手前、あまりこちらへ近付くのは得策ではないというのもあるし、

　……それに。

　きっと万理亜は──胡桃が修哉と薫に晴れ姿を見て貰もらえないのに、自分だけがシェーラやルキアを招待するのは嫌いやだったのだろう。

　そしてラムサス──否いな、ウィルベルトについては、それこそ招待したところで来る事はなかっただろう。彼はラムサスとして生きる事を選んだ。これまで通り、今後もこちらとは距離を置いてくるだろう。だが、

　……それでも招待したかったな。

　たとえ断られても──彼の想おもいを、自分は理解していると伝えるために。

　──しかし、それは叶かなわなかった。

　だから刃更は、万理亜と胡桃の写真や動画の撮さつ影えいを手配していた。

　いつかの未来に、自分と同じく二人を愛している家族達にも見て貰えるように。

　──そして新入生の入場が終わり、校長や来らい賓ひんが祝辞を述べた後。

　在校生を代表して歓迎の挨あい拶さつを行なうのは、昨年の体育祭の後──対立候補がいないため行なわれた承しよう認にん投票による信任を得て、この春から生徒会長になった元副会長。

　梶かじ浦うら立りつ華かだ。

　ステージ上の演台の前に立った立華は、新入生を見み渡わたすと、

「初めまして新入生の皆さん。そして保護者の皆みな様さま方。この度たびは入学おめでとうございます。生徒会長を務めています梶浦立華です。私たち在校生一同も、今日という日を喜びと共に迎えました。皆さんの入学を心から歓迎します」

　そう告げると、生徒目線での校風や、聖ヶ坂学園の特とく徴ちようを語っていった。

　それから、

「その他にご紹介したいものとして、我が校では、学年の垣かき根ねを越こえた年間行事が幾いくつもあるという事です。そうした催もよおしに参加する事で、本校の生徒としての自覚が芽生えると共に、愛校心や仲間と助け合う心が身に付いていきます」

　そこまでを言うと、少し面おも映はゆそうに、

「私も生徒会長としては皆さんと同じ、新人ですが……昨年まで副会長として生徒会活動を行なってゆく中で、多くの仲間に助けられてきました。先せん輩ぱいや同級生だけでなく、後輩達にも沢たく山さん支えて貰いました。新入生の皆さんも、そうした自分にとって掛かけ替がえのない友人や仲間とぜひ出会って下さい。そうすれば皆さんの学校生活は、より輝かがやいたものになります」

　それでも真しん摯しな瞳ひとみで、一つ一つの言葉に力を込めて言った。

　そして。

「最後になりますが……改めて、私達の愛する学び舎へようこそ。皆さんの送るこれからの三年の学校生活が、素す晴ばらしきものになるよう祈いのっています」

　そう立華が言い終えた直後。

『────────────────────────────────────』

　この日一番の拍手が彼女を包んだ。

　新入生やその保護者だけでなく、在校生や教職員も、誰だれもが心を打たれて。

　刃更もその一人として、惜おしみない拍手を立華へと贈った。





６






　始業式と入学式が終わり、生徒達が学年ごとにそれぞれの教室へと戻もどり始める中。

　刃更はそっと生徒の波から外れると、とある場所に一人で向かった。

　それは聖ヶ坂学園で最も空に近い場所。

　屋上だ。

　そして階段を登り切った先にある扉とびらから外へ出ると、爽さわやかな景色が刃更を迎えた。

　真っ青なキャンバスに、薄うすい雲が白の彩いろどりを添そえている春の空だ。

　吹ふき抜ける風はどこまでも穏おだやかで、柔やわらかな太陽の日差しと相まって、訪おとずれた者に心地ここちの良い開放感をもたらしてくれる。

　──しかし、そんな屋上へ刃更よりも先に来ていた者がいた。

　落下防止のために設けられている柵さくに背中を凭もたれ掛けさせ、くつろぐようにして両りよう肘ひじを置いている男子生徒。

　朝のＨＲでは教室に姿を見せず、始業式や入学式にも参加していなかった青年。

　滝川八や尋ひろだ。

「よおバサっち……サボりか？」

　ニヤッと笑いながら言った滝川に、刃更もまた笑えみを返しながら、

「ああ。ここへ来たらお前がいるんじゃないかと思ってさ。そっちは？」

「同じだよ。ここに居たら、その内お前さんが来るだろうと思ってな」

　と肩かたを竦すくめて見せた滝川に、刃更は「成る程」と納なつ得とくの頷うなずきをしながら歩み寄った。

　そして隣となりに並ぶと、

「いつこっちへ来たんだ？　あの戦いの後、魔界へ戻っていたよな？」

「ああ。よりにもよって、俺が特使として勇者の一族の《里》に赴おもむいていた時に、あの斯波って男のゴタゴタが起きちまったからな。バルフレアの事もあったし、報告だ何だで面めん倒どう臭くせぇ事になってたんだよ」

　いい迷めい惑わくだったぜ、と滝川は嘆たん息そく。

「まあ、それもようやく一通り終わったんでな……昨日の夜にこっちへ来たんだよ。当面は、引き続きバサっち達の監かん視し役をやれってのが穏健派・現魔王派連合からのお達しだ」

　何せ。

「今回の一件で、《バチカン》と《里》の力が落ちた以上、勇者の一族はこっちの休戦協定案を吞のむってのが上のおおよその見解だ。今回の件で勇者の一族が、お前らに対して何らかの追及をしてくるような事もなかったみたいだし……あの長老共も引退するって話だしな。今後の休戦協定のやり取りは、野中の親父おやじさんが主導していくんだろ？」

「ああ……」

　斯波を倒たおし、取り戻した『四し神じん』を《里》へと返へん却きやくした後。

　刃更達は、《里》と《バチカン》に対して、彼らの不都合な真実を──斯波の秘密や彼の起こした叛はん乱らんに纏わる一いつ切さいの情報について口を閉とざす事を約束した。

　つまり──彼らに恩を売ったのだ。

　三長老の引退については、米国や中国を管かん轄かつする勇者の一族サイドからの追及だけでなく、今回の件を秘ひ匿とくする事を約束した刃更達に報いる側面も持っていた。

　斯波の件に加え、柚希・胡桃の離り反はんなど、管理責任を問われている日本の《里》に、魔ま族ぞくと協定を結ぶ窓口を行なう事について他地区は少なからず反発したそうだが、これについては『聖域』と定める予定の刃更達を最もよく知る《里》でなければ、しっかりとした交こう渉しようが行なえないと魔族サイドが一いつ蹴しゆうし、事無きを得ている。

　そして──《バチカン》についても、大きな動きがあった。

　その事に言げん及きゆうしたのは滝川だ。

「そういや、こっちの情報筋の話じゃ、《バチカン》トップの聖王アルバレオスが行方ゆくえ不明なんだってな。今回の件で事が露ろ見けんするのを恐れて、姿を晦くらましたのか……それとも何者かにやられちまったのかまでは解らねえが」

　一息。

「──バサっちの方で、何か情報を摑つかんでたりするかよ？」

「いいや……俺は何も知らないよ」

　滝川の問い掛けに、刃更が返した否定は噓うそだった。

　──刃更が斯波を倒してから数時間後、《バチカン》で震しん度ど７の激震が計測された。

　ただしそれは震源となった大聖堂の地下のみで、地上の建物や周辺には一切の揺ゆれはなく、その事実を知っているのは勇者の一族だけに限られている。

　そして──翌朝から始まった調査で、大聖堂の地下に巨きよ大だいな空くう洞どうが確認された。

　それが誰の手によるものなのかを、東城刃更は知っていた。

　当の本人から連れん絡らくを貰ったからだ。

『もう、《バチカン》に纏わるリスクについては心配しなくて良いぞ』

　それが、久しぶりに電話をくれた迅がこちらへと告げた言葉だった。

　──そして同時に、まだ迅が戻って来る事はないとも言われた。

　ようやくサフィアの居場所が摑めたそうで、どうやら神界に囚とらわれているらしい。

　ラファエリーネが封ふう印いんされた事を知って、いてもたってもいられなくなり、助け出そうと一人で乗り込んだは良いが、捕とらえられてしまったのではないかとの事だった。だから、

『この際だから、二人まとめて助けちまおうと思ってよ』

　電話の向こうの迅は、驚おどろく程しれっと言っていた。

　──サフィアとラファエリーネの二人は、刃更の母親である。

　自分も手伝いたいと刃更は訴うつたえたが、迅からはあっさりと却きやつ下かされた。

『アイツらは俺の女だ。お前は、お前の女を守る事だけ考えろ』と。

　ただ──場合によっては神族側と事を構える状じよう況きようになるため、刃更達の方にも火の粉が飛ぶ可能性がある事を謝られた。だが、それこそ気にしないでくれと刃更は告げた。

　迅がしようとしているのは、家族として──男として当然のことだ。

　もしも澪達が神界に囚われるような事があれば、間ま違ちがいなく刃更も迅と同じ事をする。

　その程度の迷惑など構わない。必要なら助け合う。

　自分達は家族なのだから。

　ちなみに現魔王派との決戦の後──迅はフィオという少年を同行させていたのだが、どうやら神界へも連れて行くようだった。フィオが泣いて付いて行きたいと訴えるから仕方なく、と迅は笑いながら言っていたが、途と端たんに電話の向こうから凄すさまじい異論の叫さけび声が聞こえてきた事から察するに噓だろう。

　現魔王派の少年兵だったフィオは、迅とレオハルトの戦せん闘とうに巻き込まれた後、迅と共に穏健派へ身を寄せていた。そのままウィルダートで暮らす事もできただろうが、かつて現魔王派に所属していたゼストが、穏健派での待たい遇ぐうがあまり良くなかった問題もある。

　……だから、きっと親父は。

　自分と共に行動する事で、行方不明になっていた先代魔王ウィルベルトの妹であるサフィアを連れ帰るという功績を強ごう引いんに作り出し、それを手て土産みやげに戻る事でフィオが今後一切の不自由を得る事なく、穏健派で暮らせるようにするつもりなのだろう。

　だから、フィオを無理やり連れて回っていたのだ。

　そうした迅の優やさしさを思っていた刃更に、

「……ふーん、まあそういう事にしておくか」

　滝川はそう言うと、それ以上を聞いてくる事はしなかった。

　──或あるいは、この件について滝川は何らかの情報を摑んでいるのかもしれない。

　だが──たとえ噓だとバレている相手であろうと、認められない事実や真実はある。

　聖王アルバレオスを始末したという真実は、迅にとって不都合に働くものだ。

　もし勇者の一族に公表されれば、迅や刃更達の立場は一気に窮きゆう地ちに立たされる。

　だから滝川に対し、刃更は教える事も認める事もしない。

　──無論、刃更と滝川は既すでに多くの秘密を共有しており、言うなれば運命共同体だ。

　この件を伝えたところで、滝川がそれを魔族サイドに報告する事はない。

　よって刃更が打ち明ければ、滝川は誰にも話せない秘密を増やす事になり、よりこちらを裏切れなくなるだろう。

　……でも。

　刃更はそれをしなかった。必要以上に余計なリスクを滝川に負わせれば、彼が敵に回ってしまうリスクを増やす事に繫つながるからだ。

　──今回、刃更が斯波に勝てたのは作戦勝ちの面が大きい。

　互たがいの手札を読み合い、最後の一手で打ち勝った──それがあの戦いの結末だ。

　万理亜の話では、バルフレアを倒した時のレオハルトは、魔ま剣けんロキの力を完全に解放し、刃更や斯波に近い状態になったというが、それは姉であるリアラとの主従契けい約やくがあったからこそ成し遂とげられた事である。

　刃更にしても魔剣であるブリュンヒルドや、澪達との誓せい約やくを経てようやく辿たどり着けた領域だし、それは魔ま拳けん化したレギンレイヴや黄龍と同期を行なっていた斯波にしても同様だ。

　しかし──滝川は違ちがう。

　主従契約や特別な武器もなしに、あの黄龍を自分の能力で真っ向から打ち破っている。

　止とどめを刺さしたのは万理亜だし、胡桃やゼストも滝川のために時間を稼かせいではいるが、それでも実質的に黄龍を倒したのは滝川だ。

　──初めて会った時から、底知れないとは思っていた。

　どこかやる気がなく、軽口ばかりを叩たたき、動かなくてはならない時はいつだって面めん倒どう臭くさそうな顔をしていた。今もそうだ。

　それでも滝川八尋は──ラースという男は、刃更達が一人では決して辿り着く事のできなかった領域に、しれっとした顔で付いてきている。

　──恐おそらく今の刃更なら、正面から戦えば滝川を倒す事はできるだろう。

　だが、互いにあらゆる手段や策を解放した時──眼めの前の男から最後まで澪達を守り抜ぬけるという保証はどこにもない。

　大切なものを失えば刃更の負けである。

　刃更にとって、倒す事はできても、勝つ事はできない相手──それが滝川だ。

　──けれど、それで良いと刃更は思う。

　そんな滝川だからこそ、安心して秘密を共有し、時に命を預ける事もできるのだから。

　……それに。

　そもそも刃更達が斯波に勝つ事ができたのは、滝川が穏おん健けん派と現魔王派に状況を伝え、レオハルト達だけでなく、高たか志しやセリスまで連れてきてくれたからだ。切り札となったのはシェーラの次元トンネルだったが、状況を動かしたのは間違いなく滝川である。

　お陰かげで刃更は勝利を収める事ができたし、澪達が命を落とす事もなかった。

　その恩義には絶対に応こたえなければならない。

　よって、

「とにかくバサっち達を正式に『聖域』とする以上、今後はそれがきちんと果たされているかのチェックが常に必要になる。来週には、勇者の一族を代表してあのセリスって女が監視役として派は遣けんされてくるみたいだしな。俺は魔族側の代表として、今後は穏健派・現魔王派内の叛乱分子や、他の対たい抗こう勢力に加えて、勇者の一族がお前さん達に余計なちょっかいを出さないかについても見張れとさ。ったく、仕事が増える一方で堪たまらねえよ」

　と嘆なげくように言った滝川に、

「ああ、その事なんだけど……滝川、お前に聞いて貰もらいたいアイディアがあるんだ」

　刃更がそう切り出すと、

「…………おいおい、まさかまた俺に何かやらせようってのか？」

　あからさまに嫌いやそうな顔をした滝川に、

「まあな。でも、これはお前にとっても悪い話じゃない筈はずだ」

　刃更は苦く笑しようすると、斯波との戦いの後ずっと思い描えがいていた考えを口にした。

「俺達とお前達とで同盟を結びたい──だから、レオハルトに話を通してくれないか」







「バサっち達が、俺らと同盟を……？」

　投げ掛かけられた提言に、滝川八尋は思わず眉まゆを顰ひそめた。

　刃更の意図が摑めなかったからだ。

「レオハルトに……って事は、穏健派じゃなく現魔王派と手を結ぶつもりか？」

「いや──同盟そのものは穏健派・現魔王派連合と結ばせて貰う。ただ、最初に話を通すのはレオハルトにしたいんだよ」

「何だそりゃ……同盟を結べば、もうお前達を『聖域』にしておく事はできなくなる。しかも穏健派と繫がりのあるお前達が、現魔王派を窓口にするような真似まねをすれば、穏健派との関係にも軋あつ轢れきが生じるかもしれねえ」

　まさか、と滝川。

「──穏健派と現魔王派の和平同盟を引っ繰くり返そうってのか？」

　スッと眼を細めたこちらに、

「いいや。和平同盟を壊こわすつもりはないよ……ただ『聖域』にされるのは困るんだ」

　だって、と刃更。

「もしも魔界で何かあった時──俺達がお前らの力になる事ができなくなるだろう」

　その言葉に、

　……成る程ほど、そういう事か。

　今回の斯波との一件では、こちらが刃更達を助けた。

　だから、もし滝川達に今後何かあった時には力を貸したいという訳か。

　そうした刃更の思おも惑わくを理解した滝川は思う──何とも甘い考えだと。

　しかし、

「解わからねえな……それならレオハルトを窓口にする必要はねえだろう。穏健派に話を通して、会談の俎そ上じように載のせれば良いじゃねえか」

　と疑問を口にしたこちらに、

「レオハルトを窓口にするというのは、あくまで対外的な話だ。現魔王派に話を振ふった時に生じる穏健派内の反発よりも、穏健派と話を進めた時に出てくる現魔王派の反発の方が大きいだろうからな。実際には、予あらかじめ穏健派と現魔王派の両方に──ラムサスさんとレオハルトの二人に、同時に話すよ」

　と刃更。

「そもそも穏健派と現魔王派の同盟には幾いくつかの目的があるが、一番の目的は魔界に平へい穏おんをもたらす事だよな？　二大勢力が休戦し、同盟を結ぶ事で互いにこれ以上の犠ぎ牲せいを出さなくて済むようになるし、何よりも他ほかの勢力への牽けん制せいも行なえる」

「ああ……まあな」

「だったら──そこへ俺達が加われば、少なくとも正面きってお前達に敵対してくる者はいなくなるとは思わないか？　それだけの力を俺達はもう示しているだろう」

　とケイオスを撃げき退たいした功績を仄ほのめかした刃更に、

「待て待て……何だその安直な考えは。元とはいえ勇者の一族で、人間でもあるバサっちや野の中なか姉し妹まいを良く思わない奴やつは少なからずいる。戦力としては脅きよう威いに思われても、感情面で敵を増やしちまう危険性があるだろ」

　滝川が冷静にリスクを告げると、

「そのリスクについては、俺の出自について公表する事である程度は抑おさえられる筈だ……俺の母親は、先代魔王ウィルベルトの妹であるサフィアだと」

　さらりと刃更は言ってきて、

「おいおい、本気かよ……」

　その情報は、本来ならば滝川の立場で知って良い話ではない。

　とはいえ──知らなかったかと言えば、答えは否いなだ。

　──ベルフェゴールを暗殺する計画について打ち明けられた時。

　滝川は刃更から、サフィアが母親である事を聞いていた。

《無次元のバニシング・執行シフト》だけでなく、重力波攻こう撃げきも行なえる──だからこそ刃更に賭かける事にして、そして滝川も刃更も無事に賭けに勝ったのである。

　そして──穏健派・現魔王派連合を代表する形で刃更達の監かん視し役を改めて命じられた時、滝川は現場で正しい判断を下せるように、可能な限りの重要機密事じ項こうの開示を求め、それを認められており、今ではウィルベルトや迅の企たくらみや秘密についても一通り知っている。

「柚希と胡桃についても、俺と主従誓約を結んでいる事を明かせば、裏切る事はできないと思って貰える筈だ」

「つーか……事実、アイツらはバサっちを裏切らないしな」

　滝川はそう同意の言葉を放ち、

「まあ、魔界の方はそれで押し通せるかもしれないが……魔族と同盟を結ぶような真似をしたら、それこそ勇者の一族側が黙だまっていないんじゃないか？　せっかく関係が改善できそうだってのに、この機会を棒に振っちまって良いのかよ？」

　というこちらの懸け念ねんに、

「それなら大だい丈じよう夫ぶだ──同じ話を勇者の一族側とも同時に進めるからな」

　刃更は、とんでもない事をさらりと言い放つ。

「俺には澪達もいる……今回の件で《里》や《バチカン》には恩を売れはしたが、他の地区にはどこまで行っても俺達の事を良く思ってくれない連中はいるだろう。だったらいっそ『聖域』として外へ置くよりも、俺達が同盟を結んでおく事で、勇者の一族と魔族との間で結ばれる休戦協定の中に含ふくんでしまう方が良い」

「いや、それはそうかもしれないけどよ……魔族と同盟を結ぶなんてけしからんなんて話になって、俺らとの休戦協定まで白紙にしちまったりするんじゃねえの？」

「その辺は、修哉さんやセリスにも相談して良い説得の仕方を考えるよ。自分達だって魔族と休戦協定を結ぼうっていうんだ。似たようなものを俺らが結んだって文句は言えないだろ。何より俺達は、黄龍を顕けん現げんさせた斯波さんを倒たおしている……俺達と同じかそれ以上に、勇者の一族も俺らとは事を構えたくないと考えている筈だ」

　それに。

「俺らと魔族が争わないって保証があった方が、何かの問題が生じて勇者の一族と魔族との協定が破は棄きされるリスクは減る。俺らに手出しができない状じよう況きようよりも、一定のコンタクトを取れるようにしておいた方が向こうも安心できるだろう。そうしたメリットの部分をきちんと理解して貰えれば行けると思うんだ。俺達を『聖域』とする案は、魔族側が一方的に通達したもので、勇者の一族としてはそのまま受け入れたくないだろうしな」

　という刃更の考えに、滝川八尋は思う。

　……ちょっとキツイが、何とか筋は通りそうではあるか。

　要は刃更達を除外してしまうのではなく、媒ばい介かいにして協定を結ぶという事だ。

　──そもそも『聖域』云うん々ぬんの話は、澪達の事を想おもったラムサスが提言したものである。

　魔界の政治的な思惑から遠ざけておきたいラムサスは、刃更の同盟案を嫌がるかもしれないが、逆に言えば今後は澪達に何かあった際は助けに行く事ができるようにもなる。

　レオハルトにしても、他勢力に対する牽制を強められるのならば、断るような事はないだろう。だとしたら、残る疑問は一つだけ。

「バサっちの考えは解ったが……何だってそれが、俺にとって悪い話じゃないんだよ？」

　滝川がそう問い掛けると、

「澪がノエルから聞いていたんだ──お前の生まれや育ちについて」

　だから、と刃更は確かな口調で言った。

「魔界から勢力間の争いが消え、勇者の一族との和平協定がより良い形で結ばれれば、罪のない子供達が、理不尽な運命に苦しむ悲劇を減らせる──悪い話じゃないだろう？」

　その言葉に、

「──────────」

　滝川八尋は眼めを見開いた。

　──先の大戦の初期に両親を失った事で、孤こ児じ院いんで育てられ。

　そこでようやくできた家族を──本当の兄姉のように慕したっていた二人を、後に薄うす汚ぎたない欲に塗まみれた男に殺されてしまった滝川にとって、それは何よりも望んでいた世界の在り方。

　そして刃更は自分達なら、ラムサスとレオハルトがやろうとしている方法よりも良い形で、滝川の望みを実現できる──そう言っているのである。

　そうした刃更の誘さそいに、

「………………悪いが、そんな無茶苦茶な話には乗れねえな」

　こちらが静かな声で言うと、

「……そうか」

　と刃更は呟つぶやいて──そんな彼に、滝川は「まあ、でも」と言葉を続ける。

　やれやれと苦笑して、

「そのままじゃ無茶も良いとこだが……要所をもうちょい詰つめられれば、何とかやれるかもしれねえな」

　だから、と滝川八尋は──ラースは言った。

「取り敢あえずの所は乗ってやるよ……お前が言うそのアイディアに」

　というこちらの言葉に、

「……助かるよ」

　刃更もまた、こちらへふっと笑えみを返してきた時──チャイムが鳴った。

　式の後に行なわれていたＨＲが終わり、下校の時間になったのだ。

　すると、

「さて、俺はそろそろ戻もどるよ。帰りに澪達と買い物へ行く約束をしているんだ。この話の続きはまた明日にでも……お前には、他にも色々と話しておきたい事があるからさ」

「了りよう解かいだ。また美味うまい肉でも奢おごってくれ」

「ああ……良い店を予約しておくよ」

　そう言って歩き出した刃更の背中を見送りながら、

「…………なあ、バサっち」

　ふと滝川八尋は問い掛けを放った。

　それは純じゆん粋すいな疑問。

「お前はこれから、一体どうしていくつもりなんだ？」

　そんな滝川の質問に、

「俺の方は、別に何も変わらないよ。当たり前の日常を大切にしていくさ」

　でも、とこちらを振り返りながら刃更は言った。

「もしそれを壊そうとしたり、俺の大切なものを傷つけようとする奴がいたら、その時は一歩も引かない……戦うよ」

　一息。

「たとえ──相手が誰だれであろうと」
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　屋上で交かわされた刃更と滝川の会話を、離はなれた場所で聴いていた者がいた。

　入学式が終わると同時に、保健室へと戻っていた長谷川千里だ。

　……刃更……。

　己おのれの主の宣言に、長谷川は改めて刃更の事を愛いとおしく想う。

　そうして穏おだやかな笑みを浮うかべた長谷川に対し、




「随ずい分ぶんと嬉うれしそうだね、アフレイア……いいや、長谷川先生か」




　からかうような声が掛かけられた。

　それは長谷川と同じく保健室にいた、糸のように細い眼をした青年。

　斯波恭一だ。

「刃更の言う『大切なもの』の中に、自分が入っている事がそんなに嬉しいかい？」

　薄うすい笑みを浮かべた斯波に対し、

「冷やかしに来たのなら消えろ……私はまだお前を許してはいない」

　長谷川は静かに怒いかりの感情を滲にじませた。すると、

「まあそう言わず。これでも僕は、君に命を助けて貰もらった事を感謝しているんだよ？」

　斯波が両りよう肩かたを竦すくめながら口にしたその言葉は事実だ。

　──刃更の《無次元の執行・爆滅》の奔ほん流りゆうに、斯波が吞のみ込まれる寸前。

　消し飛ぶ運命だった斯波を、虚きよ数すう次元空間内へと取り込む事で長谷川は救っていた。

　だが──敵である斯波を助けるような真似まねをしたのには理由がある。

「言った筈はずだ……私はお前を救ってやるつもりなど微み塵じんもなかった。私がお前を助けたのは、刃更がそれを望んだからだ」

　──それは、刃更が斯波との最終決戦へと向かう直前の事。

　刃更が長谷川に言ったのだ。自分は何としても斯波を倒す──だから長谷川には、斯波を誰にも知られる事なく拘こう束そくして欲しいと。

　そして──もし刃更が斯波を消してしまいそうになった時は。

　その時は、どうか斯波が死なないようにして欲しいと。

　……だが。

　それは、斯波が澪達を殺そうとした事を許したからではない。

　斯波に勝利すれば、分かり合えると思ったからでも。

　当然だ。長谷川の主は──東城刃更はそんなに甘い男ではない。

　──ならば、なぜ斯波を密ひそかに生かしておく事を選んだか？

　その理由を、つくづく感心したように斯波は言った。

「しかし、よくもまあ思いつくよね刃更は……僕と主従契約を結ぼうなんてさ」

　そう──あの後、刃更は密かに長谷川の協力を得て、斯波と主従契約を結んでいた。

　だから、

「なら、気を付ける事だな……余計な減らず口が命取りになる事は理解しているだろう」

「勿もち論ろんだよ。何せ君達と違ちがって、僕との契約は刃更の能力特性で結ばれているからね。下手な真似をすれば、《無次元の執行》よろしくゼロ次元送りにされて消し飛んじゃうんだ。逆らうような真似はしないさ」

　長谷川の忠告に、斯波は苦く笑しようしながら自分のおかれた状況を口にする。

「どうやらアルバレオスも死んだみたいだし……《バチカン》の力の象しよう徴ちようの一つだった神しん剣けんゲオルギウスも、刃更の《無次元の執行》で消し飛んじゃったからね。恐おそらく《バチカン》は空中分解か、もしくは完全に新しく作り替かえられるかする筈だ。まあ、僕としても最低限の溜りゆう飲いんは下げる事ができたし、これからは配下として大人しく従うよ。だから刃更に頼たのまれていた、入学式での胡桃ちゃんと万理亜ちゃんの写真と動画だって、こうしてちゃんと撮とったんじゃないか」

　とカメラを見せながら、

「とはいえ問題を起こした僕を倒した事で、《里》にも大きな貸しを作れたし、勇者の一族にまつわる問題については、ほぼ解決したと言って良い筈だ。そして、魔族との不ふ可か侵しんの平和協定も上手うまく締てい結けつできそうだし……まずは一安心しても良いんじゃないかな」

　でも、と斯波。

「その程度じゃまるで気を抜ぬこうとしない辺り、流石さすがだよね刃更は……大切なものを本当に守るっていう事が、どれだけ難しいかをきちんと理解している」

　何せ。

「僕がやった事は、それなりに神界の注目を引いた筈だ。さらにその事態を収めたのが、かつて十神だったラファエリーネが生んだ刃更だったんだからね。今回の件で間ま違ちがいなく、神界は刃更に眼を付けただろう」

　まあ、と斯波。

「これから迅さんが向こうへ行くみたいだし、上手く話が纏まとまれば良いけれど……最悪の場合、今度は神族と全面的に事を構えなければいけなくなる可能性だってゼロじゃない。僕との主従契約は、そのリスクを見み越こした上での保険なんだろうね」

　まあ、と笑みと共に長谷川を見て、

「保険は他ほかにもあるみたいだけどね。たとえば……澪ちゃん達の他にも、僕と最後の戦いに出る前に、元十神とこっそり結んだ主従誓約とか」

「…………いつ気付いた？」

　斯波の指し摘てきに、長谷川は静かに問い掛けた。

　それは斯波の言葉が真実である事を認めるものだ。

　すると、

「そりゃね……僕の中に取り込まれた時の刃更は、レギンレイヴさえ吞み込んだ『穢けがれ』に直接晒さらされていたんだ。あの『深しん淵えん』の闇やみの中で、普ふ通つうなら動ける筈がないんだよ。にも拘かかわらず、刃更は澪ちゃんと互たがいの重力波を引き合わせて僕の中から脱だつ出しゆつし、さらには勝利までしてみせた。いくら澪ちゃん達と誓約を結んでいたとはいえ、流石にそんな真似ができるのはおかしすぎる」

　しかし、と斯波。

「かといって、それを可能にする方法が全くないかと言えば、それは違う。『穢れ』に対して最も有効な防ぼう御ぎよは、神族が持つ聖属性の力だ。刃更の中に存在する神族の力は、母親であるラファエリーネのものと、主従契約を結んでいた君のもの。とはいえ、それだけではまだ不ふ充じゆう分ぶんだ」

　でも。

「己の全すべてを捧ささげる誓約となれば話は別だよ。だから刃更は、『穢れ』の深淵に吞み込まれても戦い続ける事ができたんでしょ」

　と、そこまでを言うと、斯波は少々怪け訝げんそうな顔になり、

「でも、その事については疑問があるんだ。君から刃更に対して、そんな提案をするとは思えないんだよ。気持ちとしては充分に有り得るけれど……そんな真似をすれば、刃更が神界に眼を付けられる危険性が一気に高まってしまうからね」

　何故なぜならば。

「力が制限されているとはいえ、十神だった君を完全に従えてしまったら、いよいよ神界は……それも他の十神たちは、刃更の存在を見過ごせなくなるだろうからね」

　だけど、と斯波。

「かといって刃更の性格を考えると、彼の方から君に『勝つために誓約を結びたいから抱だかせろ』みたいな事を言うとも思えないんだよ。だから僕は、刃更と君が主従誓約を結ぶ事はないだろうと考えていた。あらゆる可能性について思いを巡めぐらせる事は大切だけど、余計な警けい戒かいをしすぎれば、極限の戦せん闘とうで判断を誤ってしまう危険性があるからね」

　でも。

「刃更と君は誓約を結んだ……どうしてかな？」

　という斯波の追つい及きゆうに、

「……そういう下げ衆すの勘かん繰ぐりは、お前の命を縮める事になると思うが？」

　と長谷川が眼めを細めて言うと、

「いやだなあ。僕は刃更の切り札として、彼の思おも惑わくを知っておきたいだけだよ」

　と斯波は笑った。

「僕が生きている事は、刃更と君以外は知らない秘密だ。何せここまで問題を起こした僕を密かに生かしておいて、しかも戦力として利用するために主従契約を結んでいたなんて事が知られたら大問題になっちゃうし、切り札は秘密にしてこそ最大限の効果を生み出せるんだからね」

　よって。

「僕はこれから、刃更の暗部を担になう事になる……そのためには刃更に纏わる事は可能な限り把は握あくしておく必要があると思わない？」

「そう思っているのなら、刃更に直接聞けば良いだろう」

「いくら主を想おもっての事とはいえ、直接面と向かって女性関係の内容を根ね掘ほり葉掘り聞くのは不敬だと思ってね。だけど主のために、主の動向を周辺から探さぐっておく事は配下の務めの一つだし、デリカシーにも優すぐれるでしょ」

　という斯波に、長谷川千里は嘆たん息そくして。

「確かに……私と刃更の誓約は、私達のどちらかが言い出したものじゃない」

　ならば一体誰か──その答えを告げる。

「私に刃更との誓約を望んだのは……澪だ」

　という長谷川の告白に、

「へえ……万理亜ちゃんじゃなく、澪ちゃんが」

　意外そうに言った斯波に、長谷川は想う。

　……当然だな。

　自分も、澪から言われた時は驚おどろいた。

　まず──状じよう況きよう的な問題として、斯波の言うように、神界に気付かれるリスクがある。

　次に感情的な問題として、誓約関係として互いに結ばれる事は、強制するべきではないと刃更が言った。

　そうして躊ちゆう躇ちよと困こん惑わくを得ていた長谷川と刃更に、それでも澪は譲ゆずらなかった。

『ここで刃更が死ぬような事になったら……あたし達は後こう悔かいする事になる』と。

　そして──その『あたし達』の中には、長谷川も含ふくまれていた。

　だから、出来うる事は全て行なうべきだと澪は訴うつたえてきて、そして最後に言った。

『もしも先生が、刃更に自分の全てを捧げて良いと想っているのなら……お願いします。あたし達と一いつ緒しよに、刃更と生きて下さい』と。

　そう頼まれたら、断れる筈などなかった。

　澪達と同じように、刃更に己おのれの全てを捧げたいと、長谷川だって願っていたからだ。

　だから長谷川も澪達のように刃更に処女を捧げ、何度となく抱かれ続けた事で完全に彼のものとなり、主従誓約へと至った。

「────────」

　その時の事を思い出すと、長谷川は身み震ぶるいするような幸せを感じてしまう。

　そして今夜からは、その幸せをもっと得られるようになる。

　一緒に暮らそうと刃更が言ってくれたからだ。

　──既すでにゼストが魔ま法ほうで、長谷川のための部屋を東城家の地下に設けてくれている。

　後は業者が今夜、長谷川の荷物を運び込めば刃更達との同居の始まりだ。

　……そして。

　来週には、勇者の一族を代表してセリス・レイドハートが監かん視し役として派は遣けんされてくる予定で、彼女もまた東城家で共に暮らす事になっている。

　──刃更と長谷川達が結んでいる関係を、セリスはまだ知らない。

　真実を知った時の彼女を思うと少し気の毒ではあるが、柚希の話ではセリスも刃更に好意を寄せているため、すぐにこちらと想いを同じにしてくれるだろうとの事だった。

　それこそ最初は──誰だれもが、刃更と主従契約を結ぼうなどとは考えていなかった。

　でも今は、全員が刃更と誓約を結んでおり、その事に微塵も後悔はしていない。

　あるのは、震ふるえるような誇ほこらしさと喜びで……これから長谷川達は、刃更の傍そばでその幸せをもっと強めてゆくだろう。

　そうした未来を長谷川が想っていると、刃更との誓約の事実を認めたこちらの言葉にしばし考え込んでいた斯波が、

「成る程ほど……五人と誓約を結んだ後に、君とまで結ぶような真似をすれば、せっかく刃更の中へ入れた五行の属性力のバランスが狂くるう筈だから不思議だったんだけれど」

　そういう事か、と納なつ得とくの言葉を口にした。

「『五行思想』は『陰いん陽よう思想』と結びつき、『陰陽五行思想』へと進化した。陰と陽とが混ざり合う太極図のように、魔族サイドの澪ちゃん、万理亜ちゃん、ゼストちゃんが『陰』を担にない、神族である君と、勇者の一族の血を引く柚希ちゃんと胡桃ちゃんが『陽』を担う事でバランスを取り、通常の五行から陰陽五行へと昇しよう華かさせたんだね」

　そして。

「僕は『陽』の力については得る事はしなかった……というより、出来なかったという方が正しいかな。何せ、僕の中にあった『穢れ』の陰の力は、レギンレイヴを吸収した位でバランスが取れるようなものではなかったからね。もしかしたら、その差が最後の概がい念ねん衝しよう突とつの勝敗を分けたのかもしれない」

　と合が点てんが言ったように斯波は言って、

「じゃあこれからは、君達が交かわしている誓約を阻そ害がいされないようにしないとね。今後はこれまでと違って、いかに強い敵を倒たおすかだけじゃない……刃更や君達の力を削けずろうとする敵に対してどう対処するかも重要になってくるし」

　そこで「さてと」と呟つぶやくと、保健室の扉とびらへと向かって歩き出した。

「知りたかった事は聞けたし、そろそろ行くよ。しばらくは戦力がダウンしちゃう事は避さけられないけど……まあその間はせいぜい僕が頑がん張ばるさ」

「？　いったい何の事だ？」

　と長谷川が怪訝を覚えながら問うと、

「まあ、まだ自分達じゃ気付かないのも無理はないけどね……僕は『氣き』を操あやつる事に長たけているから解わかっちゃうんだよ」

　と斯波。

「下手に刃更に伝えて、うっかり消し飛ぶなんてのはゴメンなんだけど……かといって知っているのに伝えなくて、何か問題があったら同じだから言っておくね」

　僕から聞くのは不本意かもしれないけど、という前置きがされた後。

　長谷川千里は、これまで生きてきた中で、最も驚く事実を斯波恭一から聞かされた。

「刃更の精子はかなり元気みたいでね。澪ちゃんと君──あと他にも、しばらくは身体を大事にしなきゃいけない娘がいるからさ。色々と気を付けた方が良いよ」
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　言うべき事を伝えた斯波恭一は、長谷川のいる保健室を後にした。

　廊ろう下かには、始業式に参列した新入生の保護者らの姿があるが、気配を完全に消している斯波の存在に気が付く者はいない。

　よって斯波は悠ゆう然ぜんと廊下を歩きながら、

「いやあ……あの顔、傑けつ作さくだったね」

　自分達の妊にん娠しんを知った時の長谷川の反応を思い出し、くっくっと忍しのび笑いを漏もらした。

　してやった事で得られた愉ゆ快かいがある一方で、しかし考えなければならない事がある。

　──澪達と誓せい約やくを結んだ今の刃更は、神族最強の十神らと比ひ肩けんするレベルにある。

　そして澪達もまた、刃更と誓約を交わした事でこれまで以上の力を持つに至った。

　長谷川に至っては、十神アフレイアだった頃ころの力を取り戻もどしたようだ。

　最強の魔ま王おうウィルベルトの血を色いろ濃こく引いている澪。

　同じくウィルベルトを父に持ち、さらには最強のサキュバスの血も引く万理亜。

　勇者の一族を抜ぬけながら、もはや勇者の一族以上の強さを持っている柚希と胡桃。

　今ではゾルギアら枢すう機き院いんクラスの高位魔族ですら足あし下もとにも及およばぬ力があるゼスト。

　さらに元十神の長谷川に、現げん役えきの勇者の一族の中では最強クラスのセリスも加わり、

　……そして僕、と。

　心の中で、指折り戦力を数えていた斯波はやれやれと、

「おまけに刃更は《四種の混血》で、父親は史上最強の勇者にして古代竜りゆうの力をその身に宿している迅さんで、二人いる母親はいずれも十神と魔王クラスときてる」

　これ程の戦力を持っていれば、頼たのもしいと思う者よりも、脅きよう威いと思う者の方がまず間ま違ちがいなく多いだろう。

　……とはいえ。

　こちらの何人かは身み籠ごもっている状態だ。あまり無理はさせられないが、

「楽しみだね……」

　斯波はふと思いを馳はせた。

　刃更が滝川に対して言っていた事は、勇者の一族と魔族の双そう方ほうにとって要の存在となり、同時にバランサーとしての役割も担うというものだ。これならば万が一の事があった時は、魔族だけでなく勇者の一族に対しても手を差し伸のべる事ができるだろう。

　たった数人の、勢力とも呼べない集団──一つの家族が、二つの世界と二つの種族の調和を司つかさどる立場になると刃更は宣言したのだ。

　事と次し第だいによっては、それこそ神族に自分達の存在と自由を認めさせるつもりだろう。

　これまでも刃更は、自分の譲れぬものを強い想いと共に守ろうとする一方で、それらを害そうとする敵に対しては、どこまでも冷れい酷こくに徹てつする事を厭いとわなかった。

　──大切なものへの愛情と、敵への冷れい徹てつさを比例させるように。

　そんな少年が、自分に子供が出来たと知った時──新たにどれだけの愛情を抱き、その裏でどれだけの闇やみを色濃く抱かかえる事になるのか。

　考えただけで堪たまらない気持ちになりながら、

「迅さんは、色々な事に折り合いを付けて生きてこられたみたいだけど……」

　斯波恭一は笑いながら呟いた。

「果たして君はどうだろうね──刃更」
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　二つの式が恙つつがなく終わり、教室に戻ってから行なわれるのは自己紹しよう介かいなどのＬＨＲ。

　それが済めば、新年度初日は終しゆう了りようだ。

　刃更が二年Ｆ組の教室へと戻ると、澪と柚希だけでなく、万理亜と胡桃もやって来ており、相川や榊を交えての談だん笑しように花を咲さかせていた。

　相川と榊は、少し前に東城家へ遊びに来た事があり、既に万理亜や胡桃と顔を合わせている。ゼストについても、母方の遠とお縁えんの親しん戚せきとして紹介し、留学目的で日本を訪おとずれ、現在は職を探していると話してあったため、非常勤講師として働く事になったサプライズについても、少しの言い訳で済んだようだ。

　そして初日からＬＨＲをサボった事を相川に突つっ込まれながら、澪達と下校するため生徒玄げん関かんへと向かった刃更は、校舎の外へ出た所で待っていたゼストと合流した。新任の教師や講師に対して歓かん迎げい会かいが用意されていたが、丁てい重ちように辞退してきたらしい。

　長谷川も、必要な会議を終えたらマンションへと戻り、引っ越こし業者が荷物を運び出したらすぐに東城家へ来る事になっている。

　よって本日の東城家は、期せずしてお祝い尽づくしとなった。胡桃の入学祝いと、長谷川の歓迎会だけでなく、万理亜の入学祝いとゼストの就職祝いも兼かねる必要があるからだ。

　刃更・澪・柚希の進級もめでたくはあるのだが、今夜の主役はやはり四人の方だろう。

　…──そして。

　刃更達は帰りに、お祝いの食材を買いに近所のスーパーへと立ち寄った。

「さあ、今日はとことん豪ごう勢せいに行きますからね。色々と奮発しちゃいますよ～。まずはお肉からですっ」

「ええ。あと、こちらではお祝いの際に赤飯というものを炊たくとありました。そちらの材料も買ってゆきましょう」

　と眼めを輝かがやかせながら、万理亜とゼストが食材を探しにゆけば、

「あたし達は、お祝いのケーキを焼くからね。万理亜とゼストの料理にも負けない位の凄すごいヤツで行くわよ」

「でも、万理亜達も料理でオーブンを使うから恐おそらく一つが限界。品数では向こうに分があるから、インパクトを出したいところ」

「だったらスポンジを大きめに焼いて、ピザみたいにハーフ＆ハーフとか、やれそうなら四種類のデコレーションとかやったらどうかな？　ショートケーキにチョコレート、フルーツ系にチーズクリームとか」

　澪・柚希・胡桃の三人は、相談しながら製せい菓かコーナーへ。

　そんな五人を微笑ほほえましく見み詰つめながら、

「そろそろ、人数分の食材を買うのも大変になってきたかな……」

　一番初めの頃──澪達と同居を始めたばかりの頃は、自転車の前カゴとハンドルに下げれば何とかなったが、今は六人暮らしだ。

　──さらに今夜からは長谷川が増え、来週にはセリスも加わる。

　どれだけ買ったところで自分達が重さを苦にする事はないだろうが、量が増えればどうしたって荷物は嵩かさ張ばってしまう。こうして全員で買い物に来れば手分けできるし、一いつ緒しよに出で掛かければそれはそれで楽しいだろうが、

　……毎度それが出来る訳じゃないしな。

　だとしたら、そろそろ東城家にも車が必要かもしれない。

　長谷川は既に免めん許きよを持っているし、外見年ねん齢れい的にゼストも問題ないだろう。

　となると買い物だけでなく、時には全員で出掛けられるようにミニバン系にするべきか。

「よし……夜にでも、相談してみるかな」

　そう独り言ちた刃更は、そこでふっと口元に笑えみを作った。

　──家族が増えた事で不便が生じるだなんて。

　自分は今──何と贅ぜい沢たくで幸せな悩なやみを得ているのだろう。

《里》を離はなれ、迅と二人で暮らしていた時は想像もできなかった事だ。

　自分が手にする事ができた幸せを改めて嚙かみ締しめながら、刃更は用を足すためにトイレへと向かった。すると男性トイレの出口で、慌あわてた様子でトイレから飛び出してきた中年男性と擦すれ違ちがう。

「？　何だ一体？」

　怪け訝げんに思いながら中へと足を踏ふみ入れた刃更は、しかしすぐに納なつ得とくを得た。

　男性トイレの中に、可愛かわいらしい女の子がいたからだ。

　──少女は、刃更と同じ聖ヶ坂学園の学ランを身に纏まとっていた。

　学校では男子で通しているが、誰だれがどう見ても女の子にしか見えないし──事実、彼女は女の子だった。そんな彼女の事を刃更はよく知っていて、

「七なな緒お──…？」

　他ほかに誰もいない男性トイレで、手洗い場の鏡を見ていた彼女の名を呼ぶと、

「えっ────…東城くんっ？」

　橘たちばな七緒は刃更に気が付くなり、パッと表情を明るくして駆かけ寄ってきた。

　すると、春休みの間に七緒の外見はさらに女の子らしさを増し、さらに声も少し高くなっていて、刃更は思わずドキッとなる。そんな彼女に、

「どうしたんだこんな場所で……始業式に来てなかったから心配してたんだぞ？」

　自分の動どう揺ようを気付かれないように、刃更は問い掛かけた。

　七緒も刃更達と同じクラスになるよう長谷川に手を回して貰もらい、きちんとＦ組に振ふり分けられている。しかし──今日、二年Ｆ組の教室に七緒の姿はなかった。

　担任の話では病欠という事で、大だい丈じよう夫ぶか携けい帯たい電でん話わで簡単なメッセージを送っていたのだが、七緒からの返信は来ていなかった。或あるいは風邪かぜで寝ね込こんでいるのかと思い、夜にもう一度連れん絡らくしてみようと思っていたのだ。すると、

「心配掛けちゃってゴメンね……実はちょっと、事情があって登校できなかったんだ。おまけに携帯電話の調子も悪くて、連絡する事もできなくて」

　と七緒は申し訳なさそうに言うと、「東城くん……来て」という彼女に手を引かれた刃更は、奥の個室へと連れ込まれた。すると、扉とびらの内側にあるフックには白い紙かみ袋ぶくろが掛けられており──七緒は後ろ手にその扉の鍵かぎを閉めると、顔を少し赤くしながら、

「あのね……ボクの身体、東城くんに女の子にして貰ったでしょ？」

「あ、ああ……」

　上うわ目め遣づかいで囁ささやくように至近距きよ離りから問われ──昨年度の修しゆう了りよう式の日に、自分達がした事を思い出した刃更も頰ほおを赤くすると、

「それでね……毎日鏡で見ていたから自分では気付かなかったんだけど、春休み中にすっかり体型が変わっちゃっていたみたいで、今までの制服が合わなくなっちゃって」

　ほら、と言った七緒は学ランの前のボタンを開けていった。

　すると、女の子の身体に固定させた時は控ひかえめな膨ふくらみだった七緒の胸は、もはや言い訳できないようなサイズになっていて、その大きさを主張するかのようにＹシャツを押し上げていた。澪やゼスト、長谷川ほどではないが、それでも刃更と淫みだらな行ないを繰くり返している内に、すっかり巨きよ乳にゆうサイズに成長してしまった柚希くらいはある。

　……って事は。

　七緒のバストのカップ数は、自分達が所属する学校のクラスと同じという訳だ。

　流石さすがにこのサイズでノーブラというのは無理があるらしく、Ｙシャツの下には白のレースが薄うっすらと透すけてしまっており、

「そ、それで今日は学校に来られなかったのか」

　と刃更が眼を逸そらしながら問うと、

「うん。学ランのサイズを直して貰おうとしたんだけど、気付いたのが遅おそかったから今朝には間に合わなくて。つい先刻、仕上がったって連絡を貰ったから受け取りに行ってたの。本当は試着室で合わせたかったんだけれど……お店の人に、ボクのだって言ったら変に思われちゃうから、ここで着き替がえて大丈夫かどうか確かく認にんしてたんだ。どうにか身体からだのラインは隠かくせてるし、後は下着の透けないＹシャツを買えば、取り敢あえずは大丈夫だと思う」

　そう嬉うれしそうに言った七緒に、

「そ、そうか……」

　身体のラインは隠せても、女である事を隠すのはもう無理じゃないか──そう正直に伝えてやるべきかを思案した刃更は、

「でも七緒は、どうして男子として通う事にそんなに拘こだわるんだ？　お前なら、魔ま眼がんで周囲に対して認識操作を行なって、最初から女子だと思って貰う事もできるだろ？」

　そもそもの本質的な疑問を訊たずねると、

「確かにできなくはないけれど……ボクの都合で皆みんなの意識を操作する事は、可能な限り避さけたいんだ。それに男子のフリを続ければ、体育の時間や修学旅行の夜なんかも東城くんと一緒に過ごせるでしょ？　そうしたら、一緒に暮らしている成瀬さん達にも作れない思い出を東城くんと作る事ができるし」

　と七緒。

「本当は、今日の始業式だって凄く楽しみで……サラシを巻いて行こうかとも思ったんだ。でも東城くんはボクのこと女だって言ってくれて、そして本当に女の子にしてくれたでしょ？　だから隠す事はしても、噓うそはつきたくなかったの……だってこれは、ボク自身が望んだ事なんだから」

　だから。

「どんどん女の子になってゆくのなら……東城くんには、そんなボクの偽いつわりのない姿を見て欲しかったの」

　と、どこまでもこちらに対して健けな気げな七緒に、

「──────っ」

　刃更は心臓の鼓こ動どうをドクンと跳はね上がらせると──今朝あんなにしたにも拘かかわらず、どうしようもなく興奮を得てしまう。そして澪達との性交に溺おぼれ始めた副作用か、抑おさえが利きかなくなってきており、すっかり反応しやすくなっていて、

「……あ……東城くん……」

　こちらの股こ間かんの膨らみに気付いた七緒が、ゴクリと喉のどを鳴らした。

「いや、これは……」

　とこちらが言葉を濁にごすと、七緒の瞳ひとみにふっと艶つやっぽい色が宿った。

　そうして完全に女の眼になって、

「…………ゴメンね、ボクのせいで」

　謝罪の言葉を明らかに嬉しそうな声で言った。そして、

「東城くん……よかったらボクが春休みの間に、どれだけ女の子になったか見てくれる？」

　そう甘く囁くように言うと──七緒はゆっくりと服を脱ぬぎ始めた。

　そして学ランがトイレの個室の床ゆかに落ち、さらにベルトを外してボタンとファスナーを外すと、ズボンが滑すべるように足元へと下がった。

　服を脱いでゆく七緒の表情と雰ふん囲い気きは、壮そう絶ぜつに艶っぽくて──そうしてこちらが息を吞のんでいる間に、七緒はブラジャーを外していた。縛いましめを解かれて露あらわになった胸は、ブラのサイズが合っていなかったのか、さらに大きさを増したように見える。

「七緒────…」

「大丈夫……制服はクリーニングに出すし、帰りは着てきた服があるから」

　そう艶っぽく微笑んでショーツを下ろし始めた七緒の姿と、スーパーのトイレの個室という背徳的なシチュエーションに、いよいよ刃更の股間は言い訳できない状態になって。

　──と、そこへ他の利用客がトイレへと入ってきた。

　思わず刃更が息を吞むと、自分で刃更が興奮した事が嬉しかったのか、七緒はさして気にした様子もなく、

「大丈夫……すぐ出ていってくれるよ」

　こちらへ抱だき付きながら、そう囁いてくる。

　すると七緒が言った通りに、男性はすぐに出て行った。そして突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に肝きもを冷やしても、刃更のそこは七緒への興奮によって張り詰つめたままになっていて、

「そのままじゃ外に出られないでしょ……ねえ座って」

　蠱こ惑わく的な笑みを浮うかべながら、七緒は上うわ蓋ぶたが閉まった状態の便座に刃更を座らせた。

　そして一糸纏わぬ姿になった彼女は、刃更の前に跪ひざまずくと、ゆっくりとこちらのズボンのファスナーを下ろしてゆく。

　そして白く細い七緒の手が、ファスナーの隙すき間まから刃更のズボンの中へと差し入れられ、

「あ────…」

　すっかり大きくなっていた刃更のサイズに、七緒は驚おどろきと悦よろこびが入り交じった声を漏もらすと──ゆっくりと刃更のモノを取り出した。

　そして露わになった刃更のそこを両手の指で優やさしく包み込むと、

「いっぱい感じてね……ボクが女の子だって」

　橘七緒はそう言って──刃更のモノを彼女の口と牙きばとで濃のう密みつに愛し始めた。
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　そして──七緒のフェラチオによってたっぷりと愛され、彼女の口で果てた後。

　刃更はお礼に、女の子にしか得られない悦びを七緒に与あたえてやった。

　そして先に個室を出た刃更は、中に残って着替えを行なっている彼女に、

「そうだ七緒……前に梶かじ浦うら先せん輩ぱいが誘さそってくれた件なんだけど、正式に受ける事にしたよ」

『えっ……本当っ？』

　と扉とびら越ごしに返ってきた驚きの声に、

「ああ……体育祭の準備の時は色々あったけど、やっぱり皆の役に立てたのは嬉しかったからさ。取り敢えずは俺と澪と柚希、あとは胡桃も確定だ」

　万理亜はまだどうするか解わからないが、彼女の性格を考えると恐おそらく自分もと言い出すだろう。そうなると、ゼストも放課後に校内へ残れる理由を作りたいところだが、

　……まあ、何とかなるだろ。

　非常勤講師は給料が発生しないだけで、校内に残るのが深刻なルール違い反はんという事はないだろうし、何か問題があるようなら長谷川にまた力を借りても良い。

　その辺りの話については、今夜ゆっくりと家で相談すれば良いだろう。

　──だが、もし梶浦から求められても、重要な役職に就つく事はしないつもりでいる。

　今後、何かで学校へ行けなくなってしまうような可能性はゼロではないからだ。

　とはいえ、そうしたマイナスの可能性に──リスクに怯おびえて周囲と距離を置き、自分達の日常を制限するような事はもうしないと決めていた。

　だから密ひそかに、相川と榊も同じクラスにしてくれと長谷川に頼たのんだのである。

　危険に巻き込まないために遠ざけるか、危険から守るために傍そばにいるかのどちらかなら、前向きな方を選ぶべきというのが、今の刃更の考えだ。

　自分のせいで危険に晒さらさないようにと何もかもを遠ざけていったら、行き着く究極は一人であり──最後は死ぬ事が、最もリスクを減らせる最善となってしまう。

　──勿もち論ろん、これは今現在の刃更の考えだ。

　状じよう況きようによっては、学校を諦あきらめなければならないような事も有るかもしれない。

　だが、そんな最悪の事態を恐れて自分達を犠ぎ牲せいにするのは間ま違ちがっている。

　東城刃更は、せっかく自分達が手にした日常を諦めない。だから、

「週明け、登校したら梶浦先輩に話すよ」

　と告げると、個室の扉が開いた。そして中から出てきたのは、聖ヶ坂学園のセーラー服を身に纏まとい、完全の女子の格好となった七緒で、

「やっぱりそっちの方が似合うと思うけどな……」

　と刃更が苦く笑しようすると、

「ありがと……でも良いの。その事は、東城くんだけが知っていてくれれば」

　と七緒は可愛かわいらしく笑って、

「それより良かった──東城くん達が、生徒会に入るって決めてくれて。梶浦先輩たちもきっと凄すごく喜ぶと思うよ」

「そうかな？　だと良いんだけど」

　と刃更が言うと、橘七緒は「大丈夫だよ」と笑って、

「これからも、皆でいっぱい思い出を作ろうね」

　そうこちらへ微笑ほほえみ掛かけた少女に、刃更は「ああ」と心からの頷うなずきを返した。
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　そして七緒とトイレの前で別れた後。

　東城刃更は、澪達の下もとへと向かった。

　既すでに買い物を終えているらしく、澪達の気配は外の駐ちゆう車しや場にあり、

「……っと、待たせちまったかな」

　刃更は早足で彼女達の下もとへと向かった。

　そして──夕飯の食材を買い求める客で混雑している出入り口を抜ぬけた時だった。




「…──ちょっと。あたしに触ふれたら、百回殺すわよ」




　よく知る少女の声が、剣けん吞のんな響ひびきをしながら聞こえてきて。

　ギョッとなった刃更は、慌あわててそちらへと向かい、

「…────おい、噓だろ」

　そして──視線の先にあった光景に、思わず呆ぼう然ぜんの声を漏らしながら立ち尽つくした。

　──澪達が、露ろ骨こつにガラの悪そうな連中に囲まれている。

　その数、ざっと十名超ちよう。しかも、数名の顔には見覚えがあった。

　……あれって、そうだよな絶対。

　間違いない──引っ越こしてきたばかりの頃ころ、街を探たん索さくしがてら立ち寄った際に、ここで澪に絡からんでいた連中だ。よもや、また会う事があろうとは。

　いや、生活圏けんが同じであれば、これまで会わなかった事の方がむしろ奇き跡せきなのか。

　しかし、この状況は余りにも危険すぎる。

「……………………」「……………………」

　不ふ機き嫌げんそうにしている澪と胡桃が、いつ爆ばく発はつしないかも心配ではあるが、

「────────」「────────」

　それこそ殺意にも似た冷たい瞳で男達を見ている柚希とゼストもかなりやばそうだ。

　いけない──このままでは、本当に男達が百回死んでしまう。

　だが人数が多い事もあって、既に行き交かう他ほかの客達の視線が集まってしまっていた。

　どうしたものか、と刃更が可能な限り穏おん便びんな解決方法を模も索さくしていると、

「あっ、刃更さ～ん！」

　ただ一人、この状況を楽しんでいたと思おぼしきロリエロサキュバスが、こちらに気付くなり名前を呼んできた──それも辺りに響き渡わたる程ほどの大声で。

　すると一いつ斉せいに周囲の視線が刃更へと集まり、

「………………流石さすがに今日は、胡こ椒しようは買ってないよな」

　そうげんなりと呟つぶやくと、刃更は自分を待っている少女達の下へと向かった。

　──澪達ならば、どうとでもあしらう事ができる相手だけれど。

　しかし、これだけは何があっても譲ゆずる事はできない。

　たとえ相手が街の不良だろうと、最強の魔ま王おうや至高の神であろうと関係ない。

　澪達を──家族を守るのは他の誰だれでもない、東城刃更の役目なのだ。

　だから。

「えっと……ウチの連中が何か？」

　東城刃更はそう言って──不良達へと声を掛けた。




　…──これからもきっと、こうやって日々が積み重ねられてゆく。

　何でもない日常と、信じられないような非日常とを繰くり返しながら。




　向き合う事さえままならずに、ずっと罪だけを背負って。

　それでも生き続ける事で、何かを守る事ができるというなら。

　そう思っていたのは、今はもう昔で。




　どれだけ向き合おうと消えない過去と、自分が犯おかした罪は全すべて抱かかえて。

　それでも東城刃更は、前へと向かって進み続けてゆく。

　…──誓ちかいを交かわした家族達と共に。

　何があろうと譲る事のない──己おのれの大切なものを守るために。

















あとがき






　既すでに本編をお読みの方も、これから読まれようとしている方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。

　という訳で、何と本編は最終巻だというのに、新ＯＶＡとブルーレイＢＯＸの発売が決定しました！　これも皆みなさんが応おう援えんして下さったお陰かげです。本当にありがとうございます。

　よろしければ皆さん、ぜひぜひご購こう入にゆうをお願い致いたします！

　そして十巻と分冊したというのに、今回シリーズ最厚記録を更こう新しんした挙げ句、それでも入りきらないという事で、本文の行数まで増やしていただいた超ちようボリュームになりました。

　お陰で、ほぼオールキャストでクライマックスをお届けする事ができまして、俺達の高たか志しを始め、応援に駆かけ付けてくれた連中も良い感じに活かつ躍やくさせられたのではと思います。

　ストーリー的には、この後は『神界編』という事なのでしょうが、それはもう刃バ更サラの物語ではなく迅じんの物語で、『新しん妹まい魔ま王おうの契約者テスタメント』という作品ではなくなるのかな……と。

　それに迅は一人でも、どんな敵だろうと何とでもしちゃいそうなくらい強いので、きっと刃更達の出る幕がないですね。なので本編はここで完結とさせていただき、あと一冊、この巻のエピローグで明らかにした、密ひそかに結んでいた長谷はせ川がわとの主従誓せい約やくのエピソードや、本編の後日譚たんの短編、これまでに書いた特典小説などを取り纏まとめたものをお送りできればと思っております。最後までお付き合いをいただけると嬉うれしいです。

　──では、本作の関係者の皆様に謝辞を。

　ニトロプラスの大おお熊くまさん、今回も超ちよう絶ぜつイラストを仕上げていただきまして、ありがとうございます！　斯し波ばの最終形態がカッコ良すぎて最高でした。技のアイディアも色々とありがとうございます。そしてみやこ先生、コミック版の連れん載さい終しゆう了りようお疲つかれ様でした＆ありがとうございました！　新妹がここまでの作品になれたのは、みやこ先生がコミック版を盛り上げて下さったお陰です。本当にありがとうございました。

　アニメスタッフの皆さん、またお世話になります。ＯＶＡという事で、色々とユーザーからのハードルが上がっているかもですが、ぜひ期待に応こたえていただければと！

　そして、かつてない進行スケジュールだった本巻を無事に発売させるべく、担当さんを筆頭に、制作さん、デザイナーさん、校こう閲えつさん、営業さん、その他関係各所の皆さんには、とてつもないご尽じん力りよくをいただきました。本当にありがとうございました。

　とりあえず、新妹ではあと一冊お付き合い下さいませ。

　そして──書店さんと本書を購入して下さった皆さんには最大級の感謝を。

　では、次のシリーズ最終巻もどうぞよろしくお願いします！


上栖綴人




































カバー・口絵・本文イラスト／大熊猫介（ニトロプラス）

カバー・口絵・本文デザイン／濵﨑正隆（NARTI;S）










新しん妹まい魔ま王おうの契約者テスタメントⅪ








上うえ栖す綴てつ人と
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